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前言

　本訳注書のもとになったのは、2001年から2002年まで行われた会読形式の
研究会の成果である。以下、簡単に本書刊行の経緯を記して前言にかえた
い。

　 2001年春に稲葉が京都大学人文科学研究所に着任した際、イラン留学から
帰国していた守川知子氏から、なにかペルシア語史料を会読する研究会を行
わないかとの提案を受けた。その際守川氏が選定したのがこの『ノウルーズ
の書』であった。そこで守川氏と稲葉に加え、当時京都大学大学院文学研究
科（西南アジア史学）に所属していた二宮文子氏の３名で、毎週１回担当を
決めて翻訳を行い始めたのが夏前のことだった（途中、当時文学部西南アジ
ア史学科の学部生だった高橋良平氏も参加した）。それから１年余をかけて
一通り読み終えた後、守川氏が大英図書館所蔵の写本を調査、将来し、これ
を文字起こししたものを付して、訳注を刊行しようとの計画を立てた。準備
自体はすぐに始まったのだが、間もなく守川氏が北海道大学に職を得て多忙
となり、かつ京都から物理的に離れたことで作業が間遠になってしまった。
しかしいつまでも放っておいても具合が悪いので、このたび東方学資料叢刊
としての刊行に応募し、無事承認されて、ここに出版の運びとなった。

　 刊行へ向けての準備作業の過程で、守川氏と稲葉は、研究会開催時の訳原
稿をほぼ全面的に改稿し、また分担して新たに注を書き加えた。さらに守川
氏は前述の如く、大英図書館所蔵写本からの校訂テキストの作成、および写
本の調査に基づく文献解説執筆を行った。このようにそもそもの研究会の段
階から、原稿作成に至るまで、終始一貫して主導的役割を果たしたのは守川
氏なのであるが、訳文、注釈等は協働して作成したため、責任の所在を明確
にするためにも、両名の名前で刊行することにした。



　 本資料叢刊の名前にも冠される東方学とは、中国、東アジアにとどまらず
広くアジア世界の歴史文化を包含する学問領域であるが、その重要な対象の
一つであるイスラーム文化圏において、アラビア文字を用いて書かれた文献
の訳注が、本シリーズにおいて刊行されるのはこれが初めてのことである。
本書がそれに相応しい内容のものとなっていることを、訳者両名はもちろん
願っているのだが、真にそうであるかどうかは読者諸氏の判断に委ねるしか
ない。

2011年2月　京都にて

　　稲葉　穣
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『ノウルーズの書』解説

守川知子

　 本書は、ペルシア語の著作『ノウルーズの書』を訳出したものである（原
題は『ノウルーズ・ナーメ (Nawrūz-nāma)』もしくは『ノウルーズの真実に
関する論考 (Risāla dar taḥqīq-i Nawrūz)』）。

　 「ノウルーズ（Naw-rūz）」とは「新しい日」という意味のペルシア語で
あり、われわれの暦の「元日」に相当する。ゾロアスター教的世界観にもと
づくイラン・ペルシア世界の元日（ノウルーズ）は、昼と夜の時間が等分と
なる春分の日（西暦の3月21日ごろ）である。

　 イランでは古来、この春分の日を新年のはじまりとする独自のイラン太陽
暦を使用しており、現代でも、太陰暦のイスラーム暦（ヒジュラ暦）とは別
に、「ノウルーズ」を起点とするイラン太陽暦が国の公式カレンダーとして
用いられている (岡崎 1987; EIr: “NOWRŪZ”)。イラン太陽暦では、１年のは
じまりは太陽が春分点に入るまさにその瞬間であるため、毎年４分の１日分
ずつ新年の時報が鳴る時間は遅くなる。新年が訪れる瞬間には家族や親戚が
集まり、新しい年のはじまりをそろって祝う。ノウルーズが近づくと、人々
は大掃除をし、衣服を新調する。またノウルーズ前後の２週間ほどは「ノウ
ルーズ休暇」となり、年始の挨拶回りやお年玉が配られるなど、日本の正月
と同じような風景が見られる。ノウルーズがイランの人々にとっていかに重
要な日かは、このようなことからも知れよう。そしてこのノウルーズを祝う
習慣およびノウルーズを元日とする太陽暦は、農事暦としての重要性ととも
に、イランのみならず、中央アジア、アナトリア、コーカサスにおよぶ広い地
域において歴史的に用いられてきた。現代でも、これらの地域にある国々で
は、ノウルーズは国民の祝日となっている。
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『ノウルーズの書』について

　 まず、本書について簡単に紹介しよう。『ノウルーズの書』は、イラン古
来の暦法であるノウルーズの縁起を語った作品である。内容は、イランの王
たちが暦法としてノウルーズを定めた理由がまず説明され、ついでその暦法
が歴史的にどのように展開されたのかについて語られる。その上で、古代イ
ランの王たちのもとでのノウルーズの儀礼が述べられる (浜畑 2004も参照)。
本書によると、古代イラン（主にサーサーン朝が想定されている）のノウ
ルーズの祭典では、王の御前には、ゾロアスター教の司祭によって「金」
「大麦の苗」「ブドウ酒」「指輪」「剣」「弓矢」「筆」「馬」「鷹」「グ
ラーム」がもたらされていた。本書では、これらの品々がどのような理由か
ら王にとって必要なものと考えられたのかが、ひとつひとつ説明されてい
る。本書の論理では、これらの品々はすべて、その「属するものの中の王」
とみなされるがゆえに、帝王にふさわしいものとなる。たとえば金は熔解す
る鉱物の王であり、大麦は穀物の王であり、馬や鷹はそれぞれ四本足の動物
と鳥類の王である。さらにグラームは、アラビア語で一般的に「男奴隷」を
意味する語であるが、ここでは「見目麗しい少年」の意で用いられており、
「美しいもの」を１年のはじまりに目にすることは縁起がよいとされる。こ
のように本書は、ノウルーズの起源と、その縁起や縁起物について簡略に述
べた書物であると同時に、その背景を説明するにあたって天文学や医学、鉱
物学、動物学、農学、歴史学など、当時の学識を総動員した百科全書的書物
ともなっている。

　 本書の内容について述べる前に、まずペルシア文学（イラン文学）史上に
おける本書の意義に触れておきたい。

　 これまで本書はウマル・ハイヤームによって著されたと考えられてきた
が、本訳注では著者は不明であるとの立場をとる（詳細は後述）。執筆者は
不明であるものの、本書が著されたのは、おおよそセルジューク朝時代
（1038-1194年）のことと想定される。執筆年の上限は、セルジューク朝の
第３代君主マリクシャー（在位1072-92年）の没後であることは確実であ
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る。なぜなら本書の記述のなかに、「帝王（マリクシャー）には十分な時間
がなく、置閏法は完成されないままとなった」（本訳注18頁）という一文が
見られ、それによって、著者の執筆時には、マリクシャーが没していたこと
が明らかとなるからである。執筆年の下限を定めることは困難だが、本書の
記述の特徴として、モンゴル時代以降に見られるような華美な文体ではな
く、きわめて簡素な文体であること、セルジューク朝に先行する王朝の逸話
を多く含み、アラビア語を多用せず、アラビア語を用いる場合でも逐一ペル
シア語に翻訳し、逸話を織り交ぜながら、読者にわかりやすい話を紡ぐと
いった、11世紀から12世紀にかけてのペルシア語およびペルシア文学の特徴
をよく表していることが指摘できる。同様に、本書の中に、アッバース朝初
期に作成されたと考えられる「マームーン天文表」が「今でもまだ」利用さ
れているという一文があること（本訳注17頁）や、「我々の時代の商人」か
ら聞いた話として、10世紀中葉に活躍したズィヤール朝のマーハーン・メフ
（967年没）の名を挙げること（本訳注78頁）などは、10世紀からさほど離
れていない時代の書物であることを示唆している。さらには、本書後半で
「彼ら（テュルク人）こそが世界の主」との表現（本訳注76頁）があること
により、本書が執筆されたのは、13世紀のモンゴルの侵攻以前と考えること
が可能となる（モンゴルによるホラズム・シャー朝の崩壊は1220年、イラン
地方でのイル・ハーン朝の成立は1258年）。セルジューク朝は言うまでもな
く、テュルク（トルコ）系の人々がスルターンとして君臨した時代であり、
これらの点および後述する諸作品間の関連性により、本書は、マリクシャー
の没年である1092年以降の比較的早い段階、11世紀末から12世紀にかけて
の時期に纏められたと判断される。

　 以上のような年代比定を踏まえ、本書ときわめて密接な関係にある書物と
して、セルジューク朝スルターンのアルプ・アルスラーン（在位1064-72年）
とマリクシャーの宰相であったニザーム・アル=ムルク（1092年没）が著し
た『統治の書 (Siyar al-mulūk / Siyāsat-nāma)』が挙げられる。この書は、君
主マリクシャーの要請によって、君主たる人の心得がペルシア語で書き著さ
れたものであり、モンゴル時代以前のペルシア語散文作品の中で最も有名な
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著作のひとつである。

　 本書『ノウルーズの書』が、この『統治の書』を参照して書かれているこ
とに疑いはない。本訳注では、『統治の書』の記述をもとにしたとおぼしき
箇所について、同書の対応する文章を脚注で紹介しているが、それらを見て
も、いかに本書の著者が『統治の書』の内容を十分に理解していたかは明ら
かである。ところで『統治の書』は二部構成（第１部は1～39章、第２部は
40～50章）になっており、その完成年はニザーム・アル=ムルクの死の前年
である1091年だと考えられている。ただし、第１部は1086年ごろには完成
しており、ニザーム・アル=ムルクはその後、当時活発化していたシーア派、
特にニザール派の活動に危機感を覚え、正統イスラームの護持を主君に訴え
る第２部を書き足した。『ノウルーズの書』は同書の第１部のみを典拠とし
ており、第２部の中身との関連性はまったく見られない。『ノウルーズの
書』の著者にとっては第１部しか手元になかった、あるいは第１部のみが手
に入る環境にあった、と考えるなら、本書が『統治の書』第１部が書かれた
直後に執筆された可能性も出てくる。それと同時に、『統治の書』の第１部
に描かれるような理想的君主の姿を追い求める当時の知識人層の思潮のうち
に本書があったこともまた、その内容から指摘できよう。

　 君主の心得を述べた『統治の書』は、ヨーロッパ中世の用語法にならって
「君主鑑 (mirrors for princes)」と呼ばれるジャンルに属するが、ことペルシ
ア語によって著述されたものとしては『カーブースの書』（1080年ごろ）が
先行する。本書と『カーブースの書』との間に直接の関連性は見られない
が、本書の著者は、後者の書名に冠されているシャムス・アル=マアー
リー・カーブース（1012年没）の逸話をいくつか引いており、時代的には若
干離れるとはいえ、シャムス・アル=マアーリーやズィヤール朝に近い情報
源を有していたことも指摘し得る。

　 ところで本書を「鑑文学」の一種とみなすかどうかは、一読の際には意見
が分かれるかもしれない。他の同時代の書と比べ、本書には「次のことを知
るがよい (be-dān ke)」という定型句はまったく見られない。また献辞も見ら
れず、誰のために執筆されたのか、本書の中では明示されていない。しか
し、『ノウルーズの書』もまた、古代の帝王たちの慣行・習慣を受け継ぐこ
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との重要性を縷々語っており、ノウルーズの儀式に用いられる縁起物の品々
がそれぞれ所属するものの中の「王」であるという論理からも、本書が当時
の王に向けて、君主（支配者）たることの心得を説く目的で書かれたと考え
ることができよう。その意味では、本書もまた「君主鑑」の系譜に連なるも
のであり、君主のための教養・啓蒙書の一種であると言ってよいだろう。

　 一方、本書が後世の書物に与えた影響は、現在のところ、ほとんど確認さ
れない。その理由として本書が、特別な暦法およびその儀礼としての「ノウ
ルーズ」というテーマをただ扱っていること、そこにはイスラームに基づく
法学や神学といった理論的要素がほとんどなく、当時としては「異教」であ
るゾロアスター教的世界観が展開されること、さらにはこの時代にペルシア
語やアラビア語で書かれた鷹や馬の書、弓矢の書などとは異なり、実用書と
しての有用性が低いことなど、その内容の特異性と簡素さが挙げられる。実
際、天文学上の太陽の運行や、医学・動物学など自然科学を扱った書物は
種々あるが、「ノウルーズの縁起」について語った現存する書物は、あとに
も先にも本書のみである。このことからも本書は、ペルシア語文学史上、他
に類例を見ない非常にユニークな一書なのである。

著者について

　 本書の著者は、これまでウマル・ハイヤーム（オマル・ハイヤーム）とさ
れてきた。

　 ウマル・ハイヤームは、厭世観あふれる『四行詩集（ルバーイーヤー
ト）』の作者として名高く、またセルジューク朝のスルターン、マリク
シャーに仕え、数学や天文学の著作が多数残されている。しかし最近の研究
では、詩人のハイヤームと、数学や天文学に秀でた科学者としてのハイヤー
ムは別人と捉えられるようになった。数学や天文学に秀で、セルジューク朝
のマリクシャーに要請されて天文表作成に携わり、ニザーミーの『四つの講
話 (Čahār Maqāla)』（12世紀）などに名前の挙がる人物は、正しくは、ウマ
ル・ブン・イブラーヒーム・ハイヤーミー (‘Umar b. Ibrāhīm al-Xayyāmī) と
いう名前であり、ニーシャープール出身であった。もう１人、同時代に、詩
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人として知られるウマル・ブン・アリー・ブン・ハラフ・ハイヤーム (‘Umar 

b. ‘Alī b. Xalaf Xayyām) という人物が存在し、若干の詩が伝えられているとい
う。ヒジュラ暦８世紀（西暦14世紀）ごろには、このふたりの人物が同一視
され、新たに「ウマル・ハイヤーム」という、詩人にして自然科学者である
人物が産み出されたのだ、と近年では主張されている (Ṭabaṭabā’ī 1991参
照)。

　 「ウマル・ハイヤーム」という名のふたりの人物がいたことが事実である
としても、実際には本書は、実在が疑わしい詩人のハイヤームの著作でもな
ければ、自然科学者として実在したウマル・ハイヤーミー（1048-1131年）
の著作でもない。ノウルーズという「暦」に関連する著作であることから、
科学者のハイヤーミーの作品である可能性は否めないが (Розенфельд 

1961)、翻って、本書の序文を検討するなら、この点もまた退けられる。

　 本書の序文を見ると、「ウマル・ハイヤーム」の名は、ベルリン写本の冒
頭部にしか現れず、加えてその表現は、

賢人たる師、当世一の哲学者、学者たちの長、賢人たちの王であるウマ
ル・ブン・イブラーヒーム・アル=ハイヤーム (‘Umar b. Ibrāhīm al-

Xayyām)――彼にアッラーの慈悲があらんことを――は、次のように
語っている。

思うに、私は、十全なる知においては、言葉以上に高貴なるものや気
高いものは何ひとつ見出していない。なんとなれば、たとえ言葉以上
に偉大なものがあったとしても、至高なる真理（神）は、［結局］使
徒――アッラーが彼を祝福されんことを――に言葉をもって語りかけ
られたのであるから。

というものである。これに続く文章は、

また、アラビア語では、「まことに時をともに過ごすに最良なものは書
物である」と言われている。

である。このアラビア語の文言は、10世紀前半のアラブの詩人が編んだ韻文
の一部である (Dīwān al-Mutanabbī: 319)。この文言も含め、これ以降の話を
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すべて、「ウマル・ブン・イブラーヒーム・アル=ハイヤーム」が語っている
内容に含めるならば、確かに本書は「ウマル・ハイヤーム」の書となろう。
しかし、上述の部分で、他人の詩句であるアラビア語の内容までをも大学者
である「ウマル・ハイヤーム」の言葉とすることは理にかなっておらず、加
えて彼の発言は、あくまでも「言葉」の重要性を述べており、ノウルーズの
重要性を語ったものではない。これらの後に続く、本書執筆の動機は一人称
で語られるが（全編を通じて本書では一人称が散見される）、それを含めて
本書のすべてを、この「ウマル・ハイヤーム」に帰すことに妥当性があると
は言い難い。

　 また、後述するように、ロンドン写本は確かに不完全な写本であるもの
の、現存している部分についてはベルリン写本よりも文意が通り、より原本
に近いと考えられる。そのロンドン写本では、上述の冒頭部はまったく現れ
ず、「ノウルーズの真実に関する論考」とページの上端に小さく書かれてい
るにすぎない。

　 本書が天文学者のウマル・ハイヤーム（ウマル・ハイヤーミー）の書では
ない、と考えるさらなる理由として、本書の中で、わずか16日の差が生じて
いる隣の地域の暦に対して「その詳細は私にはわからなかった」（本訳注18
頁）と述べている箇所が挙げられる。当時の大帝国の君主から暦の作成のた
めに招聘され、実際に新たな暦を算出した当代随一の天文学者が、隣の地方
の暦法の状況がわからない、ということがあり得るのだろうか。

　 これらの点から、また先にも述べた「簡便である」という本書の記述の特
徴から、本書の著者として天文学者であるウマル・ハイヤーム・ニーシャー
プーリー（ウマル・ハイヤーミー）がふさわしいとは考えにくい。一方、本
書の中で著者自身の名前は一度も言及されていない。それゆえ本書は著者不
明の書物であるとしか言いようがないのだが、しかしながら本書はこれまで
広く「ウマル・ハイヤームの書」として知られてきたため、本訳注では便宜
的に「伝ウマル・ハイヤーム著」とした。

　 ところで本書の執筆年を考える際、上述のウマル・ハイヤームの名前のあ
とに、「彼にアッラーの慈悲があらんことを」という死者に対する祈祷句が
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きていることから、本書が科学者ウマル・ハイヤームの没年とされる1131年
以降の作品だと考えることは可能だろう。もっとも、ベルリン写本にしか現
れないこの箇所（『ノウルーズの書』という書名も含めて）が、本書の実際
の著者の手になると考えてのことであり、写本が２つしかない現況において
は、この点についても本書の訳注者は留保する立場をとりたい。

　 さて、この無名の著者の学識については本書の内容から判断するしかない
が、アラビア語の知識が多少なりともあり、医学や天文学をたしなんでいた
ことは間違いなかろう。イブン・スィーナーやザカリヤー・ラーズィーなど
（当然ウマル・ハイヤーミーも）、医者や天文学者の名前を具体的に挙げて
おり、それらの書物を参照した形跡が見られる。また、鉱物の話や医学的知
識、馬や鷹などの動物学の知識も有していたものと思われる。ただし、本書
の書きぶりからわかるとおり、それらの知識は基礎的なものにとどまってお
り、著者が何らかの分野に秀でた超一流の学者であったとはみなし難い。む
しろニザーム・アル=ムルクの『統治の書』を詳細に参照していることか
ら、著者はどちらかと言えば政治・行政畑の人間だったのではなかろうか。
ノウルーズの祝祭を執り行うことの重要性が「帝王の務め」であるとし、さ
らには帝王の務めを立派に果たす意義を具体的な事例を挙げながら説くな
ど、本書は君主たる人物への忠告・進言に満ちている。また古今の文献学的
知識を活用し、特に「書記 (kātib, dabīr)」の心得に通暁していることから、
書記としての教育を受け、それにふさわしい素養を備えた人物の姿が浮かん
でくる。これらの点を勘案するなら、本書はテュルク系の「新参」支配者で
あるセルジューク朝のスルターンたちのために、イラン・ペルシアの伝統で
ある「帝王学」の一端を訓育するという政治的な意図をもって書かれた可能
性が生じよう。

内容および時代背景について

　本書の内容で重要な部分をいくつか挙げておこう。

　 本書では「アジャム」や「イラク」という言葉が頻出する。この中で「ア
ジャム」は、明らかにペルシア語話者およびそれらの人々が住む地域を指
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し、多くの場合はイスラーム以前のイランの帝王たちが治めた地域を指して
いる。なかでも重要なのは、史実としてはサーサーン朝、伝説としてはピー
シュダード朝やカヤーン朝から続くイランの伝統的な王たちの支配領域を
「アジャム」と呼んでいることで、とりわけサーサーン朝（226-651年）の
ことを指し示す場合に「アジャム」という語が用いられていることには留意
したい。

　 実在の人物として本書で名前が挙がるのは、アッバース朝のマームーン
（在位813-833年）やアミーン（在位809-813年）、ターヒル朝の初代ター
ヒル（在位821-822年）とその息子アブドゥッラー（在位828-844/5年）、
ブワイフ朝のファフル・アル=ダウラ（在位977-997年）、ズィヤール朝の
マーハーン・メフ・ヴォシュマギール（在位935-967年）とシャムス・アル=
マアーリー・カーブース（在位977-981, 997-1012年）、ガズナ朝のスル
ターン・マフムード（在位998-1030年）、といった王たちである。特に、ブ
ワイフ朝（932-1062年）やズィヤール朝（927-1043年）、ガズナ朝
（977-1187年）の君主たちはすべて10～11世紀に「アジャム」すなわち
「イラン」とその周辺の領域で活躍した人物であり、その地域はイスラーム
以前のサーサーン朝の領域と完全に重なり合う。

　 この「イラン」や「アジャム」と対比される地理的概念としては、「イラ
ク」が挙げられる。著者の用語法から判断すると、この「イラク」は、現在
のイラクとほぼ同じ地域を指しており、それはアッバース朝カリフの政治的
権限が、軍人出身の大アミールらやブワイフ朝によって大きく削がれ、カリ
フの実効支配のおよぶ範囲がバグダードを中心とする地域に限られた時代、
すなわち10世紀頃の地理的概念であると考えられる。

さまざまな点でイスラーム社会の転換期となったこの時代におけるイラン
もしくはペルシア的要素の顕在化については、古くから多くの指摘がある。
そもそもイラン東北部のホラーサーンから始まったアッバース革命におけ
る、非アラブ系ムスリム（特にペルシア系）の役割の重要性はつとに指摘さ
れているところである (Shaban 1970; Daniel 1979; Zakeri 1995; Pourshariati 

2008など参照)。アッバース朝時代になると、当初の平等主義的イスラーム共
同体（ウンマ）の理念は、拡大するイスラーム社会と、そこに内包されるこ
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ととなったさまざまな人や文化伝統との接触の中で、もはや現実性を持ち得
ず、一方で多様な社会的ユニットを統合し、導く統治者としてのカリフの権
威は、他の一般ムスリムに対して超越的なものとなる。やがてそのカリフを
取り巻く政治的支配層もまた一般民衆の上に卓越する社会階層を形成すると
いう過程を経て、イスラーム社会は高度かつ複雑に階層化されていった 

(Marlow 1997; Crone 2004参照)。特に10世紀以降、ブワイフ朝やガズナ朝な
ど、拡大したイスラーム社会へと参入した多様な人々がこの政治的支配層を
構成するようになると、イスラーム的あるいはアラブ的な系譜とは無関係の
統治者が世俗の支配権を握るという状況が一般化する。このような社会の現
実を是認し、それを正当化するための議論の１つの柱は、彼らがいかにイス
ラーム的社会正義の実現に尽力しているかを示すことであり、もう１つの柱
が、たとえ預言者の系譜に属さずとも、神の意志に従って公正な統治を行
い、民を教導することは可能である、という主張であった。この後者の論拠
として当時好んで用いられていたのが、サーサーン朝の名君として知られて
いたシャープール１世（在位240-270年）やホスロウ・アヌーシルヴァーン
（在位531-579年）らの逸話だった。かくして、アラブ・イスラーム的世界
観の束縛を逃れ、旧来の価値や伝統に立脚するような「王権」観は徐々に市
民権を得ていき、その１つの帰結として、本書のごときサーサーン朝の君主
の存在や、ゾロアスター教の儀礼を前面に押し出す書物が著されたのだと考
えられる。

　 本書が執筆された時期、イスラーム世界東方の覇者はテュルク系のセル
ジューク朝であり、前述のごとく本書の「馬の章」の最後に「テュルク人こ
そが世界の主」という表現があるのはそのことを指している。そのような状
況下、セルジューク朝の君主の目に触れることをも期待して執筆された本書
においては、セルジューク家が祖先とみなしていたアフラースィヤーブ王の
逸話を織り込むことで、テュルク系支配者の統治の長い伝統を示し、あるい
はザッハークを倒したアーファリードゥーンがその後、３人の息子に領土を
分配し、それぞれがイラン、トゥーラーン、ルームを支配するようになった
ものの「テュルクとルームとアジャムの諸王はみなひとつの血筋から発して
おり」、「すべてアーファリードゥーンの子孫なのである」（本訳注14-15
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頁）と主張するなど、上に述べたような非アラブ系支配者による統治の正統
性を強く意識した記述がなされている。帝王の末裔たる者は、たとえ
「トゥーラーン」からやってきた「テュルク人」であろうと、イランの地を
支配するにあたって古来のイランの伝統と慣習を受け継ぐ義務があり、それ
を果たすことによって正しい支配者たり得るのだという、著者の（あるいは
当時の知識人層の）理解と主張をそこに読み取ることはまったく困難ではな
い。

　 以上のような時代背景に鑑みつつ、本書の興味深い点をいくつか挙げると
すると、１つはまず、「暦」にまつわる箇所であろう。本書では比較的詳細
に君主による置閏の話が述べられるが、そのことはもちろん、為政者にとっ
ての「暦」の重要性のゆえである。特に太陽暦は農事暦として重要であり、
税の徴収は「暦」に基づいて行われるのが常である。

　 イスラーム時代に入り、公式な暦は１年354日（または355日）の太陰暦
（ヒジュラ暦）となったが、実用的な太陽暦として、イラン地方では比較的
長期間にわたって、サーサーン朝末期に改定された「ヤズダゲルド暦」と呼
ばれる暦が使用されていた。「ヤズダゲルド暦」はそれ以前に使用されてい
たゾロアスター教の世界観が反映された太陽暦を改良したもので、１年は
12ヶ月、各月30日の360日に5日を足し、それぞれの月や日は、ゾロアス
ター教の神格の名にちなんでいたとされる。過去の暦については史料間の矛
盾もあり、ほとんど明らかにされていないが、11世紀のペルシア語の著作で
は、実際にヤズダゲルド暦が使用されている例が見られる (Bāz-nāma: 75)。
このほか、本書にも見られるように、カリフのムタワッキル（在位847-861

年）やムウタディド（在位892-902年）など、アッバース朝初期にも置閏が
行われ、新しい暦が作成された。これらは地租であるハラージュ税の徴収の
ため、農事暦として、旧来のイランの太陽暦に置閏を加えたもので、夏至の
ころの「ナイルーズ（ノウルーズ）」が起点とされている ( E I r : 

“CALENDARS”; Sachau (ed. & tr.) 1984: 35-39; Zanjānī 2005: 137-148)。

　 一方、セルジューク朝のマリクシャーの時代には、ウマル・ハイヤーミー
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ら天文学者らが集められ、新たな暦が作成された。これを、マリクシャーの
称号「ジャラール・アル=ディーン」にちなみ「ジャラーリー暦」あるいは
「マリキー暦」と呼んでいる。ヤズダゲルド暦からこの新たな暦に変更され
たのは、ヒジュラ暦467年（西暦1075年）のことであり、その後もマリク
シャーの死まで天体観測が行われたと史書は伝える (Kāmil, x: 98)。ジャラー
リー暦は春分の日のノウルーズが元日であり、１年は365日、４年に１度の
閏を置くため、グレゴリオ暦よりも誤差は少なかった。現行のイラン太陽暦
にも名称等が受け継がれるジャラーリー暦であるが、煩瑣な月日の計算や閏
のため、実際にはあまり活用されなかったようである。このような暦法の歴
史的経緯や内容について本書は比較的詳細に記しているが、マリクシャー時
代の天文観測の話や、それが王の死で中断したと伝えられていることから
（本訳注18頁）、あるいはマリクシャーの死後、停滞しかかった天体観測や
暦法製作を奨励する目的が本書にはあったのかもしれない。

　 もう１点は「酒」に関する見解であるが、これは、本書が現代のイラン人
のあいだで広く知られているという事実と深く関係している。今日のイラン
では話の詳細は知らずとも、「ノウルーズ＝酒＝ウマル・ハイヤーム」とい
う図式があり、本書はウマル・ハイヤームの著作として人口に膾炙してい
る。詩集に見られるハイヤームの酒への姿勢と連動したそのような認識は、
偏に本書に収められた「酒の発見」の逸話に依っている。

本来、イスラームでは酒を飲むことは禁忌（ハラーム）であるが、この時
代のイラン地方では飲酒の習慣が途絶えることはなかった。先の『カーブー
スの書』で、著者は息子に向かって飲酒のたしなみについて記し (黒柳訳 

1969: 48-50)、セルジューク朝末期に著された史書においても酒の効能が説か
れ、「多少を飲む分には何ら害がない」といった見解が示されている(Rāḥat 

al-ṣudūr: 416-423)。本書を含め、これらの史料からは、飲酒に対して寛容で
あった当時の様子が偲ばれる。ちなみに、ブドウ酒が「発見」された逸話に
ついては、ほぼ同じ話がこれらの史書や百科全書に見られる。いずれも話の
大筋では同じであるが、王の名については、「シャミーラーン」(本訳注
86-91頁)、「カイ・クバード」(Rāḥat al-ṣudūr: 423)、「ジャムシード」(守川
他訳 2009: 215) と異なっており、これらに共通の情報源が存在したのか、あ
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るいは民間伝承として広まっていた話なのか、現段階では判断しがたい。

もう１つ注意すべきは、本書の執筆目的が上述のごとく政治的なもので
あったとするなら、そこに述べられる「ノウルーズ」の儀礼は、当時の一般
社会の慣習を反映したものであるとは限らない、という点である。ノウルー
ズの儀礼については数多くの専論が出されており (たとえば浜畑 1988)、本書
もまた、その歴史的な展開を知る上では重要な材料を提供する。しかしなが
ら、本書で述べられる儀礼は、あくまで支配者たる君主のための国家行事と
しての儀礼であることを忘れてはなるまい。少なくとも、本書において、現
代に残るノウルーズの細かな儀礼（７つのスィーン、チャハール・シャン
ベ・スーリーなど）はまったく言及されていない。すなわち、本書で明らか
にされるのは、理想化された、あるべき姿としてのノウルーズの儀礼である
と理解し、当時の民衆文化としてのノウルーズとは一応切り離して考えるべ
きであろう。サーサーン朝以来の伝統を強調するあまり、そこにイスラーム
的要素がほとんど組み込まれていないという点にも注目すべきである。

　 とはいうものの、本書にはさまざまな逸話が挿入されており、当時の社会
状況の一端が窺われることもまた事実である。加えて本書そのものが、鷹や
馬や鉱石や植物や酒など、幅広い知識や学識の「集大成」的書物となってお
り、当時の知識人の教養のあり方がそこに垣間見えるという点では、きわめ
て興味深いものなのである。

写本・校訂本について

　 本書の原本は現存しないが、現在までのところ、以下の２点の写本が確認
されている。

1 ベルリン写本：Staatsbibliothek zu Berlin, Ms. or. Oct. 2450, fols. 78b-106a.

2 ロンドン写本：British Library, Add. 23568, fols. 86a-101b.

　また校訂本として、Mujtabā Mīnovī (ed.), Nawrūz-nāma, dar manša’ wa tārīx 

wa ādāb-i jašn-i nawrūz (Tehran, 1933, New ed. 2002)、‘Alī Ḥaṣūrī (ed.), 

Nawrūz-nāma (Tehran 2000) の２冊がある。なかでもミーノヴィー氏（以下敬
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称略）の校訂本は、巻末に註釈および語句説明が載せられており、きわめて
有用である。一方のハスーリー氏のテキストは、ミーノヴィー版を参考に、
より簡略化されたもので、読みやすくはあるものの誤植や改竄も多く、質の
面ではきわめて劣っており、扱いに注意が必要である。

本書の訳本としてはロシア語訳 (Б. А. Розенфельд (Перевод), Трактаты, 

Москва, 1961, pp. 187-224) が存在するのみである。

　 ベルリン写本、ロンドン写本ともに、いくつかの著作がまとめられた集成
の中の一作品として『ノウルーズの書』が収められている。書写年代はそれ
ぞれ767/1366年、892/1487年である。ベルリン写本については、そのファ
クシミリ版がロシア語訳とともに出版されているので (Розенфельд 1961: 

118-173)、ここでは主にロンドン写本について解説しよう。

　British Library 所蔵の Add. 23568 写本は、全体で102葉、17センチ×12セ
ンチのさほど大きくはない写本である。書写年代はヒジュラ暦889-894年
（西暦1484-1489年）であり、黒と赤のインクを使用した、あまり流麗では
ないナスターリーク体で書かれている。

　 この写本には、１）『暦の学知に対する詳細な註釈 (Šarḥ-i muxtaṣar dar 

Ma‘rifat-i taqwīm)』：ナスィール・アル=ディーン・トゥースィーの論文に対
する註釈、２）『天変地異の諸因 (Uṣūl al-malāḥim)』：日月食や嵐などの自
然現象に関する論考、３）『占星術の贈り物 (Hidāyat al-nujūm)』：天文学の
手引書、４）『占星術師たちの園 (Rawḍat al-munajjimīn)』：天文学用語の問
答集の抜粋、そして最後に５）『ノウルーズの真実に関する論考 (Risāla dar 

taḥqīq-i Nawrūz)』が収められている (Rieu 1879-83, ii: 852-853)。写本の全容
を見てもわかるとおり、Add. 23568 写本は天文学に関する著作を集めたもの
であり、５冊の小品を書き写した年代は、15世紀後半の５年間にわたってい
る。この中で、『ノウルーズの書』と同様の内容をもつ『ノウルーズの真実
に関する論考』は、892/1487年に書写されており、86葉表面から101葉裏面
にわたる同写本の最後の論考となっている（もっとも、写本末尾の次のペー
ジには１枚の天文表が載せられている）。
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　 体裁の面から見れば、ロンドン写本は、途中で書写が放棄された不完全な
写本であり、一部に錯簡も見られる。写本の字体も良質とは言い難く、特に
同写本の最後の部分にあたる「弓矢」の章では、内容が難解なゆえであろ
う、文字の乱れが甚だしい。想像を逞しくするなら、この内容の難解さがコ
ピイストをしてそれ以上の書写を放棄させた原因といえるのかもしれない。
天文学の専門書を中心に写本を編んでいたコピイストにとって、天文学にと
どまらない本書の内容が想定外だった可能性もあろう。写本の最終部分の乱
雑さやミスの多さは、コピイストの気力の減退を示していると見ることもで
き、書物の途中にもかかわらず、紙の裏面の終盤で筆を擱く唐突な終わり方
もまた、そのような想像を裏付けそうである。

　 これに対してベルリン写本は写真版が刊行されており、ミーノヴィーが底
本として校訂していることから、これまで主に参照されてきた写本である。
同写本は首尾を欠かない完全な写本であり、その価値は確かに優れていよ
う。しかしながら、ベルリン写本からのみでは、理解しがたい部分や単語の
判読が不明な部分も多々存在する。特に、ノウルーズの起源を説明するにあ
たって太陽や星の運行について述べられた部分や「弓矢」の章は、かなりの
範囲で文章が破綻している。興味深いことにそのような箇所についてはロン
ドン写本の方により文意の通る明快な文章が記されており、ベルリン写本に
欠けている語句も現れる。

　 また、本文の章立ても両写本では異なっている。すなわち、ベルリン写本
では、「序」「はじまり」「帝王の慣習」「祝賀」「金」「指輪」「大麦」
「剣」「弓矢」「筆」「馬」「鷹」「ブドウ酒」「美しい顔」の順である
が、一方のロンドン写本は、「序」にあたる部分はなく、「はじまり」「帝
王の慣習」「祝賀」「金」「大麦」「ブドウ酒」「指輪」「剣」「弓矢」そ
して最後に数行だけの「筆」の章で終わる。本書の中で、ノウルーズの祭典
で王の御前に用意され、それぞれの縁起物にちなんだ祝祷が述べられる順序
（本訳注28-29頁）を勘案するなら、大麦とブドウ酒は逆かもしれないが、
実はロンドン写本の章立てのほうが祝祷により忠実である。以上の点から、
よりオリジナルの構成に近く、原本のあり様をとどめている可能性があるロ
ンドン写本には独自の価値があると判断し、本訳注においては、巻末に改め
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てロンドン写本の校訂を付した。同写本の校訂では、敢えてベルリン写本と
の異同を示さず、ロンドン写本の原型をとどめる方針を採っている。

　 今回の訳注作成にあたっては、ミーノヴィーの校訂本を底本とした。しか
しミーノヴィーは、ほぼベルリン写本のみに基づいて校訂しているため（ロ
ンドン写本を見ている形跡もあるが、その影響は限定的である）、ベルリン
写本自体に含まれる文意が曖昧な部分や不明瞭な部分を克服しきれていな
い。ミーノヴィー自身もまた、多くの疑問符を校訂本の中に残しており、イ
ランの誇る碩学をもってしても、ベルリン写本に基づくのみでは読解困難な
書物であることがわかる。一方ロンドン写本は前述のごとく不完全な写本で
はあるが、内容的に優れている部分も多く看取できる。そこで本訳注では、
ミーノヴィー校訂本、ひいてはベルリン写本そのものの欠を補うためにロン
ドン写本を参照し、両写本を対校することによって、より完成度の高いテキ
ストを構築し、内容を理解し得る書物として供することを目指した。ただ
し、写本間で語句が異なっていたとしても、文意において大差のない場合に
は煩瑣になるのを避けるため、ミーノヴィー校訂本を優先し、ロンドン写本
の訳出はしていない。字句の面では、ともに不十分な写本が２つ残されてい
るだけという現状においては、今回の訳注や校訂もまた十分ではないかもし
れない。その点については今後新たな写本が発見されることを大いに期待す
るとともに、大方のご批正を仰ぎたい。

　 本訳注の作成にあたっては、山本啓二先生（京都産業大学）、杉田英明先
生（東京大学）、春田晴郎先生（東海大学）より、それぞれ貴重な御教示を
いただいた。末筆ながら記して謝意を表する。言うまでもなく本訳注中に見
出されうるいかなる誤りについても、その責任は訳者両名にある。



第一部

『ノウルーズの書』訳注



【訳注凡例】

• 訳文中に〈〉内に示される数字はミーノヴィーの校訂本の頁数、《》内の

数字はロンドン写本の葉数を示す。

• 訳文中に〔〕で示されるのは、ミーノヴィーの校訂本にはないが、ロンド

ン写本から補った部分である。

• 訳文中に［］で示されるのは、日本語訳の意味を通じさせるために訳者

が補った部分である。

• 訳文注の（）内は、固有名詞の原綴、直前の語句の意味説明、参照文献

の頁数などを含む。なお、「（アラビア語）」「（ペルシア語）」と注

記されている箇所は、原著者がまずアラビア語で文章を記し、それにペ

ルシア語の訳をつけている箇所である。



1

⟪86a⟫ 　　［序文］

⟨1⟩ ⟪86b⟫ 慈悲深く慈愛あまねきアッラーの御名において

　神 ── その栄光がいや増さんことを ── に感謝と賞賛あれ！［神は］世
界の創造者にして、大地と時間を保つお方である。また、生きものたちに糧
を与えしお方にして、明らかなりしことも隠されしことも知るお方である。
神は、比類なく、比肩するものもなく、誰の命令をも受けず、何かを必要と
することもなく、推し量ることも数え上げることもできない唯一のお方であ
り、全能にして、援助者や助力を必要とはしないお方である。

　 清浄なるアーダム (Ādam-i ṣafī) からアラブの預言者ムハンマド・ムスタ
ファー (Muḥammad Muṣṭafā) にいたる神の預言者たち ── アッラーが彼らす
べてを祝福されんことを ── と、彼の子孫、教友、選ばれし者たちに祝福あ
れ。

　 賢人たる師、当世一の哲学者、学者たちの長、賢人たちの王であるウマ
ル・ブン・イブラーヒーム・アル=ハイヤーム (‘Umar b. Ibrāhīm al-Xayyām)  

──  彼にアッラーの慈悲があらんことを ── は、次のように語っている。

思うに、私は、十全なる知においては、言葉以上に高貴なるものや気高
いものは何ひとつ見出していない。なんとなれば、たとえ言葉以上に偉
大なものがあったとしても、至高なる真理（神）は、［結局］使徒──
アッラーが彼を祝福されんことを──に言葉をもって語りかけられたの
であるから。

　 また、アラビア語では、（アラビア語）「まことに、時をともに過ごすに
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最良なものは書物である1」と言われている。

　 私とつきあいがあり、この上なく誠実なある友人は、「ノウルーズを定め
た理由は何であったのか、またどの帝王が定めたのか」ということについて
［教えるよう］私に求めてきた。私は彼の求めに応じて、この小稿をまとめ
たのである。そのお方（神） ── その栄光のいや増さんことを ── の恩寵
によって2。

¹ アラブの詩人ムタナッビー (Abū Ṭayyib al-Mutanabbī 915-965年)の言葉。対句の下の句
で、上の句は「世界中で最も素晴らしいのは早駆けの馬の鞍」である(Dīwān al-

Mutanabbī: 319参照)。

2 神や預言者への賛美に始まり、本書の序文となるこの箇所はベルリン写本にのみ記さ
れ、ロンドン写本ではまったく現れない。ロンドン写本の書き出しは次のようになって
いる。「ノウルーズの真実に関する論考。慈悲深き慈愛あまねきアッラーの御名におい
て。唯一性はアッラーにあり。そのお方のみに助力を乞う。これは、ノウルーズの真実
の発見について記された書物である。それがアジャムの王たちのもとでどの日にあたり
（以下次章に続く）」。
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⟨2⟩ 　　『ノウルーズの書』のはじまり

　 この書物では、ノウルーズの真実をつまびらかにする中で、それがアジャ
ムの王たちのもとで、どの日にあたり、どの帝王によって定められ、〔どの
ようなものであったのか、〕またなぜ重視されたのか、といった点、および
諸事における帝王たちの慣習や〔慣行や〕所作が簡略に述べられる。至高な
るアッラーが望みたまうならば。

　 さて、ノウルーズを定めた理由は次のとおりである。人々は、太陽に２つ
の周期があることを知っていた。１つは、365日と４分の１日ごとに［太陽
が］おひつじ宮の最初の度数に戻ってくるものである。〔そのときを、「新
しい日 (naw rūz)」や「新しい年 (naw sāl)」と呼んでいる。もう１つは、
1461年ごとに最初の度数に戻ることである3。〕まさにそれだけの時間と日
数が過ぎないことには、［太陽は］この最初の度数に戻ることはできない。
なぜなら毎年［１年の日数は、実際経過した］時間よりも〔４分の１日分〕
短くなるからである。ジャムシード (Jamšīd)4はこの日［の特性］に気づき、
「ノウルーズ（新しい日）」と名づけて祝祭を設けた。その後、帝王たちや

3 エジプトの民衆暦では、30日ごとの１ヵ月が12回ある360日に、５日を加えた365日を
１年とするが、元来はナイル川の増水期、日の出直前にシリウスが東天に現れるとき
（ヘリアカル・ライジング）を暦の最初としたことに起源する。これはおおよそ夏至の
時期にあたる。1年を365日と固定する暦では、太陽暦（365.25日）との差である４分
の１日分だけ、新年の日が実際の太陽の運行より早くなるが、その差は1460年で365
日（すなわち１年分）となる（1460×365.25＝1461×365）。暦と実際の太陽の運行
が一巡りして一致するまでの期間は「ソティス（シリウス）周期」と呼ばれるが、本書
において、1461年目に「大周期」が一巡りするとしているのも同じ考えに基づいてい
ると思われる。

4 イランの伝説時代であるピーシュダード朝の王。もともとは『アヴェスター』に現れる
「ヤマ (Yima)」が起源とされる。本書においてものちに言及されるが、イランでは多
くの事物の起源がこのジャムシードに帰せられる。その統治年数については諸説ある 

(EIr, “JAMŠĪD”)。
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他の人々は彼に倣った。

　その次第は次のようなものである。

　アジャムの最初の王であるガユーマルス (Gayūmarṯ)5は玉座についたとき、
人々が理解できるように、１年の［それぞれの］日や〔年や〕月に名前をつ
け、暦をつくろうと考えた6。彼はその日（ノウルーズ）の夜明けに太陽がお
ひつじ宮の最初の度数に入ったことを観て取ると、アジャムのモウベド 

(mawbid) たち7を呼び集め、〔暦をつくるよう〕命じた。〔アジャムのモウベ
ドたちは、これらの日と月に12の名前をつけ、〕その日を暦の起点とした
〔と言われている〕。モウベドたちは〔みな〕集まり、暦を定めた。

　8当時の識者であったアジャムのモウベドたちは次のように言っている。
「祝福を与えてくださる至高なる神は、12人の天使を ⟨3⟩ お創りになった。
そのうちの４人を天に配し、天とそこにあるすべてのものを悪魔たち 

(ahrimanān) から守らせ、また４人の天使を大地の四隅に配し、悪魔たちが
［大地を取り囲む］カーフの山 (kūh-i Qāf)9を越えて［大地に］入り込まない

5 ガユーマルス（＜ガヨーマルト：原意は「話す人」）はイランの伝説の最初の人類であ
り、最初の王とされる。彼は「原始の牡牛」とともに、神によって創造された (EIr, 

“GAYŌMART”)。

6 ロンドン写本はこの箇所（86葉b11行目：本書巻末テキスト１頁の＃）で文章の順序が
入れ替わっており、「人々がそれを知ることができるように。(＃) 得た (yāft)。彼らは
印をつけた。そしてみながそれ（ノウルーズ）を知り、その暦を大切にするよう、世界
中の人々に知らしめた」とつづき、ガユーマルスが365日を12等分し、月名を定めたこ
と、それら12ヵ月の月名の話と、ガユーマルス、フーシャング、タフムーラスの時代に
ついて述べられ、87葉b15行目（巻末テキスト４頁の＃）の「ボザスプが彼の時代に現
れ、サービア教徒の教えをもたらした。彼（タフムーラス）はその教えを受け入れ、腰
帯を締め、太陽を崇拝し、(＃) 人々に注意を払った。その日［一語分空白あり］夜明け
に、太陽がおひつじ宮の最初の度数に入ると、アジャムのモウベドたちを集め、暦をつ
くるよう命じた」という箇所にいたる。おそらくは写本原本の段階で錯簡があったのだ
ろう。

7 ゾロアスター教の祭司。

8 ロンドン写本ではこの文章が87葉bの途中（巻末テキスト４頁）から始まっている。

9 著名な地理学者のヤークート（1229年没）によると、「カーフ」は世界をぐるっと周
回する山脈の名前。イラン的世界観からイスラーム的な世界論に取り入れられたものら
しく、ヤークートはこの山がかつては「アルブルズ」と呼ばれたと記している↗
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よう、見張らせている」と。さらに、「〔別の〕４人の天使に〔命じて〕天
と地を巡回させ、悪魔たちを被造物から遠ざけている」と言う。

　 また彼らは、「この世界は、旧い館の中に建てられた新しい建物のよう
に、あの世界の中に存在する」と言っている。

　 至高なる神は〔自らの〕光から太陽を創り ⟪88a⟫、太陽によって諸々の天
と諸々の大地を〔明るく照らし、植物を〕育んだ。大地に住む者たちは、至
高なる神の光の１つである太陽に目を向け、畏敬と尊崇をもって太陽を見つ
める。なぜなら、至高なる神は、太陽の創造において他に比類なき恩恵を施
しているからである。それはたとえば、ある偉大な王が、自らの代官の１人
に、人々が彼（代官）を敬い、彼の徳の本質を知るようにせよ、と指示する
がごときである。そうすれば代官を敬う者はみな、王を敬うようになる。

　 さて、次のように言われている。祝福をお与えになる至高なる神が、［太
陽に］停止状態から運動を始め、〔「おまえに施した恵みがすべてのものに
達するように」とお命じになり、さらに偉大なる天に、「太陽をめぐら
せ、〕その輝きと恵みがすべてのものに達するように」とお命じになると、
太陽はおひつじ宮の初点から移動し、天は太陽をめぐらせ、光から〔夜の〕
闇が分離し、夜と昼が現れた。これこそがこの世界の暦の起点となった。

　その後、1461年目に［太陽は］同じ ⟨4⟩ 度数に同じ日に戻ってきた。その
間には、「小合 (qirān-i aṣġar)」と呼ばれる土星と木星の合が72回生じる10。
この合は20年ごとに１度起きる。太陽が自らの周期（1460年）を終え、この
場所（おひつじ宮）に達し、土星と木星が、土星の最低星位 (hubūṭ) がある
ところのその宮（おひつじ宮）で合となり ── ［ちなみにその宮は］土星
［の最高星位］があるところのてんびん宮と正対し、［その間、小合は］あ

↘ (Mu‘jam al-buldān, vi: 298; EI2: “ḲĀF”)。なお、「アルブルズ（アルボルズ）」は現在
のイラン・イスラーム共和国にあり、中東一帯での最高峰ダマーヴァンド山（標高
5610メートル）を擁する山脈の名前である。

¹⁰ ロンドン写本に従い72回とする。ベルリン写本では「70回」となっているが、ミーノ
ヴィーは「３」を補い、「73回」としている。「合 (conjunction) 」は、２つの惑星が
近接して同じ宮にある状態をいう。
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る周期ではこの宮で、別の周期ではあの宮で11、というように、星々の配置を
示してすでに説明したような順序で起こる12── 、そして太陽がおひつじ宮
の初点から出発するとき、土星と木星も他の星とともにその宮にある13、その
ような状態のときはいつも、至高なる神の命により、世界の状況は一変し、
何か新しいものが、たとえば世界やその運命にふさわしいようなものが現れ
た14。アジャムの王たちはその時点［の特性］を理解したので、太陽を敬うた

11 土星は約30年で天球を１周し、木星は約12年で１周する。１年間では土星は12度、木
星は30度移動する。すなわち、20年間に土星が天球を 20/30＝2/3 移動したところ
で、木星は天球を20/12＝1＋2/3周回して追いつく。おそらくここでは、土星と木星の
小合が、最初はおひつじ宮、しし宮、いて宮の順に火の三角宮で起こるが、それが徐々
にずれ、240年で別の三角宮（おうし宮、おとめ宮、やぎ宮）で起きることを指すと考
えられる (Historical Astrology, ii: 582-584)。960年経つと、最初のおひつじ宮で合が起
こることになる。ちなみに「三角宮」とは、黄道十二宮を、120度ずつ離れた３つの宮
ごとに組にしたものであり、おひつじ宮、しし宮、いて宮は火、おうし宮、おとめ宮、
やぎ宮は土、ふたご宮、てんびん宮、みずがめ宮は風、かに宮、さそり宮、うお宮は水
の属性をそれぞれ持つ。

12 オリジナルのテキストには、黄道十二宮や惑星の配置を示した天宮図（ホロスコープ）
があったのかもしれない。いずれにせよこの部分には、記述の欠落および錯簡があると
考えられるため、文意は曖昧である (Mīnovī 2002: 80-81参照)。ロンドン写本にはこの
箇所は含まれておらず、全体的に簡潔で、「その後、1461年目に［太陽は］同じ度数に
同じ日に戻ってきた。その間、「小合 (qirān-i ṣuġrā)」と呼ばれる土星と木星の合が72
回起こるが、この合は20年に１度起きる。そして、太陽がめぐってこの場所（おひつじ
宮）に達し、土星と木星がその場所にあり、それらがその場所から動き始めるときには
いつも、至高なる神の命により、世界の状況は一変し、それに応じて世界に変化が生じ
るがごとくに、新しいものが現れた」となっている。

13 土星と木星がおひつじ宮で合となるときに、太陽がおひつじ宮の初点に入るのは、960
年に４～５回生じる。ここでは1461年周期との関係はあまりない。

14 土星と木星の合は約960年で一巡し（＝「大合」）、再びおひつじ宮に戻る。このとき
新しい預言者が現れる。また、合が１つの三角宮から次の三角宮へ移るとき（240年＝
「中合」）には、王朝の交代がある。各合のたび（20年ごと＝「小合」）には世界に
何らかの変化があるとされる。イブン・ハルドゥーンによると、「大合は王権・王朝の
交代とか、王権がある一族から他の一族へ移るなど、大事件を意味する。中合は至上権
や王権を求める人物の出現を示し、小合は叛乱や宣教者の出現とか都市やその文明の崩
壊を示す」(森本訳 1979-87, ii: 677)。
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めに、また人々がこの日［の特性］を知り得なかったために15、［この日にノ
ウルーズという］印をつけ、この日のための祝祭を設け、世界中の人々に知
らしめた。みながそれを理解し、その暦を大切にするように、と。

　 次のように言われている。ガユーマルスがこの日を暦のはじまりと定めた
とき、毎年365日〔と４分の１昼夜ちょうど〕で太陽は１周するが、〔この
４分の１日分を残し、月の周期にあわせて、365日を〕12に分割し、各月を
30日とした。そしてそれぞれ［の月］に、祝福を与えられる至高なる神が世
界に遣わされた12人の天使ひとりひとりに ⟨5⟩ 関連した名前をつけた16。さ
らに、365日と４分の１昼夜からなる〔「小年 (sāl-i xurd)」にあわせて、〕
「大周期 (dawr-i buzurg)」を〔365年と４分の１年ずつ〕４つに分け、それを
「大年（sāl-i buzurg）」と名づけた。この「大年」が４回過ぎると17、「大ノ
ウルーズ (nawrūz-i buzurg)」がやってきて、世界の状況は新たなものとな
る。

　 帝王は、［過去の］王たちの規範や慣例を実行することが義務とされてい
る。［それは］祝福のためであり、暦のためであり、年始を慶ぶためであ
る。〔識者たちは言う。〕「ノウルーズの日に祝祭を行って慶賀する者はみ

15 87葉b15行目にはじまるロンドン写本の錯簡（注６参照）はこの箇所（88葉a15行目）
までで、ここで86葉b11行目の文章につながる。同写本では本文中の上の文章に、「書
記術を教えた。彼を「ディーヴを縛るタフムーラス」と呼んだ」とつづく。

16 現在の知見によれば、イラン暦の各月はゾロアスター教の世界観を反映し、それぞれ古
代イランの神の名に由来するとされる。すなわち、ファルヴァルディーン＜フラワシ
（守護霊）、アルディーベヘシュト＜アシャ・ワヒシュタ（最上の正義）、ホルダード
＜ハルワタート（健全）、ティール＜ティシュトリア、モルダード＜アムルタート（不
死）、シャフリーヴァル＜フシャスラ・ワルヤ（望ましい統治）、メフル＜ミスラ（太
陽神）、アーバーン＜アパム、アーズゥル＜アースル、デイ＜ダスシュ（＝アフラ・マ
ズダー）、バフマン＜ウォフ・マナフ（良心）、エスファンダール・マズ＜スプンタ・
アールマティ（聖なる信心）、である。そのうちの、アシャ・ワヒシュタ、ハルワター
ト、アムルタート、フシャスラ・ワルヤ、ウォフ・マナフ、スプンタ・アールマティ
は、「アムシャ・スプンタ（聖なる不死）」と呼ばれる６柱である。なお、ゾロアス
ター教徒のカレンダーでは、月名のみならず、それぞれの日にも神や天使にちなんだ名
前がつけられている(ボイス 1983: 101-107参照)。

17 要するに、365日に固定された暦上のノウルーズと太陽暦のノウルーズが一致する1461
年目のこと。注３も参照。
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な、次のノウルーズまでの間を喜びと楽しみのうちに ⟪87a⟫ 過ごせるのだ」
と。そしてこれは、賢人たちが帝王のために［連綿と］実践してきたことで
ある。

ファルヴァルディーン月。〔「ファルヴァルディーン (Farwardīn)」は〕パフラ
ヴィー語18であり、その意味は、この月に植物の生長が始まる、ということで
ある。この月、［太陽は］おひつじ宮にあり、ひと月のあいだ、太陽はこの
宮にある。

アルドベヘシュト月。「アルドベヘシュト (Ardbihišt)」月〔は、「アルドヴァ
ヘシュト (Ardwahišt)」〕と名づけられた。すなわちこの月は、世界が慶びの
ただなかにあって楽園のようである、という意味である。「アルド」はパフ
ラヴィー語で「～のような」を意味する。〔「ヴァヘシュト (wahišt)」は「楽
園 (bihišt)」のことである。〕この月、太陽はちょうどおうし宮にあり、春の
盛りである19。

ホルダード月。〔「ホルダード (Xurdād)」月は、「食べ物がある (xur-dār)」
と名づけられた。〕すなわち、小麦、大麦、果実といった食物が人々の手に
わたる月、という意味である。この月、太陽はふたご宮にある。

ティール月。この月を「ティール (Tīr)」月と呼ぶのは、この月に大麦、小

18 中期イラン語。サーサーン朝期（226年-651年）におもに用いられた。パフラヴィー語
に基づくと著者が述べる本書での12の月名の意味を、校訂者のミーノヴィーは「俗語的
なこじつけ」としているが (Mīnovī 2002: 81-82)、これらの月の呼び名は現代のものと
ほとんど変わりがない。現在のイラン太陽暦の月の呼び名は、ファルヴァルディーン月
（3月21日～４月20日）、オルディーベヘシュト月（４月21日～５月21日）、ホルダー
ド月（５月22日～６月21日）、ティール月（６月22日～７月22日）、モルダード月
（７月23日～８月22日）、シャフリーヴァル月（８月23日～９月22日）、メフル月
（９月23日～10月22日）、アーバーン月（10月23日～11月21日）、アーザル月（11
月22日～12月21日）、デイ月（12月22日～１月20日）、バフマン月（１月21日～２
月19日）、エスファンド月（２月20日～３月20日）である。なお、イランの月名の由
来やそれぞれの月に行われる祝祭についてはビールーニーが詳細に伝えているが、由来
については本書と全く合致しない (Sachau (tr.&ed.) 1984: 199-219参照)。

19 原語は “miyāna-yi bahār”。現代のイランでも、１年は３ヵ月ごとに春・夏・秋・冬の四
季に分たれ、それぞれ「春の最初の月」「春の真ん中の月」「春の最後の月」という言
い方がある。

1
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麦、その他の ⟨6⟩ ものを〔矢 (tīr) のように〕分配するからである。また太陽
は〔空中に放たれた矢のように、〕最も高い［夏至の］地点を過ぎ、高度を
下げ始める。この月、太陽はかに宮にある。夏の季節の最初の月である。

モルダード月。〔「モルド (murd)」は、パフラヴィー語で「土」にあたる。
この月は「モルダード (Murdād)」と名づけられた。〕すなわち土が、持てる
力をすべて出し、〔青菜や〕熟した果物を完熟させる、ということである。
また、空気は土埃のように［もやがかかった状態に］なる20。この月は夏の盛
りで、太陽は、その周期上の区分ではしし宮にある。

シャフリーヴァル月。この月は、〔「帝王たちの手だて (rīw-i šāhān)」という
意味により、〕「シャフリーヴァル (Šahrīwar)」月と呼ばれている。すなわち
帝王の歳入がこの月にあるからであり、〔彼らは穀物の10分の１をこの月に
徴収する。〕農夫たちにとっては、この月は税を支払いやすい。太陽はこの
月、おとめ宮にある。夏の終わりである。

メフル月。この月を「メフル (Mihr)」月と呼ぶのは、人々がたがいにもてな
し (mihrabānī) をするからである。稔った穀物や果実を〔たがいに〕分配し、
与え、ともに食す。太陽はこの月、てんびん宮にある。秋のはじまりであ
る。

アーバーン月。〔次のような理由でこの月を「アーバーン (Ābān)」月と呼ん
でいる。〕すなわち、この月には、降り始める雨によって「水 (āb)」のかさ
が増えるようになり、人々は耕作のために［畑に］水をひく。〔この月は秋
の盛りで、〕太陽はさそり宮にある。

アーザル月。パフラヴィー語で「アーザル (Āḏar)」は「火 (ātaš)」のことであ
る。この月には空気は冷たくなり、火が必要となる。すなわち、火の月であ
る。太陽の巡りはこの月 ⟨7⟩ いて宮にある。

⟪87b⟫ デイ月。パフラヴィー語で「デイ (Day)」は「ディーヴ（悪鬼）」にあ
たる。この月をデイと呼ぶのは、厳しい［気候の］ときで、大地は慶び21には

20 ロンドン写本は、「空気は埃のために土のようになる」である。

21 ミーノヴィーの校訂本（以下「校訂本」と呼ぶ）では「慶び (xurramī)」だが、ロンド
ン写本では「収獲 (xarman)」。
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ほど遠い状態にあるからである。〔人々はこの月、火を焚いた家の中や暗が
りの中で、まるでディーヴのようにしている。〕太陽はやぎ宮にあり、冬の
はじまりである。

バフマン月。〔「バフマン (Bahman)」とは〕すなわち、「同じ状態に (ba-

hamān) ある」を意味する。デイ月と同様に、［空気は］冷たく、乾燥してお
り、［人々は］片隅にひきこもっている。またこの月、太陽は土星の家であ
るところのみずがめ宮にある。［ちなみに］それはやぎ宮に隣接している。

エスファンダール・マズ月。この月を「エスファンダール・マズ (Isfandār-

maḏ)」と呼ぶのは、「エスファンド (isfand)」がパフラヴィー語で「果物」を
意味し、この月には、果物や植物が芽吹き始めるからである。太陽の巡り
は、最後の宮であるうお宮にいたる。

　 さて、ガユーマルス〔・シャー〕はこの期間をこのように12に分割し、暦
をつくり出した。彼はその後、40年間生きた。

　 彼が世を去ると、フーシャング (Hūšang)〔・シャー〕が彼のあとを継ぎ、
970年間王権を行使した。ディーヴたちを押さえつけ、鍛冶と大工と〔絹〕織
物の技術をもたらし、ハチからは蜂蜜を、また繭からは絹を取り出した。世
［の人々］は慶びのうちに時を過ごし、［彼は］名声を残してこの世を去っ
た。

　彼のあとには、タフムーラス (Ṭahmūraṯ)〔・シャー〕が就き、30年間王権
を担い、ディーヴたちを服従 ⟨8⟩ させた。彼はバーザールや街路を造り、絹
や羊毛を織った。ボザスプ (Buzasp)22の僧侶たちは彼の時代に現れ、サービア
教徒たち (ṣābi’ān)23の教えをもたらした。［タフムーラスは］この教えを受け

22 ボザスプ (Buzasp あるいは Būdāsf) は、「菩薩」を意味する中世ペルシア語 “bōdāsp” 

に由来する形である。サンスクリット語の “bodhisattva” がイラン系言語の中でどのよ
うに変化して伝えられたかについては、EIr: “BODHISATTVA”および吉田 2007 を参照
のこと。アラビア語文献中でのこの語の使用と、伝承の形成については、EI2 : 

“BILAWAHAR WA-YŪDĀSAF” も参考になる。

23 イラクのハッラーンを中心に活動した星辰崇拝者たち。クルアーンには啓典の民として
その名が現れる。９～10世紀ごろには、天文学者などを輩出し、アッバース朝下で科
学の分野で貢献した。ボザスプがサービア教徒の信仰をもたらしたり、あるいはその↗
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入れ、［異教徒と区別するための］帯 (zunnār) を締め、太陽を崇めた。ま
た、人々に24読み書きを教えた。［人々は］彼のことを、「ディーヴを縛るタ
フムーラス (Ṭahmūraṯ-i dīw-band)」と呼んだ。

　 彼の死後、帝王権は彼の弟のジャムシードに渡った。あの〔ガユーマルス
［が暦を定めた］〕時から1040年が過ぎており25、太陽は［１年のはじまり
に］ファルヴァルディーン［月］の第１日目に移ったが、［黄道上は］９番
目の宮（かに宮）に来ていた26。

　 ジャムシードの統治が421年経ったとき、この［大］周期はひと巡りし
た27。太陽は、ちょうどファルヴァルディーン［月］に、おひつじ宮の初点に
戻ってきた。世界は彼のもとで秩序を取り戻した。［ジャムシードは］
ディーヴたちを服従させると、浴場を造り28、錦を織るよう命じた。これ以前
には「錦 (dībā)」のことを「ディーヴ織 (dīw-bāft)」と呼んでいた。しかるに
人間は、知性と経験と時を積み重ね、今あるような段階にまで達したのであ
る。さらに［ジャムシードは］、〔ロバや馬やラバを実用にしたが、〕ロバ
を馬にかけあわせてラバを生み出し、鉱山からは宝石をもたらした。武器や

↘内容が太陽崇拝であったりすることについては、事実に反するものの、タフムーラス
の時代にボザスプが現れ、サービア信仰を広めたことについては、タバリー（「ビー
ヴァラースフ」となっている）やマスウーディー、フワーリズミー等、初期イスラーム
時代のアラビア語文献に頻繁に見られる (Ṭabarī, i: 172; Rosenthal (tr.) 1989: 345; Murūj 

al-ḏahab, i: 263; Mafātīḥ al-‘ulūm: 6)。

24 ロンドン写本はここから１ページにわたって別の文章が入り込んでいる。この錯簡箇所
の終わりは88葉a15行目（巻末テキスト５頁の##）。注６参照。

25 ガユーマルス 40年＋フーシャング 970年＋タフムーラス 30年＝1040年となる。

26 ジャムシード以前の王たちの時代には、４分の１日分の差を解消する閏年や閏日が設け
られていなかったために暦がずれ、ジャムシードの時代には暦の新年が実際の春分より
時間上はおよそ９ヵ月（空間上は、新年のときの太陽の位置が黄道上の十二宮の順番と
は逆方向に）進んでいたことを示す。計算では、その差は1/4（日）×1040（年）＝ 
260（日）となる。カユーマルス時代の大周期のはじまりを、太陽がおひつじ宮に入る
「春分の日」（3月21日ごろ）とすると、そこから260日前倒しにずれて、7月1日前後
のかに宮に太陽があったことになる。

27 1040＋421＝1461年。ガユーマルスの暦制定から「大周期」の一周期が終わる。

28 校訂本は「浴場 (garmāba)」だが、ロンドン写本は「白綿布 (karbās)」。
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装飾品はすべて彼がつくり、⟪88b⟫ 金、銀、銅、錫、鉛を鉱床から取り出し
て、〔金の〕玉座、王冠、腕飾り、首飾り、指輪をつくった。麝香、龍涎
香、樟脳、サフラン、沈香、その他の香料も、彼が手に入れた。その後、
［即位後421年が経ち、太陽がひと巡りした］前述の日に祝祭を設け、その
日を「ノウルーズ」と名づけた。そして人々に、毎年ファルヴァルディーンが
来るたびに、その日を祝うよう、またそれが ⟨9⟩「新たな日 (rūz-i naw)」であ
ることを知るように命じた。大周期が満了し、「真のノウルーズ (nawrūz-i 

ḥaqīqat)29」が来るときまで。

　 さてジャムシード〔・シャー〕は、治世の最初の頃は、非常に公正〔寛
大〕で、神を畏れ、〔［神に］祝福された〕帝王であった。世の人々は彼を
慕い、彼の〔統治の〕もとで慶び〔と活気〕にあふれていた。至高なる神
は、彼に光輪 (farr)30 と英知を授けられたので、彼は［上述のような］さまざ
まなものを生み出し、金や宝石や錦や香料や家畜でもって、〔世界や〕世の
人々を飾り立てたのであった。［しかし、］彼の統治が400年あまりを過ぎ
ると、ディーヴがつけ入る隙を見出し、現世の快楽へと彼の〔目と〕心を
誘った。現世の快楽が人の心を惑わしませんように！［ジャムシードは］高
慢になり、尊大に振る舞い、悪しき行いを常とし、人々の財産を奪って富を
蓄え始めるようになった。人々は彼によって苦しめられ、［そのため］昼夜
を問わず、至高なる神に彼の王権の終焉を願うようになった。［そしてつい
に］神［から授けられていた］あの光輪は彼から離れた。彼の施策はすべて
うまくいかなくなった。「ザッハーク (Ḍaḥḥāk)」とも呼ばれるビーヴァラー
スプ (Bīwarāsp)31が現れ出て、ジャムシードを攻撃し、〔王位から追い落とし

29 先に見た「大ノウルーズ」のこと。

30 ここで「光輪」と訳出した語 “farr” は、サーサーン朝期には “farrah (xwarrah)” と呼ば
れ、「栄光」「霊的な力」などの意味をもつ (EIr: “FARR(AH)”)。ゾロアスター教の概
念を強く反映した古代イランでは、帝王たる人物には神から「光輪」が授けられた。帝
王伝では、「ファッル」が授けられることによって、支配者として王は即位し、また高
慢さや神への背信ゆえに「ファッル」が消えると、その王は退位を余儀なくされた。王
に授けられる「ファッル」のモチーフは、イランのナクシェ・ロスタムやターケ・ボス
ターンにあるサーサーン朝期のレリーフにも見られる。

31 イランの伝説時代であるピーシュダード朝の王。フェルドウスィーの『王の書』に見ら
れるように、両肩からヘビをはやした異様な出で立ちの暴君として知られる。
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た。〕人々は彼に苛まされていたので、彼を助けはしなかった。［ジャム
シードは］ヒンドゥスターン (Hindustān) の地へ逃げ、ビーヴァラースプが
〔彼に代わって〕王位に就いた。ついには［ビーヴァラースプはジャムシー
ドを］捕らえ、［その身体を］真っ二つにした。

　 ビーヴァラースプは1000年間統治した。はじめは正しき王であったが、後
には公正さを失い、さらにディーヴの甘言と奸計によって正道を外れ、人々
を苦しめた。やがて、アーファリードゥーン (Āfarīdūn)〔・シャー〕32がヒン
ドゥスターンから現れ、彼を〔捕らえて〕殺し、王位に就いた。アーファ
リードゥーンはジャムシードの血筋の者で、500年間統治した。〔祝福さ
れ、公正で、帝王の光輪を備えた王であった。〕

⟨10⟩ アーファリードゥーンの統治が164年を過ぎたとき、ガユーマルスの暦が
２度目の大周期を終えた33。彼はイブラーヒーム (Ibrāhīm)34── 彼に平安あ
れ ── の教えを受け入れていた。そして、象やライオンやチーターを手懐け
た35。テントやイーワーンを造り、建物や庭に、種や実のなる木々や若木を植
え、小川をつくり、シトロン、ミカン、バードラング・オレンジ36、レモン、
バラ、⟪89a⟫ スミレ、水仙、睡蓮、〔ユリ、バジル、ハナハッカ〕といったも
のを庭園に植えたのも彼であった。彼はまた、「メフラガーン (mihragān)37」

32 イランの伝説時代であるピーシュダード朝のほぼ最後の王。

33 前段で、ジャムシードの治世の421年目に最初の大周期が終わったとの記述がある。
ザッハークとアーファリードゥーンの治世をあわせて1164年だから、1461から1164を
引いた297に421を加えた718年がジャムシードの治世ということになる。ただし、彼
の治世の長さについては、さまざまな説がある。Mīnovī 2002: 85参照。

34 アブラハムのこと。

35 ロンドン写本ではこの箇所に、「ロバを馬にかけあわせたのは彼だと言われている」と
いう一文が入るが、これは既にジャムシードの功績のうちに数えられている（11頁参
照）のでここでは訳出しない。

36 原語は “bādrang” で、キュウリの一種としての意味もあるが、パフラヴィー語では柑橘
類の一種としてのみ用いられており、ここでもシトロン (turanj)、ミカン (nāranj) と並ん
で用いられていることから、上のように訳した。現在ではシトロンと同義ともされる。
ただし、本書の「ブドウ酒の益について」の章で現れる「バードラング」は、“xiyār-i 

bādrang”となっているため、こちらはキュウリとして訳した。
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を設けた。そして、ザッハークを捕らえ、王国が秩序を取り戻したまさにそ
の日を、〔毎年〕「サデ祭 (jašn-i sada)38」と定めた。ザッハークの〔横暴
や〕圧制や不正から解放された人々は［それを］称え、吉兆としてその日に
祭りを行ってきた。そして、今日に至るまで毎年、〔アーファリードゥーン
や〕誠実に治めた帝王たちの慣習は、イラン (Īrān) とトゥーラーン (Tūrān) 

の地で実行されているのである。

　 太陽が［大周期を終え］ちょうどファルヴァルディーンに達したとき、
アーファリードゥーンは改めてその日に祝祭を行い、世界中から人々を集
め、教書を発し、家臣たちを適切に遇し、王国を息子たちに分配した。彼
は、ジャイフーン (Jayḥūn) 川からチーンとマーチーン (Čīn wa Māčīn) までの
トルキスターン (Turkistān) をトゥール (Tūr)39に、ルーム (Rūm) の地はサルム 
(Salm) に、イランの地と自らの玉座をイーラジュ (Īraj) に与えた。［すなわ
ち、］テュルクとルームとアジャムの諸王はみなひとつの血筋から発してお

37 メフラガーンは、古来、イラン暦第7月のメフル月のメフル日（16日）に行われる祭り
である。この日はノウルーズと並び、イランの二大季節祭として重視された。11世紀初
頭のイランの歴史家ギャルディーズィーは、メフル月16日について、「この日はメフラ
ガーンである。日の名前と月の名前が一致する。次のように言われている。この日、
アーファリードゥーンは、ザッハークと呼ばれるビーヴァラースプに勝利し、ザッハー
クを捕らえ、縛ってダマーヴァンド［山］に連れていき、そこに彼を閉じ込めた」と述
べ、また同月21日について以下のように伝える。「この日は大メフラガーン (mihragān-

i buzurg) である。一部のマグたちは次のように言う。アーファリードゥーンのビーヴァ
ラースプに対するこの勝利は、メフル月のラーム日のことだった。ザルトシュト（ゾロ
アスター） ── マグたちは彼を預言者とみなしている ── は、この日とノウルーズの
日を大切にせよ、と彼らに命じている」(Zayn al-axbār: 351)。

38 ノウルーズまで100回の昼と夜を数えるバフマン月10日に行われ、「サデ (100)」と名
づけられた。別の説では、かつて１年が夏（ファルヴァルディーン月初からメフル月末
まで）と冬（アーバーン月初からエスファンド月末）の二季に分割して考えられていた
とき、冬の100日目にあたるバフマン月10日を「サデ」と名づけたとされる。いずれに
せよこの日は冬の寒さが緩む時分にあたり、夜に盛大に薪を焚いて祭りを行った。ギャ
ルディーズィーによると、この日の夜に火をともして祝うのは、１人の人物の機転によ
り、ザッハークの蛇の餌食とならずに済んだ100人が、アーファリードゥーンの勝利を
聞き、隠れていたダマーヴァンド山で火をともして生存を知らしめたからだとされる 

(Zayn al-axbār: 352)。ゾロアスター教徒の間では、現在も行われている祭りである。

39 ベルリン写本、ロンドン写本ともに “TWŽ” だが、校訂本に従う。
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り、たがいに親戚同士で、すべてアーファリードゥーンの子孫なのである。
帝王たちが彼の子孫であるがゆえに、世の人々は、〔彼らにとっての遺産で
ある〕帝王の定めたしきたりを実行しなければならない。

　アーファリードゥーンの時代が ⟨11⟩ 過ぎ、また彼の後の他の帝王たちの時
代も過ぎて、ゴシュタースプ (Guštāsp)40の時代となった。ゴシュタースプの
治世が30年経ったとき、ザルドゥシュト (Zardušt)41が現れ、拝火教 (dīn-i 

gabrī) を興した。ゴシュタースプは彼の教えを受け入れ、それに則って統治し
た。アーファリードゥーンの祝祭からその時までに940年が経っており、［年
初］太陽はしし宮にあった42。ゴシュタースプは置閏を命じ、ファルヴァル
ディーン［の最初］の日に、太陽がかに宮の初点に来るように定め、祝祭を
行った。そして、「この日を銘記し、ノウルーズとせよ。なんとなれば、か
に宮は〔世界の〕上昇宮43だからである。また、地主や農夫たちにとっては、
この時期に税を納めるのがより容易であろう」と言い、120年ごとに閏月44を

40 イランの伝説時代であるカヤーン朝（ピーシュダード朝の次の王朝）の王。後述される
ように、ゾロアスターを庇護したことで知られる。

41 ゾロアスター教の開祖であるゾロアスターのこと。なお、ロンドン写本にはゾロアス
ターの名前などを含む一文が欠落している。

42 校訂本および両写本では「さそり宮」。ジャムシードの時代と同様に閏が設けられてい
なかったとすると、計算上は、1/4日×940年＝235日で、ノウルーズは235日ずれてい
たことになる。すなわち年初は7月25日ごろにあたり、その時点の太陽はしし宮にあっ
たことになる。しし宮からかに宮だと宮１つ分（１ヵ月）の置閏で済むため、写本の書
写の段階で、さそり宮としし宮を間違えたと判断した。

43 ロンドン写本に従い、“ṭāli‘-yi ‘ālam”（世界の上昇宮）と読んだ。「世界の上昇宮」と
は、世界が誕生したときに、東の空に見られる宮（これを上昇宮＝アセンダントとい
う）のことである。ゾロアスター教の世界観を記したパフラヴィー語の書物『ブンダヒ
シュン』によると、「世界のホロスコープ（ザーイチェ）すなわちいかに（諸惑星がど
の星座に）入座したかについて。デーンにこう言っている。曰く、フラワルディーン
月・オフルマズド日（春分の日）の正午、昼と夜が平分したとき侵襲者（アフレマン）
が侵入した。寿命位 (Jānān) は蟹座であって ─（その）19度・アバラグ (Abarag ─ ま
たはアザラグAzarag) 宿にティシュタル星（シリウス）が入座した ─ 惑星では木星が
入宮した」（伊藤 1980: 186-187）と記されている。ここでの「寿命位」が「上昇宮」
に相当する。

44 4分の1日の誤差が120年で30日となるため、「閏月」と訳した。
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設けるよう命じた。そうすれば、暦と季節に誤差が生じず、人々は寒暖に
よって時節を知ることができるからである。その後、この慣習は「双角王 

(Ḏū al-qarnayn)」と呼ばれているルームのイスカンダル (Iskandar-i rūmī)45の
時代までつづき、その間は置閏が行われ46、人々はそのしきたりに従ってい
た。

　 やがてアルダシール・パーパカーン(Ardašīr-i Pāpakān)47の時代になり、
〔置閏の祝祭にあたっていたが、〕彼は閏を設けなかった48。しかし大祭を催
し、教書をしたため、その日に読み上げた49。この慣習はその後、公正王ア
ヌーシーラヴァーン (Nūšīnrawān-i ʻādil)50の時代までつづいた。彼はマダーイ
ン (Madā’in) のイーワーン51が完成したとき、慣習どおりにノウルーズを設
け、祭りを執り行った。しかし置閏はせず、言った。「〔太陽がファルヴァ
ルディーンの最初に［おひつじ宮に］⟪89b⟫ 来る周期になるまで〕このよう
に放置せよ。〔なんとなれば、ノウルーズを設定する本来の目的は、〕太陽

45 マケドニアのアレクサンドロス（前323年没）のこと。「双角王」は、クルアーンに出
てくる伝説の世界征服者で、イスラーム世界ではアレクサンドロスと同一視される。

46 ベルリン写本 (fol. 82a) と校訂本は、“tā ān muddat kabīsa na-karda būdand”（その間は置
閏が行われなかった）と否定形だが、ロンドン写本は “kabīsa karda būd” となってお
り、前後の文脈からロンドン写本に従って訳した。これ以降、校訂本には多くの矛盾や
欠落が見られる。

47 サーサーン朝の初代君主（在位224-241年）。

48 この部分についてもまた、ロンドン写本に依拠する。

49 ミーノヴィーは、「その日［をノウルーズと］呼んだ (ān rūz [rā nawrūz] ba-xwānd)」
と、「ノウルーズ」を補っているが、この箇所もまた、ロンドン写本の「読み上げた 

(bar xwānd)」を採った。ただし、“bar” には点が打たれていないため、“naw” と読むこ
とも可能ではある。

50 サーサーン朝ホスロウ１世（在位531-579年）のこと。アヌーシーラヴァーンは「不滅
の魂」の意で、イスラーム時代にはおもにこの名で知られた。本書では、“Nūšīn-

rawān” “Anūšīn-rawān” “Anūširawān”などさまざまな表記があるが、すべて「アヌーシー
ラヴァーン」に統一する。

51 イラクのマダーイン（サーサーン朝期はクテシフォンと呼ばれ、都の１つとされた）に
ある、サーサーン朝期の巨大遺構。「イーワーン」と呼ばれるアーチ状の建築様式が目
を引き、イスラーム時代には「イーワーン」あるいは「ホスロウのアーチ (īwān-i 

kisrā’)」として知られた。現在もその一部が残る。
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がかに宮の初点に来る ⟨12⟩〔ことではなく、その方法では〕ガユーマルスや
ジャムシードが与えた指示が失われてしまうだろう。」

　彼はこのように言い、その後も置閏はされなかった。

　 やがてカリフのマームーン (Ma’mūn)52の時代となった。彼は命じて天体観
測をさせ、毎年、太陽がおひつじ宮に来るときにノウルーズを行うように命
じ、「マームーン天文表 (zīj-i ma’mūnī)」を作成した。今でもまだ、この天文
表から暦が算出されている。

　そして、ムタワッキル・アラー・アッラー (al-Mutawakkil ʻalā Allāh)53の時
代となった。ムタワッキルにはムハンマド・ブン・アブドゥルマリク 
(Muḥammad b. ‘Abd al-Malik)54という名のワズィール（宰相）がいた。［ワ
ズィールは］カリフに言った。「ハラージュ税［徴収］の開始は、穀物の蓄
えが乏しく、人々が難儀するような時期になっています。アジャムの王たち
の慣習では、暦と季節が一致するよう、置閏がなされることになっていまし
た。そうすれば、人々はちょうど収穫を手にしており、税を支払うのに苦労
せずに済むのです。」

　 ［しかし］ムタワッキルは［この進言を］〔受け入れず、その状態のま
ま、ムウタディド (Mu‘taḍid)55の時代になった。彼のワズィールであったア
ブー・アル=カースィム・ウバイドゥッラー・ブン・スライマーン・ブン・ワ
フブ (Abū al-Qāsim ‘Ubayd Allāh b. Sulaymān b. Wahb)56は、置閏についてムウ
タディドに進言した。ムウタディドは〕それを受け入れ、置閏を行い、太陽

52 アッバース朝第７代カリフ（在位813-833年）。

53 アッバース朝第10代カリフ（在位847-861年）。

54 833年頃より第８代カリフ・ムウタスィム (al-Mu‘taṣim 在位833-842年)、次いで第９代
ワースィク (al-Wāṯiq 在位842-847年) のワズィールを務める。ムタワッキル治世の847
年に罷免され、その後すぐ死亡した (Sourdel 1959-60, i: 254-269)。

55 アッバース朝第16代カリフ（在位892-902年）。

56 891年にカリフ・ムウタミド (al-Mu‘tamid 在位870-892年）のワズィールとなり、その
ままムウタディドのワズィールも務めた。901年に彼が死去した後は、息子のQāsimが
後任としてムウタディドのワズィールとなった。詳しくは、Sourdel 1959-60, i: 329-345

参照。
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はかに宮からファルヴァルディーンに再び移された57。人々は安らぎ、その慣
習がつづけられた。

　 その後、スィースターン (Sīstān) のアミール、ハラフ・ブン・アフマド 
(Xalaf b. Aḥmad)58が別の置閏法を定めた〔と言われている〕。今日では〔ノ
ウルーズから〕16日の差違がそこには生じている〔が、その詳細は私にはわ
からなかった〕。

　 幸運なるスルターン、〔ムイッズ・アル=ドンヤー・ワ・〕アル=ディー
ン・マリクシャー (Mu‘izz al-Dunyā wa al-Dīn Malikšāh)59── アッラーが彼
の証を輝かせますように ── はこのような状況を知らされたため、置閏を行
い、暦と季節を合わせるように命じた。当代の〔学者や〕賢人たちがホラー
サーン (Xurāsān) から連れてこられ、壁面日時計 (dīwār)、渾天儀 (ḏāt al-

ḥilaq) といった天体観測に用いるあらゆる道具が作られ、ノウルーズは［お
ひつじ宮の］ファルヴァルディーンに移された。だが帝王には十分な時間が
なく、置閏法は完成されないままとなった60。⟨13⟩ これがノウルーズの真実で

57 ムウタディドは279/892-3年に天文学者たちを集め、暦を算出し、ノウルーズをシリア
暦に合わせた。ビールーニーによると、アッバース朝時代は、ノウルーズはほぼ夏に設
定されていたが、置閏することに対し、ムタワッキルはクルアーンに背くことを恐れ、
置閏を行わず、そのため太陽がかに宮（7月ごろ）にあるときからノウルーズが前倒し
にずれ、春に当たっていたとされる。またこの当時はノウルーズに徴税していたため、
春先のノウルーズは穀物が稔る前であり、農民には支払いが困難であったとされる 

(Sachau (tr. & ed.) 1984: 36-39)。

58 963から1002年のあいだ、イラン南東部のスィースターンを統治したアミール。ガズナ
朝のスルターン・マフムード (Maḥmūd b. Sebüktegin)（注234参照）に破れ、1009年に
アフガニスタンのギャルディーズで死亡した (Bosworth 1994: 301-328)。

59 セルジューク朝第３代スルターン（在位1055-92年）。校訂本は “Mu‘īn al-Dīn” だが、
ロンドン写本は正しい称号 “Mu‘izz al-Dunyā wa al-Dīn（世界と信仰の強化者）” を記し
ている。

60 イブン・アル=アスィールによると、マリクシャーは、467/1075年に天文学者たちを
集め、うお宮の半ばにあったノウルーズをおひつじ宮の初点に移し、暦の起点とした。
同時に天体観測を行うため、ウマル・ブン・イブラーヒーム・アル=ハイヤーミー 
(‘Umar b. Ibrāhīm al-Xayyāmī)、アブー・アル=ムザッファル・アル=イスフィザーリー 
(Abū al-Muẓaffar al-Isfizārī)、マイムーン・ブン・アル=ナジーブ・アル=ワースィティー 
(Maymūn b. al-Najīb al-Wāsiṭī)といった学者たちを集め、大金を投じた。この天体観測
はマリクシャーの死の485/1092年までつづけられたが、死後は放置された↗
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あり、私が先人たちの書物で読み、識者たちから聞いたことである。

　 これからアジャムの諸王の慣習について簡単に記そう。それから再びノウ
ルーズの詳細に立ち返ろう。アッラーの助力と恩寵があるならば。

↘ (Kāmil, x: 98)。



19

20

21

アジャムの帝王たちの慣習について

アジャム〔やトルキスターン〕の王たちはいつの時代でも、すばらしい食
卓をこの上なく完璧に整えるための作法を持っていた61。［統治の］順番がカ
リフたちに達すると、［彼らもまた、］言葉で表せないほど技巧を凝らして
食卓を飾ったのであった。とりわけ、アッバース家のカリフたちは、スープ 

(abā)、細切れ肉 (qalya)、さまざまな砂糖菓子 (ḥalwā)、ジャズラーン62・ビー
ル (fuqqāʻ) を［食卓に］並べた。［これらは］彼ら以前にはなかったもので
ある63。ハーシミー (hāšimī)、サーブーニー (ṣābūnī)64、アーモンド菓子 

61 本章の記述内容は、時代的にやや先行する、セルジューク朝の宰相ニザーム・アル=ム
ルク (Niẓām al-Mulk al-Ḥasan b. ‘Alī al-Ṭūsī, 1092年没) が著した君主鑑『統治の書 

(Siyar al-mulūk / Siyāsat-nāma)』の内容と重なる部分が多い（iv頁参照）。以下、本文
の内容と関連すると思しき箇所を、『統治の書』から引用する。「いつの世でも帝王達
は朝の食卓を立派に整えてきた。務めのために参内した者がそこでなにがしかの物を食
べることができるようにである。廷臣がその場では食べることを望まず、自分の都合の
良いときに自分［で整えた］食物を食べるのであれば［そんな］心配は要らないのだ
が、それでもこの朝の食卓を整えることはせねばならない」(Siyar al-mulūk: 170)。

62 ベルリン写本では、ḤRWANYAN（あるいはḤRWAYNAN）であり、「ハルワーン」は
イスファハーン近郊の小村の名前でもあるが、ここではミーノヴィーの注釈 (Mīnovī 

2002: 90) に従い“jazr” と読み、樽で発酵させた強い酒の一種であると解した。ロンド
ン写本では、「マルワーン家 (marwāniyān)」となっている。「マルワーン家」として知
られる一族には、① ウマイヤ朝の第４代カリフのマルワーン（その後のウマイヤ朝カ
リフを輩出）の家系、② 10世紀末にアナトリアのディヤル・バクルで自立したクルド
系の一族、が挙げられる。

63 ロンドン写本は、「とりわけ、アッバース家のカリフたちは、スープ (āš-hā)、細切れ
肉、さまざまな砂糖菓子、なかでもマルワーン家のビールを並べた。それ以前にはな
かったものである」という文章の後に、「ビールは並べるものではないために（語句の
不明瞭な箇所あり）、シーアの人々 (šīʻiyān) は飲まなかった」という一文が入る。
「シーアの人々（šīʻiyān）」という表現は、この箇所にしか見られない。

64 「ハーシミー」は「ハーシム家の」、「サーブーニー」は「石鹸の」の意。「サーブー
ニー」に関しては、揚げ菓子の一種だとの説明がペルシア語大辞典 Luġat-nāma にあ
る。
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(lawzīna) など、多くの美味しい砂糖菓子や、滋養があり〔美味な〕スープや
料理などもまた、⟪90a⟫ アッバース家のカリフたちが始めたものである。そ
のような善き習慣はいずれも彼らの気高い志によるものであり、〔その志た
るや際限はなく、彼らの伝記 (siyar) にも記されているほどである。〕

アジャムの王たちはまた、公正をなし、建築を行い、知識を学び教え、叡
智を磨き、学識者を尊重することを慣わしとしたが、それらは実に大いなる
心がけであった。さらに彼らは、王国内のそれぞれの都市や地方に〔「カー
ルアーガーフ (kār-āgāh)」と呼ばれる〕情報官 (ṣāḥib-i xabarān) を配し、人々
の間で生じたことを帝王に報告させた。そうすることにより、帝王は報告に
応じて命令を下すことができた。このような状態であったために、収奪は抑
えられ、〔貪欲な者やイクター保有者 (muqṭaʻān)65や〕徴税官〔や役人〕たち
は、誰に対しても不正を行うことができず、⟨14⟩ １ディラム66さえ誰かから不
当に奪うことはできなかった。またグラームたちは、定められた規則や規定
を外れて、〔１粒あるいは１マン67の穀物も〕臣民に要求することはできな
かった68。人々の財産や妻子は安全に護られ、誰しもがみな、帝王を畏れ、自

65 10世紀半ば以降、特定の土地の徴税権を軍人に授与する制度が一般的となるが、授与
された権利およびその権利が設定された土地を「イクター」と呼び、この権利を保持す
る者が「ムクタア」すなわち「イクター保有者」である。その後、イクター保有者の権
利は徐々に拡大し、イクターそのものも世襲化されていった。

66 貨幣の単位。通常は銀貨を指す。「ディルハム」とも呼ばれる。ちなみにロンドン写本 

は「１粒の穀物さえ」。

67 マンは重量単位。約３キログラムに相当。

68 『統治の書』には次のようにある。

帝王達は、自らの臣民と軍の諸々の状況、および遠近の者の状況に通じ、大小ど
んな出来事でも知っていなければならない。もしそのようにしなければ、［帝王
の］欠点となろう。人々は帝王達の不注意、怠惰、圧制のせいにしてこう言う。
「王国において起こっている腐敗と圧制を、帝王は知っているのか、それとも知ら
ないのか。もし知っていて処罰も禁止もしないのであれば、［王は］彼らと同様に
圧制者であり、圧制を承認していることになる。もし知らないのであれば、甚だ怠
慢であり、無知である」。
　このどちらにしても、良いことではない。どうしても、駅逓長が必要になる。帝
王達はジャーヒリーヤ、イスラームのいつの時代においても、あらゆる都市に駅逓
を持っており、良いことであれ不吉なことであれ、なんでも知らせを受けていたの
である。もし雌鳥1羽、干し草の飼い葉袋1個がある者から不正に奪われたとし↗
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身の仕事や生業に精を出していたのである。

一方［帝王は、一度］家臣〔や兵士〕に与えた俸給を再び取り上げること
はなく、適切な時分に、定まった日付のとおりに家臣に与えていた。もし誰
かが死に、彼の仕事や務めを引き継げるような息子がいた場合には、父の俸
給をそのまま子に与えた。

さらに［帝王たちは］、建築事業〔や開墾〕に大いなる情熱と熱意を持っ
ていた。王国の玉座に座った帝王はみな、どの場所の水と気候69がよく、都市
を建設するのにふさわしいか、昼夜を問わず考えていた。そうすれば、王国

↘ても、500ファルサングの距離を超えて帝王に知らされ、その者に対して懲戒が
命じられ、他の者は帝王が注意を怠っていないことを知る、という風だったのだ。
　そして各地に密偵たちを配し、全ての圧制者は悪事を控え、人々は正義による安
全と保護のもとで仕事や耕作に勤しんだのである。しかしながらこれは微妙な仕
事であり、恨みを買いやすい。［だから］この仕事は、邪念を持たず、私利私欲に
ふけることのない者達の手と舌と筆に依らなければならない。王国の盛衰は彼ら
次第なのである。そして彼らを、他の誰かではなく、帝王が直々に派遣せねばなら
ない。また彼らが何の懸念もなく状況を報告できるよう、彼らに対する報酬と給
与は国庫から支払われねばならない。彼らが何を報告したかについては、帝王以
外誰も知らないようにせねばならない。それは、新たに生じた事態を帝王が［ま
ず］知り、なすべきことを命じることができるように、また誰に対しても何の前触
れもなく、帝王がその者に相応しい報い、処罰、労い、懲罰を与えることができ
るようにである。こういう風であれば、人々は常にすすんで帝王に服従し、帝王の
懲罰を怖れ、あえて帝王に背いたり、悪意を抱いたりしようとはしないのであ
る。つまり諜報官と密偵を任命することは、帝王の正義と注意深さと強い意志の
証であり、領土を繁栄させるためなのである (Siyar al-mulūk: 85-86)。

グラーム達は宮廷から数多く派遣されている。ある者は命令を承けて行くのだ
が、大半は命令なしに出かけていて、その際、人々は苦労を強いられ、金品を徴
発される。200ディーナール程度の係争が生じると、グラームが出かけていって
500ディーナールの支払いを要求する。人々はこのために根こそぎにされ、困窮し
てしまうのだ。重要事がない限りグラームが派遣されてはならない。また派遣さ
れる場合は必ずや命令に基づかねばならない。そうしてグラームには、この係争は
いくらいくらであり、それ以上取ってはならない、と［あらかじめ］定め、自らの
分を弁えさせねばならない ( Siyar al-mulūk: 100)。

69 ロンドン写本は「水と土壌」。



22

23

24

を繁栄させたという彼の名声が世に残るのであった70。

アーファリードゥーンの末裔であるアジャムとテュルクとルームの王たち
の慣習は、次のようなものであった。もしある帝王が高楼の宮殿や〔大河へ
の架橋や〕都市や村やリバートや砦の造営を始め、あるいは河川［の開削］
に着手し、その事業が彼の在世中に終わらなかったならば、彼の息子や、彼
の後を継いで王国の玉座に座った者71は、世の中〔や世の人々〕が彼の統治の
もとに安定すると、先の帝王の造営途中の事業を完成させるべく、それ以外
のことには目もくれないほどに尽力するのであった72。つまり、そうすれば、
［後継者たる］自分もまた、世の中と王国の繁栄のために［父祖と］同様の
尽力をするのだ、ということを世の人々が知るからである。だが、帝王の息
子は ⟨15⟩ いくつかの理由から、より熱心にこれを行う。［たとえば、］「父
がやり残した事業を完成させることは、息子にとって義務である。なぜな
ら、父王の玉座を私が継いだ以上、私こそが［それをやりとげるのに］ふさ
わしいのだから」と言ったり、あるいは、「私の父は、世の中を豊かにする
ために、⟪90b⟫ あるいは高き志や名声のために、あるいは至高なるアッラー
に近づくために、あるいは楽しみや喜びのために、このような建築事業を
行ってきた。私もまた、王国を繁栄させねばならず、偉大なる志を持ち、
〔父と同様に〕至高なる神の同意と満足を求め、楽しみや喜びを好んでいる
のだ」と言ったり、〔あるいは、「いかなる場合でも私は父に背くことはな
い。善行においてはなおさらである」と言ったりする。〕かくして彼は、造
営を完遂させるために命令を出し、その都市や建造物を完成させるべく邁進

70 『統治の書』第１章３節に次のようにある。

また、［帝王は］カーレーズを掘り、著名な水路を掘削し、大河の渡し場に橋を架
け、村々や耕地を豊かにし、砦を建設し、新たにまちをつくり、高い建物や素晴
らしい居所を建て、「王の道」沿いにリバートを、知識を求める徒らのためにマ
ドラサをつくることを命ずるなど、世界の繁栄につながることがらを実行する。そ
うすることによって彼の名はずっと遺り、彼は来世においてその善行の報償を得、
［彼に対する］祝祷が続くことになるのである (Siyar al-mulūk: 12-13)。

71 ロンドン写本は「彼の息子や、あるいは彼の兄弟や親族」。

72 ロンドン写本は「先の帝王の造営途中の事業を完成させること以上に彼にとって必須の
仕事はなかった」。
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するのである。そしてもし彼の手で〔も〕完成しなければ、彼の後を継いだ
〔幸運と祝福を備えた〕別の者が完成させる。［そうすると］人々は［完成
させた］その帝王を、祝福された尊敬すべき人物だとみなし、「至高なる神
は、この造営を彼の手で完遂せしめられたのだ」と言うのである。マダーイ
ンにある「ホスロウのイーワーン」は、肩胛骨王シャープール (Šāpūr Ḏū al-

aktāf)73が造営を始め、彼の後、何人かの帝王が造築をつづけ、最後に公正王
アヌーシーラヴァーンの手で完成し、〔彼の名で広まった74。〕アンディーメ
シュク (Andīmišk) の橋75も同様であり、そのような例は多い。

アジャムの王たちは、次のようなことをもしきたりとしていた。誰かが帝
王の御前に何かを持ってきて、〔それが賞賛され、受け入れられたときに
は、〕あるいは楽師が歌を奏でたり、〔意見を述べたり、〕善き言葉を発し
た際に、それが気に入った場合には、彼らは「あっぱれ！(zih)」、すなわち
（アラビア語）「でかした！(aḥsanta)」と言った。「あっぱれ」の声が彼ら
の口から出ると、〔即座に〕宝蔵から1000ディラムが持ってこられ、その者
に与えられた。彼らは善き言葉というものを大切にしたのである76。

⟨16⟩ アジャムの王たちの慣習には次のようなこともあった。彼らは３種の罪

73 サーサーン朝のシャープール２世（在位309-79年）。アラビア半島のアブド・カイス
族、イヤード族に対する懲罰遠征を行い、捕虜の肩に穴をあけてつないだという逸話が
あり、そこから「肩胛骨王」の異名を得たとされる。EI2: “SHĀPŪR” 参照。

74 「ホスロウ／キスラー」は、サーサーン朝の王たちの称号としてイスラーム文献に広く
現れるが、具体的にホスロウ１世（アヌーシーラヴァーン）個人を指す例も多い。

75 イラン南西部のフーゼスターン州を流れるデズ川にシャープール２世が架けた橋。その
傍らには橋を防御するための砦が築かれた。現在のデズフール (Dizfūl：もともとは
「城橋 (Diz-pul)」の意) に名前とともに残る (Le Strange 1905: 238参照)。

76 『統治の書』第36章４節には以下のようにある。

サーサーン家の習慣は以下のようであった。すなわち、彼らの前で彼らの気に入る
言葉を言ったり、技芸を示した者が［いると］、彼らは、「天晴れだ」と言い、
帝王が「天晴れだ」と言うと、宝蔵係が1000ディーナールをその者に与えたので
あった。サーサーン朝の諸王達は、公正さ、大志、侠気については他の諸王達に
まさっていた (Siyar al-mulūk: 175)。

ちなみにロンドン写本では、「彼らの口から出ると、即座に宝蔵係が1000ディーナー
ルをその者に与えた」となっており、『統治の書』の記述により近い。
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人を除き、罪人を赦した。［その３種の罪人とは、］第１に帝王の秘密を漏
らす者、２番目は神に対して怪しからぬことを言う者、３番目は［帝王の］
命令を即座に実行せず、軽んじる者である。彼らが言うには、王の秘密を守
らない者は信を失い77、神に怪しからぬことを言う者は不信心者になり、帝王
の命令を実行しない者は帝王に逆らい反抗する。［そのため］これら３種の
罪人については、即座に処罰した78。彼らが言うには、「帝王が持つような世
俗の富は他の人々も持っているものだ。帝王と他の者たちとの違いとは、命
令の実効性にこそある。帝王の命令が実行に移されないようなら、彼と他の
者との間に何の違いがあるというのか79。〔しかも帝王の場合、［もしそのよ
うなことがあれば、］何千もの損害や混乱が万事に生じ、王国が傾く事態と
なってしまうではないか〕」と。

また彼らは荒野や宿駅にリバートを建て、水を得る井戸を掘り、盗人やな
らず者たち〔のせいで不用心な場所には見張り塔を造り、王国内に盗人やな
らず者が現れないよう努め、〕街道を安全に守った。

さらに、各人に俸給や手当を命じ、毎年、⟪91a⟫ 請求されずともその者に

77 ロンドン写本は「敵を生ぜしめ」。

78 『統治の書』第４章28節に次のようにある。

パルヴィーズ王はこのように言っている：王たる者は、人々について次の４種類の
罪は許してはならない。１つは王の領土をねらうこと。２つめは王の後宮をねらう
こと。３つめは秘密を守らず、漏洩すること。４つめは口先では王の味方である
が、内心では王の敵達に同心し、密かに利敵行為を行うこと (Siyar al-mulūk: 42)。

79 『統治の書』第11章１節に次のようにある。

宮廷からは多くの書状が発せられるが、数が多ければ多いほど、その重みは薄まっ
てしまう。重要事がない限り、至高の御前からいかなる［命令書］も書き送られ
るべきではない。そして［命令書が］書き送られた時には、如何なる者も、それを
なおざりにし、その結果命令が遂行されない、というような事態を引き起こさぬ
よう、それを尊崇せねばならない。もし誰かがその命令を軽視したり、それを聞
き従うことを怠ったりしたと明らかになれば、たとえそれが［帝王の］側近くに仕
える者であったとしても、その者に厳罰を科す［べきである］。帝王とその他のム
クタアや臣民達の間の違いというのは、［帝王の］命令が遂行されるという点に
ある (Siyar al-mulūk: 97)。
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届くようにした。もし徴税官の１人が、地方や〔区や〕村に、法の規定を外
れてなにがしか［の負担］を課し、〔「この地域の徴税を私に任せてくださ
い。そうすれば毎年定額の何倍も［の収益を］あげてみせます」と言うよ
う〕ならば、〔そのような発言を許さずに〕彼をその職務から罷免し、その
者に処罰を与えた。それは、他の者が人々から余計に［税を］奪うことに貪
欲になってしまわないようにするためであった。〔彼らは、次のように言
う。「どのような場合であれ、その者が［民の］家から何か持ち出したりし
ないように。１年のこの時期に税を定めている［にもかかわらず］、この者
がさらに人々から過度に取り立てようとし、ディーヴの［ような悪しき］行
為をするならば、見るがよい、わずかな期間でその〕王国は廃れ、〔人々は
流民となるだろう80」と。〕

一方臣下たちの中で、適切かつ然るべく仕事を行っている者がいたなら
ば、その働きぶりに応じて、即座にねぎらいと褒美を与えた。⟨17⟩ そうする
と、他の者たちは務めを立派に果たすことに懸命になるのであった。また、
もし誰かが罪や過失を犯したとしても、彼の実績を勘案し、すぐに罰を与え
ることはせず、［ひとまず］牢獄に送り、そのうちに誰かが執りなしをした
ら、赦してやった81。

80 『統治の書』第４章１節に次のようにある。

いずれかの徴税区をまかされた徴税官達に対しては次のことを命じねばならない。
すなわち、至高なる神の被造物に対して正しく振る舞い、正当な税金以外のものを
彼らから徴発しないこと、それ（正当な税金）すらも、節度と礼儀をもって要求
すること、収穫が得られないうちは税金を要求しないこと ── というのも［収
穫］時期よりも前に［税を］求めると民を苦しめることになり、彼らはやがて手
に入る筈の収穫のうちから１ディルハムの価値のあるものも、必要に迫られて半
ディルハムで売ってしまい、その結果破滅し、流民となってしまうからである 
──、そしてもし民が困窮し、牛や種にも事欠くようになったなら、彼が家を捨て
て逃散しなくてもよいよう、彼に［それらを］貸し付けてやり、重荷を取り除いて
やること、である (Siyar al-mulūk: 30)。

81 『統治の書』第33章１節には次のようにある。

抜擢され、要職につけられた者というのは、必ずやそうなるまでに時間もかか
り、苦労も経てきている。そのような者達に過失や罪が生じた場合、もし彼らを
公然と叱責するなら大いなる不名誉となってしまう。大変なねぎらいや厚遇を与え
てはじめて、もとの状況に戻るほどである。よりよいやり方はこうである。すな↗
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このようなことは多くあり、もしすべてを記したら長くなってしまう。こ
のくらいで十分であろう。さて、この本の目的であるノウルーズの書の記述
に戻ろう。

↘わち、誰かが過失を犯した際には、しばらくそれを黙認し、こっそりとその者を
呼び出し、こう言ってやるのである。「お前はこれこれのことをしでかした。私は
自分が育て上げた者をおとしめたり、自分が抜擢した者を見放すつもりはない。
あの件については見逃してやる。以後注意をし、そのようなことを２度としでかさ
ぬようにせよ。この後、もし則を踏み外すことがあれば、お前は地位を失い、我
が従者から外れることになる。そのときは、自分の責任であり、私のあずかり知
らぬことだ」と (Siyar al-mulūk: 166)。
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⟨18⟩ 　　　　　大モウベドの来訪とノウルーズの祝賀

アジャムの王たちの儀礼は、カイホスロウ (Kayxusraw)82の時からアジャム
の最後の王であったシャフレヤールの子ヤズダゲルド (Yazdajird-i Šahriyār)83

の時代まで次のようなものであった。ノウルーズの日には〔早朝、宮廷の
ハーディムが１人と、〕外部の者たちの中からはまず最初に大モウベドが、
ブドウ酒で満たされた黄金の杯、指輪、ホスロウ金貨と銀貨、芽吹いたばか
りのひと束の苗、剣、弓矢、インク壺と筆をそれぞれ１つずつ携え、馬、
鷹、美しい顔をしたグラームを連れて、王の御前にやってくる。そして、
〔以下に記すような〕ペルシア語による彼ら独特の祝祷文で〔帝〕王を讃
え、祝福する。大モウベドが祝祷を詠み終え、〔これらの儀が執り行われる
と、〕つづいて国の重臣たちがやってきて、［王に］拝謁した。

大モウベドの祝祷文

「王よ！ファルヴァルディーン月のファルヴァルディーンの祭典において、
自由［というまったき貴さ］を保たれんことを！カヤーン［の王たち］の信
ずる神は、ソルーシュ (Surūš)84を遣わされ、貴方に、事に通じる知識と見識

82 イランの伝説時代であるカヤーン朝の第３代君主。60年間統治し、正義と公正さで名
高い。

83 アラビア語では「ヤズダジルド」。ここではサーサーン朝最後の皇帝ヤズダゲルド３世
（在位632-651年）のこと。系譜についてはよくわかっていないが、ホスロウ・パル
ヴィーズの孫に当たるシャフレヤールの子と言われている (Ṭabarī, iii: 477; Blankinship 

(tr.) 1993: 222 &  n.1054参照)。636年に、カリフ・ウマル１世の派遣したアラブ・イス
ラーム軍とカーディスィーヤにて戦い、敗北。さらに642年にニハーヴァンドで決定的
な敗北を喫し、東方に逃亡したが、651年マルヴ近郊で、彼の服と宝石を狙った水車番
に殺害され、サーサーン朝は滅亡した。

84 ゾロアスター教における天使の１人。最後の審判の日に、人間の行いを勘定する役目を
もつ。また神の使者として、神の啓示を伝えるため、ガブリエル（ジブリール）と同一
視する考えもある。天使の位階のうちでは、メフルと同等。アヴェスターでは「服従
（特に神の命令に対する服従）」の意味で用いられる。ビールーニーによると、ソルー
シュは「ささやき」を命じ、それ以後、神への祈祷は大声ではなく、ささやきでもっ↗



28

29

30

を与えられた。称うべき性質〔と称うべき慣習〕とともに生き永らえられん
ことを！黄金の玉座にて安んじられんことを！ジャムシードの杯でもって永
遠の命を与える酒を飲まれよ！気高き志、善き行い、〔立派な振舞い、〕そ
して公正と正義の実践を慣いとした父祖のしきたりを守りたまえ！

貴方の髪が〔青き〕新芽のごとく青く、若々しくあらんことを！貴方の馬
が成功をおさめ、常勝たらんと〔敵に向かって駆けめぐらんことを〕！貴方
の剣が〔鋭く〕光り輝き、敵を ⟨19⟩ 切り裂かんことを！貴方の鷹が獲物を捕
らえ、幸運を追い求めんことを！貴方の行いが矢〔とそれとともにあるもの
（弓）〕のように真っ直ぐであらんことを！〔筆がすべての〕国を新たに征
服せんことを！金貨銀貨とともに玉座にあられんことを！貴方のもとで才能
や知識［ある者］が尊重され、⟪91b⟫ 美しいものが求められんことを85！そし
て貴方の館が繁栄し、齢の久しからんことを！」

［大モウベドは］このように述べると、杯をひと飲みしてから王に渡し、
苗を［王の］もう一方の手に載せ、そして金貨と銀貨を王の玉座の前に置く
のであった。このようにして、新しい年の新しい日に、重臣たちが最初に何
を目にしても、それらのものでもって翌年まで慶びと楽しみのうちに過ご
し、〔心に秘めた願いが〕叶うように、またその〔年〕が彼らにとってめで
たいものとなるようにと願うのであった。なぜなら、世の慶びと繁栄は、
〔ノウルーズの日に〕王の御前にもたらされたこれらのものの中にこそある
のだから。

　 〔ノウルーズの日に吉兆のために帝王の御前にもたらされる金・銀、［大
麦の］苗、ブドウ酒、指輪、剣、弓矢、インク壺と筆、［馬、］鷹、美しい
顔のグラームについて〕

↘て唱えられるようになったという。また彼は、夜をつかさどり、ジンと戦う最強の天
使だとされる (Sachau (tr. & ed.) 1984: 204)。

85 ロンドン写本に従って訳す。校訂本は、“diram xwār” で「惜しみなく褒賞が与えられん
ことを」といった意味になる。
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　 まず、金の効用と性質と特性について［の話から］始めよう。金について
述べるのは、熔解する鉱物の中では金こそが王様であり、先に述べたよう
に、それは王たちの飾りとなるからである。
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⟨20⟩ 　　　金とそれに関する事柄について

金は太陽のエッセンス (iksīr) であり、銀は月のエッセンスである。

金と銀を鉱山から採掘した最初の人物はジャムシードである。彼は金と銀
を鉱山から掘り出すと、金を太陽のような丸い円盤形につくらせ、その両面
に太陽の形を刻印するよう命じた。そして、「これは天における太陽のごと
く、地上における人々の帝王なのである」と言った。また銀を、月のような
円盤形につくらせ、その両面に月の形を刻印させた。そして、「これは天に
おける月のごとく、地上における人々の宰相 (kadxudā) なのである」と言っ
た86。

錬金術師たち (xudāwand[ān]-i kīmiyā) は金のことを87、（アラビア語）「吉
兆なる昼の太陽 (šams nahār al-jadd)」、すなわち（ペルシア語）「幸運な日
の太陽」と呼び、銀のことを（アラビア語）「吉兆なる夜の月 (qamar layl al-

jadd)」、すなわち（ペルシア語）「幸運な夜の月」、そして真珠を（アラビ
ア語）「豊饒な天の星 (kawkab samā’ al-ġanī)」、すなわち（ペルシア語）
「富裕な天の星」と呼んでいる。また〔当代の〕知者たちのある者は、金
を、（アラビア語）「貧寒な冬の炎 (nār šitā’ al-faqr)」、すなわち（ペルシア
語）「困窮する冬の火」と呼んでいる。またある者は（アラビア語）「貴人
の心の歓喜 ([farruḥ] qulūb al-ajilla）88」、すなわち（ペルシア語）「高貴な
人々の心の喜び」と［呼び］、ある者は（アラビア語）「王の園の水仙 

86 金貨や銀貨を意味しているのではないかと思われるが、確認の術はない。一般にサー
サーン朝の貨幣は銀貨が主で、金貨は例外的にしか打刻されなかった (Göbl 1971: 28)。
貨幣の表面外縁の上下左右の４ヵ所に三日月と星を組み合わせた刻印（あるいは星を欠
いた三日月だけの刻印）を付すことは、サーサーン朝貨幣の多くにみられる特徴である
が (ibid.: 17)、本文の「銀貨に月の形を刻印した」という記述がこのことに関連するも
のかどうかは定かではない。金貨に太陽の形を刻印した、という記述については不明。

87 校訂本は「錬金術の主である金のことを」となっているが、ロンドン写本に従い訳す。

88 ベルリン写本、校訂本ともに１語が判読できないため、ロンドン写本に従った。
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(narjis rawḍat al-malik)」、すなわち（ペルシア語）「〔帝〕王の庭園の水
仙」と、またある者は（アラビア語）「信仰の瞳の輝き (qurrat ‘ayn al-

dīn)」、すなわち（ペルシア語）「信仰の目の光」と呼んでいる。

熔解する鉱物の中で金が優れていることは、人間が他の動物たちに対して
優れているようなものである。

金の特性とは、１つには、それを見る者の目を ⟨21⟩ 輝かせ、心を楽しませ
ることである。２つめに、〔金をもつことにより、知性を増し、理解力を鋭
敏にさせ、〕人を勇敢にし、〔正しい見解に導き〕知力を高める。３つめ
は、人の見目の良さを増し、若さを保ち、老いを遅らせる。４つめに、生活
〔や人生を楽しませ、寿命を〕増し、人の目を惹きつけ、〔望みを叶える〕
ことである。

⟪92a⟫ アジャムの王たちは、金のもつ貴さゆえに、２つの金製のものを誰に
も与えることはなかった。その１つは杯で、もう１つは鐙である。〔また、
別の２つの金製のものも、相手が貴人や偉大な軍司令官でない限り、与える
ことはなかった。１つは金の剣帯であり、もう１つは肩帯である。〕

［金の］特性については、次のようなことも言われている。幼い子供に金
の薬瓶で乳を与えると、言葉がうまくなり、人々に好かれ、頑健な体つきと
なり、癲癇の病から守られ、夜泣きをしなくなる。また、金の棒を使って目
の縁取りをすると、夜盲症 (šab-i kūrī) や眼病 (āb dawīdan-i čašm) の心配がな
くなり、視力が増す。金の足輪を鷹の足につけると、より勇敢に、嬉々とし
て獲物に向かうようになる。また、金によってつけられた傷はすぐに癒える
が、傷口はふさがらない。そのため、〔イラクの〕貴人の女たちは自分の娘
や息子の耳に金の針で穴をあける。そうすると、その穴は決してふさがらな
い。金の水差しで水を飲むと、水腫 (istisqā’) の心配がなくなり、心を朗らか
にさせる。このため、医師たちは強壮剤の中に金や銀や真珠を混ぜ込むので
ある。沈香や麝香、絹［も同様の効能がある］。悲しみや心配事といった心
臓が弱くなる［ことで生じる］病は、金や銀の力で取り除くことができ、ま
た鬱 (inqibāḍ) によるもの ⟨22⟩ は、麝香や沈香や絹で癒すことができる。さ
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らに多血 (ġalaba-yi xūn) から生じる疾病は琥珀や珊瑚89で、血が濃くなること 

(saṭbarī-yi xūn) によって生じる疾病は、真珠や絹で〔癒すことができる〕。

隠し財宝の目印について

宝や財宝が埋められている場所には、雪〔や雨が降っても〕残らず、〔す
ぐに〕溶けてしまう。〔目印の１つはこのようなものである。〕隠し財宝の
目印には、他に次のようなものがある。耕作されていない荒れ地であるの
に、〔良質の〕バジルが生えている場合、そこには財宝が埋まっているとわ
かる。人里離れた山裾に、ゴマや〔バジルの茎、とりわけ〕ナスの茎があれ
ば、そこには財宝があるとわかる。塩が吹いている土地の中に、牛〔か馬〕
が１頭寝そべるくらい［の大きさ］で、封泥に適する良い土壌や泥があれ
ば、そこには財宝が埋まっているとわかる。またハゲタカが群れ集っている
のにそこに死骸がなければ、それは財宝が埋まっている場所だとわかる。
〔平らな場所で〕雨が降ったとき、窪みもないのに雨水が〔１ヵ所に〕集ま
り溜まる部分があれば、そこには財宝があるとわかる。冬、雪が積もらず、
すぐに溶けてしまうような場所があり、しかも他の場所は雪が積もったまま
であるならば、そこには財宝があるとわかる。まるで油を流したように綺麗
な表面の石があって、雨や水が降りかかっても溜まることもなく、湿りもし
ないなら、⟨23⟩ そこには財宝があるとわかる。〔ネズミやイタチが１ヵ所に
集まって、遊んだり立ち上がったりしている場合には、そこには財宝がある
とわかる。〕キジやシャコが〔毎日〕90⟪92b⟫ 同じ場所に降り立ち、戯れ遊ん
でいると、〔そこには財宝があるとわかる。〕季節でもないのに蜜蜂がひと
つところに群れているならば、〔そこは財宝が埋まっている場所だとわか
る。〕また、すべての枝とは別に、１本だけがある場所に向けて伸びていた
り、〔あるいは他の枝のほうに向き直っていたり、〕［その枝が］他のもの
よりも枝ぶりが良いような〔多くの枝をつけた〕木があれば、そこには財宝

89 ロンドン写本に従う。校訂本ではナッド香（麝香、沈香、白檀、龍涎香などを配合した
香料）となっている。なお、ロンドン写本では「多血」ではなく、「貧血 (xuškī-yi 

xūn)」である。

90 校訂本では、「キジやシャコがどちらも同じ場所に」となっているが、ロンドン写本に
従って訳す。なおシャコは、キジ科の食用鳥。
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が埋まっているとわかる。〔砂利の多い土地の中に、１頭の馬が砂浴びをす
るくらい［の広さ］で、封泥に適する柔らかい泥があるならば、そこには財
宝があるとわかる。〕

これらはすべて、知者たちが、必要なときにその隠し財宝のところに到達
する手だてとして、目印をつけたものである。

壺や、金属あるいはガラスの器に金を入れずに、そのまま地中に埋めてし
まった場合、１年後にその場所に行っても、〔埋めた程度のところから〕金
を見つけることができない。［すると］その人は、誰かが〔見つけ出して〕
持ち去ったのだと考える。しかし盗まれたのではなく、金が重いために、地
中深くに沈んでいってしまったのである。［金は］毎日少しずつ沈んでい
く。〔湿った土壌ならば、毎日沈んでいき、〕ついには［地下の］水脈にま
で達する。〔［金は］より塩分を含む土壌のほうへ向かう。〕

金の力について〔は多くの話があるが、〕少しばかり［ここに］記そう。

逸話：〔金の特性について、次のように言われている。〕
ある日、〔公正王〕アヌーシーラヴァーンは頭髪を剃るために宮廷の庭園

に床屋（ḥajjām）を呼んだ。床屋が〔やってきて、〕王の頭に手をかけたと
き、［床屋は］言った。「おおご主人さま。ご自身の娘を妻として私にくだ
さいませ。そうすれば私は〔ルームの〕皇帝 (qayṣar) についてのあなたの悩
みを取り除いてあげましょう。」

アヌーシーラヴァーンは独りごちた。「この卑しい男はなにを言っている
のだ？」

彼は床屋がそのようなことを言ったのに〔たいそう〕驚いた。〔というの
も、床屋は［これまで］十分に身のほどをわきまえていたからである。〕し
かし、床屋が手にしていた剃刀が怖かったので何も言わず、〔わずかに〕こ
う答えた。「そのようにするから、まず散髪を済ませよ。」

散髪を終え、〔床屋が〕立ち去ると、［アヌーシーラヴァーンは］ボゾル
グメフル (Buzurjmihr)91を呼び、彼に事情を説明した。ボゾルグメフルは ⟨24⟩ 

91 サーサーン朝期の名宰相として名高い人物。アラビア語読みは、本書の表記同様↗



34

35

36

床屋を連れてくるよう命じた。［そして］床屋に尋ねた。「おまえは散髪を
しているときに、ご主君に向かって何と言ったのか？」

彼は答えた。「何も申しておりません。」

〔［ボゾルグメフルは］命じて、散髪をしたのと同じ場所に［床屋を］連
れてこさせ、そして尋ねた。「散髪をしているときに、ご主君に向かって何
と言ったのか？」

「あなたの娘を妻として私にください。そうすれば［ルームの］皇帝につ
いてのあなたの気苦労を取り除きましょう、と私は言いました。」

［だが］別の場所に立つと、［床屋は］その話を否定した。〕

ボゾルグメフルは、床屋が立っていた場所を掘り返すよう命じた。［する
と］計り知れないほどの財宝が見つかった。彼は〔アヌーシーラヴァーン
に〕⟪93a⟫ 言った。「おおご主君よ。床屋が口にしたあの言葉は、彼が言っ
たのではなく、この〔金の〕財宝が言わせたのです。［床屋は］手をあなた
様の頭に置き、足をこの宝の上に置いていた［ので、そうなった］ので
す。」　

アラビア語で次のような箴言がある。（アラビア語）「財宝の上に立つ者
は、身のほどを超えた望みを抱くものである。」

逸話：〔金の特性について、次のようにも言われている。〕
　パナーホスロウ (Panāxusraw)92── 〔アドゥド・アル=ダウラは彼の異名で
ある〕 ── に、次のような話が〔情報官から〕上奏された。

↘「ブズルジュミフル」だが、本来のペルシア語の意味を勘案し、「ボゾルグメフル
（大いなる親愛・偉大なる太陽神メフル）」と表記する。アヌーシーラヴァーンの宰相
だったとされ、イスラーム時代の作品に多く取り上げられるが、伝説的な要素が多く、
特定は困難である。EIr: “BOZORGMEHR” 参照。

92 パナーホスロウは、ブワイフ朝のアドゥド・アル=ダウラ（Aḍud al-Dawla Abū Šujā‘ b. 

Rukn al-Dawla, 936-983年）の異名。アラビア語では Fannā Xusrawと綴られ、本書に
おいても両方の綴りが見られる。
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ある男がアーモル (Āmul)93で荒れ地を購入し、そこを稲田とした。いま、
その田からは、他では類がないほどに〔すばらしい〕米がとれ、毎年そこか
ら1000ディーナールのあがりがある、と。パナーホスロウはその土地を〔男
の〕言い値で買い、その地面を掘り起こすよう命じた。［すると］ホスロウ
金貨のつまった甕が40個、地中から出てきた。彼は言った。「この稲田がす
ばらしい収穫を産むのは、この宝のせいだ。」

逸話：〔同じく金の特性について。〕
〔本書の著者は、ブー・サアド・タバスィー (Bū Saʻd Ṭabasī) と呼ばれてい

た〕１人の友人から次のように聞いた。私は彼の話に信頼を置いている。
〔彼は私に言った。〕

ブハーラー (Buxārā) に気の触れた女が１人いた。女たちは彼女を追いかけ
回し、からかって遊んだり、彼女の言葉を嘲り笑ったりしていた。ある日、
〔彼女をからかおうと家に連れ込み、〕家の中で彼女に錦の着物を着せ、金
や宝石の装飾品をつけ、〔台の上に座らせた。〕そして言った。「あんたに
旦那さんを娶せてあげるわ。」

その女は金や宝石に目をやり、自分の身が ⟨25⟩ 飾り立てられているのを見
ると、理性ある言葉を話し始めた。彼女の狂気が治ったのかと、人々が疑う
ほどであった。〔［確かに］正気であった。だが、着物や飾りを〕脱がす
と、彼女は元の気の触れた状態に戻った。

〔逸話：金の性質について、私は識者たちの本で次のようなことを読ん
だ。〕
〔アジャムの〕貴人たちは、妻や侍女と交わろうとするとき、黄金の帯を

腰に巻いたと言われている。そして妻には、〔着物を脱ぎ、だが〕装身具は
〔すべて〕身につけておくよう命じた。そのようにすれば、勇敢で、均整が
とれ、見目美しく、知性があり、人々に好かれるような子供を授かる、と言
うのである。息子が産まれたら、金貨や銀貨を子供のゆりかごの上で揺らし

93 カスピ海東南岸の町。この地域は中東有数の稲作地帯である。ロンドン写本ではとくに
地名は現れず、「境域 (ḥudūd)」となっている。
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た。

人々［の運勢］をつかさどるのはこの２つ、〔すなわち金と銀であり、吉
兆を得るには、この世界ではこの２つとともにあらんことを、〕と伝えられ
てきたが、〔おおよそそのとおりであろう。〕
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⟨26⟩ 　指輪とそれに関して知っておくべき事柄94

指輪は非常に美しく、〔貴人たちが〕指にはめておくべき装飾品である95。
高貴な人々は、「貴人が指輪をはめないのは、高貴さ〔と品格〕にふさわし
くない」と言っている。指輪をつくり、指にはめた最初の人物はジャムシー
ド〔・シャー〕である。

また、次のように言われている。「指輪のない貴人たちの指とは、旗のな
い旗竿96のようなものである」と。指にとっての指輪は、腰にとっての腰帯97

のようなものである。腰は帯を締めた方が、〔腰帯のない腰よりも〕見栄え
が良い。

貴人たちの指にはめられた指輪には、〔３つの〕ことがあらわされてい
る。〔１つは〕申し分のない高貴さであり、〔もう１つは〕しっかりとした
見解、〔３つめは〕正しい志である。なぜなら申し分のない高貴さをもつ者

94 ロンドン写本ではこの章は「金」、「大麦」、「ブドウ酒」の章の後、97葉bの途中か
ら始まる。

95 ここでの「指輪」とは、台座に印章が嵌め込まれているものを指す。この台座 (nagīn) 

に対する印章部分が “muhr” と呼ばれるもので、少なくともイスラーム以前の時代から
イランにおいては封印のために用いられた。とくに現在知られているサーサーン朝時代
の印章 (seal) はさまざまな鉱石を材料としてつくられたものが多い。なかでももっとも
多く用いられたのは、カーネリアン、碧玉、オニキス、瑪瑙などの石英系の鉱石で、そ
の他にも金剛石、ラピスラズリ、翡翠といった珪酸塩鉱物、方解石、大理石、赤鉄鉱な
どの炭酸塩化合物、あるいはガラスやブロンズといった素材を用いたものがある。ただ
し、本文後段に見えるルビーやトルコ石を素材とするものは現在のところ、ほとんど知
られていない (Göbl 1973: 23-24)。指輪とそれに用いる石についてはトゥースィーにも
詳細な記述がある (‘Ajāyib: 138-159 参照)。

96 どちらの写本も意味をとるのが困難なため、このように訳した。ただし、ロンドン写本
では、“jāma-yi ṯūzī buwad bī ‘alam” となっており、“jāma-yi ṯūzī” は、ファールス地方の
トゥーズという町で織られた綿花製の薄手の布地を指すとされる。その場合、訳は「柄
のないトゥーズ布」といったあたりか。

97 校訂本には間違いがあるため、ロンドン写本に依拠する。
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は自らを装飾品で飾らずにはいられない。しっかりとした見解をもつ者は、
［その］象徴や意匠をこらしたものを求めずにはいられない。そして正しい
志をもつ者は印章を持たずにはいられないのである98。というのも、貴人たち
の書簡が印章で封印されていなければ、それは見解と意志の脆弱さを示すも
のであり、封印のない宝蔵は、おざなりで不注意なものでしかないからであ
る。

スライマーン (Sulaymān)99── 彼に平安あれ ── は指輪を傷つけたため
に、王権が彼から離れてしまったが、［スライマーンの］栄光とは、彼が身
につけていた指輪［の「輪」の部分］ではなく、「印章」の部分にあった。

預言者〔ムスタファー〕 ── アッラーが彼に祝福と平安を与えられんこと
を ── は、指輪を指にはめ、［それでもって］各地域に送付する書簡に封印
を施して送っていた。その理由は、次のようなものであった。封印されてい
ない彼の書簡が〔アジャムの王〕パルヴィーズ (Parwīz)100のもとに届いたと
き、パルヴィーズはそのことに腹を立て、書簡を読まずに破り捨て、言っ
た。「書簡に封印がないのは、頭に ⟨27⟩ 帽子を被っていないようなものであ
る。頭に帽子を被らずに公の場 (anjuman) に出るのはふさわしくない。書簡
に封印がない場合、誰であれ望めば、読むことができる。しかし、封印があ
る場合には、［その書簡が］送られた相手の者だけが読む」と101。

⟪98a⟫ また、知性ある者たちは、「〔王国内では〕剣と筆はどちらも王の指
輪の下僕 (xādimān) である」と言う。すなわち、王権というものは、その２
つによって獲得され、秩序立てられるが、〔それらが獲得するものは何であ

98 ３つの理由を述べたこの部分は、ベルリン写本に基づく校訂本があまり意味をなさない
ので、ロンドン写本に基づいて訳出した。

99 旧約聖書の預言者ソロモン。ダビデの息子。鳥や動物と話す能力を有していたとされ
る。

100 サーサーン朝末期の君主ホスロウ２世（在位591-628年）のこと。ニザーミーの『ホス
ロウとシーリーン (Xusraw wa Šīrīn)』など、イスラーム時代の文学作品によく登場す
る。ムハンマドと同時代の王である。

101 タバリーの史書にはこのような逸話は載せられていないが、これに近い話がハディース
中の「知識の伝達」に関する項目に見られる (牧野訳 1993, i: 42)。
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れ〕王の指輪の命令下に入る。指輪が望まない限りは、剣も筆も［王のもと
には］至らない102。

人が身につける装飾品はいずれも、それをつけるのにふさわしい時とそう
でない時とがある。しかし指輪という装飾品だけは別である。いかなる場合
でも指輪は身につけていなければならない。なぜならそれは、その１本を立
てて、神 ── その栄光のいや増さんことを ── の唯一性をさし示す指を飾
るものだからである103。この装飾品は、［指がもつ］このような特性ゆえ
に、指にとっての〔賜衣や〕恩寵のようなものである。それはあたかも、武
芸をふるうことによって貴人のそば近くに仕えようとする戦士のごときであ
る。〔貴人は〕その戦士に〔ふさわしい〕恩寵を与え〔ようとするが〕、そ
の恩寵によってこそ、彼は他の同輩たちから抜きん出る。そして、彼が揮っ
た武芸〔や精励ぶり〕に応じて、黄金の首飾りが彼の頸にかけられ、あるい
は黄金の腰帯が与えられ、［彼の］腰に巻かれるのである。

指輪の種類はさまざまで〔要の石はたくさん〕あるが、〔帝〕王たちにふ
さわしいのは、次の２つの石を除いて他にない。１つはルビーである。［ル
ビーは］太陽のかけらたる鉱物で、熔解しない鉱物のなかの王様である。そ
の美点は、光彩を放ち、火に強く、ダイヤモンドを除くどの石よりも固いこ
とである。また、疫病を防ぎ、渇きを抑える特性をもつ。

〔伝承：〕［預言者の］伝承には次のようにある。
預言者〔ムスタファー〕 ── 彼に平安あれ ── が ⟨28⟩ メディナ 

(Madīna) にいて、「塹壕の戦い (ḥarb-i xandaq)」を戦おうとしていた頃104、
メディナで疫病が流行した。［ムハンマド・］ムスタファー ── 彼に平安あ

102 剣で武力を、筆で行政力を意味し、その２つがなければ王権を獲得し秩序立てることは
できないが、結局は、王の命運を左右するのは指輪だということ。

103 イスラームでは、礼拝の際に、神の唯一性の証言（šahāda）が行われるが、この座礼の
とき、両手はひざの上におき、右手を握り、人差し指を立てる。人差し指は、アラビア
語では「証言」と同じく“šahāda”と呼ばれ、信仰告白の指と考えられている。これらの
ことから、指が、神の唯一性を認め、またそれを象徴するものとされているのだろう。

104 「塹壕の戦い」は627年に起こった戦いで、メッカの軍勢に対し、メディナのムハンマ
ドは塹壕を築いて防戦し、メッカ軍を退却させた。
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れ ── は、2000ディーナール以上もするルビーを１つ身につけていた［ため
に、無事であった］。

もう１つはトルコ石であるが、これは、〔「吉兆」にかかわる〕その名前
のゆえであり105、また見る者をうっとりと心地よくさせるからである。その
特性は、邪視や夜泣きを防ぐことである。

指輪は、占いや夢判断においていろいろな事柄の象徴となる。それについ
ては、さまざまなことが言われている。〔夢に現れる指輪は〕王たちにとっ
ては領地や王権を示し、他の人々にとっては職や仕事を、また別の人々に
とっては貴人たちから与えられる恩寵や、あるいはその人がかかわっている
事柄の行く末106を判断する。

逸話：ルームのイスカンダルは、〔帝王となって〕世界中を巡る前にいろい
ろな夢を見ていたが、［それらは］どの道をとっても、この世界が彼のもの
となり、〔王たちを封じ込める〕であろうことを示していた。〔イスカンダ
ルが見ていた〕そのような夢の中に、⟪98b⟫１つだけ次のような夢があった。
全世界が１つの指輪になり、彼の指に収まった。しかしその指輪には、要の
石がなかった。そこでアリストテレス (Arisṭuṭālīs) に尋ねたところ、彼はこう
言った。「この世界はすべてあなたのものとなりましょう。しかし、あなた
はそれを十分に享受することはないでしょう。なんとなれば、指輪は領地
を、石はその支配者をあらわすのですから。」

逸話：〔アジャムの最後の王であった〕シャフレヤールの子ヤズダゲルド
は、ある日、宮廷の庭園内のあずまやに座っていた。指にはトルコ石の指輪
を〔１つ〕はめていた。［そこへ］１本の矢が飛んできて、指輪の石に当

105 トルコ石は、ペルシア語で “pīrūza/fīrūza” と呼ばれ、「勝利」を意味する “pīrūzī/fīrūzī” 

とよく似た言葉である。ビールーニー著『宝石大全 (al-Jamāhir fī al-jawāhir)』では、
「占いでは、勝利と栄光の石である。なぜならその名前が、ペルシア語で勝利を意味す
るからである」と記される (Jamāhir: 276)。ホラーサーン地方にその鉱山がある。ちな
みにロンドン写本では、“az bahr-i ‘azīzī” ではなく、“az bahr-i ‘arūsī”「婚礼用」となっ
ている。

106 ロンドン写本に従い“ʻāqibat” と読む。
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たった。〔石は〕粉々に砕けて指輪からはずれ、〔矢は〕地面に落ちた。誰
も ⟨29⟩ その矢がどこから飛んできたのかわからなかった。どれほど探して
も、何も見つからなかった。彼は落胆し、これが何を暗示するのか不安に
なった。自身［に仕える］識者やナディーム107たちに尋ねたが、誰もそれを
解釈できなかった。また幾ばくか［その意味が］わかっていた者は、あえて
何も言わなかった。その後、時をおかずして彼は〔殺されて〕死に、王権は
彼の一族から離れた。

逸話：〔同様に、指輪のもつ意味について〕次のように言われている。
　 〔ハールーン・アル=ラシードとズバイダの息子〕ムハンマド・アミーン 
(Muḥammad Amīn)108は、信徒たちの長であったとき、〔ある日〕庭の池のほ
とりに腰掛け、ルビーの〔石のついた指輪をはめていた。その石には、（ア
ラビア語）「アッラーは永遠なり。かれ以外は滅す」と刻まれていた。〕彼
はその指輪をいじっていたが、次のような対句でたとえて言った。（アラビ
ア語） 

我らは、大切な者どもの首を刎ねよう
我らにとって、まさに彼らは高慢で、不正を為すがゆえに

彼はこの句でもって、敵対していたマームーンのことを暗に言ったので
あった。ちょうどそのとき、彼は自分の侍女に腹を立て、怒りのあまり、そ
の指輪を彼女に投げつけた。指輪の石がとびはね、指輪も石もともに池の中
に落ちてしまった。人々がどれほど［池の中に］入って探しても、池の水を
抜いて空っぽにしても、石は見つからなかった。［ルビーの］石の代わり

107 ナディーム (nadīm) は、酒宴や遊興の際の君主の陪席者を意味する。その職務について
『統治の書』は、「ナディームは家柄がよく、徳があり (fāḍil)、朗らかで、純粋な信仰
を持ち、清潔な服装をしていなければならない。冗談についても真面目な話でも、雑
談、物語、奇談をたくさん覚えていて上手に語り、常に立派にお仕えし、双六、チェス
の相手をして遊ぶことができなければならない。ハープを弾き、楽器の演奏ができれば
よりよい」(Siyar al-mulūk: 121)と述べている。この時期、実際にナディームとなったの
は学者、詩人、医師、書記たちであった。本章の逸話の場合は、ナディームもまた、夢
解きをする技術をもっていたと考えられる。稲葉 1995: 104-118 も参照のこと。

108 アッバース朝第６代カリフ（在位809-813年）。母親はズバイダ。異母兄のマームーン
と対立し、後出のターヒルによってバグダードで殺害される。
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に、１個の白い石が池の中にあるだけだった109。その後、時をおかずして片
目のターヒル (Ṭāhir-i a‘war)〔・ブン・アル=フサイン〕110が〔バグダード
に〕やってきて彼と戦い、まさにその宮廷〔の庭〕で〔ムハンマド・アミー
ン〕を殺害した。

指輪については、この程度のことを述べておこう。

109 ロンドン写本は、「［人々が］見つけたときには、要の石のかわりに、石ころが１つ
載っていた」である。

110 Ṭāhir b. al-Ḥusayn b. Muṣ‘ab b. Ruzayq (159-207/776-822年) のこと。 アッバース朝カ
リフ、マームーンの支持者。813年、マームーンとアミーンの対立時に、アミーンとの
戦いのためにバグダードに派遣され、アミーンを殺害した。821年にはホラーサーン総
督に任命されるが、翌年にはカリフの名をはずしてフトバを詠み、貨幣を発行した。彼
の子孫は、その後５代にわたり、ホラーサーン地方およびイラクを支配した。EI2: 

“ṬĀHIR” 参照。
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⟨30⟩　　　〔大麦の〕苗とそれに関して知っておくべき事柄111

アジャムの王たちは、〔いつの時代でも、いかなる場合でも、新しく〕芽
吹いた大麦を大変めでたいものと見なしていた。なぜなら、それには多くの
益があるからである。大麦は食用の穀物の中で最も早く稔り、〔芽吹くと
青々とする。〕⟪93b⟫「穀物庫から出て40日で穀物庫へ戻る」とたとえられて
いる。また、大麦はどこに播かれても芽を出し、どの穀物よりも早く成長す
る。

薬用にも食用にも適しているのが大麦であり、賢人や隠者たちは自らの食
事に大麦を選んでいる。大麦を食べると、瀉血〔や医者〕が必要となるよう
な、滞ったり濁ったりする血が生じず、さらに血液性や黄胆汁性〔や黒胆汁
性〕の病気の心配がほとんどない、と言われている。イラクの医師たちは大
麦を「祝福された水 (mā’ [al-]mubārak)」と呼んでいる。

またそれは、24種類のよく知られた病気に効果がある。それらは〔熱から
くる病であり〕、炎症 (sūḥa)112、脱毛症 (dā’ al-ḥayya)113、間欠熱 (ḥummā-yi 

muṭbiqa)、チフス熱 (ḥummā-yi muḥriqa)、咳 (surfa)、脳炎 (sarsām[-i garm])、
消耗熱 (diqq)、結核 (sil)、肝臓の痙攣 (tapiš-i jigar)114、〔激しい動悸 (xufqān-i 

garm)、腎臓の痙攣 (tapiš-i gurda)、〕胃の乾燥 (yubūsat-i miʻda)115、偽の渇き 

(ʻaṭaš-i kāḏib) などである。［大麦はさらに］睾丸、頭、胸、脇腹、肝臓、
胃、骨折、肋骨、火傷、痛風の塗り薬 (ṭaly) とするのに適し、虫に対しても

¹¹¹ ロンドン写本では本章は「金」の章に続き、93葉aから始まる。

112 ミーノヴィー によると、sūḥaは、sūja > sūziš の意ではないかとされており、それに
従った。ロンドン写本は “surfa”「咳」。

113 直訳は「ヘビの病」。
114 ロンドン写本に従い“tapiš-i jigar”と読む。

115 直訳は「胃の便秘」。消化不良や胃潰瘍のようなものか。ロンドン写本は、ŠWRもし
くはTNWRなど判読し難い。
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効果がある。

大麦の軟膏は黄胆汁による発疹に効き、小麦の軟膏は黒胆汁による発疹に
効く116。また、大麦のふすまを鍋に入れてよく煮立て、足の神経が弱って 
⟨31⟩ 立ち上がれなくなったり、あるいは足や膝の関節が固まってしまった人
の足を〔膝頭まで〕その煮汁に浸すと、治る。小麦のふすまも同じような効
き目があり、実証済みである。

バグダードでは、大麦を煮立ててその煮汁を濾し、ゴマ油と混ぜて再び煮
立て、水分を飛ばして軟膏をつくる。その軟膏を黄胆汁による腫れ物に塗る
〔と、良くなる〕。女たちが子宮の痛みや腫れに対し、綿に軟膏をつけて用
いると、とても効果がある。

大麦を播種する時期の月蝕の夜に大麦を播き、それでつくったパンを狂人
に与え〔て食べさせ〕ると、正気を取り戻す、と言われている。〔ノウルー
ズの月に、〕月が満ち、金星と相照 (nigarān)117するときに大麦を播くと、そ
の大麦を食べた痩せ馬は、必ず肥える。

また、その年の豊凶は大麦に現れる118。大麦が真っ直ぐ均等に育つなら、
その年は豊作だという証である。逆に、曲がったり、育ち方にばらつきがあ
るようなら、凶作の年となる。〔またヒバリが大麦の下を飛び、鳴き声をあ
げるならば、豊作の年となる徴であり、ウズラが大麦の苗の中でじっとして
いるのも、豊作の徴である。〕

〔伝承：〕使徒〔ムスタファー〕 ── 彼に平安あれ ── は、〔大麦につい
て〕次のように述べている。
［使徒は］言った。（アラビア語）「大麦のパンはなんとすばらしいパン

であることか。⟪94a⟫ それで満足し、腹を満たす者〔にとって〕は。なぜな
らそれは私のパンであり、また私以外の預言者たちのパンであるのだから」

116 ロンドン写本では、「大麦の軟膏は黄胆汁の力を削ぎ、小麦の軟膏は黒胆汁の力を削
ぐ。」

117 惑星同士が60度、90度、180度など、たがいに影響を及ぼし合うとされる位置関係に
なること。

118 ロンドン写本では、「１年の豊凶を、農夫たちは大麦から判断する」となっている。
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と。つまり、（ペルシア語）「大麦の丸パンとは実に良い丸パンである。そ
れによって満足し、満腹になろうとする者にとって。なぜならそれは私のパ
ンであり、他の預言者たちのパンなのだから。」

老婆たちは大麦を用いて占いをし、吉凶の判断を告げる。〔大麦以外にこ
のような特性をもつ穀物はない。〕まじない師は、疣［を落とすため］に大
麦でまじないを行う。［それは］月が欠けるとき119で、疣に ⟨32⟩ 大麦をかぶ
せると、疣が落ちる。また一部の女たちは、ファルヴァルディーン月に〔澄
んだ水で大麦を湿らせ〕、娘の名を唱えながら播く。〔その大麦が稔った
ら、大麦の汁で娘の髪を洗う。そうすると神のお力によって〕髪が伸びる。

逸話：私は次のように聞いた。
　 ある日、〔公正王アヌーシーラヴァーン・〕ホスロウの息子ホルムズ 
(Hurmuz)〔・シャー〕120がある大麦の畑を通りかかった。［人々が］苗に水
を与えており、その水が畑から溢れ出して道をふさいでいた。ファルヴァル
ディーン月のことであった。［ホルムズは］命じて、大麦［畑］から流れ出
している水を水差し一杯に汲ませ、飲んだ。そして言った。「〔私は父から
聞いたことがある。父が言うには、〕大麦は祝福された穀物であり、その苗
は〔見るに〕めでたい苗である。それに注がれ、そこから溢れ出した水は、
〔その水を飲む者にとって〕疲労を癒し、胃の疲れ121を取り除く。また、次
の年に大麦が稔るまで、〔痛みや〕喉の渇きや病気の心配がない、と。」

逸話：ある日、シャムス・〔アル=マアーリー〕・カーブース〔・ブン〕・

119 校訂本は “māh-i kās” となっており、ミーノヴィーはカーヌーン月の可能性があるとして
いるが（Mīnovī 2002: 31, n.2）、ロンドン写本の “ba-kāst-i māh” に基づいて訳出する。

120 校訂本には “Hurmuz pidar-i Xusraw（ホスロウの父ホルムズ）”とあるが、事実関係か
らこれをpisar（息子）の誤りと考えた。ホルムズはサーサーン朝のホルムズ４世（在位
579-590年）を指す。ロンドン写本は正しく伝える。

121 ロンドン写本は「胃の乾燥 (xuškī-yi mi‘da)」。この場合、「乾燥 (xuškī)」はアラビア
語 “yubūsat” のペルシア語訳なので、先に出た24種の病気の「胃の乾燥」と同じものを
指すのだろう。
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ヴォシュマギール (Šams al-Ma‘ālī Qābūs-i Wušmagīr)122のもとに、１人の男が
宮廷にやってきており、裸馬を連れて、「〔この馬は私が畑に放したもので
はないが、私の作物を食べており、〕自分の畑で捕まえた」と言っている、
という知らせが届いた。
〔カーブースは〕尋ねた。「〔畑は〕大麦か、小麦か？」
［男は］言った。「大麦です。」　
彼は馬の持ち主を連れて来るよう命じ、稔ったときの大麦と同額の金を彼

（馬主）から取り上げ、畑の持ち主に与えた。そして言った。「地主たちに
は次のように言え。地主が大麦をよく稔らせようと思うなら、この時期に馬
に食べさせよ、と。〔そうすれば、馬は肥え、大麦もまたよく稔る。〕［そ
うではあるものの、］私はこの金を罰として取り立てた。それは馬の持ち主
たちに、馬が他人の畑に入り込まないよう気をつけさせるためであり、〔さ
らには大麦を軽んずる人々への戒めのためである。〕なぜなら、大麦は預言
者たちの糧であり、信仰を正しく保つ ⟨33⟩ 敬虔な人々の糧であり、そして王
権を支える馬や家畜の糧だからである。」

逸話：〔大麦のすばらしさについては〕次のようにも言われている。
　アーダム ── 彼に平安あれ ── は小麦を食べていた。天国から追放され
〔地上に降り〕たとき、至高なる神は ⟪94b⟫ 小麦を彼の食物とした。しかし
いくら食べても満腹にはならず、〔食欲が増すばかりであった。〕彼は至高
なる神に訴えた。［神は］〔彼に慈悲を示し、〕大麦を与えた。アーダムが
それでパンを作って食べると、満腹になり〔胃も落ち着いた。〕その後、新
鮮で青々とした大麦を見ると、〔彼の心は楽しく、生き生きとなったの
で、〕大麦を吉兆とみなした。
そのとき以来、アジャムの王たちの間では、大麦の恵みとめでたさゆえ

に、毎年ノウルーズ〔の日〕に〔芽吹いた〕大麦を所望する〔習慣が〕つづ
いたのである。

122 ズィヤール朝第４代君主（在位977-81, 998-1012/3年）。学者・詩人としても名高
く、彼にちなんで名づけられた『カーブースの書 (Qābūs-nāma)』の著者カイ・カーウー
ス (Kay Kā’ūs) は彼の孫にあたる。
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⟨34⟩ 　　　　剣とそれに関して知っておくべき事柄123

剣は王権の衛兵であり、共同体の守り手である。それがなければ、いかな
る〔信仰も〕王権もうまくたち行かない。なぜなら統治の及ぶ範囲は、剣に
よってのみ護持することができるからである。

鉱山からとり出された最初の鉱物は鉄であった。人間にとって最も必須の
道具［の原料］は鉄だからである。鉄から武器をつくった最初の人物はジャ
ムシードである。武器というものはどれも威厳を備え、必要不可欠なものだ
が、剣以上に威厳があり必要とされる武器はない。⟪99a⟫ なぜなら剣は、炎
のように光を発し〔鋭く、〕また２つの元素124を内にもっているからであ
る。知者たちは次のように言っている。鉄のない世界とは、陰茎を持たぬ若
者のようなもので、そこからはいかなる［新しい］ものも産み出されない。

知性をもって眺めてみると、世界の安定というのはすべて、恐怖と希望の
もとにある。そして恐怖と希望は、剣と密接に結びついている。なんとなれ
ば、ある者は望みを達成するために、鉄を用いて努力し、またある者は〔滅
びないように〕鉄を避けるが、［それは］鉄への恐れが彼を護っているから
である。

諸王の頭上の王冠は、鉄〔とその働き〕のおかげでそこにあり、彼らの宝
蔵が満ちるのもまた、鉄のおかげである。至高なる神はすべての鉱物を装飾
品として人間にお与えになったが、ただ鉄のみが、あらゆる技術工芸 

(ṣanā‘at) の役に立つ125。〔鉄の働きが他の鉱物より勝っているのは、人間が他

123 ロンドン写本では「指輪」の章の後、98葉bからこの章が始まる。

124 ベルリン写本に従い、“jasadayn” と読む。ミーノヴィー によると、剣は、４要素のう
ち、「火」と「水」の元素をもつとされる (Mīnovī 2002: 101)。おそらくは剣を鍛える
ために、火と水が用いられるためであろう。ロンドン写本にはこの一文はない。

125 ロンドン写本では、「至高なる神はすべての鉱物を人間にお与えになったが、鉄のみは
偉大な人々に限って与えられた」となっている。
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の動物より優れているようなものである、と言われている。なんとなれ
ば、〕世界が飾られ、繁栄しているのも〔人間と〕鉄のおかげである。

剣の位［の高さ］を示す最もよい例は、預言者 ── 彼に平安あれ ── 

に、征服の道具として剣が与えられたことである。たとえば、（アラビア
語）「私は剣とともに ⟨35⟩ 遣わされた」と彼はおっしゃっている。またトー
ラーでは、彼について、（アラビア語）「闘いの主、剣の所持者」と〔至高
なる神は〕言及されている126。

この道具（剣）が高い位を持っているのは、それが「勇敢さ」［を発揮す
るため］の道具であることによる。というのも、人間に備わる最も偉大な美
徳は「勇敢さ」であり、それは他の動物にはない127。そしてこの「勇敢さ」
については、次のように言われている。（アラビア語）「それは怒りの力で
あり、人は、彼と敵対するものに対して、その力を振るうことにより、うち
勝つのである」と。つまり（ペルシア語）「それは怒りの力であり、人は彼
に敵対するものに対して、それでもってうち勝とうとする」という意味であ
る。

次のように言われている。「勇敢さ」という美徳は先天的なものであり、
後天的なものではない。しかしながら後から高められるものもある。〔たと
えば鉄は、もともとその中に「鋭さ」の性質を持っているが、加工を施すこ
とで武器となり、鋭さを増す128。〕勇敢さの宿る場所は肝臓だとされてい
る。肝臓は血の宿る場所であり、それゆえ勇敢な人は血が流れることによっ
てより勇ましくなる。というのも、灯火が油によってそうなるように、勇敢
さは血によって力を得るからである。〔肝臓の大きな若者は血の気が多く、
より勇ましいものである。〕

126 トーラーに直接記されているわけではないが、ムハンマドは「剣と旗竿を持つ者」と予
言されていたようである。

127 ロンドン写本に従い訳出する。校訂本は、「勇敢さは人間や他の動物に備わる最も偉大
な美徳である」となり、意味をなさない。

128 ロンドン写本では “iktisāb az ātaš paḏīrad（後天的なものは火から得られる）” となって
いるが、校訂本の読み “ārayiš paḏīrad” を援用してこう考えた。
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また次のようにも言われる。勇敢さにおいて能動的なものは心臓の動物的
力であり、受動的なものは肝臓の生来の力である129。必要が生じると、この
２つから、石と鋼のあいだで熾る火のように、勇敢さという美徳が現れる
が、それを用いて闘うためには、［それを］燃え立たせねばならない。

次のようにたとえられる。〔心臓が強く、また肝臓も強いと、その人物は
きわめて勇敢である。⟪99b⟫ 勇者にとって必要なすべてのものが彼に備わって
いるためである。〕［一方］心臓が強く、肝臓が弱いと、その人は闘いの序
盤においては勇猛で血に飢えているが、終盤になると、気が萎えて惰弱にな
る。心臓が弱く、肝臓が強いと、闘いの序盤は気弱で惰弱だが、終盤には激
しく、血に飢えるようになる。

〔心臓や肝臓に備わる熱質や勇敢さという力の必要性は、〕胃や肝臓の消
化能力が必要なことと ⟨36⟩ 同じである。消化する力が弱ければ、人は生活を
楽しめず、享受することがないと言われる。〔同様に、勇敢さという力が欠
ける人は、人生を楽しまず、味わうこともないのである130。〕というのも常
にびくびくし、すべてのものから逃れようとするからである。〔不安や恐怖
のうちにある人生が楽しくないことは言うまでもない。〕

このような勇敢さは、力の強い獣のごとく描写される。その頭は、鉄を咬
みちぎる獅子の頭のごとく、その足は、岩石を踏み砕く象の足のごとく、そ
の尾は炎を吐き出す龍の頭のごとし、と。〔このようにたとえられ、そし
て〕勇敢なる人は次のようであるべきだ、と言われる。闘いの序盤において
は獅子のごとく勇猛に前進し、闘いの中盤においては象のごとく耐え、力を
漲らせ、威圧感を保ち、そして闘いの終盤においては龍のごとく怒りを発
し、苦痛に耐え、激しく殺すのだ、と。

さて、勇敢さの種類については今述べたとおりだが、それ［を発揮するた

129 ギリシア医学によれば、動物的力の場は心臓であり、植物的（あるいは本能的）力の場
は肝臓にある。ここでは、心臓の動物的力がまず働きかけ、肝臓がそれをうけて、勇敢
さが生じる、という機序を述べているのだろう。

130 この一文はベルリン写本にはないものの、ミーノヴィーは校訂中に補っている。おそら
くこの部分のみはロンドン写本を何らかのかたちで参照したのであろう。
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め］の道具が剣である。

〔この知識について明らかにされているところでは、〕剣には14の種類が
ある。第１に「イエメン剣 (yamānī)」、第２に「ヒンド剣 (hidnī)」、第３に
「カルア剣 (qalʻī)」、第４に「スライマーン剣 (sulaymānī)」、第５に「ニシ
ビス剣 (naṣībī)」、第６に「フランク剣 (faranjī)131」、第７に「サルマーン剣 

(salmānī)」、第８に「ムワッラド剣 (muwallad[ī])」、第９に「バフル剣 

(baḥ r ī )」、第10に「ダマスクス剣 (d imašq ī )」、第11に「ミスル剣 

(miṣrī)132」、第12に「ハニーファ剣 (ḥanīfī)」、第13に「軟鉄剣 (narm-i 

āhan)」、第14に「カラチュリ剣 (qarājūrī)」である133。

以上のそれぞれが、〔ヒンド剣は何種類に、イエメン剣は何種類に、とい
うように〕他のさまざまな種類に［さらに］分かれるが、それらを全部述べ
ると長くなってしまう〔ので、簡単に１種類のみ、イエメン剣について述べ
よう。〕

イエメン剣には次のような種類のものがある。刀身134は平らで一定の幅を
もち、青みがかっている。［しかし］玉鋼［の状態で］は赤みがかってい
る。切っ先にむけて、白い模様が ⟨37⟩ 銀糸のように連なっている。これを
「カラーギー (kalāġī)135」と呼ぶ。別の種類を「ムシャッタブ (mušaṭṭab)136」

131 校訂本は “marrīx”（火星）だが、ロンドン写本に従う。EI2: “IFRANDJ” 参照。

132 ロンドン写本では「バスラ剣 (baṣrī)」。

133 ホラサーニーは、キンディー (al-Kindī 801-876年) に始まる、イスラーム時代の著述家
たちによる剣の分類名称を挙げている (Khorasani 2006: 114-123)。その中には本書の当
該部分も挙げられており、「イエメン剣」「ヒンド剣」「カルア剣」「スライマーン
剣」「ムワッラド剣」「ダマスクス剣」「ミスル剣」「軟鉄剣」の８種がキンディーに
よって挙げられているものと同一だとする。ただし、ロンドン写本に基づく「フランク
剣」を入れると９種が、他、「サルマーン剣」や「バスラ剣」を含むと11種がキン
ディーの挙げる剣の種類と合致する。それぞれの剣の詳細については、Khorasani 2006 
を参照のこと。

134 「刀身」と訳した “gawhar” はまた、鉄、鋼、刃紋の意味もある。
135 “kalāġī” は「カラスの」という意味のペルシア語で、本書のロシア語訳 (Розенфельд 

1961: 204) では、“Его называют вороненным”として、「錆防止のためにブリューイング
（青焼処理）すること」訳しているが、その根拠はよくわからない。

136 “mušaṭṭab” はアラビア語で「溝が掘られた」の意。一般に中東、西アジアの刀剣の↗
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と言うが、「ムシャッタブ」には縞模様の出方によって４つの種類がある。
１つは、縞模様が明瞭ではなく、その刀紋は蠢く蟻の脚のようである137。も
う１つは縞模様がはっきりしており、⟪100a⟫ 刃紋は真珠のように円形で、
「真珠紋様 (lu’lu’[ī])」と呼ばれる。３つ目は十字形の縞模様をもつもので、
その刃紋は〔それを〕斜めに傾けたときにのみ浮き上がる。４つ目は無地に
近く、縞模様もうっすらとしたものである。この［剣の］長さは手３つ分と
指４本分で、身幅は指４本分である。その刀身は黒みがかっており、「ブー
スターニー (būstānī)138」と呼ばれる。さらに、〔イエメン剣の〕別の種類の
ものは無地で、長さが手３つ半分、身幅が指４本分、重さは2.5マンから2.75
マン139である。

ところで、アリストテレスがイスカンダルの剣のために造った鋼材があ
る。〔非常に〕珍しい話なので、そのことについても触れておこう。アリス
トテレスは次のように述べている。ひとつまみの〔良質の〕磁鉄、ひとつま
みの珊瑚、ひとつまみの緑青を手に入れ、その３つを細かく砕き、混ぜ合わ
せる。ついで〔やすりがけした〕軟鉄１マンを〔坩堝に〕入れ、先に砕いた
粉から12オンス140を〔その中に〕加え、火にかけて溶かす。そして坩堝の中
に流し込む。それからヘンルーダひとつまみ、没食子ひとつまみ、樫の実ひ

↘材料は「ダマスクス鋼」と呼ばれるものである。刀身の表面にはきわめて特徴的な縞
模様が現れ、これを「ダマスクス紋様」と呼ぶこともある。ダマスクス鋼は実際にはイ
ンドで産するウーツ鋼という高炭素鋼のことで、鉄鉱石に木炭や植物材料などの不純物
を溶かし込み製造される。成分や熔解温度、その他の条件により鋼段階で細かな縞模様
が生じ、鍛造の際にこれに溝を刻んだり、円形の刻印を施すことで、「梯子紋様 

(ladder pattern)」や「薔薇紋様 (rose pattern)」などの独特の紋様が現れる。ここでいう
「ムシャッタブ」はこの縞模様を意味し、“jū” はその縞模様の溝を指すと解した。
Khorasani 2006: 99-104 および Vorhoeven et al. 1998 を参照。

137 校訂本は“zabāna zanān”。辞書的には「炎が燃え上がる」という意味だが、これが刃紋
の固有名詞であるのか、「燃え上がるような」という形容詞なのか不明である。ここで
は「蟻の脚」との関連で「蠢く」と訳した。ロンドン写本にはこの単語は現れない。

138 “būstānī” は「庭園・果樹園」と関係ある言葉だろうが、ここでの意味は不明である。

139 校訂本原文は「３マンから10サティール引いた分」。サティールは１マンの40分の１
を表す重量単位。

140 単位は「ウーキーヤ (ūqīya)」。
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とつまみ、貝殻ひとつまみ、そしてハンミョウを同じ量だけ取り、細かく砕
いて ⟨38⟩ 混ぜ合わせる。そしてそこから２オンス分を〔１マンの〕鉄に合わ
せて、空気を送る。そうするとすべてが１つに溶け合い、鉄がそれらを吸収
する。その後冷却し、それを用いて剣を打てば、〔貴重で、きわめて〕良質
の剣ができる。

バフラーム〔・グール〕(Bahrām[-gūr])141の『武具の書 (Silāḥ-nāma)142』で
は次のように述べられている。剣を鞘から抜いたとき、そこから呻き声が聞
こえるならば、それは〔多くの〕血が流れる徴である。〔また、光を放つよ
うであれば、剣の持ち主が敵に対して勝利をおさめるという徴であり、〕剣
がひとりでに鞘から抜けるならば、戦争が生じる徴となる。また、抜き身の
剣を生後７日の子供のそばに置いておくと、その子供は勇敢になる。

141 バフラーム・グールはサーサーン朝中期の王バフラーム５世（在位421-438年）の異
名。狩猟を好み、特にノロバ（ペルシア語で「グール」）の狩りを好んだことから、こ
う呼ばれた。武術に秀でた勇敢な王として豊富な伝説や伝承に彩られ、ニザーミーのロ
マンス詩『七王妃物語 (Haft-paykar)』の主人公でもある。幼少時には、後出のヒーラの
王ヌウマーンとその息子ムンズィルのもとで養育され、ムンズィルの援けでサーサーン
朝の帝王として即位した（EIr: “BAHRĀM V GŌR”）。

142 この本については知られていない。だが、ロンドン写本では、「バフラーム・グールの
『武具の書』で私が読んだ (xwānda-am) 徴は」と記されていることから、当時は実在
し、知られた本だったのだろう。
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⟨39⟩ 　　　　弓矢とそれに関して知っておくべき事柄

弓矢は、持つにふさわしい武器であり、それを扱うことはよき嗜みであ
る143。〔我々の〕預言者 ── 彼に平安あれ ── は、次のようにおっしゃっ
ている。（アラビア語）「汝らの子供たちに弓術と水泳を教えよ」144と。
〔その意味はつまり〕（ペルシア語）「子供たちに弓術と泳ぎを教えよ」で
ある。

最初に弓矢をつくった人物は、ガユーマルス〔・シャー〕であった。その
当時、彼の弓は木製で、骨は使われておらず、綿打ち弓 (darūna-yi ḥallājān) の
ように１本の木からできていた。矢は葦145でできており、３枚の矢羽と骨製
の鏃とが用いられていた。その後、マヌーチェフル (Manūčihr)146の時代に、
アーラシュ・ヴァハーダーン (Āraš-i Wahādān)147が現れた。⟪100b⟫〔彼はマ
ヌーチェフルの軍司令官であり、弓術にかけては世の中で及ぶ者はなく、弓
矢の経験と知識を、世の人々が驚くほど完全な段階にまで達せしめた。彼は
弓を５つの部分に分けて木でつくり、それらを膠でつなぎ合わせて補強し

143 ロンドン写本では、「弓矢は持つにふさわしい武器であり、学ばなければならない嗜み
である。それを扱うことは、称えられるべき技芸である」となっている。

144 Wensinck 1992 からは、このハディースは見つからなかった。
145 ミーノヴィーは “gilgīn” と読み、「泥製の」としている (Mīnovī 2002: 131) 

が、“kilkīn”「葦製の」と考える。

146 『王の書』に登場する伝説上のイランの王。アーファリードゥーンの息子イーラジュの
孫にあたる。

147 アーラシュは『王の書』に出てくる弓の名手。トゥーラーン王アフラースィヤーブと戦
い劣勢に陥ったマヌーチェフルがイランとトゥーラーンの国境を定めようと、アーラ
シュに弓を射させたところ、その矢はダマーヴァンド山からジャイフーン川（アム川）
まで飛び、ジャイフーン川が両者の国境となった、と伝えられる。ヴァハーダーンにつ
いては、ミーノヴィーは別人との混同で間違いだと指摘する (Mīnovī 2002: 102)。
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た148。〕そして鏃は鉄でつくった。その後、バフラーム・グールの時代に弓術
は〔格段に〕進歩した。バフラームは弓を骨で補強して、矢には４枚の矢羽
をつけた。そして弓に白楊の皮を巻いた。〔彼の後、弓矢を扱う者は誰し
も、何がしかの工夫を弓矢に加えていったので、現在のような完璧な状態に
まで至ったのである。〕

弓の形状は、天球になぞらえられている。〔なんとなれば、天文〕学者た
ちは天球を［アラビア語で「弧」を意味する］「カウス」、つまり（ペルシ
ア語）「弓 (kamān-hā)」と呼んでいる。そして、それぞれの「弧」の片方の
端から別の端まで真っ直ぐに伸びた線のことを［アラビア語で］「ワタ
ル」、つまり「弦 (zih-hā)」と呼び、「弧」の真ん中から発して、弦の中央を
通過する線のことを［アラビア語で］「サフム」、⟨40⟩ つまり「矢 (tīr-hā)」
と呼んでいる149。

また、次のように言われている。災いや福は、至高なる神の定めと意思に
より、惑星の運行に影響されて地上に達し、個々人と結びつくが、〔この世
界の人々は誰しもこの「矢（禍福）」と関係し、〕その禍福はいずれもこの
「弦」と「弧」を通過する。それはあたかも、射手の手のうちから獲物にふ
りかかる災いが、彼の弦と弧を通って発せられる矢によってもたらされるよ
うなものである。

弓はまた、血管、腱、骨、皮膚、肉といった人体の部位にもたとえられ
る。弓の弦は魂のようなものであり、それ（弦）によって［弓は］生命を宿
す。というのも、弦が張られている限り、弓は〔人間のように〕生きてお
り、〔魂がある限り〕そこから技芸が生まれるからである。〔弦がなけれ
ば、魂のない死人のようなものであり、そこから技芸は生まれない。〕実際
よく見てみると、弓の形は〔両手を広げた〕人間の胸や〔２本の〕手のよう
である。すなわち、両手を伸ばし、手の甲をそらすと、胸は弓束 (qabḍa-gāh) 

148 この部分は、校訂本では、「彼（アーラシュ）は、木と葦の両方を用いて弓を５つの部
分に分け、膠で補強した」となる。

149 「カウス（弧）」、「ワタル（弦）」、「サフム（矢）」のアラビア語はどれも複数形
になっており、それぞれ “qusīy”, “awtār”, “sihām” と表記されている。
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にあたり、上腕や前腕は両方のリム (xāna)150に、また両手〔の先〕は両弭 

(gūša) に相当する。

弓の重さは、最大のものが600マンと定められている。それは「コシュカ
ンジール (kuškanjīr)」151と呼ばれ、攻城用である。最も小さいものは［重
さ］１マンであり、それは子供用に小さく作られている。〔400マンから600
マンまでのものが「コシュカンジール」であり、重厚かつ頑丈である。〕
400マン以下250マンまでの弓はいずれも「チャルフ (čarx)」と呼ばれ、250
マン以下100マンまでのものは ⟪101a⟫「ニーム・チャルフ (nīm-čarx)」152、
100マンから60マンまでのものは「長弓 (kamān-i buland)」と呼ばれる。

さて、あらゆる弓の力の強弱は、大きいものから小さいものまで、天の１
度 ── それぞれ１度は60分である ── に対応させて定められている。ま
ず、弓の両方の弭にある２つの部分から始めよう。［弦については、］〔片
方の弭から〕弦の探 (fasān-gāh)153まで ⟨41⟩ 倍加していくと、［探の部分では
弭に対して］16倍になる。［一方］リムはどちらも３等分する。弓束は固定
された中心と定め、両弭と両リムはそれによって支えられている。さて、弭
に隣り合う［リムの第１］部分では、弓の力は弭に対して２倍となる。〔そ
の隣の［第２の］部分では、その上下の部分に対して弓の力は４倍となる。
さらに弓束と隣り合う第３の部分では、弓の力は弭に対して８倍となる。そ

150 “xāna”（ペルシア語で「家」の意）は、弓の弓束（ゆづか：現在では「握り」と呼ばれ
る）から両端（両弭）までの部位に当てはまる。アーチェリーのリムに相当。
Khorasani 2006: 302 参照。なおロンドン写本ではこの部分に若干の乱れがある。ちな
みにアラビア語では同様の部分を「家」を意味する“bayt”と呼んでいる。その他、弭 

(farḍ)、弓束 (maqbiḍ) などについても、ここでのペルシア語の意味内容に対応する語を
用いるので、本書のこの部分の用語についてはアラビア語をそのままペルシア語に置き
換えたと考えられる。EI2: “ḲAWS” 参照。

151 「城砦に穴をあけるもの」の意。

152 「チャルフ」は、「輪・回転」の意味をもつ。「ニーム・チャルフ」は「半分のチャル
フ」。Khorasani 2006: 292-293 にも、先行研究に基づき、大きさによる弓の名称が挙げ
られており、「チャルフ」は “a very big bow” とされる。アラビア語での弓の種類につ
いては、EI2: “ḲAWS” 参照。

153 日本の弓の中仕掛（中関・捜：矢を番える場所に、弭の安定を図り、弦を補強するため
の部分）に相当する。アーチェリーではノッキング・ポイントと呼ばれる。
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れは弭と隣り合う［第１部分に対しては］４倍であり、均衡が保たれる。〕
その［合計の］数は14であり、［弦の力］16と合わせて30〔が２つできあが
る〕。片方の30ともう片方の30〔を足すと、合わせて60となる〕154。

また、弓の２つのリムは［全体が］６分割されているが、それは弓の形が
半円であり、天の半円は６つの宮に分けることができるからである。

さまざまな弓のうち、「チャルフ」と呼ばれる弓〔より小さいものに〕、
長弓 (buland)・短弓 (past)・中弓 (miyāna) の３種類があるように、矢の種類
にも、長 (dirāz)・短 (kūtāh)・中 (miyāna) の３種類がある。長い矢は15カブ
ザ155あり、中くらいの長さの矢は10カブザ、短い矢は8.5カブザである156。そ
れぞれの弓に対しては、対応する〔木の重さや矢じりや〕矢がそれぞれある
が、すべてを書き記すと冗長になってしまう。ここでの目的は、長く書き連
ねることではなく、弓矢の技芸のすばらしさについて、アジャムの王たちが
ノウルーズのときになぜこれらのものを所望したのかを明らかにすることに
ある。

天文学の方からは、次のように言われている。弓を扱う者、すなわち射手
が主に弓矢を武器とするならば157、決して生活に困ることはない。また、兵
士の大半が矢を武器とする射手であるような軍隊はいずれも、〔ほとんど負
けることがなく、たいていは〕勝利をおさめる。〔とりわけ、敵の武器に弓
矢が少ない場合には。〕その理由として、次のように言われている。この武
器の命運 (qismat) はいて宮にあるが、⟨42⟩［いて宮は］火の性質を持ち、大
吉星である木星の宿だからである。また、［いて宮は］おひつじ宮やしし宮

154 ［片方のリムの力］２＋４＋８（＝14）＋［片方の弦の力］16＝30。この段落は校訂
本には欠落が多く、ロンドン写本も若干乱れているが、文脈から意味を推測しながら便
宜的にこのように訳出した。いずれにせよ、ここでは１度＝60の数に合わせることが
重要なのだろう。

155 握りこぶしの長さ。約９センチメートル。

156 ロンドン写本は「15カブザ、半分、10カブザ」である。

157 ロンドン写本では「武器を扱う者で、射手であり、武器や弓矢の扱いに長けているなら
ば」となっている。
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と三角宮を形成するが、そのうちの１つ（しし宮）は太陽の宿であり、〔も
う一方（おひつじ宮）は〕火星の宿であり、それは太陽の最高星位 (šaraf) だ
からである158。

また、医学の方面からは、弓矢を学ぶことにはいくつかの利点があるとさ
れている。すなわち、それによって精神修養ができ、神経や身体器官を強く
し、⟪101b⟫ 関節を柔軟に、意のままに動かすようにできる。また、記憶力を
研ぎ澄まし、心臓に活力を与え、卒中や麻痺や震えといった病の心配がなく
なる。

逸話：ナリーマーンの息子サーム (Sām-i Narīmān)159に［人々は］尋ねた。
「常勝の司令官よ！戦の飾りとは何であるのか？」
［サームは］答えた。「帝王のよく駆ける駿馬160、判断力に優れた将軍の知
識、甲冑を身につけ、弓を持って戦いに挑む有能な勇士である。」

逸話：次のように言われている。
　 バフラーム・グールは、ある日、彼の養育者であったヌウマーン［・ブ
ン］・ムンズィル (Nu‘mān-i Munḏir)161の前に立ち、１つの弓に２本の矢をつ
がえ、その２本の矢で２羽の鳥を空中で射落とした。ヌウマーンは言った。
「息子よ、天地開闢以来、おまえほどの射手が現れたためしはないし、未来

158 原文に欠落が多く、意味を把握しがたいが、太陽を支配星として持つのはしし宮であ
り、一方太陽の最高星位はおひつじ宮（おひつじ宮の支配星は火星）にあることを踏ま
え、このように訳す。なお「最高星位 (šaraf)」とは、太陽や惑星が最もその力を発揮で
きる状態をいう。その反対の状態は「最低星位 (ḥubūt)」。

159 『王の書』の英雄ロスタムの祖父として知られる。

160 ベルリン写本は判読が困難だが、“būr-i jumand(a)-i šāh” と読む。“būr” は赤毛の馬を指
す。ロンドン写本にはこの逸話は記されていない。

161 イラクのヒーラ (Ḥīra) を中心としたラフム朝（３世紀末－602年）の王。403年ごろに
即位し、30年間ほど統治する。サーサーン朝のヤズダゲルド１世とバフラーム・グール
の時代に相当。勇敢さと聡明さで名高く、イラクにあるフールナク（ハワルナク）とサ
ディールの城を建造したとされる。ここに現れるヌウマーンはヌウマーン１世のことで
あり、その場合ムンズィルは父ではなく、彼の息子の名前である。「ムンズィルの息子
ヌウマーン」というここでの表記は、もう１人ラフム朝で有名なヌウマーン３世（ムン
ズィル４世の息子）と混同されているのだろう。EI2: “LAKHMIDS”参照。
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永劫、現れないだろう。〔おまえがなし遂げた弓術や射術こそ、その極みで
あろうから。〕」

逸話：次のように言われている。
　 ある日、１人の〔戦に長けた〕賢人が息子に忠告を与えて言った。「息子
よ。馬を愛せ。弓を大事にせよ。城砦を持たずにいるな。逆茂木 (matars) の
ない城砦を持つな。」
　 ［息子は］言った。「父上、馬と弓はわかります。ですが、城砦と逆茂木
はどういうことですか？」

　 ［父は］言った。「城砦とは戦士のことである。逆茂木は〔身につける〕
甲冑である。つまり、できる限り、［戦士たるもの］甲冑なしではいるな、
ということだ。」

⟨43⟩ 逸話：サイフ［・ブン］・ズィー・ヤザン (Sayf-i Ḏī Yazan)162は次のよう
に述べている。アヌーシーラヴァーンがイランの軍司令官 (sipāhsālār-i 

īrānī)163を派遣したとき、その軍司令官はアブラハ［・ブン］・サッバーフ 
(Abraha-yi Ṣabbāḥ)164を矢で射て、馬から落とし、次のように言った。（アラ
ビア語）「みなの者、来てみよ！風を運ぶ真っ直ぐでありかつ曲がったもの
と、宙を飛び、魂を奪う死んだものの方へ！これらは弓と矢のことである

162 南アラビアの有力な家系で、６世紀初めにはハドラマウト一帯を領有していた Ḏū 

Yazan 家の一員。生没年不明。570年頃、南アラビアを支配したエチオピア勢力に対す
る抵抗運動を率いた人物として知られている。Ṭabarī, ii: 139; Bosworth 1999: 236 & n. 

585参照。ロンドン写本にはこの逸話も記されていない。

163 ミーノヴィーの注釈 (Mīnovī 2002: 103) によると、この軍司令官はヴァフリズ (Wahriz) 

だとされる。彼はホスロウ・アヌーシーラヴァーンに仕えたイラン系の将軍で、前注に
あるサイフ・ブン・ズィー・ヤザンからアヌーシーラヴァーンへの援助要請に応え、
800人の投獄者を率いてイエメンに遠征し、その地を征服したという (Ṭabarī, ii: 140-41; 

Bosworth (tr.) 1999: 239 & n.591)。タバリーによると、ヴァフリズが射たのはアブラハ
ではなく、その息子マスルーク (Masrūq b. Abraha) で、ヴァフリズはマスルークを焦ら
し、象から馬、ロバに乗り換えた彼の額のルビーめがけて矢を放ち、ルビーと頭を貫通
させて射落したとされる (Ṭabarī, ii: 141; Bosworth (tr.) 1999: 240-241)。 

164 南アラビアのキリスト教徒の王。570年、預言者ムハンマドが生まれた年に軍を率いて
メッカを攻めたという伝承によって知られる。EI2: “ABRAHA” 参照。
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ぞ。おまえたちもそれらの作法を身につけよ。まことにそれらは、近くで戦
い、遠くで殺す、武器の中の賢人なのだ」と。すなわち、（ペルシア語）
「おお兄弟たちよ、来い！風を駆る真っ直ぐで曲がったものと、生者から魂
を奪う生命なきものの方へ。それら２つは、矢と弓である。その作法を覚え
よ。なんとなれば、それらは武器の中の賢人であり、近くで戦い、遠くから
敵を殺すのだ。」

逸話：ある日、アヌーシーラヴァーンが軍務長官のバーバク (Bābak-i ‘āriḍ) 

に尋ねて言った。「武器を扱う者たちの中で、誰がより名高き者である
か？」
　［バーバクは］言った。「弓と矢を持つ者です。」

アヌーシーラヴァーンはそれを聞いて驚き、その意味を十分に説明するよう
求めて、言った。「それは、どのような者たちであるというのか？」

［バーバクは］言った。「あたかも彼らの体はすべて心臓であり、彼らの心
臓はすべて腕であり、彼らの腕はすべて弓であり、彼らの弓はすべて矢であ
り、そして、彼らの矢はすべて敵の心臓であるような者たちであります。」

［アヌーシーラヴァーンは］言った。「これは、どう理解すればよいの
か？」

［バーバクは］言った。「彼らは、〔肉体のように強靭な心臓をもち、心臓
のように強く力みなぎる腕をもち、腕のように［しなやかで］真っ直ぐな弓
をもち、弓のように一律で堅固な弦と〕165、弦のように真っ直ぐで調整され
た矢をもつのです。このような状態である限り、彼らは己の矢を敵の心臓に
命中させ、〔どのような時でも成功し、勝利者となるのです。〕」

矢と弓についてはこのくらいのことを述べておこう。

165 校訂本では意味をなさないので、ロンドン写本に基づいて訳出したが、同写本でも一部
判読不能な語がある。とくに最後の部分は「一律で堅固な甲冑 (zirah)」と書かれている
が、文脈から「弦 (zih)」の間違いと判断した。校訂本の訳は、「腕のように強靭な心
臓をもち、弓のように一律で堅固な弦」となる。
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⟨44⟩ 　　筆とその特性とそれに関して知っておくべき事柄

学識者たちは、筆を、「王権の美容師 (maššāṭa-yi mulk)」、「心の使い 

(safīr-i dil)」と呼んでいる。言葉は、筆がない限り、肉体のない生命のような
ものであり、筆と結びついて初めて実体を持ち、存在しつづける。また、
［言葉は］石や鋼から生じる火花のようなもので、媒体がなければ燃え上が
らず、光を放つ灯火にもならない166。

カリフのマームーンは言った。（アラビア語）「筆はなんとすばらしいも
のであるか！［筆なくして］私はどうやって王国のことに頭をめぐらせられ
ようか。［筆は］意思に仕え、金品に左右されない。筆は、［紙という］大
地を旅して物語る。大地の白い（何も書かれない）部分は［意味をなさな
い］闇であり、［逆に］その黒い（文字の書かれた）部分は輝き［意味をな
す］」と。

書記術を定めた最初の人物は、タフムーラスである。

人は、たとえ言葉を発するという栄誉を備えているとはいえ、書くことの
栄誉に与らなければ、まるで体半分であるかのように不十分である。なぜな
ら、書くことの美徳というのは、いかなる美徳にも勝る、きわめて偉大な美
徳だからであり、その［書くという行為］こそが、人間をして人間から天使
の位に至らしめ、ディーヴをしてディーヴから人間へと至らしめるからであ

166 ロンドン写本では、「弓矢」の章に続くこの部分は、写本の最後尾にあたり、それまで
の書写部分とは異なり、ページの下方に中央揃えで４行にわたって分かち書きされてい
る。その内容は「言葉の完全な［姿］とは筆に他ならない。あたかも肉体のない生命の
ように、［言葉は］十分な生命をもたない。しかし筆と結びつくと、実体を持ち、火の
ように存在し続けるのである」となっており、校訂本の文章とおおよそ同じ内容だが、
文章は不完全である。さらにこの文章の後、唐突に、「アッラーは最もよく知り、叡智
あるお方。善と幸運によってここに終える」という一文が現れ、写本はここで途切れ
る。このため、コピイストはここに来て、本書を書写し続ける意志を失ったと推察され
る。最後の一文の横には、同じ筆跡で斜めに、「恩寵を与え、栄誉を与えるお方の援け
により、本書を終える。ヒジュラ暦892年 (1487年)」と記されている。
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る。また書記術は、卑しい身分の人々を高い身分へと至らせるものであり、
［それによって］ついには、「学者 (‘ālim)」や「導師 (imām)」や「法学者 

(faqīh)」や「書記 (munšī)」と呼ばれるようになる。同様に、人は、話すこと
の美徳でもって他の動物から抜きんでて、動物たちの長となっている。

神 ── その名が高められんことを ── への信仰が ⟨45⟩ 確固たるものであ
り続けるのも、また王国が王のもとに秩序立てられるのも、筆によってなさ
れる。多くの人々は、［ムハンマド・］ムスタファー ── 彼に平安あれ 

── が文盲であり、そのことは彼にとっての奇跡であり、彼の力のすべては
そこにあったと考えている167が、書記たちが読み書きの力でもってなしたこ
とや知ったことについて、彼は誰よりも上手く行い、よく知っていた。また
一部の学者たちの見解では、彼はいずれかの学識に通暁していたと言うわけ
ではないが、文字をまったく知らないわけでもなかった。一方、至高なる神
は、彼に（アラビア語）「またあなたの右手でそれを書き写しもしなかっ
た168」と言った。その後、［神の］命を書くように、との命令がくだり、至
高なる神が天から地上に送られたすべてのページとすべての啓示が、筆に
よって書きとめられ、筆によって説き布かれ、また筆によって［人々に］受
け入れられたのであった。

王権のしきたりや領地の法や規則は、筆でもって保持され、秩序立てられ
ている。また、書くことの重要性のゆえに、指輪や印章といった装飾品で手
を飾る。なんとなれば、アジャムの王たちが見知っていたように、剣が領地
を獲得し、統治の基盤を確立すると、筆が王権を管掌し、統治の範囲を護持
したからである。これら２つの行為は、どちらも手によって産み出される。

感覚には５つ［の種類が］ある。聴覚、視覚、嗅覚、味覚、触覚であり、
この５つ［の感覚］の中枢は頭部にあるが、それは肉体にとっての魂のよう

167 たとえばイブン・ハルドゥーンは、「マホメット［ムハンマド］は文盲であった。これ
は彼においてこそ完全性を意味し、彼の身分にふさわしい。（中略）マホメットに関す
る限り、なんらの技術を持たないということが彼の完全性を意味するのである。その逆
がわれわれの場合である」と述べている (森本訳 1979-87, ii: 836)。

168 クルアーン第29章48節の一部。同節に、「あなたはそれ（が下る）以前は，どんな啓
典も読まなかった。またあなたの右手でそれを書き写しもしなかった」とあるが、これ
は、ムハンマドが既存の啓典に依拠したわけではないことを意味している。
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なものである。そこで、頭に載せるために王冠がつくられ、耳につけるため
に耳飾りがつくられ、また腕につける腕輪や、指にはめる指輪がつくられた
のである。

次のように言われている。剣は、腕の技と力でもってことをなすので、⟨46⟩ 

腕には腕輪という栄光がふさわしいとされた。筆は、指の力と技によって動
くので、指には指輪という栄誉が与えられた。そうであるからこそ、書簡を
したためて秘密を記すときには、［指輪についた］印章でもって書簡に封を
する。そうすることで裏切り者やふさわしくない者の目を遠ざけるのであ
る。そこで、手紙はまず、最初にしっかりと巻かれ、そして封印を施され、
さらに封印に覆いを被せるよう命じられた。すなわちこれは、「この世界に
おける封印を施された手紙 (nāma-yi muhr-i īn ‘ālam)」を象徴している。なん
となれば、「この世界における封印を施こされた手紙」とは「人間」のこと
であり、上述の章句にあるように、［それ（人間）は］天と地の創造主が記
されたものであり、「本性」という帯を巻き、「魂」という指輪で封印を施
し、そして千差万別に「知性」でもってその頭を覆われたのである。

識者たちは、筆を、見た目は質素で手に入れるのは簡単だが、それによっ
て書かれたものは高尚であり、使いこなすのは困難な道具だと考えてきた。
それはたとえば蜜蜂や蚕のようで、見た目は取るに足りないが、それらから
採れるものは、諸国において珍重され値が張る。蜜蜂や蚕には実に多くの益
がある。

ここまで記してきた道具（筆）には３つの種類がある。１つは「斜筆 

(muḥarraf-i tamām)」であり、その筆で書かれた文字は「ルジャイニー 

(lujaynī)」と呼ばれ、それは銀の文字という意味である。もう１つは「平筆 

(mustawā)」であり、その筆で書かれた文字は「アスジャディー (‘asjadī)」と
呼ばれ、金の文字という意味である。３つめは「斜平筆 (muḥarraf-i tamām 

wa mustawā)」であり、その筆で書かれた文字は「ルールーイー (lu’lu’ī)」と
呼ばれ、真珠の文字という意味である169。

169 斜筆 (muḥarraf)、平筆 (mustawā) は、14-15世紀のエジプトの文人カルカシャンディー
（1418年没）の『夜盲の黎明 (Ṣubḥ al-a‘šā’)』においても筆の種類として挙げられて↗
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　 文字には４つの点が備わっていることが求められる。１つは大小がきちん
と揃っていることである。⟨47⟩ 次にその文字にふさわしい形をしていること
である。さらに、輝きや瑞々しさを備えていることで、それは筆の切り口や
書き手の握り方による。そして同様に、均整が保たれねばならない。ラー 

のようになったり、ヌーンがラーに似てはいけない。ワー ( نن ) がヌーン ( رر )
ウ ( وو )、カーフ ( قق )、ファー ( فف ) の目玉［のような丸い部分］は、それぞ
れが同じように一定の大きさであり、狭くても広くてもいけない。ヌーン、
カーフ、サード ( صص ) のはらいも同様で、ラーム ( لل ) やアリフ ( اا ) の［縦
の］長さはどちらもほぼ同じである。このような点に気をつけていれば、字
が下手でも、美しく、揃って真っ直ぐに見える。また、字は判読できるもの
でなければならない。識者たちは、（アラビア語）「最も美しい字とは、読
むことができるもののことである」と言っている。

　 良い字を書くためには、３つのものが良くなければならない。もしこの３
つのもののうち、１つでも良くなかったら、能書家や巨匠であっても美しい
字は書けない。１つめは筆、２つめはインク、３つめは紙である。書家から
習った字は、文字や単語がそのあるべき姿から逸れることは決してない。な
ぜなら文字や単語のバランスの案配が心に焼きついているからである。そこ
で何か書こうとするたびに、心に従って手を動かせば、教えられたとおりに
字が書けるのであり、文字や単語が醜くなることはめったにない。

　 美しい文字は、完璧な顔と肢体を持った姿かたちのようなもので、それは
「美しい顔 (nīkū-rū)」と呼ばれる。下手な字は、醜い顔やバランスの悪い体
のようであり、それぞれの部位は釣り合いがとれていない。

⟨48⟩ 逸話：先人たちの話の中で、筆の美徳に関する次のようなものを私は読
んだ。

　 あるとき、あるアミールがファールスの王に、抜き身の剣とともに使者を
送り、言った。「この剣を持っていって彼の前に置き、何も言うな。」
使者は赴き、そのようにした。剣を置いてひとことも話さなかったので、

↘いる (Ṣubḥ al-a‘šā’: 492-493)。しかし、これらの筆で書かれた文字の名称についての
記述は見えない。
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王はワズィールに命じた。「これに返答せよ。」

　 ワズィールは墨壺の蓋を開け、１本の筆を使者に向けて投げ、言った。
「これが返事だ。」　

　使者は聡明な男であり、返事がなされたことを覚った。

　 筆は王国の繁栄や衰退に大きな影響を与える。信頼できる筆の使い手は尊
重しなければならない。

逸話：パナーホスロウの弟ファフル・アル=ダウラ (Faxr al-Dawla)170が逃れて
ニーシャープール (Nīšāpūr) にやってきたとき、長官 (ṣāḥib) は彼に無礼な口
をきき、手紙で彼を非難し、「謀反人」と呼んだ。［ファフル・アル=ダウ
ラは］一文をしたため、長官に送って言った。「おまえには剣が、私には筆
がある。（アラビア語）どちらが強いか考えよ。」　

　 長官は返書に記した。（アラビア語）「剣はより強く、筆はより高貴であ
る。どちらが有用か考えよ。」　

　 ファフル・アル=ダウラはその手紙をシャムス・アル=マアーリー171に見せ
た。カーブース・［ブン・］ヴォシュマギールはその下に、（アラビア語）
「誠実に語る者は栄え、偽り支配する者は衰える」と書いた。

逸話：私は次のように聞いた。
　 イランに１人の王がおり、次のようなことを慣わしとしていた。戦争をす

170 Abū al-Ḥasan ‘Alī b. al-Ḥasan Faxr al-Dawla（952-997年）。ブワイフ朝ルクン・アル=
ダウラ (Rukn al-Dawla) の三男で、アドゥド・アル=ダウラ（＝パナーホスロウ、注92
参照）の弟。父の死後、カーブース・ブン・ヴォシュマギールと手を組んで、アドゥ
ド・アル=ダウラと領土を争ったが敗れ、979年、ニーシャープールに逃れ、サーマー
ン朝の将軍フサーム・アル=ダウラ・ターシュ (Ḥusām al-Dawla Tāš) に保護を求めた。
その後、982年にアドゥド・アル=ダウラが、さらに983年にアドゥド・アル=ダウラの
後を継いでいた兄弟ムアイヤド・アル=ダウラ (Mu‘ayyid al-Dawla) が死去したことによ
り、ブワイフ朝の後継者としてニーシャープールからレイへと帰還した (EI2: “FAKHR 

al-DAWLA”)。本文で語られる彼のニーシャープール行は、979年に、アドゥド・アル=
ダウラによって打ち負かされた際のことであろう。

171 カーブース・ブン・ヴォシュマギールの称号。注122参照。
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るときには、立派な装備を調えた１部隊を用意し、彼ら ⟨49⟩ すべてに黒い服
を着せる。そして戦闘が激しくなるまさにそのとき、彼らに前線に出るよう
命じ、その戦闘の帰趨を決せしめるのであった。さて、あるとき、トルキス
ターンから５万人もの大軍が到来し、戦闘が必至の情勢となった。この王は
自らの側近数人とともに小高いところに座っていた。彼は、その日は戦いを
避け、翌日に延ばそうと考えた。［そこで］墨壺と筆を求め、一片の紙に、
「黒衣部隊に撤退するように言え ( دنددرگ ززاب ات دنیيوگب اارر ههاپس نناارراادد ههایيس  /siyāh 

dārān-i sipāh rā bi-gūyand tā bāz gardand)」と書き、自身のワズィールに送っ
た。ワズィールは［それを］読んだが、良しとはしなかった。彼は長靴に入
れていた墨壺を取り出し、「黒衣 ( ههایيس   /siyāh)」に１つ点を足して「軍司令官 

( نناارراادد ههاپس   /sipāh dārān)」とし、「撤退する ( دنددرگ  /gardand)」の先頭に［否定
を表す］ヌーンを足して「撤退しない ( دنددرگن  /nagardand)」として軍のもとに
送った172。彼らは紙片を読み、敵軍に身を投じ、トルキスターンの軍を破っ
た。
　この話は『統治の書』の中に、「筆で［書き加えられた］１つの点によっ
て、５万の剣が敗走した」と記されている173。

　 イラクの地には12［種類］の筆があり、それぞれに異なる長さや形や切り
口があり、それぞれが偉大な書家たちの名にちなんで呼ばれている。まずイ
ブン・ムクラ(Ibn Muqla)174にちなむ「ムクラ筆 (muqlī)」、次にイブン・ムハ
ルヒル (Ibn Muhalhil)175にちなむ「ムハルヒル筆 (muhalhilī)」、３つめはイブ
ン・ムカッファア ( I b n a l - M u q a ff a ʻ ) 1 7 6にちなむ「ムカッファア筆 

172 結果、先の一文は、「軍司令官たちは『撤退するな』と軍隊に言え」となる。

173 『統治の書』には同様の記述は見あたらない。

174 アッバース朝の３人のカリフであるムクタディル、カーヒル、ラーディーにワズィール
として仕えた能書家（886-940年）で、アラビア書道のいわゆる６書体を完成させた。

175 10世紀後半に活躍した文人、アブー・ドゥラフ・ミスアル・ブン・アル=ムハルヒル 
(Abū Dulaf Mis‘ar b. al-Muhalhil) を指すと考えられる。

176 ウマイヤ朝や、アッバース朝カリフ・マンスールの叔父のイーサー・ブン・アリーに仕
えた書記官かつ文人（720頃-756年頃）。『大アダブの書 (Kitāb adab al-kabīr)』や
『カリーラとディムナの書 (Kitāb Kalīla wa Dimna)』等の著作がある。
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(muqaffa‘ī)」、そして「ムハッラブ筆 (muhallabī)177」、「メフラーン筆 

(mihrānī)」、「アミード筆 (‘amīdī)」、「ブー・アル=ファズル筆 (bū al-

faḍlī)」、「イスマーイール筆 (isma‘īlī)」、さらに「サイード筆 (sa‘īdī)」と 
⟨50⟩「シャムス筆 (šamsī)」である。それぞれに［特有の］大きさや長さや削
り方があり、それを説明すると話が長くなる。だが、それらすべての中から
１つだけ述べておこう。それはシャムス筆である。シャムス・アル=マアー
リーの筆で、ルムフ葦 (qaṣb-i rumḥī) や、あるいはバグダード葦やミスル葦か
らつくられる。

　 彼いわく、強い葦は、ディーワーンの書記たちに適している。なぜなら彼
らは、きしむほどに力を込めて筆を走らせるからで、［そのようにして］彼
らが書いたものには威厳がある。一方王たちの筆は、書くときに痛みを伴わ
ず、指を圧迫しないようなものであるべきだと言われる。なぜなら、何か書
くために紙を膝頭に置き、書記のように座るのは、王にはふさわしくないか
らである。そうではなく［お付きの者が］王の傍らに座り、紙を捧げ持つべ
きである。

　 筆は握りこぶし３つ分の長さであるべきで、筆先からこぶし１つ分のとこ
ろ［を持つ］。美しく、誉められるような文字を書くためには、たくさん書
かなければならない。

177 文人のパトロンとしても有名な、ブワイフ朝のワズィール、ムハッラビー (a l -

Muhallabī, 903-963年)に関連するか（EI2: “AL-MUHALLABĪ”）。
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⟨51⟩ 　馬とその能力およびそれに関して知っておくべき事柄

　 次のように言われている。あらゆる動物の中で、馬ほど美しい姿をしてい
るものはない。なんとなれば、馬は草食動物の中の王様だからである。使徒 

── 彼に平安あれ ── は次のようにおっしゃっている。（アラビア語）
「馬の前髪には嘉きことが結びついている178」、つまり（ペルシア語）「馬
の額の脇には良いことが結びついている」ということである。

　 ペルシア人たちは馬のことを「生命ある風 (bād-i jān)」と呼び、ルーム人
たちは「足のある風 (bād-i pāy)」、テュルク人たちは「望みをかなえる歩を
刻むもの (gām-zan-i kām-dah)」、ヒンド人たちは「空飛ぶ玉座 (taxt-i 

parān)」、アラブ人たちは「地上のブラーク (burāq bar zamīn)179」と呼ぶ。ま
た、太陽を牽く天使は馬の姿をしており、「アルース (alūs)180」という名であ
る、とも言われている。

　 高貴な人々の馬については多くの逸話があり、［たとえば］次のように言
われている。

［逸話：］ある日、スライマーン ── 彼に平安あれ ── に馬が献上され
た。彼は言った。「至高なる神に感謝を！［神は］２つの風を私の配下とさ
れた。１つは生命があり、いま１つは生命のない風だ。一方には大地を、も
う一方には空を私が託することができるように181。」

178 ムハンマドのハディースに、「復活の日まで馬の前髪にはよいものが結びつけられてい
る」とある (牧野訳 1993, ii: 260)。後世のインドで記された『馬の書 (Faras-nāma)』で
は、同様の語がシーア派７代イマームのムハンマド・バーキル (735年没) の言葉として
引かれている (Faras-nāma: 3)。

179 ブラークは、預言者ムハンマドが夜の旅の際に乗ったとされる空を駆ける天馬。

180 「アルース」は、ミーノヴィーの注釈 (Mīnovī 2002: 104-105) によると、「混じりけの
ない単色」という意味だとされる。辞書では確認されない。

181 スライマーン（ソロモン）と風の関係については、クルアーンに、「またわれは、↗
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［逸話：］アーファリードゥーンに人々は尋ねた。「おお王よ。どうして馬
に乗られないのですか？」
　 彼は言った。「神に対し、しかるべきやり方で感謝することができないの
を怖れるのだ。」

［逸話：］カイホスロウは言った。「王権にかかわる事柄で、馬ほど私に
とって大事なものはない。」

逸話：ホスロウ・パルヴィーズのもとに、「シャブディーズ (šabdīz)182」とい
う馬が騎乗用として ⟨52⟩ 連れてこられた。彼は言った。「もし神にとって、
人間よりも位の高いしもべがいたならば、神は我らに世界を与えなかったで
あろう。もし馬よりも位の高い動物がいたならば、それを我らの乗り物とは
しなかったであろう。」 

　彼はまた言っている。「帝王は人々の長であり、馬は動物の長である。」

　神 ── 讃えられ高められんことを ── はおっしゃっている。（アラビア
語） 「自らに似たものとして、われは馬を創った183。」

　 アフラースィヤーブ (Afrāsiyāb)184 は言う。（テュルク語）「馬は人間に
とって、天にとっての月のようなものだ (at īr-kā antaġ kim kūk-kā āy)」、すな

↘猛威を奮う風（を起す術）をスライマーンに（授け）、かれ（スライマーン）の命令
の下に、われが祝福する地に吹かせた」（第21章81節）、「またスライマーンには風
を（支配させ）、（その風の一吹きで）一朝に１ヵ月（の旅路）を、また一夕に１ヵ月
（の帰路）を（旅させた）」（第34章12節）とあることを踏まえているのだろう。

182 パルヴィーズが所有していた名馬は「漆黒の夜」を意味する「シャブディーズ」という
名であった。パルヴィーズはシャブディーズをこよなく愛し、宮廷楽師バールボドから
シャブディーズの死の知らせを受けた時の逸話は有名である。この逸話については『王
の書』に詳しい。ケルマーンシャー近郊のターケ・ボスターン遺跡に、シャブディーズ
にまたがるホスロウ・パルヴィーズを表したとされる浮き彫りがある。

183 クルアーンには同様の語句は現れないが、同第16章8節に、「また（かれは）馬とラバ
とロバ（を創られた）」とある。

184 『王の書』に登場する伝説上の人物。トゥーラーンの王であり、トルコ系の人々の始祖
と位置づけられることが多い。EIr.: “AFRĀSĪĀB” 参照。
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わち（ペルシア語）「馬は王たちにとって、月が天に対してあるがごとき
だ185」と。

　 貴人たちは言っている。馬を大事にせねばならない、と。なぜなら、馬を
軽んずる者は、敵の手によって辱められるからである。

　 カリフのマームーンは言う。（アラビア語）「めぐる天空であり、移動す
る玉座たる馬とは、なんとすばらしいものか」、つまり（ペルシア語）「め
ぐる天空にして、移動する玉座である馬はすばらしいものだ」と。

　信徒の長アリー・ブン・アビー・ターリブ (‘Alī b. Abī Ṭālib)186 ── アッ
ラーが彼に満足されんことを ── は言った。（アラビア語）「アッラーは、
それによって人間を高め、それによって悪魔をおとしめるためにこそ、馬を
お創りになられた」、つまり（ペルシア語）「至高なる神が馬をお創りにな
られたのは、それによって人間を高め、ディーヴをおとしめるためであ
る。」

　アブドゥッラー・ブン・ターヒル (‘Abdullāh b. Ṭāhir)187は言った。（アラビ
ア語）「私は馬にまたがることの方が、船188の舳先にまたがることよりも好
きだ」、つまり（ペルシア語）「馬に乗ることのほうが、船の舳先にまたが
ることよりも好きだ。」

　 ヌウマーン・［ブン・］ムンズィルは言う。（アラビア語）「馬は夜襲を
かける兵士たちにとっての砦であり、馬がいなければ、勇敢さは勇士にふさ
わしい名前とはなりえない」、つまり（ペルシア語）「馬は夜襲をかける男
たちの砦であり、もし馬がいなければ、勇敢さという名はどうして戦士の名

185 ここのペルシア語訳文は、「月にとっての天のようなものだ」と逆になっている。

186 ムハンマドの娘婿。第４代正統カリフ（在位656-661年）であり、シーア派では初代イ
マームとみなされる。

187 ターヒル朝初代君主ターヒルの息子（798-844/5年）。兄弟の死亡した828年からホ
ラーサーン地方を治めるが、各地での反乱と東方のサーマーン朝の進出に悩まされた。

188 アラビア語では FLK とあり、ここでは “fulk”「船」と解した。船の意味での “fulk” の
用法は、クルアーンではヌーフ（ノア）の方舟を指す語として頻出する。
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にふさわしいものとなりえようか。」

　ナスル・ブン・サイヤール (Naṣr b. Sayyār)189は言う。⟨53⟩（アラビア語）
「馬は戦いの玉座である。武器は戦いの光、叫びは戦いの歌、血は戦いの酒
である」、つまり（ペルシア語）「馬は戦いの玉座、武器は戦いの華であ
る。」

　ムハッラブ・ブン・アビー・スフラ (Muhallab b. Abī Ṣufra)190は言う。（ア
ラビア語）「馬は戦いの雲。剣の雷光により、血の雨のみを降らす」、つま
り（ペルシア語）「馬は戦いの雲であり、剣の閃光により血の雨しか降らさ
ない。」

　 さて、［ここで］馬の名前をいくつか記そう。［それは］ペルシア人たち
が馬の性質について経験によって得た知識をもとに述べているもので、馬の
欠点や長所、吉兆となるものについてである。

ペルシア語による馬の名前

　アルース (alūs)、 チャルメ (čarma)、ソルフ・チャルメ (surx čarma)、ター
ズィー・チャルメ (tāzī čarma)、ヒング (xing)、バード・ヒング (bād xing)、マ
ギャス・ヒング (magas xing)、サブズ・ヒング (sabz xing)、ピーセ・クマイト  

(pīsa-yi kumayt)、クマイト (kumayt)、シャブディーズ (šabdīz)、ホルシード 

(xuršīd)、グーレ・ソルフ (gūr-i surx)、ザルド・ラフシュ (zard raxš)、スィ
ヤー［フ］・ラフシュ (siyā raxš)、ホルマーグーン (xurmāgūn)、チェシーネ 

(čišīna)、シューラク (šūlak)、ピーセ (pīsa)、アブルグーン (ABRGWN)、ハー
ク・ラング (xāk rang)、ディーゼ (dīza)、ベフグーン (bihgūn)、メイグーン 

189 ウマイヤ朝最後のホラーサーン総督（?-748年）。クタイバ・ブン・ムスリム (Qutayba 

b. Muslim)、アサド・ブン・アブドゥッラー (Asad b. ‘Abdullāh) に仕え、74歳でアサド
の後を継いだ。747年のアブー・ムスリム (Abū Muslim) の蜂起を制することができ
ず、敗走先で病死する。EI2: “NAṢR B. SAYYĀR” 参照。

190 ムハッラブ家の始祖（632-702年頃）。ウマイヤ朝時代、ホラーサーン、アフガニスタ
ン方面の征服戦争で活躍した。ハッジャージュ・ブン・ユースフ (Ḥajjāj b. Yūsuf) のも
とでホラーサーン総督となり、その後、アズラク派掃討戦を指揮した。EI2: “AL-

MUHALLAB B. ABĪ ṢUFRA” 参照。
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(maygūn)、バードルーイ (BADRWY)、ゴルグーン (gulgūn)、アルガヴァン 

(arġawan)、バハールグーン (bahārgūn)、アーブグーン (ābgūn)、ニールグーン 

(nīlgūn)、アブルカース (ABRKAS)、バーウバール (BAWBAR)、セピード・ザ
ルデ (sipīd zarda)、ブールサール (būrsār)、バナフシェグーン (banafšagūn)、ア
ドバス (adbas)、ザーグ・チャシュム (zāġ čašm)、サブズ・プースト (SBR 

BWST)、スィームグーン (sīmgūn)、アブラク (ablaq)、セピード (sipīd)、サマ
ンド (samand)191。

　 さて、アルースは天空を牽くと言われる馬である。また遠目がきくとも言

191 ミーノヴィーの注釈 (Mīnovī 2002: 110-136) や前掲の『馬の書』等の記述を参考に見て
いくと、「チャルメ」は佐目毛に近く、「ソルフ・チャルメ」は「赤佐目毛」、「ター
ズィー・チャルメ」は「アラブ佐目毛」となる。「ヒング」はホスロウ・アヌーシーラ
ヴァーンの馬の名として知られ、芦毛と考えられる。以下直訳すると、「バード・ヒン
グ」は「風芦毛」、「マギャス・ヒング」は「蠅芦毛」、「サブズ・ヒング」は「緑芦
毛」となる。また、アラビア語の「クマイト」は「（黒）鹿毛」にあたり、「ピーセ・
クマイト」は「斑鹿毛」、「シャブディーズ」は「夜のような漆黒」で青毛に相当し
（注182参照）、「ホルシード」は「太陽」、「グーレ・ソルフ」は「赤土」の意だ
が、月毛の可能性もある。「ザルド・ラフシュ」と「スィヤー［フ］・ラフシュ」はそ
れぞれ「茶ラフシュ」「黒ラフシュ」となり、ラフシュ（駁毛）はもともと『王の書』
に現れる英雄ロスタムの伝説的な愛馬の名である。さらに、「ホルマーグーン」は「ナ
ツメヤシ色」、「チェシーネ」はヒングやチャルメと同義とされ、「シューラク」は
「駿馬」の意であり、『王の書』に出てくるロスタムのライバルであるエスファンディ
ヤールの馬の名前とも言われる。「ピーセ」は「白黒の斑」なのでパイボールドを指
し、「アブルグーン」は何らかの色を指す（このまま読めば「雲色」）と思われるが、
元の文に乱れがあるため不明、「ハーク・ラング」は「土色」、「ディーゼ」は「黒」
を指すが、前髪から尻尾にかけて黒い馬を言うことから河原毛に近く、「ベフグーン」
は「花梨色」、「メイグーン」は「赤ブドウ酒色」、「バードルーイ」は文字に母音点
がなく、判読できない。「ゴルグーン」は「バラ色」の意でホスロウ・パルヴィーズの
愛妾シーリーンの馬の名であり、「アルガヴァン」は「花蘇芳」、「バハールグーン」
は「春色」、「アーブグーン」は「水色」、「ニールグーン」は「藍色」、「アブル
カース」と「バーウバール」は語が判読できず不明、「セピード・ザルデ」は「黄
（茶）白色」で白粕毛や月毛に近いと思われ、「ブールサール」は「ブロンド」で赤み
がかった色、「バナフシェグーン」は「スミレ色」、「アドバス」はアラビア語で黒に
近い暗褐色の鹿毛を指し、「ザーグ・チャシュム」は「青い目」、「サブズ・プース
ト」は原文が不明瞭であるものの「緑（がかった黒っぽい）肌」と考えられ、「スィー
ムグーン」は「銀色」となる。また、「アブラク」はアラビア語で白が入った「斑毛」
を指し、「セピード」はペルシア語の「白」、「サマンド」はペルシア語で「亜麻色」
や「クリーム色」の馬を指す。以下の注194も参照のこと。
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われており、遠く離れたところから ⟨54⟩ 馬の蹄の音を聞き分ける。非常に忍
耐強いが、寒い場所では耐久性がない。それを所有するのは吉兆であるが、
［馬体は］華奢である。

　チャルメは気性が荒く、遠目がきく。黒チャルメ (siyāh čarma) は吉兆であ
る。

　 クマイトは苦難に強い。シャブディーズは幸運をもたらす祝福された馬で
ある。ホルシードはおっとりしていて、めでたい馬である。サマンドは忍耐
強く、働き者である。ピーセは主人になつき、人当たりがいい。セピード・
ザルデ（白茶色）は王たちが乗るのに適している。ピーセ・クマイトは扱い
にくく、気性が悪い。

　 馬には、滅多に現れない珍しい毛色がある。毛色については、アリストテ
レスが『動物誌 (Kitāb-i ḥaywān)』の中で少し触れている192。

　 また、次のように言われている。鳥のような色の馬、特にセピード（白）
はよりすばらしく、［騎乗に］適している。その馬の持ち主は戦いにおいて
常に勝利をおさめる。［そのため］このような馬は、帝王の乗る馬としてふ
さわしい。ザルデ・ザーグ・チャシュム（青い目で茶色）や、龍涎香色で目
が茶色がかっているもの、体に白あるいは茶色っぽい斑点があるもの、鷲
［のような］ヒング (xing-i ‘uqāb)、あるいは赤ヒング (surx xing) で足が真っ
白なもの、クマイトで顔が白い、あるいは四肢が白いもの。これらはみなめ
でたく、吉兆である。

　 ［一方］王たちにふさわしくない馬とは、キジのような毛色の馬や、ある
いは顔に巨大な星のある馬である。

　ところで、馬にある星の中で吉兆なものの１つは、鼻梁 (ḥakm) に星がある
もので、ペルシア人たちはそれを「ゲルドナー (girdnā)193」と呼んでおり、め

192 現在伝わっているアリストテレスの同書からは、このような話は見当たらない (島崎訳 
1968 参照)。

193 原文が若干不明瞭であるが、ミーノヴィー の注釈によると、“girdnā” は「巻いているも
の」の意とされる。「旋毛」にあたるか。『カーブースの書』では、次のように言われ
ている。

背の頂や後脚のまわりに毛が生えている (girdnā) 馬は不吉である。毛が巻いてい↗



73

74

75

でたく、祝福されたものである。

　毛色が褐色や赤の馬は、寒さに ⟨55⟩ 弱い。

　使徒 ── 彼に平安あれ ── は言った。「もっともよく駆ける馬はアシュ
カル（鹿毛）である。」　

　 信徒の長アリー ── アッラーが彼に満足されんことを ── は言ってい
る。「もっとも勇敢な馬はクマイト（黒鹿毛）である。もっとも恐れを知ら
ないのはスィヤーフ（青毛）で、もっとも力強く気性がよいのはヒング（芦
毛）、そしてもっとも優美な馬はサマンド（栗毛）である。」

　 ヒングの中では、頭の後ろ、額、脚、腹、睾丸、尾、目がすべて黒いのが
よい194。

↘る馬 (mahqūʻ) も同様で、それは後脚のまわりと蹄の下に毛が生えている。もし
毛が両方の側に生えていたらいっそう不吉である。また蹄の上部の脚のまわりに
内側に毛が生えていたら不吉で、外側ならばよかろう (Qābūs-nāma: 126; 黒柳訳 
1969: 88)。

194 インドで書かれた『馬の書』では、「馬の毛色」に関する章に次のようにある。

［馬の］毛色には２極あり、１つは純粋な黒であり、それ以上に暗い色はなく、
もう１つは他の色と全く混じり合っていない純白である。この２つの極の間に、単
色や混合色が数えきれないほどにある。そのうちのいくつかは、「スミレ色」や
「緑色」のように決まった呼び名があり、いくつかは決まった名称がなく、「ジュ
ズカケバト色」、「蜂蜜色」、「クルミ色」のように、似ているものを当てはめて
使用するものもある。またよく知られているように、馬の基本色には、黒 

(siyāh)・赤 (surx)・茶 (zard)・青灰色 (kabūd-i xākistarī)・白 (sipīd) の５つがある。
残りの色は、これらの色のどれかに当てはまるか、あるいはこれらが混じり合っ
たものである。以下に、その詳細を述べよう。

　黒い馬 ── アラブ人はそれを「アドハム (adham)」と呼んでいる ── は、全身
が黒く、象や水牛のような色をしているものが良いとされる。ただし、目が赤いも
のは別であり、そのような馬は狂暴で、蹴り癖があり、反抗的である。一方、鼻
の穴の周りが赤く、腹が褐色がかったもの ── アラブ人はそれを「アフワー 

(aḥwā)」と呼んでいる ── もまた、良いとされる。

　赤い毛色のうち、黒に近く、たてがみや尻尾が黒いもの ── それは「クマイト 

(kumayt)」と呼ばれる ── は、すべての毛色の中で最も良い。それは、暑さにも
寒さにも強く、蚊、蠅、蜂、蚤に刺されても丈夫で、空腹や渇きや病気や苦難に↗
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↘対し、どの毛色の馬よりもよく耐える。この毛色にはいくつかの種類があり、あ
るものは黒っぽく、あるものは赤っぽい。あるものは明るく、あるものは暗い。
総じて分類の基準は次のとおりである。まず、たてがみや尻尾が黒いものは、「ク
マイト」と呼ぶ。もし赤毛で、白っぽい場合は、「アシュカル (ašqar)」と呼び、
アシュカルの中で最も良い毛色は、アルメニア泥（赤みがかった茶色）に近い。ア
シュカルの馬は速く、よく駆ける。だが、蹄や腰が弱く、空腹や渇きに耐性がな
い。クマイトやアシュカルより色が薄くても、他の色と混じり合っていなければ、
良い。

　 「サマンド (samand)」は、卵の黄身の色に近く、体色よりも薄めの１ディラム
（ディルハム）ほどの斑点がある。（一部テキスト欠落）膝、蹄、たてがみ、尻尾
が黒く、たてがみから尻尾まで背中に黒い線が走るものは、非常に良い。

　緑や黒の馬はまた、「ヒング (xing)」や「キャブード (kabūd)」とも呼ばれる。
それらの毛色は、実際には黒と白の混じり合ったものである。すなわち、体毛の
何本かは黒色で、何本かは白色である。このような毛色は良いとされる。とりわ
け、１ディルハムほどの赤みがかった斑点がある場合には。

　 青灰色は、体毛が灰色のもので、インドでは「スール (sūr)」と呼んでおり、非
常に悪いとされる。それは、「スールは厩舎から遠ざけよ」ということわざがある
ほどである。

　白い馬 ── 「アシュハブ (ašhab)」と呼ばれる ── の中で、口、額、手、脚、
目、蹄、たてがみ、尻尾が黒いものは非常に良く、吉兆である。もし手や脚や蹄
が白ければ、弱く、怠惰である (Zabardast Khān 1911: 5-7)。

また、『カーブースの書』においても、馬の名称と特徴が挙げられている。毛色の訳語
に問題は多いが、訳文の不十分な箇所は原文から［ ］内に補いつつ、参考までに挙げ
る。

色については、［混じりけのない］栗毛 (kumayt-i bahīm)［実際は「（黒）鹿
毛」］が最もよいと言われ、棗椰子の色 (xurmā-gūn) もまたよい。馬は寒暑に耐
え、苦しさをも忍ばねばならぬ［原文では「（そのような馬は）苦しさを忍
ぶ」］。［一方、チャルメ (čarma) は弱いが、］もし陰嚢、股の間、肛門、尾、前
後の脚、胸、額が黒ければ、よい馬である。焦げ茶色 (zarda) の馬もまたよい。こ
とに色が濃くて、顔［原文は「胸」］に黒い斑点があり、胸［原文では「たてが
み」］、額、尾、陰嚢、肛門、股の間、目、唇、これらすべてが黒ければよい。

　 クリーム色 (samand) の馬も同様に色が混じっていねばならぬ。淡い栗毛 (gul-

gūn) は１色で、色が混じっていてはならぬ。黒い馬 (adham) は黒びかりしていね
ばならぬ。赤目 (surx-čašma) の馬はよくない。目が赤い馬は一般に狂気で欠点が
多い。［ブロンド (būr) の馬は少ないが、よい。斑毛 (abraš) はよくない。とりわ
け目、肛門、陰嚢、蹄が白いものはよくない。］四肢が黒く、焦げ茶色の馬につ
いて私が述べた形状を有する灰色 (dīza) の馬はよい。白黒斑の馬 (ablaq) は感心↗



75

76

77

　本書では、このくらいのことを記しておこう。

　 その昔、馬を知り、その長所や欠点を見分けることにおいては、アジャム
の者たちより優れている者はいなかった。というのも、彼らの王こそが世界
の帝王であり、アラブだろうとアジャムだろうとどこであれ、良馬がいたな
らば、彼らの宮廷にもたらされていたからである。いまや、［馬の知識にお
いて］テュルク人たちよりも優れている者はいない。なぜなら、彼らは昼も
夜も馬と生活をともにしており、さらには彼らこそが［現在の］世界の主だ
からである。

↘しないし、よしとされず、一般に気性が悪い」(Qābūs-nāma: 124; 黒柳訳 1969: 
87)。

ほか、『２つの馬の書 (Dū faras-nāma)』にも、馬の毛色や吉凶の徴について述べられ
ており、参考になる (Dū faras-nāma: 18-26)。また Watson 1996 によると、adbas: bay、
kumayt: dark bay、ašqar: bright chestnut、ašhab: white grey、adham: pure blackなどの識
別が見られるが、基本的に馬の体色は、上は大きな分類から、下は細かな模様や目の色
などさまざまな特徴を加味しており、一律に訳出することは困難である。
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⟨56⟩ 　鷹とその能力およびそれに関して知っておくべき事柄について

　 鷹は王たちの狩場の友である。彼らは鷹に喜びを見だし、それを好む。鷹
には、王に備わっているのと同じような性質がある。すなわち、大いなる度
量と、優美さと195、清廉さである。

　 先人たちは次のように言っている。「肉食動物の王様は鷹である。草食動
物の王様は馬である。熔解しない鉱物の王はルビーであり、熔解する鉱物の
王は金である」と。

　 このような理由で鷹は、他の人々よりも、王にとってこそ、よりふさわし
い。鷹には、他の鳥にはない威厳がある。鷲は鷹よりも大きいが、鷹の威厳
は鷲にはない。

　 帝王たちは鷹を見て吉凶を占う。もし鷹が疲れも見せず軽やかに王の手に
とまり、王の方に顔を向けたなら、王には新しい領地が手に入る、という徴
である。これと反対の場合は、逆の結果となる。また、飛び立つときに鷹が
頭を下げ、ためらうならば、王権に衰えが生じることを示す。また飛び立っ
ても動きが鈍かったり196、あるいは獲物を捕らえて運び去るときに鳴き声を
あげる場合には、軍の中に動揺が生じる。飛び立つときに糞をしなければ、
不備が生じる。さらに、右目で天を仰ぐと王権は高みに至り、左目で仰ぐと
災いが生じる。頻繁に ⟨57⟩ 天を仰ぐのは、勝利と援助の徴であり、地面ばか
りを見つめるようであれば、心配事が生じる徴である。鷹がおとなしかった
り、狩場に向かって元気なく飛び立ったり197、あるいは狩場で他の鷹と争う
ようであれば、新しい敵が現れる。

195 校訂本にはないが、ベルリン写本 (fol. 98a) には “nāzikī” の語がある。

196 ベルリン写本および校訂本では語が不明瞭。“kund” と読む。
197 校訂本にはないが、ベルリン写本 (fol. 98b) には “bi-šikārgāh kāhil bar xīzad” の一文が

ある。
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鷹の選び方について

　 ［鷹の］種類は豊富にある。しかし、白色や、赤色の鷹や、全身が茶色の
ものが最も良い。狩りにおいて貪欲なのは白色の鷹であるが、病気がちで気
性が荒い。茶色は、白に次いで狩りに貪欲で、［白色］より丈夫である。赤
色はこの二者よりも丈夫だが気性が荒く、体格も他のものよりも大きい。

　 我々の時代のある商人から聞いたところによると、マーハーン・メフ・
ヴォシュマギール (Māhān-mah Wušmagīr)198ほど鷹狩りに精通している者はお
らず、彼の仕事は、１年に12ヶ月狩りをすることだった。バドル・［ブ
ン・］ハサヌーヤ (Badr-i Ḥasanūya)199の軍司令官であったアリー・カーマ 
(‘Alī Kāma) もまた、十分に精通していたが、人々の一致するところでは、
マーハーン・メフ以上によく理解している者はいない、ということであっ
た。彼には、山岳地帯の言葉で書かれた『狩るもの (Šikara)』200という名の立
派な著作がある。［その中で］彼は次のように述べている。「あらゆる動物
は、中途半端に混ざり合った色のものよりも、一色のものの方が優れてい
る。さて、鷹を選ぶにあたっては以下のような条件がある。肉は固く、丸み
を帯びて締まっていること。体の各部位は、それぞれに均整がとれているこ
と。たとえば、頭は短く小さく、額や眼は ⟨58⟩ 広く、餌袋は大きく、胸は幅

198 10世紀から11世紀にかけて、カスピ海南岸地方を支配したズィヤール家の当主（?-967
年）。ブワイフ朝やサーマーン朝のはざまで勢力争いを繰り広げた。カーブースの父。

199 ベルリン写本、校訂本ともに、BDRXSTW となっているが、後出のアリー・カーマの
活動した時代・地域を考慮すると、バドル・ブン・ハサヌーヤ（あるいはハサナワイ
フ）のことと考えられる。バドルは、クルディスターン地方を治めたハサヌーヤ／ハサ
ナワイフ家の２代目アミールであり、1014/15年に殺害された。ブワイフ朝とも密接な
関係があった。バドル・ブン・ハサヌーヤに関しては、著者不明『歴史物語集成 

(Majmal al-tawārīx wa al-qiṣaṣ)』(Majmal al-tawārīx: 396-400) も参照のこと。

200 この本については何も知られていない。「山岳地帯の言葉」とあるのは、タバリスター
ン（「山地」の意）などカスピ海南岸の方言のことだろう。なお、11世紀後半のイラ
ンで書かれたペルシア語の『鷹の書（Bāz-nāma）』が現存するが、本書の内容とは
まったく一致しない。同書の著者 ‘Alī b. Aḥmad Nasawīは、393/1002-03年にレイで生
まれ、８歳の時から鷹匠に興味を持ち、ブワイフ朝や周辺諸王朝に60年以上鷹匠とし
て仕えた経験をもつ。晩年の472/1079-80年に『鷹の書』の執筆を開始するが、鷹の種
類・飼育方法・病気について詳細に記される同書からは、当時いかに各地の宮廷で鷹狩
りが重視されていたかが窺われる。
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広で［真ん中が］くぼんでおり、尾と太ももは厚みがあり、その肉は固く、
肢は太く丸く短く、鉤爪は立派で、指は強く、爪は黒く、足は緑がかってい
る。このような性質を備えた鷹は、その多くは白色であったり、全身が茶色
や赤色であったりするが、滅多に手に入らず、いかなる値段にも見合う。」

逸話：次のように言われている。
　 マーハーン［・メフ］は偉大で、聡明かつ才ある君主であった。ある日、
自身の鷹匠が、鷹を手にのせたままで水を飲んでいるのを目撃した。そこで
命じて、その鷹匠を100杖打たせ、言った。「おお、何たることか！己の体
にのせている鷹は、鳥の中の王者であり、君主たちの手の親愛なる慰みもの
であるぞ。王の友人を手にのせたままで、水を飲んだり、他のことをするな
どという無礼がおまえに許されるというのか？」
　 鷹匠は言った。「ご主人様の命が永からんことを！狩場でのどが渇いたと
きには、鷹を手にしたままで、どのようにすればよろしいのでしょうか？」

　 ［マーハーン・メフは］言った。「鷹の扱いを知っている別の者に預け
よ。そのあとで、おまえは水を飲むなり、しなければならない他のことをす
ればよい。」

逸話：私は次のように聞いた。
　説教師のブー・アブドゥッラー (Bū ‘Abdullāh-i xaṭīb) は、ファフル・アッ
ダウラの兄弟のアミール・アブー・アル=アッバース (Amīr Abū al-‘Abbās)201 

の教育係であった。彼は見晴らしのよい高台に座っていた。アミール・ア
ブー・アル=アッバースは幼く、彼の傍から［離れて］降りていった。１人の
ハーディムが手にハイタカをのせていた。［アブー・アル=アッバースは］そ
のハイタカを求め、手にとまらせた。そのまま、口からつばを吐き出した。
［アブー・アル=アッバースが］ハティーブのアブドゥッラーのもとへ ⟨59⟩ 

戻ると、［アブドゥッラーは］彼を咎め、渋面をつくって言った。「あなた
はまだ幼く、この嗜みを［十分］学んでいませんが、そうでなければ、私は

201 ブワイフ朝ルクン・アル=ダウラの息子 Abū al-‘Abbās Xusraw Fīrūz のこと。アドゥド・
アル=ダウラの死後、兄弟ファフル・アル=ダウラの到着まで、レイにてごく短期間即
位した (Majmal al-tawārīx, 395)。詩人としても名を知られていたようである (Busse 

1969: 507 参照)。
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今日、あなたを罰したことでありましょう。何度も言われてきたことなので
すから。」
　 その後、［つづけて］言った。「おお、アッラーに讃えあれ！あなたは王
子であり、［将来の］王なのです。王たちの友があなたの手の上にいるとき
に、無礼にも、口からつばを吐かれるとは。」

　 このように言った後、［アブドゥッラーは］サンダルを手にした。そし
て、そのハーディムの頸をサンダルで何度か叩き、言った。「おまえたちは
王子たちをこのようにお育てしているのか？鷹を手にのせたままつばを吐く
という無礼がまかり通るとは！」
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⟨60⟩　ブドウ酒の益〔とそれに関して知っておくべき事柄〕について202

　ガレノス (Jālīnūs)、ソクラテス (Suqrāṭ)、ヒッポクラテス (Buqrāṭ)、ブー・
アリー［・ブン］・スィーナー (Bū ‘Alī-yi Sīnā)203、ムハンマド・［ブン・］
ザカリヤー［・ラーズィー］(Muḥammad-i Zakaryā)204、〔ブフティーシュー
ウ (Buxtīšūʻ)205、サービト［・ブン］・クッラ (Ṯābit-i Qurra)206〕など、医学
を修めた者たちは、「人の体にとって、ブドウ酒以上に益のあるものはな
い。特に渋みがあって透きとおったブドウ酒には［益がある］」と言ってい
る。

　 ブドウ酒の特性は次のようなものである。気鬱を取り去り、心を楽にさせ
る。体を太らせ、濃厚な食べ物を消化し、顔色を良くし、皮膚に張りを出
し、艶よくさせる。理解力や記憶力を鋭敏にする。吝嗇家を気前よく、臆病

202 ロンドン写本では、本章「ブドウ酒について」は「大麦」の章につづき、94葉bから始
まる。

203 イスラーム世界で最も著名な医学者・哲学者（980-1037年）。中央アジアのブハー
ラー出身で、イラン各地の宮廷で活躍した。ヨーロッパでは「アヴィセンナ」として知
られる。代表的著作に、『治癒の書 (Kitāb al-šifā)』および『医学典範 (Qānūn fī al-

ṭibb)』がある。

204 医者、哲学者、錬金術師（864-925/932年）。イランのレイ出身で、レイやバグダード
の病院長を務めた。臨床医学にすぐれ、天然痘や眼病などに関する見解をはじめ、多く
の著作を残した。ヨーロッパでは「ラーゼス」と呼ばれる。

205 ８世紀から11世紀にかけて活躍した、シリア・イラン系のネストリウス派の医者の一
族。当初は、サーサーン朝期の学術都市ジュンディー・シャープールで病院長を務め、
ギリシア語やサンスクリット語の医学書などのシリア語への翻訳事業に携わっていたと
される。765年に一族の１人がアッバース朝カリフ・マンスールによってバグダードに
招聘され、以後、カリフの侍医を多数輩出した (EI2 : “BUKHT ĪSHŪʻ” , EIr : 

“BOḴTĪŠŪ‘”)。

206 288/901年没。メソポタミアのハッラーン出身。シリア語、ギリシア語に長け、バ
ヌー・ムーサー門下としてバグダードで学ぶ。天文学や数学に関する著作を多数残した 

(EI2: “THĀBIT b. ḲURRA” )。
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者を勇敢にする。また、酒を飲む者は病気に罹ることが少なく、たいてい身
体は健康に保たれる。というのも、熱や病は、体液が滞ったり腐敗したりす
ることから生じるが、酒を飲む者は、ときに〔嘔吐や〕下痢を生じ、悪い体
液が胃の中に溜まらないからである。

　知者たちのある者は、ブドウ酒を「男の試金石 (maḥakk-i mard)」と呼び、
またある者は「理性を試すもの (nāqid-i ‘aql)」、ある者は「知性を測るもの 

(ṣarrāf-i dāniš)」、またある者は「徳の計測器 (mi‘yār-i hunar)」と呼んでい
る。貴人たちは、酒を「悲しみを洗い流すもの (ṣābūn al-hamm)」と呼んでお
り、別の者たちは「悲嘆を喜びに変えるもの (mufarriḥ al-ġamm)」と呼んでい
る。

　 混じりけのないブドウ酒を５杯飲むと、誰しも自らのうちにある良い面や
悪い面が顕れ、その本質を露わにする。知らない人と親しくなり、〔友人に
対しては〕友情を深める。もし彼自身に、友人たちと席をともにする［のを
好む］⟨61⟩ 性質があるならばなおさらであり、酒の美点のひとつである207。
［また］世の中にある食べ物はすべて、脂っぽい、甘い、美味しい、酸っぱ
いなど、一度満腹になるとそれ以上は食べられず、たくさん食べると〔うん
ざりし、〕嫌悪の情がわき起こる。だが酒は、いくら飲んでももっと多く飲
め、人はそれで満腹にはならず、嫌になることもない。というのも、ブドウ
酒はすべての飲み物208の王様だからであり、〔それは、金が熔解する鉱物の
王様であるのと同じである。〕

　天国には多くの恩恵があるが、酒は天国の最上の恩恵である。⟪95a⟫ そう
でなければ、神はそれを自らのものとされなかったであろう。両世界にある
恩恵は、いずれも神の定めと意思によるものである。たとえば［酒につい
て、］神は自らの書の中ではっきりと、（アラビア語）「主は彼らに純良な
飲み物 (šarāb) を飲ませられる」209と言及されている。［だが］別の場所で

207 ロンドン写本は「もし酒に、友を集わせ、親密にさせるという効能があるならば、それ
こそは酒のもつ最上の美点である」となっている。

208 ロンドン写本は「すべての食べ物の王様」。

209 クルアーン第76章21節。この章は天国（楽園）の情景が縷々述べられる。
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は、（アラビア語）「人間のために（多少の）益もある。だがその罪は、益
よりも大である」210、つまり（ペルシア語）「その中には人々にとって多く
の益があるが、しかし、その罪は益よりも多い」ともおっしゃっている。
［ゆえに］知性ある者は、その美味しさ (maza) が弊害 (baza) に勝るような飲
み方をしなければならない。そうすれば間違いを犯すことはない。それはす
なわち、自分自身を律することによって、酒の飲み始めから終わりまで、そ
の言動においてどのような不作法や不快さも生ぜしめず、ただ上品に心地よ
く過ごす、ということである。そのような域に達すれば、酒を飲むにふさわ
しい。

　 酒には多くの美徳がある。ここで、賢人ガレノス、ムハンマド・ブン・ザ
カリヤー・ラーズィー、師アブー・アリー・スィーナーや偉大な医師たちの
言葉から、酒の効能と弊害、および酒の弊害への対処法について記そう211。

⟨62⟩ 酔わせる（強い）ブドウ酒の効能：食事の消化を助ける。基礎熱、つまり
生来の熱を増やし、体を強壮にし、尿、汗、気［を出させること］で体を清
める。その弊害：熱質 (garm mizāj) の激しい子供たちには適さない。その対処
法：熱質の人がこの酒を飲まねばならないときは、水やバラ水と混ぜると害
がなくなる。平安あれ。

白くて軽いブドウ酒の効能：栄養価が低い。熱質の人に適しており、黄胆汁を
少しずつ尿中に排出する212。その弊害：黒胆汁質213の胃の持ち主が飲むと、空
気が腹に溜まり、関節痛が生じる。その対処法：ヨーグルトスープ (sapīdbā) 

やハーブ (tawābil)、乾肉 (tabāha-yi xušk) と一緒に飲むと害がなく、体に効

210 クルアーン第2章219節。
211 この部分は主にラーズィーの『食べ物の効能とその弊害への対処法 (Manāfi‘ al-aġḏīya 

wa daf‘ maḍārrihā)』の言に基づいている (Manāfi‘: 16-17)。以下、校訂本巻末のミーノ
ヴィーによる用語集 (Mīnovī 2002: 126-128) も参照のこと。

212 黄胆汁過多の人間は熱乾質とされるが、その黄胆汁が排出されることで気質のバランス
が良くなると考えられていたことを示すものであろう（前嶋 1996: 214-219参照）。

213 ロンドン写本では「冷たい胃の持ち主」。
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く。

重くも軽くもない〔チューリップ色の〕ブドウ酒の効能：できが良ければ、酒
の中では最もすぐれている。バランスのとれた体質の人に適している。その
弊害：熱質の人には害がある。その対処法：水やバラ水と混ぜ、〔ザクロのつ
まみ〕と一緒に食べると害がない。

⟨63⟩ 渋みがあり、重いブドウ酒の効能：［体内の］空気を分解し、粘液質をと
り除く。また、胃痛や腹痛に効果がある。〔その弊害：熱質の人々の中で
も、特に熱質が強い場合には、頭痛や発熱や肝臓熱 (garmī-yi jigar) を併発す
る。〕その対処法：水と混ぜたり、酸味のある食べ物と一緒に飲んだり、酸
味のある果物をつまみにすると害がない。

バジル酒 (šarāb-i rayḥānī) の効能：心臓や胃を強壮にし、［体内の］空気を分
解する。病気による発熱に効果がある。⟪95b⟫ その弊害：眼痛、頭痛を生
じ、すぐに頭に回る。その対処法：樟脳、バラ水、スミレ、〔アオヤナギ、〕
酸味のある果物をつまみにする。

新酒の効能：体内の血液を増やし、血管を満たす。その人の〔湿った〕気を
増す。その弊害：湿質の人、空気が過多の人、体液が体に充満している人には
適さない。その対処法：乾した細切れ肉〔や乾物〕をスパイスとともに摂ら
なければならない。また、乾した果実をつまみにする。

〔古〕酒の効能：空気質と粘液質の人に良い。胃や肝臓214の熱に適し、［悪
い］気のために〔頭に〕痛みを感じる人によい。⟨64⟩ その弊害：痩せた人や
乾質で痩身の人には害がある。その対処法：水と混ぜ、乳粥、〔マスティック
樹脂 (sikkiz)215、オオバコ、〕冷たい食べ物や生の果物を一緒に飲むと、害が

214 ロンドン写本は「胃や腎臓」。

215 ウルシ科の木から採れる樹液。ガムとして広く使われる。ギリシアのヒオス島のものが
有名。
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ない216。

〔混ぜ合わせていないブドウ酒の効能：胃や腹を快調にする。［体内の］空気
を分解するのにすぐれ、消化を助ける。その弊害：頭痛や眼痛には良くな
い。この酒の働きは非常に強い。その対処法：体に合う程度に混ぜ合わせる
ことである。〕

混ぜ合わせ、濾したブドウ酒の効能：ひどい二日酔いの人や、頭痛で苦しんで
いる人に良い。熱質の人に適している。その弊害：腹に空気を生ぜしめ、関
節痛をもたらす。胃や肝臓を冷やす。その対処法：肉汁スープ (gūštāba) や、
ハーブやスパイスをたくさん用いた細切れ肉と一緒に摂る。また、乾した果
実をつまみにする。

酸味がかったブドウ酒の効能：熱質の胃や肝臓の人に適する。その弊害：性欲
が減退する。脚を萎えさせる。その対処法：〔脂を用いた〕ヨーグルトスー
プ、砂糖菓子、甘いものを一緒に食べると害がない。

太陽に育まれたブドウ酒の効能：すべての飲み物の中で、最も上質で消化吸収
がいい。その弊害：血を急速に腐らせ、〔腐敗による熱を生じる。〕⟨65⟩ そ
の対処法：サワースープ (sikbā)217、スーマック218〔スープ〕、ザクロスープと
一緒に摂る。大黄やザクロをつまみにし、あとから酢蜜を食べると、害がな
い。

干しブドウ酒の効能：なかでも透きとおったもの［の効能］は、混ぜ合わせた
ブドウ酒に似ている。［それを飲むと］乾質に傾く。激昂しやすい人に適
す。その弊害：これらの中で色の濃いものは、強いブドウ酒に似ており、消
化吸収が悪く、黒胆汁を生ぜしめる。また腹に空気を溜め、腹を膨張させ
る。肝臓の道を閉ざす。その対処法：酢蜜、チコリー水、キュウリの種、ある

216 ロンドン写本に従う。校訂本は「害がある」。

217 ひきわり麦や肉、香草などを煮込み、酢で味付けしたスープ。

218 ウルシ科の灌木。小さな赤い実がスパイスとして使われる。
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いはバードラング・キュウリ［をともに摂る］。

ナツメヤシ酒の効能：体を肥えさせ、⟪96a⟫ 血のめぐりを非常によくする。新
しいものは、特にそうである。その弊害：濃厚で、消化吸収が悪い。肝臓の
道を閉ざし、黒胆汁質の血を生ぜしめる。その対処法：ザクロ酒や酢蜜、黒
胆汁質を取り去るような薬を用いれば、害がない。

　 このことについては、このくらいで十分であろう。次に、ブドウが〔この
世界の〕どこで発見されたのか、そしてブドウ酒がどのようにつくり出され
たのかを明らかにしよう。

ブドウ酒の発見にまつわる逸話

　 諸史には次のように記されている219。ヘラート (Hirāt) に１人の帝王がい
た。成功し、威令があり、⟨66⟩ 富や財は多く、軍隊は強大で、ホラーサーン
全土が彼の命令のもとにあった。彼はジャムシードの血筋であった。〔高い
見識と、光輪をもち合わせていた。〕彼の名はシャミーラーン (Šamīrān)220と
いった。ヘラートに今も栄えて残っている「シャミーラーン城 (d iz - i 

šamīrān)」は、彼が造営したものである221。彼には１人の息子がいた。名前を

219 同じような内容の話が、12世紀の他のペルシア語文献にも見られる。Rāḥat al-sudūr: 
416-28; 守川他訳 2009: 215参照。

220 バフラーム・グールの母方の祖父の名とされるが詳細は不明。
221 13世紀の『ヘラート史 (Tārīkh-nāma-yi Hirāt)』では、シャミーラーン城を建てたの

は、ガユーマルスの末裔であるシャミーラ (Šamīra) という女性だとされている。同書の
引く伝承によれば、そもそもタフムーラスの時代に圧制を逃れた部族が現在のヘラート
東方のオーベ (Obeh)のまちのあたりに来て定住した。しかし後に人々の間に争いが起
こり、一団の者たちが争いに敗れて西に向かい、いまのヘラートのあたりに落ち着いた
が、勝った側から毎年貢納を支払うよう求められていた。シャミーラは一計を案じ、４
年分の貢納金を先払いしておき、その４年の間に彼らの居住地に高い壁を持つ強固な城
を建設した。「シャミーラーン城」と呼ばれたこの堅固な城のおかげで、それ以降彼ら
は貢納金を支払う必要がなくなった。その後人口が増えていくに従って、町は拡張さ
れ、ヘラートの町となった (Tārīx-nāma-yi Hirāt: 63-73)。Samizay (1981: 113-114) はヘ
ラート旧市街の北壁に近い丘の上にある「イフティヤールッディーン城 (Qal‘a-yi 

Ixtiyāruddīn = Herat Fort)」の場所こそが、かつてシャミーラーン城があった場所では
ないかとする。
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バーダーム〔・バフト〕(Bādām [Baxt]) といい、たいそう勇猛果敢で、膂力
にすぐれていた。その当時、弓を射ることにおいて彼に並ぶ者はいなかっ
た。

　 ある日、シャミーラーン王は見晴らしのよい高台に座っていた。重臣たち
が彼のそば近くに［仕え］、また息子のバーダーム〔・バフト〕も父の傍ら
で〔玉座のわきに立っていた。〕偶然、１羽のホマー鳥 (humā)222 が飛んでき
て、鳴き声をあげ、玉座の正面のやや離れたところに降り立ち、地面にうず
くまった。シャミーラーン王がそちらを見ると、１匹の蛇がホマー鳥の頸に
巻きつき、鎌首をもたげてホマー鳥に咬みつこうとしていた。シャミーラー
ン王は言った。「おお、獅子のごとき勇者たちよ。〔このホマー鳥は、この
大蛇 (iždihā) から逃れようとやってきて、我らに助けを求めておるぞ。そなた
たちの中で〕矢を命中させて、このホマー鳥を蛇の手から救い出すのは誰
か？〔さすれば大蛇は死に、ホマー鳥は助かろうぞ。〕」

　 バーダーム〔・バフト〕は言った。「おお、王よ。〔それは〕わたくしめ
の仕事です。〔神が望みたまうならば、必ずやわたくしめが成し遂げてみせ
ましょう。」

　 彼は弓に矢をつがえ、目にも止まらぬ早さで〕矢を放ち、蛇の頭を地面に
縫いつけた。ホマー鳥には傷ひとつなかった。難を逃れたホマー鳥は、しば
らく辺りを飛び回ってから去っていった。

　 偶然にも翌年の同じ日に、シャミーラーン王は高台に座っていた。［する
と］かのホマー鳥がやってきて、彼らの頭上を〔しばらく〕飛び、そして地
面に舞い降りた。それはまさに、蛇が射抜かれた場所であった。［ホマー鳥
は］くちばしから何かを地面に置いた。そして何度か鳴いた後、飛び去っ
た。〔シャミーラーン〕王はずっと眺めていたが、一同に言った。「なん
と、あれは、我らが〔去年〕蛇から ⟨67⟩ 救ってやったホマー鳥ではないか！
今年、そのお返しに戻ってきて、我らに贈り物を運んできたぞ。くちばしで
地面を突いていたからな。行って見てこい。何か見つけたら持ってくるの

222 イランの伝説の鳥。この鳥の影に入った者は王者になると言われ、名声や幸運のシンボ
ルとされる。
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だ。」

　 数人の者が行き、そこに２、３粒の種が置かれているのを見つけた。拾い
上げ、シャミーラーン王の玉座のもとに持ってきた。王は手にとって、⟪96b⟫

〔３粒の〕種をじっくりと見た。識者〔や重臣〕たちを呼び、それらの種を
示して言った。「ホマー鳥はこの種を返礼として我らのところへ運んでき
た。これについてどう思うか？我らはこの種をどうすればよいのか？」

　 〔彼らはみな口をそろえて言った。「あの鳥はこの種を良かれと思って
持ってきたのでしょう。いずれにせよ、この中には益があるに違いありませ
ん。たとえ私たちがこのような種をこれまで見たことがないとしても、他の
種と同様に、この種の恵みはその中にあるはずです。」

　 そうして〕彼らは口をそろえて言った。「この種を蒔き、よく世話をすれ
ば、年の終わりまでに何か現れるでしょう。」

　 そこで〔シャミーラーン〕王は種をお抱えの庭師に渡し、命じた。「〔私
の庭の〕一隅に〔この３粒の〕種を蒔け。その周囲には〔しっかりと〕囲い
をして、家畜が近づけないようにせよ。また鳥たちからも守れ。常に状況を
私に報告せよ。」

　そこで庭師は言われたとおりにした。ノウルーズの月のことだった。 

　 しばらくして、これらの種から小さな枝が伸びてきた。庭師は帝王に報告
した。王は、重臣や識者たちとともに、その苗木のもとにやってきた。〔み
なは〕「このような枝や葉は見たことがない」と言って帰っていった。

　 さらにしばらくすると、枝が生い茂り、葉223が大きく広がった。房はまる
で粟のように、枝から垂れ下がっていた。庭師は王のもとにやってきて、
言った。「庭で、これほどまでに瑞々しい木は他にはありません。」

　王は再び、識者たちとともに木を見に行った。すると苗木は ⟨68⟩ は成木と
なって〔多くの葉が茂り、〕いくつもの房が枝から垂れていた。［王は］驚
いて、言った。「すべての枝に実がなるまで待たねばならぬ。一体この木の

223 ベルリン写本・校訂本ともに“bilak(g)（ついたばかりの実）” だが、ロンドン写本に基
づき、“barg（葉）” と読む。
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果実はどのようなものだろうか。」

　 房が大きくなり、実が完全に熟したが、それでも誰も手を出そうとはしな
かった。

　 やがて秋が訪れ、リンゴやナシやモモやザクロといった果物が熟した。
〔シャミーラーン〕王は庭にやってきて、ブドウの木を見た。それはまるで
着飾った花嫁のようで、〔すべての〕房が大きくなり、緑色だった［実］は
黒みがかり、黒玉のように輝いていた。そして、１粒ずつ実が落ち始めてい
た。識者たちは口をそろえて言った。「これこそがこの木の果実でしょう。
木は完全に成長したのです。実が房から落ち始め〔果汁となっているのがそ
の証拠です〕。この木の恵みはこの果汁の中にあると思われますから、この
果汁をしぼって樽に入れ、どのようになるか見定めましょう。」

　 しかし誰１人として、その実を口に含んでみようとする者はいなかった。
もしかするとそれが毒であり、死んでしまうのではないかと恐れたからで
あった。そこで、庭の同じ場所に樽を置き、ブドウの果汁をしぼって樽を一
杯にし、〔それ以上は手を触れなかった。〕［王は］庭師に、「〔用心する
のだぞ。〕何であれ目にしたなら、私に報告せよ」と命じ、そして ⟪97a⟫ 彼
らは帰っていった。

　 果汁が樽の中で発酵し始めたので、庭師は行って、王に伝えた。「あのブ
ドウの果汁は、火にかけた釜のように、グツグツと煮立っております224。」

　［王は］言った。「収まったら、私に知らせよ。」

　 ある日、庭師が〔樽のもとに行き、ブドウの濃い果汁を〕見ると、［それ
は］透きとおって煌いており、紅いルビーのように輝いていた。［発酵は］
収まっていたので、ただちに〔王のもとに行き、見たとおりのことを〕王に 
⟨69⟩ 報告した。〔王は、その中の１つの樽を持ってくるよう命じた。［樽
が］王の御前に置かれると、王は重臣や識者たちに参じるよう命じ、その樽
を彼らに見せた。〕誰しもその透明な色に驚きを禁じえなかった。彼らは
〔口をそろえて〕言った。「あの木はまさに、これを利用するためにあるの

224 ロンドン写本 “ān āb-i angūr hamčūn dīg bar ātaš mī-jūšad wa tīr mī-andāzad” に基づき訳
出する。
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です。ですが、これが毒であるのか薬であるのか、私たちにはわかりませ
ん。」

　 そこで、〔死刑に処せられることになっていた〕１人の殺人犯を牢から出
し、この〔ブドウの果汁からできた〕飲み物をその者に与え、どのような結
果が生じるか見極めることになった。彼らはそのようにした。〔王は命じ
て、殺人犯を牢から出し、〕その飲み物を殺人犯に与えた。男は飲むと、少
し顔をしかめた。みなは言った。「もう１杯欲しいか？」　

　［男は］言った。「はい。」

　 もう１杯が彼に与えられた。男は陽気になり、歌い、尻を振って踊り始め
た225。帝王に対する畏れは、彼の目から薄れていった。［男は］言った。
「もう１杯くだされ。その後で、私をどうされようとも構いません。どうせ
人は死ぬのですから。」

　 ３杯目が男に与えられた。［男はそれを］飲み干すと、頭が重くなり、
眠ってしまった。そして翌日まで目を覚まさなかった。

　 ［男は］目覚めると、王の御前に連れて行かれ、次のように尋ねられた。
「昨日おまえが飲んだのは、どのようなものであったか？またおまえ自身は
どのように感じたのか？」

　 ［男は］答えた。「何を飲んだのかはわかりませんが、美味しいものでし
た。ああ、今日もまた、あれを３杯飲めたらなあ！１杯目は、味が苦かった
ので、無理やり飲み干しました。ですが、胃に収まったときには、もう１杯
欲しいという気持ちになりました。２杯目を飲み干すと、心が楽しく陽気に
なって〔力が湧き、〕私の慎みは消え去りました。私にとってこの世はとる
に足りないものとなり、私と王〔や貴人たち〕の間には、違いなど何もない
ように思いました。世の中の〔すべての〕悲しみが、私の心から［すっか
り］忘れ去られて ⟨70⟩ しまいました。そして３杯目を飲み干すと、心地よい
眠りに落ちたのです。」

　王は、この男が犯した罪を赦して釈放した。

225 ロンドン写本は「足を踏みならし、手をたたき始めた」。
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　 こうして識者たちはみな、ブドウ酒以上にすばらしく、偉大で、〔好まし
い〕恩寵はない、ということで一致した。なぜなら他の食べ物や果物には、
ブドウ酒に備わるこのような効能や特性がないからである。

⟪97b⟫ ブドウ酒を飲むことは、シャミーラーン王によって発見された。［王
は］宴席の設け方を定めた。その後も、酒のためにルード (rūd)226が作られ、
楽曲が奏でられた。ブドウの種が蒔かれた庭は、今も残っている。その庭を
ヘラートでは「グーレ227〔庭園〕([bāġ-i] ġūra)」と呼んでおり、〔ヘラート
の〕町の門のそばにある。

　 また、次のように言われている。ブドウの苗木はヘラートから世界中に広
まった。〔水、空気、土壌に応じて、それぞれの町や地方で多種多様な品種
が生まれたが、〕ヘラートにあるようなブドウ〔の品種〕は他の町や地方で
はまったく見られない。［ヘラートでは］100種類以上のブドウ〔の品種〕
に名前をつけて呼んでいるほどである228。

　 ブドウ酒の美徳は豊富にある〔が、すべてを述べたら冗長になろう。知性
ある人々には［このくらいで］十分であろう〕。

226 ルードは竪琴に似た弦楽器の一種。校訂本に若干の乱れがあるが、酒を飲む宴席のため
に楽器が作られた、と解釈する。ロンドン写本参照。

227 「グーレ (ġūra)」はもともと「熟していないブドウ」の意である。庭園の位置は不明で
あるが、本文にグーレ庭園が門のそばにある、と書かれていることから、シャミーラー
ン城 (イフティヤールッディーン城) と、北壁にある２つの門のうち城に近いマリク門の
間あたりにあった、ということであろうか。ヤークートは、簡単に「ヘラートに属す
村」と記す (Mu‘jam al-buldān, iv: 218)。

228 ニザーミー著『四つの講話 (Čahār maqāla)』には、「ヘラートの地域には120種の葡萄
があり、それぞれほかのものよりは甘く美味だった」との記述がある (黒柳訳 1969: 

236)。
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⟨71⟩ 美しい顔の特性について229

　 識者たちは、美しい顔を大いなる幸運とみなし、それを目にすることを吉
兆と考えている。美しいものを目にするという幸運は、天空の吉星のもたら
す幸運と同じ影響を人々に与えると言われている。これは次のようにたとえ
られる。たとえば香の入った箱の中の衣服は、香から匂いが移り、香がなく
ともよい匂いをあたりに放つ。また、水面に太陽の光が反射すると、日の射
さないところでも光が届く。すなわち、人の見目の美しさとは、至高なる神
の定めによって人間に付与される、幸運な星回りの結果なのである。

　 美は、あらゆる言語において賞讃され、あらゆる知性によって褒め称えら
れている。この世の中には、それを目にすることによって楽しい気持ちにな
り、心が洗われるような美しいものは数多くあるが、どんなものも美しい顔
にはかなわない。なんとなれば、美しい顔からは、いかなる喜びにもまさる
極上の喜びが生まれるからである。美しい顔は、この世界がめでたいもので
あることの証だとも言われている。美しい顔が美しい性質と結びつけば、そ
れはこの上なくめでたいものとなる。外面も内面もともに美しければ、神か
らも人々からも愛される者となる。

　 美しい［顔］を目にすることには、４つの効用がある。１つめは、［それ
を］見る者に、幸運な１日をもたらすことである。２つめは、⟨72⟩ 楽しいひ
とときを与えてくれること。３つめは、男気や俠気を抱かせること。４つめ
は、財を増し、地位を高めることである。すなわち、人が１日の最初に美し
い顔を見て楽しい気持ちになるというのは、たいそう縁起のよいことであ
り、その日は１日中よいことばかりである。美しい顔の者と一緒にいると、
心地よい時間を過ごすことができ、悲しみも消え失せる。そのようにして美
しい者を見続けていると、たとえ俠気がなく卑屈な人間であっても、俠気や
男気が生まれてくる。また美しい者と一緒にいるのを見ると、人々はその人

229 ロンドン写本ではこの章が欠けている。
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物に敬意を払うようになり、その人物もまた、良い暮らしをするために一所
懸命に財をなそうとする。

　 美しい顔は、老人を若者に、若者を子供に、子供を楽園の住人にするとも
言われている。使徒［ムハンマド］ ── 彼に平安あれ ── は言っている。
（アラビア語）「困ったことがあれば、眉目麗しい者に頼みなさい」、つま
り（ペルシア語）「必要があれば、美しい顔をした者に頼むように」と。

　 また、いろいろな人が美しい顔を巧みに形容し、呼び名を与えている。あ
る者は「愛の広場 (maydān-i ‘išq)」と言い、またある者は「喜びの草原 

(ṣaḥrā-yi šādī)」、「愛情の園 (rawḍa-yi mihr)」、「創造の飾り (pīrāya-yi 

āfarīnaš)」、「楽園の徴 (nišāna-yi bihišt)」と言っている。一方、哲学者たち 

(xudāwandān-i ‘ilm-i filāsafa) は、「［美しいものとは］神の創造の第１の原
因であり、知識の探求はそこへと向かう。それは創造主についての目印その
ものであり、神の本質の美へと続く道を示す」と言う。自然哲学者 

(ṭabī‘iyān) は、「すべてのものには過度、不足、均衡［の３つの］状態がある
が、整然とした姿は常に ⟨73⟩ 均衡状態によっている。そこで考えてみるに、
均衡状態にあるものこそが最も美しい。それはバランスのとれた姿をしてい
るからである。今あるこの世界も均衡によって成り立ち、それによって繁栄
しているのである」と言う。輪廻主義者 (tanāsuxiyān)230 は、「それは創造主
の下賜品であり、前世でなした敬虔な信仰と禁欲に対する報いとして、［創
造主が］自らの光によって彼に与えられたものである」と言っている。ま
た、真知を求める者たち (xudāwandān-i ma‘rifat) は、「それは灯火の熱であ
り、灯火を燃え上がらせるものである」と言い、別の人々は、「それは神秘
の開示であり、慈悲の雨である。それは真知の園に生気を与え、熱望の木に
花を咲かせる」、あるいは、「それは真理者たる神の徴であり、探求者たち
に真理を顕示するものである。彼らはその真理でもって神へと帰す」とも
言っている。

　 美しいものを目にすることについてはさまざまなことが言われているが、
もしすべてを記したら長くなる。ここではアブドゥッラー・［ブン・］ター

230 「輪廻」を意味する “tanāsux” は、ヒンドゥー教徒、仏教徒などのほか、過激シーア派 

(ġulāt) を指すこともある (EI2: “TANĀSUKH”)。
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ヒルについての話を記そう。

逸話：次のように言われている。
　 アブドゥッラー・ブン・ターヒルは自らの軍の高官の１人を投獄し、どれ
ほど執りなしがなされても機嫌を直さなかった。そうして如何ともしがたい
状況になり、誰もが彼のことをあきらめてしまった。この高官には弁の立つ
侍女が１人いた。彼女は書簡をしたため、アブドゥッラー・ブン・ターヒル
がマザーリム法廷231に出席する日、その侍女は顔を覆って彼のもとに出かけ
ていった。［彼女は］書簡を差し出して言った。（アラビア語）「アミール
よ、寛容を守りたまえ232。持てる者は与え、⟨74⟩ 力ある者は赦すのですか
ら」、つまり（ペルシア語）「アミールよ、得る者は与え、力ある者は赦し
ます。」
　 アブドゥッラーは言った。（アラビア語）「女よ、そなたの主人の罪は、
赦しを請うには大きすぎる」、［つまり］（ペルシア語）「女よ、おまえの
主人の罪は、それを赦すには大きすぎる。」

　 侍女は言った。（アラビア語）「おおアミールよ、あなたに対する私の執
りなしは、拒絶するには233大きすぎるでしょう」、すなわち、（ペルシア
語）「私のあなたに対する執りなしは、却けるには大きすぎるでしょう。」

　 彼は言った。（アラビア語）「拒絶できないほどのそなたの執りなしとは
何か？」、［つまり］（ペルシア語）「却けきれないほどのおまえの執りな
しとはどのようなものか？」

　 侍女は顔から手を離し、顔を彼に見せて言った。（アラビア語）「これが
私の執りなしです」、［つまり］（ペルシア語）「これこそが私の執りなし

231 シャリーアに関わる案件を扱うカーディー法廷に対し、シャリーアに規定のない行政関
連事案を扱う法廷がマザーリム法廷である。カーディー法廷で裁けない官僚の不正、圧
政などもこの法廷の取り扱いであった。初期にはカリフが、やがてワズィールやアミー
ル、スルターンがこれを主宰するようになっていった。またカーディー法廷の判決に不
服な場合の上級審としての役割も担った。

232 クルアーン第7章199節。ムハンマドに対してアッラーが呼びかける箇所だが、ここで
はクルアーンの章句を利用して言葉をつむぐ侍女の見識の高さを示していよう。

233 校訂本では一部母音点がないが、“minmā yajtabā’ radda-hu” と読む。
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です。」

　 アブドゥッラー・ブン・ターヒルは侍女の顔を見ると、微笑んで言った。
（アラビア語）「なんと尊い執りなしか！そなたをここへ連れてきたものの
なんと偉大なることか！」、［つまり］（ペルシア語）「おまえの持ってき
た執りなしのなんと偉大なことよ。おまえの心がけのなんと健気なこと
よ。」

　 このように言って、［アブドゥッラー・ブン・ターヒルは］命じてその隊
長を釈放し、賜衣を与え、慰撫して、彼に見合った褒美を与えた。この話
は、美しい顔の価値がどれほどのものか、またその尊さはいかほどかを知ら
しめるために記した。

逸話：次のように言われている。
　スルターン・マフムード (Sulṭān Maḥmūd)234はある日、散策に出かけた。そ
して郊外から町のほうへと戻ってきた。その頃はまだアミールで235、父も存
命だった。町の門のところまで来たとき、彼は見物人たちの中の１人の少年
に目を留めた。汚れた服を着て、年の頃は12歳くらいだったが、たいそう美
しい顔で、人目を惹き、優美で、⟨75⟩ 完璧な容姿をしており、背丈もちょう

234 Abū al-Qāsim Maḥmūd b. Sebüktegin. ガズナ朝第３代の王。在位998-1030年。テュルク
人グラーム軍団を中核とする強力な軍を率い、東西に大征服を行った。彼が死去する頃
には、ガズナ朝の領域は、北はマーワラーンナフル、ホラズムから南はアラビア海沿岸
まで、西はイラン高原西部から東はパンジャーブ地方にまでおよぶ広大なものとなって
いた。特に30年余の在位期間に20回近くのインド遠征を敢行し、多くの町や寺院を征
服、あるいは破壊したとされ、後代の資料では「al-ġāzī（聖戦士）」の異名を与えられ
ている。精力的な建築活動とともに、各地の学識者をガズニに招いた（あるいは強制的
に連行した）ことでも知られ、これによってガズニの町は13世紀まで、東方イスラーム
世界の文化、政治の中心となった。

235 ガズナ朝時代、王国の、特に軍における位階（ステータス）の中では、「アミール 

(amīr)」は王子や王の兄弟など王族のみに与えられるものであった (稲葉 1988: 28, n.10 

参照)。本文中で「まだアミールで」とあるのは、王位（スルターン位）に就いていな
かったという意味であろう。
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どよいくらいだった236。［スルターンは］手綱をひいて言った。「あの少年
を私のところへ連れてこい。」

　 彼が連れてこられると、［スルターンは］言った。「少年よ、おまえは何
者で、父親はどこの誰か？」

　 ［少年は］言った。「父はおりません。ですが母はこれこれの街区に住ん
でいます。」

　［スルターンは］言った。「どんな仕事をしているのか？」

　［少年は］言った。「クルアーンを暗唱しています。」

　 ［スルターンは］その少年を館に連れていくよう命じた。スルターンは
［館に戻って］馬を降りると、少年を呼び、彼にさまざまなことを尋ね、ま
たいくつかの仕事を命じてみた。すると彼はとても賢く、見事にこなしてみ
せた。運も彼に味方した。［スルターンは］少年の母親を連れてくるよう命
じ、そして［彼女に］言った。「そなたの息子は私が引き受けた。私が彼を
訓育しよう。息子の件については安心してまかせよ。」

　 ［スルターンは］母親に十分なねぎらいを命じ、息子には美しい服を着さ
せた。そして教師のもとで読み書きや、武器の扱い、騎馬術を学ばせた。
［スルターンは］少年に言った。「毎日早朝、私が謁見の場を開く前に、私
のもとに来て、立って控えておれ。」

　 そこで毎朝、夜が明けるか明けないかのうちに、少年は出仕した。スル
ターンは私室から出てくると、真っ先に彼の顔を見るのであった。スルター
ンの意図は、少年の美しい顔を見るという吉兆を試すことにあった。［実
際］運気はたいそう良くなった。部屋から出てきて彼を目にした日には、望
みがすべてかなうのだった。この少年は［立派な］衣服と厚遇のおかげで、
美しさが100倍にもなった。スルターンは日に日に彼を近くに置くようにな
り、彼もますますそれに応えるようになった。スルターンは彼に富と財産を
与え、信頼を ⟨76⟩ 増し、ねぎらいを加えていった。この少年の富や財は莫大

236 ミーノヴィーは、これを有名なマフムードの小姓アヤーズ (Ayāz) のことだとしている 
(Mīnovī 2002: 109)。マフムードとアヤーズの関係については、その後のペルシア文学の
中でもたびたび言及されている。EI2: “AYĀZ” 参照。
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なものとなった。スルターンは彼を愛でるあまり、［彼なしでは］いっとき
も我慢できないほどになった。

　この少年は18歳になり、その美しさは［さらに］10倍になった。彼［の美
しい顔］を見るというめでたさのおかげで、スルターンは多くの偉大なる事
績や征服をなしとげた。ヒンドゥスターンの幾多の地方を征服し、ホラー
サーンの諸都市を平定し、そしてスルターンの位に就いた。

　 だがある日、少年はちょっとしたことで遅れて出仕した。スルターンは彼
がいないことに不安になっていた。彼が出仕すると、怒りにまかせて叱責し
て言った。「そらそら！［なんとも］身のほどをわきまえておることよ。私
がおまえをどこから拾い上げ、どれほどの地位につけてやったか、おまえが
どれほどの富や財をもっているか、何もわかっていないではないか。大胆に
も１時間も私の前からいなくなるとはな。」

　 スルターンが言い終えると、［少年は］言った。「スルターンよ、どうか
お聞きください。まさにおっしゃるとおりです。［あなたは］わたくしめを
地面から拾い上げ、天にまで達せしめてくださいました。わたくしめは一介
の賤しき者でありましたが、いまやご主君の王国において、50万ディーナー
ル以上のものを持っています。それも、土地や家畜や奴隷や自由人の配下を
除いてです。王はわたくしめに、ご主君の王国において、わたくしめよりも
高い位を持つ者がいないほどの地位と威光を与えてくださいました。そして
わたくしめにしてくださったこれらすべてのご厚意や、与えてくださったこれ
ほどの富、達せしめてくださったこのような地位にもかかわらず、わたくし
めにいかなる感謝や謝意もお求めにならず、ご自身のうちにおさめられてい
ます。というのも、⟨77⟩ ２つの意味において、ご自身のお心のために、わた
くしめを遇されているからです。１つは、わたくしめをご覧になることで吉
兆としようとされること。いま１つは、わたくしめが王のお心の憩いの場、
庭園、果樹園であることです。もし王がご自身の憩いの場を飾りたてようと
するのであれば、それへの謝意を誰かに求めてはならないでしょう。もちろ
ん、わたくしめは［いつも王に］感謝し、良き祈りを捧げる者でありますけ
れども。」

　 王は、この少年の返答にいたく感心した。そこで彼をねぎらい、褒美を与
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えた。

　 美しい顔についての、高貴な人々や真実を知る人々の言葉は数多いが、
［ここに］書き記した程度のことからも、至高なる神からのこの賜り物がど
れほど崇高なものであるのか、そして貴人たちが美しい顔をどれほど愛でて
きたのかを知ることができよう。この書は、美しい顔についての記述でもっ
て、めでたく締めくくろう。書き手と読み手に祝福あれ！

　（アラビア語） アッラーの助力と恩寵により、ここに書き終える。まこと
に主は、善と幸運と安寧と健全をもって終わらせるお方である237。

237 「最後の文字は、写本においては、文字が続け書きされ、急いで書かれているため、記
号のように見える。それゆえ、本来どのような語だったのか推測するのは困難である」 

(Mīnovī 2002: 77, n. 2)。
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دبلاکك  یيب  نناج  ننوچ  ددوب  ملق

ددرراادن  یيناج  یيسب  هکك  ددوب

  ددوب  شتآآ  ننوچ  دنامب  هشیيمه  وو  ددددرگ  دبلاکك  اب  ددوش  هتسب  ملق  ننوچ  وو  

مم  هتدداعسلاا  وو  ریيخلاب  ممتمکكحاا  وو  ملعاا  هللاا  وو

معنملاا  بباهولاا  کكلملاا  ننوعب  بباتکكلاا  ممت

هیيوفطصملاا  هیيرجه  892  

        مم     
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  هناخ  یيکكیي  وو  تسباتفآآ  هناخ  یيکكیي  هکك  تسدساا  وو  لمح  هثلثم  رب  ،تسگررزب  دعس

  ررایيسب  تعفنم  ننامکك  وو  ریيت  نتسناادد  رردناا  بط  يییيوورر  ززاا  وو  .بباتفآآ  ففرش  وو  خیيرم

  وو  )بب 101(  دنکك  تخس  اارر  اضعاا  وو  بباصعاا  هکك  ددرکك  ننااوت  تضایيرر  يییيوب  هکك  تساا

  دهدد  تتوق  اارر  للدد  وو  دنکك  زیيت  اارر  ظفح  وو  ررااددرب  ننامرف  وو  ددرراادد  ممرن  وو  ممرگ  اارر  لصافم

  شیيپ  رروگ  مماارهب  يییيززوورر  دنیيوگ  تیياکكح  .ددرراادد  نمیياا  هشعرر  وو  هتکكس  يییيررامیيب  ززاا  وو

  نناادب  وو  تخاادناا  ریيت  وودد  ننامکك  یيکكیيب  ،ددوب  مماارهب  ههدنرروورپ  هکك  ددوب  ههدداتسیياا  ررذنم  ننامعن

  هن  تساا ههددوب  نناهج  ات  رسپ  يییياا  تفگ  ننامعن  .ددررووآآ  ددوورف  ااوه  ززاا  غغرم  وودد  ریيت  وودد

  تسنیياا  يییيززاادناا ریيت  وو  يییيرراادنامکك  تیياهن  هکك  دشاب  هن  وو  تساا ههددوب  ززاادناا ریيت  وت  ننوچ

 یيمه  دنپ  اارر  ددوخ  رسپ  ررووآآ  گنج  یيمیيکكح  يییيززوورر  دنیيوگ  تیياکكح  .يییيددرکك  وت  هکك

  یيب  وو  رراصح  یيب  وو  اارر  ننامکك  رراادد  زیيزع  وو  اارر  بساا  رراادد  تسوودد  رسپ  يییياا  تفگ  وو  دداادد

  سسرتم  وو  رراصح  .متسناادد  ننامکك  وو  بساا  رردپ  يییياا  تفگ  .ششابم  ]سسرت +[  سسرتم

  يییيززوورر  دنیيوگ  تیياکكح  .نندیيشوپ  ووززاا  سسرتم  وو  تساا  ززررابم  رراصح  تفگ  .تسیيچ

  .دنرتررااددرب ممان  مماادکك  نناارراادد ححلاس  ززاا  تفگ  ،دیيسرپ  )؟( نمووام  کكباب  ززاا  ننااووریيشون

 <[ نناش نت  همه  کكنانچ  تفگ  .دیياب  هنوگچ  تفگ  .ننامکك  وو  ریيت  نناادنوواادخ  تفگ

  للدد  نناشریيت  همه  وو  نناشنامکك  همه  وو  ،ننامکك  وو  ووززاب  للدد  همه  وو  دنشاب  للدد  ]دداش

  وو  ددرراادد  يییيوق  للدد  هکكنانچ  تفگ  .اارر  یينعم  نیياا  تسناادد  دیياب  هنوگچ  تفگ  .نمشدد

 +[ )؟( تساارر  وو  دنیيب   ننامکك  وو  للدد  ننوچ  تتوق  وو  ووریين  اب  ووززاب  وو  نت  ننوچ  تخس

  قفااوم  وو  تساارر  ریيت  وو  ننامکك  ننوچ  تخس  وو  ررااومه  ههررزز  وو  ووززاب  ننوچ  ]تسااددوودنیيب

  هتقوو  همه  ،دنیيب  نمشدد  للدد  ددوخ  ریيت  يییياج  ددوب  نیينچ  هکك  ههاگ  ره  وو  ،ههزز  ننوچ

.ددوب  ززووریيف  وو  رراکكماکك

ننایياناادد  اارر  ملق  .يییيوو  تبترم  رردد  دنکك  بجااوو  هچنآآ  وو

یيمامت  نخس  وو  دناا ههدنااوخ  کكلم  هطاشم
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  همه  تتوق  اماا  .دشاب  دنلب  ننامکك  هلمج  ززاا  نم  ]تسش <[ تصش  ات  دبایي  ددوورف  نم

  هجرردد  ره  ،دناا ههدداهن  کكلف  هجرردد  کكیي  رب  همه  رتددوورف  ات  رترب  ززاا  دشاب  هکك  ننامکك

  ات  هشوگ  ره  وو  تسنامکك  هشوگ  وودد  کكنانچ  ههوورگ  وودد  ززاا  ززاغآآ  وو  ،هقیيقدد  تصش

  هسب  هناخ  ره  وو  ،ههددزناشب  ات  دناا هتفرر رب  فیيعضتب  رراب  وو  ههزز  ]ههاگ نناشب <[  ههاگ نناسفب

  وو  اهشوگ  وودد  ،دبنجن  يییياج  ززاا  هکك  دناا ههدداهن  زکكرم  ننوچ  اارر  هضبق  وو  ههددرکك  شخب

  وودد  تتوق  ،ددوب  هشوگ  ززاا  وورف  هکك  اارر  شخب  نیياا  وو  دشاب  يییياپ  وودد  رب  يییيوب  اهناخ

  ددوب  نناادنچ  رراهچ  يییيوو  تتوق  ،ددوب  يییيوو  ززاا  رتوورف  کكنآآ  وو  اارر  هشوگ  هکك  ددوب  نناادنچ

  نناادنچ  تشه  ،دددنویيپ  هضبق  اب  هکك  مموس  شخب  وو  ،ددوب  يییيوو  ربزز  وو  ریيزز  شخب  هکك

  هشوگ  ]رراب ددرب <[ )؟( رراب وودب  هکك  ددوب  نناادنچ  رراهچ  وو  ددوب  اارر  هشوگ  هکك  ددوب  تتوق

  رگیيدد  ههددزناش  وو  ]تسرراهچ <[ تساا ههددرراهچ  يییيوو  دددع  وو  ددوب  يییيووززاارت  کكنانچ  وو  ددوب

  .دشاب  تصش  وودد  ره  هلمج  وو  همیين  رگیيدد  یيس  وو  همیين  کكیيب  یيس  .دشاب  یيس  وودد  هلمج

  همیين  ننوچ  ننامکك  تترروص  هکكنآآ  رهب  ززاا  دناا ههددرکك  شخب  شش  اارر  ننامکك  هقلح  وودد  وو

  کكنانچمه  وو  .ددریيذپ  تمسق  هکك  تساا  ججرب  شش  کكلف  ةۀۀةریياادد  همیين  وو  تساا  ههریياادد

  ععااوناا  نیينچمه  وو  هنایيم  وو  تسپ  وو  دنلب  تساا  هس  تساا  خخرچ  ززاا  رتوورف  ننامکك  ععااوناا

  ،میين  وودد  هنایيم  وو  ،هضبق  ههددزناپ  ززاارردد  ننآآ  ززاا  .هنایيم  وو  ههاتوکك  وو  ززاارردد  تساا  هس  يییيوو  ریيت

  يییيوو  ریيت  وو  نناکكیيپ  وو  ببوچ  ننززوو  هکك  تسدیيدپ  اارر  یينامکك  ره  وو  .هضبق  ههدد  ههاتوکك  وو

  ننددرکك  ززااوو  نیيززاا  ضضرغ  وو  ددددرگ  ززاارردد  ددوش  هتفگ  همه  رگاا  .دیياب  دنچ  وو  تسدنچ

  ززووررونب  كککكولم  اهزیيچ  نیياا  هکك  تسنددرکك  دیيدپ  ننامکك  وو  ریيت  هبترم  هچ  تساا  نخس

 ریيت  کكنآآ  وو  ححلاس  نناادنوواادخ  هکك  دناا هتفگ  مموجن  ملع  قیيرط  ززاا  وو  .دنتسااوخ  اارچ

  وو  دشابن  يییيززوورر  گنت  زگره  ،اارر  ننامکك  وو  ریيت  وو  ححلاس  دنرراادد  هشیيپ  وو  دنشاب  ننااززاادناا

  هکكلب  دنددرگ  ببولغم  مکك  ،دشاب  ززاادناا ریيت  وو  ددوب  ریيت  نناشیياا  ححلاس  ۀةبلغ  هکك  یيهاپس  ره

  تجح  وو  .ددوب  مکك  ننامکك  ریيت  ]وو[  مصخ  ححلاس  ززاا  هکك  هصاخ  ،دشاب  ززووریيف  رتشیيب

  هکك  يییيرتشم  هناخ  وو  شتآآ  عبطب  تساا  سسوق  ججرب  رب  ححلاس  نیياا  تمسق  دنتفگ  هکكنآآ
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  ددرکك  ررایي  ننااوختساا  اارر  ننامکك  .دش  ضضوع  یيب  يییيززاادناا  ریيت  رردد  وو  دمآآ  دیيدپ  رروگ مماارهب

  نناارراادنامکك  ززاا  سکك  ره  ووززاا  دعب  وو  .دیيشوپ  ززوت  اارر  ننامکك  وو  دداهن  رپ  رراهچ  اارر  ریيت  وو

  هکكنانچ  دندیيناسرر  للامکك  دحب  ات  دنددووزفاا  ریيت  وو  ننامکك  رب  اهزیيچ  هبرجتب  ننااززاادناا ریيت  وو

  ملع  ننآآ  نناادنوواادخ  هچ  ،دناا هتشاادد رب  کكلف  ززاا  اارر  ننامکك  تترروص  ننایياناادد  وو  .تسنونکكاا

  ره  ۀةناارکك  ززاا  هکك  اهطخ  نیياا  وو  اهنامکك  یينعیي  دناا ههدنااوخ  یيسق  اارر  کكلف  ةۀۀةریياادد  مموجن

  وو  .]اههاارر <[  اههزز  یينعیي  دننااوخ  رراتوواا  اارر  ننآآ  یيتساارب  ددزیيخ رب  هناارکك  رگیيدب  ات  یيشخب

  يییياهنهپ  رب  ددررذگب  شخب  نیياا  ۀةنایيمب  وو  دیيآآ رب  کكلف  ههریياادد  ۀةنایيم  ززاا  هکك  اهطخ  نیياا

  تتااریيثات  ززاا  يییيرتوو  ره  هکك  دناا هتفگ  نیينچ  وو  .اهریيت  یينعیي  دننااوخ  مماهس  اارر  ننآآ  ،يییيوو

  دددنویيپ  یيصخشب  وو  لاع  وو  لج  ددزیياا  ریيدقت  وو  ریيبدتب  دیيآآ  نیيمزز  رب  هکك  ههررایيس  بکكااوکك

  ددررذگ  یيسق  رراتوواا  نناادب  وو  دددنویيپ  مماهس  نیيدب  همه  ننآآ  ملاع  نیياا  ممددرم  اهصخش  ززاا  وو

  يییيوو  ریيت  ززاا  دسرر  يییيوو  رراکكشب  هکك  یيتفآآ  ره  هکك  ززاادناا ریيت  تسدد  رردناا  تسدیيدپ  هکكنانچ

  ممددرم  تترروص  رب  ننامکك  تترروص  يییيوورر  کكیيب  وو  .ددررذگ  يییيوو  ننامکك  ههزب  هکك  دددنویيپ

  یيناج  ننوچ  يییيوو  ههزز  وو  .تسوپ  وو  تشوگ  وو  ننااوختساا  وو  یيپ  وو  گگرر  ززاا  تساا هتشاگن

  ددوب  نناج  اب  ات  هکك  ،تساا  ههدنزز  ممددرم  ننوچ  ،ددوب  ههزز  اب  ات  ننامکك  وو  ددوب  ههدنزز  وودب  هکك

  .دیيایين  رنه  ووززاا  هکك  نناج  یيب  تساا  ههددرم  ننوچ  ،ددوب  ههزز  یيب  ننوچ  وو  دیيآآ  رنه  ووززاا

  وو  دشکك ززاب  اهتسدد  هکك  تساا  ممددرم  تسدد  وودد  وو  هنیيس  ننوچ  یينکك  ههاگن  تقیيقح  ننوچ

  ننوچ  دعاس  وو  ووززاب  وو  ،ووززاب  وو  دعاس  وو  هنیيس  ننوچ  ههاگ هضبق  وو  رراادنامکك  تسدد  تشپ

  وو  دناا ههدداهن  نم  دصشش  نیيرتدنلب  ننامکك  ننززوو  وو  .تسدد  رس  هشوگ  وودد  وو  ،هناخ  وودد

  نم  کكیي  نیيرتوورف  وو  دنززاادناا  اهرراصح  وو  اهعلق  ززاا  ،دننااوخ  ریيجنکكشکك  اارر  ننامکك  نیياا

  نم  دص  رراهچ  ززاا  هچ ره  وو  دنززاس  ددرخ  نناکكددوکك  رهب  ززاا  اارر  ننامکك  نیياا  وو  دناا ههدداهن

  دص  رراهچ  ززاا  هچ ره  وو  .رت تخس  وو  رت تسس  دشاب  ریيجنکكشکك  نم  دصشش  ات  ددوورب

  ههاجنپ  وو  تسیيوودد  ززاا  هچ ره  وو  دننااوخ  خخرچ  اارر  ننآآ  دشاب  نم  ههاجنپ  وو  تسیيوودد  ات  نم

  دص  ززاا  هچ ره  وو  دشاب  خخرچ  میين  ننآآ  )آآ 101(  نم  ]دصناپ <[  دص  ات  دیيآآ  ددوورف  نم
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  زیين  ننآآ  .رردنکكساا  رهب  ززاا  اارر  اهغیيت  تساا هتخاس  سیيلاطاطسرراا  هکك  تسرهوگ  یيکكیي  وو

  ووزج  کكیي  هکك  تساا ههددومرف  ننانچ  سیيلاطاطسرراا  .تساا  عیيدب  تخس  هکك  میينکك  ددایي

  نهآآ  نم  کكیي  ههاگنآآ  .کكیين  تخیيمایيب  دسب  ووزج  کكیي  اب  تفرگ  دیيابب  کكیين  ءایيسیينغم

  رردد  وو  دنکكفاا  يییيوو  رب  هیيقوواا  ههددززااوودد  نیيززاا  ،دنکك رردناا  هتوبب  وو  ددررایيب  ههددزز  نناهوسب  ممرن

  يییيووزج  وو  لمرح  يییيووزج  ننآآ  ززاا  دعب  وو  ددددرگب  رردناا  هتوبب  وو  ددززاادگب  ات  ددرب  شتآآ

  وو  دیياسب  ددرروخ  وو  ددریيگب  حیيررااررذذ  همه  دنچ  وو  ففدص  يییيووزج  وو  ططولب  يییيووزج  وو  ووززام

  یيکكیي  همه  ات  دمدد یيم  وو  دهن  نهآآ  نم  کكیي  ننآآ  رب  ننآآ  ززاا  هیيقوواا  وودد  وو  .ددزیيمآآ  مه رب

  دیيآآ  ررددانب  ،دنزز  اهغیيت  يییيوو  ززاا  وو  دنکك  ددرس  ههاگنآآ  .ددرروخب  اارر  اهوورراادد  نیياا  نهآآ  وو  ددوش

  ززاا  غیيت  ننوچ  هکك  مماا ههدنااوخ  نیينچ  رروگ مماارهب  ۀةمان  ححلاسب  تملاع  وو  .کكیين  تیياغب  وو

  ،ددررآآ  غغوورف  ننوچ  وو  ددوب  ررایيسب  نتخیيرر  ننوخ  تملاع  ،دیيآآ  هلان  يییيوو  ززاا  ،دنشکك رب  ممایين

  لیيلدد  ،دیيآآ رب  ممایين  ززاا  شیيوخ  تتااذب  ننوچ  وو  ،نمشدد  رب  ددوب  غیيت  دنوواادخ  رفظ  تملاع

 .دیيآآ  ریيلدد  كککكددوکك  ،دنهن  ههززوورر  تفه  كککكددوکك  شیيپ  هنهرب  غیيت  ننوچ  وو  .دشاب  گنج

  یيحلاس  ننامکك  وو  ریيت  .دنکك  بجااوو  وواا  ةۀۀةرراب  رردد  هچنآآ  هصااوخ  ننامکك  وو  ریيت  مماکكحاا

  ام  ربمغیيپ  وو  تساا  ههدیيدنسپ  يییيرنه  نتسب  رراکك  اارر  وواا  وو  هتسیياب  یيبدداا  وو  تساا  هتسیياش

  ننآآ  یينعم  ،هحابسلاا  وو  هیيامرلاا  مکكنایيبص  ااوملع        تساا هتفگ  ملس  وو  هیيلع  هللاا  یيلص

  ننامکك  هکك  یيسکك  نیيتسخن  .ننددرکك  ءانش  وو  يییيززاادناا ریيت  اارر  نناکكددوکك  دیيززومایيب  هکك  ددرراادد

  ننامکك  دننام  ننااوختساا  یيب  ددوب  نیيبوچ  ممایياا  ننآآ  رردد  ننامکك  وو  ددوب  ههاش  ثثرمویيکك  تخاس

  ننوچ  وو  .ننااوختساا  ززاا  نناکكیيپ  وو  رپ  هس  اب  ددوب  نیيکكلکك  ریيت  وو  ،ههرراپ  کكیيب  نناجلاح

  ریيت  وو  ددوب  وواا  ررلااس  هپس  وو  رهچونم  رراگززوورب  دندمآآ  دیيدپ  ]ننااوواهوو <[ نناادداهوو  ششررآآ

  اارر  ننامکك  وو  ریيت  شناادد  وو  هبرجتب  وو  )بب 100(  تشاادن  لثم  نناهج  همهب  هکك  يییيززاادناا

  ززاا  ددرکك  ههرراپ  جنپ  اارر  ننامکك  .دندنام  تفگشب  ننایيناهج  هکك  للامکك  رردد  دیيناسرر  یيیياجب

  سپ  .ددرکك  نهآآ  ززاا  ریيت  نناکكیيپ  وو  تشگ  ررااوتساا  ات  مشرسب  ددزز  یيپ  اارر  ننآآ  وو  ببوچ
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  وو  میيب  هب  یيناگدنزز  هکك  تساا  ممولعم  وو  نناازیيرگ  يییيزیيچ  ره  ززاا  وو  دشاب  نناسرت  هتسویيپ

  تتوق  اب  يییيریيجخن  ننوچ  دناا ههددرکك  یيترروص  للاثمب  اارر  تعاجش  وو  .دشاب  ششوخان  سسرت

 یيم  گنس  هکك  یيلیيپ  يییياپ  ننوچ  وواا  يییياپ  وو  دیياخ یيم  نهآآ  هکك  يییيریيش  رس  ننوچ  وو  ،اارر

 هتفگ  وو  دناا هتشاگن  هکك  للاثم  نیيرب  .دمدد یيم  شتآآ  هکك  اهددژژاا  رس  وچ  يییيوو  ممدد  وو  دبوکك

  ننوچ  گنج  رخآب  وو  ددوب  ریيش  ننوچ  گنج  للوواب  هکك  دیياب  ننانچ  ععاجش  ددرم  هکك  دناا

  میيیيوگب  اهریيشمش  ععااوناا  ننونکكاا  .نتشاادد رب  جنرر  وو  یيمرگ  وو  نتفرگ  مشخب  ددوب  اهددژژاا

  ههددرراهچ  اارر  شناادد  نیياا  تشگ  ممولعم  هکكنانچ  تساا  هنوگ  دنچ  ززاا  تعاجش  تلآب  هکك

  مجنپ  وو  ،یينامیيلس  ممرراهچ  وو  ،یيعلق  میيس  وو  ،يییيدنه  مموودد  ،یينامیي  یيکكیي  .تساا  هنوگ

  ،يییيرحب  مهن  وو  ،يییيدلوم  متشه  وو  ،یيناملس  متفه  وو  ،یيجنرف  مشش  وو  ،]یيضیيب +[ یيبیيصن

  وو  ،نهآآ ممرن  مهددزیيس  وو  ،یيفنح  مهددززااوودد  وو  ،يییيرصب  مهددززایي  وو  ،یيقشمدد  مهدد  وو

  تساا  هنوگ  دنچ  يییيدنه  هکكنانچ  ددوش یيم  ععااوناب  ععون  ننآآ  ززاب  وو  .يییيرروج اارق  مهددرراهچ

  لیيبس  رب  ععون  کكیي  نکكیيلوو  ،ددددرگ  ززاارردد  میينکك  ددایي  همه  رگاا  .هنوگ  دنچ یينامیي  وو

  کكیي  رب  وو  ددوب  ررااومه  يییيوو  رهوگ  هکك  ددوب  ننآآ  ععون  کكیي  یينامیي  ززاا  ،میيیيوگب  رراصتخاا

  ززاا  ددرراادد  دیيفس  يییياهناشن  هلابندد  کكیيددزن  وو  دنزز  یيخرسب  وواا  مموب  وو  ددوب  زبس  وو  ههززاادناا

  بطشم  نیياا  وو  بطشم  اارر  رگیيدد  وو  دننااوخ  یيغلاکك  اارر  نیياا  .میيس  دننام  رگیيدکكیي  سپ

  وو  دشابن  ففررژژ  ششاهیيوج  نناشن  هکك  تسنآآ  یيکكیي  ،يییيوج رراهچ  اب  دشاب  ععون  رراهچ

  رهوگ  وو  دشاب  ففررژژ  ششاهیيوج  کكنآآ  رگیيدد  وو  دشاب  هچرروم  يییياهیياپ  دننام  يییيوو  رهوگ

  رگیيدد  وو  دنیيوگ  يییيولول  اارنآآ  وو  دیيررااوورم  ننوچ  دیيامن  ددرگ  وواا  ]رهوگ  وو[  )آآ 100(

  ممرراهچ  وو  يییيرراادد  ژکك  اارر  وواا  هکك  دیيامن  مماگنه  ننآآ  رهوگ  وو  ددوب  يییيوس  رراهچ  وواا  يییيوج

  رراهچ  وو  تسدب  هس  يییيوو  يییيانززاارردد  وو  .ددرراادد  يییيوج  رثاا  رراادقم  كککكدناا  وو  ددوب  ههدداس  کكنآآ

  اارر  ننآآ  وو  دنزز  یيهایيسب  يییيوو  رهوگ  وو  ددرراادد  انهپ  تشگناا  رراهچ  وو  دشاب  تشگناا

  میين  وو  تسدب  هس  ،ددوب  رگیيدد  يییياهعون  یينامیي  ززاا  رگیيدد  وو  دننااوخ  ]یيناتس <[  یيناتسوب

  .رراتساا  ههدد  مکك  نم  هس  ات  ددوب  میين  وو  نم  وودد  وواا  ننززوو  وو  انهپ  تشگناا  رراهچ  وو  انززاارردد
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  نیيرتهب  تساارر ریيشمش  هکك  تبترم  ززاا  وو  ددوب  دنااوت یيم  نهآآ  وو  ممددرم  هتسااررآآ  نناهج

  ددایي  فیيسلاا  بحاص  همحلملاا  ببرر  تیيرروت  رردد  اارر  ملس  وو  هیيلع  هللاا  یيلص  ننااربامغیيپ

  يییيوو  هکك  ددریيگ یيم  نناادب  ،ددریيگ یيم  تبترم  هکك  تلآآ  نیياا  وو  .یيلاعت  ددزیياا  تساا ههددرکك

  وو  هن  رگیيدد  ننااویيح  رردد  وو  تسنآآ  ممددرم  رردد  یيتلیيضف  نیيرتگررزب  هکك  تستعاجش  تلآآ

  ،اهیيدداعیي  نم  یيلع  سفنلاا  اهب  یيلعتست  هیيبضغ  تتوق  یيه  دناا ههدداهن  هکك  تستعاجش  دح

  دیيوج  يییيرترب  يییيوو  رب  سفن  هکك  یيمشخ  وو  تساا  يییيووریين  يییيوو  هکك  دشاب  نیينچ  شیينعم

  ،تسیيعیيبط  تعاجش  تلیيضف  هکك  دنیيوگ  نیينچ  وو  .ددریيگ  یينمشدد  يییيوو  اب  سکك  ننآآ  رب

  يییيوو  رردناا  یيگدنرب  نهآآ  ننوچ  وو  ددریيذپ  شتآآ  ززاا  بباستکكاا  نکكیيلوو  .یيباستکكاا  هن

  هناخ  وو  .ددریيذپ  شتآآ  ززاا  ات  دننااددرگ  ححلاس  تعانص  بباستکكاب  نکكیيلوو  تسیيعیيبط

  نتخیيرر  ننوخ  رب  ععاجش  غغرم  تهج  ننآآ  ززاا  تسنوخ  هناخ  هکك  دناا ههدداهن  رگج  تعاجش

  هکك  یينااوج  ره  .نغوورب  غغاارچ  ننوچ  ددریيگ  ووریين  ننوخب  تعاجش  هکك  ددوب  رتریيلدد

  تعاجش  لعاف  هکك  دناا هتفگ  وو  .ددوب  رتریيلدد  وو  دشاب  رت ننوخ  رپ  دشاب  رتگررزب  ششرگج

  ،دبایي  تجاح  ننوچ  هکك  رگج  یيعیيبط  تتوق  يییيوو  لعفنم  وو  تسلدد  یينااویيح  تتوق  ]وو[

  ددلاوف  وو  گنس  ننایيم  ززاا  هکك  شتآآ  ننوچ  ،دیيآآ  دیيدپ  تعاجش  تلیيضف  وودد  ره  نیيززاا

  يییيوق  للدد  ممرج  ننوچ  هکك  دناا ههدداهن  نیينچ  وو  .ددزیيووآآ رردد  وودب  دنیيب  هتخوس  ننوچ  وو  دهجب

  )بب 99(  هچ ره  هکكنانچ  ددوب  ممامت  یيعاجش  ششدنوواادخ  ،ددوب  يییيوق  رگج  ممرج  وو  دشاب

  رگج  ممرج  وو  دشاب  يییيوق  للدد  ممرج  ننوچ  وو  ددوب  ددوجوم  وورردناا  دیياب هب  اارر نناعاجش

  وو  تسس  وو  لهاکك  رخآب  وو  صیيرح  وو  دشاب  ریيلدد  گنج  للوواا  رردد  ششدنوواادخ  ،فیيعض

  ددوب  لهاکك  گنج  للوواا  ششدنوواادخ  ،فیيعض  للدد  ممرج  وو  دشاب  يییيوق  رگج  ممرج  ننوچ

  تعاجش  تتوق  وو  عبط  تترراارح  یيگتسیياب  للاثم  وو  ،صیيرح  وو  ریيلدد  رخآب  وو  تسس  وو

  وو  ،رگج  وو  ههدعم  رردناا  دناا ههدداهن  همضاه  ههوق  یيگتسیياب  للاثم  ننوخ  رگج  وو  للدد  رردناا

  .ددرراادد  ههژم  یيب  وو  ششوخان  ممددرم  رب  شیيع  تتوق  ننآآ  یيفیيعض  هکك  ننانچمه  دناا هتفگ

  هچ  ،ددرراادد  ههژم  یيب  وو  ششوخان   ممددرم  رب  رراگززوورر  تعاجش  تتوق  یيفیيعض  نیينچمه
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  قلفت   ∴   ددرکك یيم  لثمب  تیيب  نیيدب  وو  دیينااددرگ یيم  تشگناا  رردد  يییيرتشگناا  ننآآ  وو  .یينفیي

  وو   ∴   املظاا  وو  ]قحاا <[ قعاا  ااوناکك  مه  وو  انیيلع  ههزعاا  للاجرر  نم  ]انهاه  قلعت +[ اماه
  ززاا  ننایيم  ننآآ  رردناا  .ددوب  ههددرکك  ففلاخ  اارر  وواا  هکك  تسااوخ یيم  اارر  ننومام  یينعم  نیياا

  رردد  وودد  ره  وو  تسجب  شنیيگن  .ددزز  يییيوو  رب  مشخب  يییيرتشگناا  ،دمآآ  شمشخ  یيکكزیينکك

  .دنددرکك  یيهت  ببآآ  ززاا  اارر  ضضوح  وو  دنددرکك  بلط  وو  دنتفرر  وورف  نناسکك  .دندداتفاا  ضضوح

  هکك  دمایين رب  رراگززوورر  سپ  .ددوب  هتسشن  يییيوو  رردد  یيگنس  نیيگن  يییياجب  ،دنتفایي ززاب  ننوچ

  غغاب  ننآآ  رردد  مه  نیيماا  دمحم  وو  تفرر  هچنآآ  تفرر  وو  دمآآ  دداادغبب  نیيسحلاا  نب  رهاط

 .دش  هتشکك

  وو  تساا  کكلم  ننابساپ  ریيشمش  .دیيآآ  بجااوو  ننآآ  ةۀۀةرراب  رردد  هچنآآ  وو  ریيشمش  فصوو  رردد

  ههاگن  وودب  تسایيس  دح  هچ  ،ددوبن  هتسااررآآ  کكلم  وو  نیيدد  ،دشابن  يییيوو  ات  وو  تلم  نیيعم

  هکك  ااریيزز  .ددوب  نهآآ  دناا ههددررووآآ  ننووریيب  نناکك  ززاا  هکك  يییيرهوگ  نیيتسخن  وو  .تشاادد  ننااوت

  نیيتسخن  وو  ددوب  نهآآ  اارر  قلخ  ]رراکك[  رراکك  شیيااررآآ  تسیياب یيم  هکك  یيتلآآ  نیيرت هتسیياب

  تمشح  اب  وو  هتسیياب  اهحلاس  همه  وو  .ددوب  دیيشمج  تخاس  ححلاس  يییيوو  ززاا  هکك  یيسکك

  )آآ 99(  ،هن  رت تمشح  اب  ووززاا  وو  تسیين  ریيشمش  ززاا  رت هتسیياب  زیيچ  چیيه  نکكیيلوو  ،تساا

  نهآآ  یيب  نناهج  هکك  دناا هتفگ  نناگررزب  وو  .ههدنزگ  وو  ععاعش  اب  تساا  شتآآ  دننام  يییيوو  هکك

  حلاصم  دنرگنب  ددرخب  ننوچ  وو  دیيایين  یيلسن  يییيوو  ززاا  رگ ره  هکك  تسنااوج  ددرم  ننوچ

  ات  دشوکكب  نهآب  یيکكیي  .تساا  هتسب  ززاب  ریيشمشب  دیيماا  وو  تساا دیيماا  وو  میيب  رردد  ممددرم

  يییيوو  نناب ههاگن  شمیيب  وو  ددددرگن  كککكلاه  ات  ددزیيرگب  نهآآ  ززاا  یيکكیي  وو  دیيآآ رب  ششدیيماا

 یيم  رپ  هکك  نناشیياا  يییياهجنگ  وو  دتسیياا ززاب  وواا  لعف  وو  نهآب  كککكولم  رس  رب  ججات  وو  ددوش

  ،تساا  ]ههدنس <[ هتسب  ززاب  ممددرمب  اهرهوگ  همه  یيلاعت  ددزیياا  وو  ددوش یيم  رپ  نهآب  ددوش

  ففرشب  نهآآ  هکك  دیيوگ  نیينچ  وو  .تسب  ززاب  وواا  یيناگررزب  یيمددآب  هکك  نهآآ  تعفنم  رگم

  نیياا  هچ  .نناارروناج  رگیيدب  ممددرم  ففرش  هکك  تسنانچ  رگیيدد  يییياهرهوگ  رردد  ددرکك رراکك
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  هیيلع  یيفطصم  وو  ددوب  ههدداتفاا  ابوو  هنیيدمب  ،ددرکك  تسااوخ  ققدنخ  ببرح  وو  ددوب  هنیيدمب

  زیين  وو  .ررانیيدد  رراازه  وودد  ززاا  ننووزفاا  تمیيقب  تشاادد  شیيوخ  اب  یيتوقایي  مملاسلاا  وو  تتولصلاا

  رهب  ززاا  تسوکكیين  للافب  شمان  هکكنآآ  تهج  ززاا  ههززووریيف  نیيگن  وو  .ددرراادد  ززاب  اارر  یيگنشت

  وو  ددرراادد ززاب  اارر  یيگددزز  مشچ  هکك  تسنآآ  يییيوو  تیيصاخ  وو  ششرراادیيدد  یينیيریيش  وو  یيسوورع

  رردناا  وو  تساهتملاع  ببااوخ  ریيبعت  وو  للافلاا  رجزز  رردد  يییيرتشگناا  وو  .ببااوخ  رردد  نندیيسرت

  تیيلاوو  وو  کكلم  رب  ریيبعت  ببااوخ  رردد  اارر  يییيرتشگناا  وو  دناا هتفگ  ننانخس  سکك ره  ننآآ

  نناگررزب  تماارکك  رب  یيهوورگ  وو  تعانص  وو  لمع  اارر  ننامددرم  رگیيدد  وو  اارر  ههاشدداپ  دننکك

  ززاا  شیيپ  رردنکكساا  هکك  دنیيوگ  نیينچ  وو  .دشاب  وورردناا  هچنآآ  زیيچ  تبقاعب  اارر  یيهوورگ  وو

  هکك  دیيدد یيم  ننوگانوگ  يییياهبااوخ  ،تشگب  نناهج  ددرگ  وو  تسشنب  یيهاشدداپ  هب  هکكنآآ

  رردناا  تیياکكح  .دنکك  رهم  اارر  كککكولم  وو  دشاب  اارر  وواا  نناهج  نیياا  هچنآآ  ،ددرب یيم  ههاارر  همهب

  ببااوخ  رردد  ددوب  ننآآ  یيکكیي  )بب 98(  دیيدد  رردنکكساا  هکك  اهبااوخ  ننآآ  ززاا  وو  يییيرتشگناا  یينعم

  اارر  وواا  نکكیيلوو  ،يییيدمآآ رردد  وواا  تشگناب  وو  يییيددوب  يییيرتشگناا  نناهج  نیياا  هکك  دیيدد  ننانچ

  ،ددددرگ  وت  کكلم  همه  نناهج  نیياا  تفگ  ،دیيسرپ  سیيلاطاطسرراا  ززاا  ننوچ  .يییيددوبن  نیيگن

  .وواا  نناطلس  نیيگن  وو  تستیيلاوو  يییيرتشگناا  هچ  .دشابن  يییيررااددرروخ رب  ننآآ  ززاا  اارت  اماا

  هتسشن  يییيززوورر  ددوب  مجع  كککكولم  رخآآ  هکك  ررایيرهش  ددرجددزیي  هکك  دنیيوگ  نیينچ  تیياکكح

  .تشاادد  تشگناا  رردد  ددوب  ههززووریيف  شنیيگن  هکك  يییيرتشگناا  یيکكیي  وو  شیيوخ  يییياارس  غغاب  رردد

  رردد  ریيت  وو  تسکكش  ددرخ  نیيگن  وو  ددزز  وواا  يییيرتشگناا  نیيگن  رب  وو  دمآآ  ددوورف  ااوه  ززاا  يییيریيت

  ،دنددرکك  سسجت  دنچ ره  .دمآآ  اجکك  ززاا  ریيت  ننآآ  هکك  تسناادن  سکك  وو  تسشنب  نیيمزز

  یيتدم  ات  ،تفگ  تسررایين  سکك  .دیيسرپ  ننایياناادد  ززاا  وو  تسشنب  نیيگهوودناا  .دشن  ممولعم

  يییيرتشگناا  یينعم  رردناا  مه  .دش  هتشکك  وواا  وو  تفرر  رردب  وواا  نناادد هناخ  ززاا  کكلم  هکك  دمآآ رب

  ریيماا  هکك  رراگززوورر  ننآآ  ددوب  ههدیيبزز  ززاا  هکك  دیيشرلاا  ننوورراه  رسپ  نیيماا  دمحم  هکك  دنیيوگ

  شنیيگن  هکك  يییيوو  يییيرتشگناا  وو  ددوب  هتسشن  ضضوخ  بل  رب  غغاب  رردد  يییيززوورر  ،ددوب  نیينموملاا

  ههریيغ  وو  یيقبت  هللاا  هکك  ددوب  نیياا  نیيگن  ننآآ  شقن  وو  تشاادد  تشگناا  رردد  ددوب  تتوقایي
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  وواا  رهم  یيب  نیياازخ  وو  دشاب  تمیيزع  یيتسس  وو  يییياارر  یيفیيعض  ززاا  ،دشاب  رهم  یيب

  يییيرتشگناا  ]عیيلع <[ مملاسلاا  هیيلع  ننامیيلس  هکكنآآ  تهج  ززاا  وو  .دشاب  تلفغ  وو  يییيرراکكررااوخ

  هن  ،ددوب  متاخ  رب  هکك  ددوب  اارر  رهم  ننآآ  ففرش  .تفرب  يییيوو  ززاا  کكلم  ،ددرکك  عیياض

  تشگناا  رردد  يییيرتشگناا  ملس  وو  هیيلع  هللاا  تتااولص  یيفطصم  کكنآآ  ببس  وو  اارر  يییيرتشگناا

  وو[  ددوب  ننانچ  وو  يییيددوب  رهمب  يییيدداتسرف  هکك  یيیياج  رب  اهمان  ات  هکك ددوب  ننآآ  ددرکك  تساارر

  زیيوورپ  .ددوب  رهم  یيب  ،دیيسرر  مجع  کكلم  زیيوورپ  هب  وواا  ۀةمان  هکك  للوواا  هکك  ]ددوب  ننانچ

  رس  وو  ددوب  ههلاکك  یيب  رس  ننوچ  رهم  یيب  ۀةمان  تفگ  وو  دنااوخن  اارر  همان  وو  تفرگ  مشخ

  ننوچ  وو  دنااوخ رب  دهااوخ  هکك  ره  ،ددرراادن  رهم  همان  ننوچ  وو  .دیياشن  اارر  نمجناا  ههلاکك  یيب

  رردد  دناا هتفگ  ننایياناادد  وو  )آآ 98(  .دشاب  ههدداتسرف  وودب  هکك  دنااوخ  سکكنآآ  ،ددرراادد  رهم

  رردد  ،دنریيگب  نناشیياا  هچ ره  هچنآآ  ززاا  ،دناا يییيرتشگناا  ننامدداخ  وودد  ره  ملق  وو  غیيت  تکكلمم

  اارر  ددرم  هکك  یيتنیيزز  ره  وو  .دنسرن  وودب  نناشیياا  دهااوخن  وواا  ات  وو  دیيآآ  يییيرتشگناا  مکكح  ریيزز

  دیيابن  تقوو  چیيه  هکك  يییيرتشگناا  تنیيزز  رگم  ،دشابن  یيتقوو  وو  دشاب  یيتقوو  هکك  دیياش  ،ددوب

  یيکكیي  وو  دنریيگب  یيکكیي  وورب  هکك  تستشگناا  ننآآ  تنیيزز  يییيوو  کكنآآ  رهب  ززاا  .دشابن  هکك

  وو  یيعتلخ  ننوچ  تساارر وواا  تنیيزز  نیياا  وو  .لج  وو  زع  يییياادخ  یيگناگیي  رب  تساا  لیيلدد

  یيگررزب  هکك  يییيززررابم  هکك  دشاب  ننانچ  نیياا  وو  للاح  ننآآ  تیيصوصخ  رهب  ززاا  یيتماارکك

  یيتماارکك  وواا  رروخرردد  اارر  وواا  هکك  دهااوخ  گگررزب  ننآآ  وو  دیيامن  هکك  يییيرنهب  ددددرگ  کكیيددزن

  اب  ،دنکك  وواا  ننددرگ  رردد  ررزز  یيقوط  .دشاب  رراادیيدب  ننااررایي  ننایيم  تماارکك  نناادب  هکك  دنکك

  ننایيم  وو  جنرر  رهب  ززاا  ایي  دشاب  ههددومن  هکك  رنه  ننآآ  رهب  ززاا  ،دددنب  وواا  ننایيم  رب  ررزز  رمکك

  نیيگن  وودد  زجب  اارر  نناهاشدداپ  اماا  .ننااوواارف  نیيگن  وو  تساا  ررایيسب  يییيرتشگناا  ععااوناا  وو  .نتسب

 ان  يییياهرهوگ  همه  ههاش  وو  تسباتفآآ  رهوگ  ززاا  هکك  تتوقایي  یيکكیي  .نتشاادد  دشابن  ااوورر

  همه  وو  دنکكن  رراکك  يییيوو  رب  شتآآ  وو  ددرراادد  ععاعش  کكنآآ  يییيوو  رنه  وو  تساا  ههدنززاادگ

  .ددرراادد ززاب  اارر  ابوو  هکك  تسنآآ  وواا  تیيصاخ  وو  اارر  سساملاا  رگم  ددربب  اارر  ]اهگنس[  اهگنس

  هکك  تقوو  ننآآ  رردد  ملس  وو  هیيلع  هللاا  یيلص  یيفطصم  هکك  تسنانچ  ربخ  رردد  وو  ربخ
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  وو  نم  ننایيم  هکك  متشاادنپ  .دمآآ  کكبس  نم  شیيپ  نناهج  وو  تفرب  نم  مشچ  ززاا  ممرش  هکك

  .تشگ  ششوماارف  نم  للدد  رب  نناهج  همه  مغ  وو  تسیين  یيقرف  چیيه  وواا  نناگررزب  وو  ههاشدداپ

  هکك  دندش  قفتم  ننایياناادد  همه  سپ  .ممدش رردد  ششوخ  ببااوخب  ،ممددرروخب  ححدق  ممویيس  وو

  ههویيم  چیيه  رردد  کكنآآ  رهب  ززاا  ،تسیين  بباارش  ززاا  رترراگززاس  وو  رتوکكیين  وو  رتهب  یيتمعن  چیيه

  اارر  ننااریيمش  ههاش  )بب 97(  .تسباارش  رردد  هکك  تسیين  رنه  وو  تیيصاخ  نیياا  یيماعط  وو

  بباارش  رهب  ززاا  ننآآ  ززاا  دعب  وو  ددررووآآ  نیيیيآآ  نندداهن  ممزب  وو  ننددرروخ  بباارش  دش  ممولعم

  رب  دنتشکكب  رروگناا  مخت  وورردد  هکك  غغاب  ننآآ  وو  .دندداهنب  اهااون  وو  اههاارر  وو  دنتخاس  اهددوورر

  وو  .تساا  تتااره  رهش  رردد  رب  وو  دننااوخ یيم  رروغ  غغاب  تتااره  رردد  اارر  غغاب  ننآآ  وو  تساج

  وو  ااوه  وو  ببآآ  بسحب  وو  دنکكاارپب  نناهج  همهب  تتااره  ززاا  رروگناا  للاهن  هکك  دنیيوگ  نیينچ

  رردد  هکك  رروگناا  ننول  کكنانچ  ههددررووآآ  ررایيسب  رگیيدد  یينول  ززاا  یيتیيلاوو  وو  يییيرهش  رهب  نیيمزز

  ننول  دص  ززاا  تتددایيزز  هکك  دنیيوگ  کكنانچ  .دشابن  یيتیيلاوو  وو  يییيرهش  چیيهب  دشاب  تتااره

  همه  رگاا  ،تساا  ررایيسب  بباارش  تلیيضف  وو  دنیيوگ  وو  دنرراادد  ننابزز  رس  رب  ممان  اارر  رروگناا

 .اارر  نناادنمددرخ  ددوب  ههدنسپ  يییيرراادقم  ،ددددرگ  ززاارردد  میيیيوگب

  تخس  یيتنیيزز  يییيرتشگناا  .دنکك  بجااوو  وواا  ةۀۀةرراب  رردد  هچنآآ  وو  يییيرتشگناا  تفص  رردد

  نناگررزب  هکك  ددوب  تیيافکك  وو  تتوورم  ززاا  هن  وو  اارر  نناگررزب  تشگناا  هتسیياب  وو  تسوکكیين

  نیينچ  وو  .ددوب  ههاش  دیيشمج  ددرکك  يییيرتشگناا  هکك  یيسکك  تسخن  وو  .دنرراادن  يییيرتشگناا

  ملع  یيب  ددوب  )؟( يییيززوث  هماج  ننوچ  دشابن  يییيرتشگناا  هکك  نناگررزب  تشگناا  هکك  دناا هتفگ

 یيب  ننایيم  ززاا  رتوکكیين  رمکك  اب  ننایيم  وو  اارر  ننایيم  تسرمکك  ننوچمه  اارر  تشگناا  يییيرتشگناا  وو

  وو  ممامت  تتوورم  رب  یيکكیي  وورب  وو اارر  زیيچ  هسب  نناگررزب  تشگناا  رردد  يییيرتشگناا  وو  .رمکك

  ،دشاب  ممامت  تتوورم  اارکك ره  هکك  تسرردد  تمیيزع  رب  یيکكیي  وو  يییيوق  يییياارر  رب  یيکكیي

  رنه  وو  تملاع  یيب  ،دشاب  يییيوق  يییياارر  اب  ننوچ  وو  ددرراادن  ههرهب  یيب  تنیيزز  ززاا  اارر  شیيوخ

  نناگررزب  ممان  ننوچ  وو  دشابن  رهم  یيب  ،دشاب  تسرردد  تمیيزع  اب  ننوچ  وو  ددوبن  تسوودد
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  وو  دندداهن  یيمخ  غغاب  رردد  اجنآآ  مه  سپ  .دشاب  رهزز  هکك  دیيابن  هکك  دداهن  تسررایين  نناهدد

  .دنتشاادد ززاب  تسدد  اجنآآ  مه  وو  دنددرکك  رپ  اارر  مخ  ننآآ  وو  دنتفرگب  رروگناا  ننآآ  ببآآ

  رردد  ههریيش  ننوچ  .دنتشگ ززاب  وو  )آآ 97(  .نکك  ربخ  وو  ششاب  ططایيتحاا  هکك  ددومرف  اارر  ننابغاب

  رب  گیيدد  ننوچمه  رروگناا  ببآآ  ننآآ  هکك  تفگ  اارر  ههاش  وو  دمآآ  ننابغاب  ،دمآآ  ششوجب  مخ

  يییيززوورر  ننابغاب  .نکك  ربخ  اارر  ام  دمااررایيب  ننوچ  تفگ  .ددززاادناا یيم  ریيت  وو  دشوج یيم  شتآآ

  تتوقایي  ننوچ  وو  ههدش  نشوورر  وو  یيفاص  دیيدد  اارر  ههریيت  رروگناا  ببآآ  ننآآ  ،دش  مخ  رس

  تفص  ددوب  ههدیيدد  کكنانچ  وو  دمآآ  ههاش  شیيپ  للاح  رردد  .ههدش  ههدیيمررآآ  وو  تفات یيم  خخرس

  ات  ددومرف  ههاش  ،دداهن  ههاش  شیيپ  وو  .ددررووایيب  ننآآ  ززاا  ههرمخ  کكیي  ات  ددومرف  ههاش  .ددرکك

  یيفاص  گنرر  رردد  ننانگمه  .ددومن  نناشیيدب  ههربنخ  ننآآ  وو  دندمآآ  رضاح  ننایياناادد  وو  نناگررزب

  اماا  ،تسنیياا  تخرردد  نیيززاا  ههدیياف  وو  ددوصقم  هکك  دنتفگ  ققافتاب  وو  دندنامب  تفگش  وواا

  رب  لتق  هکك  اارر  ههددرکك  ننوخ  يییيددرم  هکك  دندداهن  ننآآ  رب  .رهزز يییياپ  ایي  تسرهزز  هکك  میيناادن

  رراادیيدپ  هچ  ات  دنهدد  وودب  یيتبرش  رروگناا  ببآآ  نیيززاا  وو  دنررایيب  نناادنزز  ززاا  تسبجااوو  يییيوو

  وو  .دندداادد  وودب  ننآآ  ززاا  یيتبرش  وو  دنددررووایيب  نناادنزز  ززاا  اارر  یينوخ  ات  ددومرفب  ههاش  سپ  .دیيآآ

  .مهااوخ  تفگ  .یيهااوخ یيم  رگیيدد  دنتفگ  .ددررووآآ  وورباا  رب  ههرگ  یيکكدناا  .ددرروخب  وواا

  تسدد  وو  نتفوکك  يییياپ  وو  نتفگ  ددوورس  وو  ننددرکك  ببرط  رردد  .دندداادد  وودب  رگیيدد  یيتبرش

  دیيهدب  رگیيدد  تبرش  کكیي  تفگ  وو  دش  کكبس  شمشچ  رردد  ههاشدداپ  ههوکكش  وو  دمآآ  ننددزز

  سپ  .دندداادب  میيس  تبرش  .دنیياازز  اارر  گگرم  ننااددرم  هکك  دیينکكب  نم  اب  دیيهااوخ  هچ ره  وو

  ششوهاب  ننوچ  .دمایين  ددوخ  اب  رگیيدد  يییيززوورر  ات  وو  تفخب  وو  دش  نناارگ  ششرس  ،ددرروخب

  وو  يییيددرروخ  ززوورر يییيدد  هکك  ددوب  هچ  ننآآ  هکك  دیيسرپ  ووززاا  وو  ششدنددرب  ههاش  شیيپ  دمآآ

  .ددوب  ششوخ  اماا  ،ممددرروخ  هچ  هکك  مناادد یيمن  تفگ  .يییيدیيدد یيم  هنوگچ  اارر  نتشیيوخ

  ححدق  نیيتسخن  اماا  .یيمتفایيب  ننآآ  ززاا  رگیيدد  ححدق  هس  ززوورماا  زیيچ  ننآآ  ززاا  یيکكشاکك

  يییيووززررآآ  عبط  ،تفرگ  رراارق  مماا ههدعم  رردد  ننوچ  .ددوب  ههژم  خلت  هکك  ممددرروخ  يییيررااوشدب

  دمآآ  نم  للدد  رردد  يییيررووزز  وو  یيبرط  وو  یيطاشن  ،ممددرروخب  ححدق  مموودد  ننوچ  .ددرکك  يییيرگیيدد
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  دیينیيب یيم  يییيزیيچ  .تساا ههددررووآآ  تتافاکكمب  اارر  اهناادد  نیياا  يییيامه  دنتفگ  .ددومن  نناشیيدب  اهناادد

  یيکكیينب  اارر  اهناادد  نیياا  غغرم  نیياا  دنتفگ  همه  .ددرکك  دیياب  هچ  اهناادد  نیياا  اب  اارر  ام  ،نیيرردناا

 ههدیيدن  اارر  اهناادد  نیياا  زگره  ام  دنچ ره  .ددوب  دنااوت  ةۀۀةدیياف  نیيرردد  للاح  همهب  .تساا ههددررووآآ

  سپ  .رگیيدد  يییياهمخت  رردد  کكنانچ  ،ددوب  رب رردد  مخت  نیياا  ةۀۀةدیياف  هکك  دنکك  بجااوو  ،میياا

  للاس  رخآآ  ات  تشاادد  ههاگن  کكیين  وو  تشکك  دیيابب  اارر  اهمخت  نیياا  هکك  دندش  قفتم  ننآآرب

  هشوگ  رردد  تفگ  ،دداادد  شیيوخ  ننابغابب  اارر  اهمخت  ننااریيمش  ههاش  سپ  .دیيآآ  دیيدپ  هچ

  مکكحم  نیيچرپ  رکك  ززاا  وواا  ددرگااددرگ  وو  رراکكب  اارر  مخت  هناادد  هس  نیياا  نم  غغاب  رردد  وسکكیيب

 یيم  وواا  للااوحاا  تقوو  رهب  وو  ششرراادد  ههاگن  نناغرم  ززاا  وو  ددوبن  ههاارر  وودب  يییيرروتس  ات  نکكب

  نیيززاا  یيخاش  ،دمآآ رب  دنچ  کكیي  .ددوب  ههام  ززووررون  للاس  وو  ددرکك  ننانچ  ننابغاب  سپ  .يییيامن

  ننآآ  رس  رب  ننایياناادد  وو  نناگررزب  اب  ههاشدداپ  .ددرکك  ربخ  اارر  ههاشدداپ  ننابغاب  .تسج رب  اهمخت

  یيتدم  ننوچ  .دنتشگ  ززاب  .میياا ههدیيدن  گگرب  وو  للاهن  نیينچ  ام  دنتفگ  همه  .دندش  للاهن

  سسرروواگ  للاثمب  هشوخ  هشوخ  وو  تشگ  نهپ  ششاهگرب  وو  دش  ررایيسب  ششاهخاش  ،دمآآ رب

  ههرراب رگیيدد  ههاش  .دشابن  رگیيدد  وو  ددوبن  رتمرخ  ووززاا  یيتخرردد  چیيه  غغاب  رردد  وو  هتخیيووآآ  ووززاا

  وو  ننااوواارف  گگرب  وو  ههدش  تخرردد  دیيدد  اارر  للاهن  ،دش  تخرردد  رراادیيدب  مهب  ننایياناادد  اب

  اارر  نناتخرردد  همه  ات  ددرکك  دیياب  ربص  دنتفگ  ،دندنامب  تفگش  .هتخیيووآآ رردد  ووززاا  اهشوخ

  وو  دش  گگررزب  اهشوخ  ننوچ  .ددوب  هنوگچ  تخرردد  نیياا  رب  هکك  میينیيب هب  ات  دش  رراارق  رب

  ننوچ  اهویيم  وو  دمآآ رردد  فیيرخ  ات  دنددرکكن  وودب  تسدد  مه  ،دیيسرر  للامکكب  ههرروغ  يییياهناادد

  ننوچ  دیيدد  اارر  رروگناا  تخرردد  ،دمآآ  غغابب  ننااریيمش  ههاش  .دیيسرب  ولاتفش  وو  ددوورماا  وو  بیيس

 یيمه  هبش  ننوچ  وو  ههدمآآ  یيهایيسب  يییيزبس  ززاا  وو  ههدش  گگررزب  هشوخ  ره  هتسااررآآ  سسوورع

  نیياا  ههویيم  هکك  دندش  قفتم  ننایياناادد  همه  .تخیيرر یيمه  ووززاا  هناادد  کكیي  کكیي  وو  تفات

  هشوخ  ززاا  هناادد  هکك  تسنآآ  لیيلدد  وو  تساا ههدیيسرر  للامکكب  یيکكتخپ  رردد  وو  تسنیياا  تخرردد

  ببآآ  ،تسبآآ  نیيرردد  ههدیياف  هکك  تسنآآ  هشیيدناا  .تسبآآ  رب  وو  تساا ههددرکك  نتخیيرر  ززاغآآ

  رردد  ننآآ  ۀةناادد  سکك  چیيه  وو  .دیيآآ  دیيدپ  هچ  ات  ددرکك  یيمخ  رردد  وو  تفرگ  دیيابب  نیياا
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  هکك  تساا هتشون  خیيررااوت  رردد  بباارش  نندمآآ  دیيدپ  یينعم  رردد  تیياکكح  .دناا هتخاس  هنوگچ

  وو  ررایيسب  هتسااوخ  وو  جنگ  اب  ،ااوورر ننامرف  وو  رراکكماکك  تساا ههددوب  یيهاشدداپ  تتااره  رهش  رردد

  تخس  ،ددوب  دیيشمج  نناادنوواشیيوخ  ززاا  وو  ددوب  وواا  ننامرف  رردد  نناساارخ  همه  وو  رراارج  رکكشل

  وو  تساا  ههاارهب  هکك  ننااریيمش  ]ززاا <[ ززدد  نیياا  وو  ددوب  ننااریيمش  وواا  ممان  وو  ،رف  اب  وو  يییياارر  اب

  مماادداب  وواا  ممان  ددوب  يییيرسپ  اارر  وواا  وو  .ددرکك  تتررامع  وواا  وو  تسیياج رب  وو  ننااددابآآ  ززونه

  رگم  .ددوبن  وواا  ننوچ  يییيززاادناا ریيت  رراگززوورر  ننآآ  رردد  ،ههددوب  ررووزز  اب  وو  هنااددرم  وو  ریيلدد  ،تخب

  تخب  مماادداب  ششرسپ  وو  وواا  شیيپ  نناگررزب  وو  ددوب  هتسشن  رظنم  رب  ننااریيمش  ههاش  يییيززوورر

  رباارب  وو  تشاادیيم  گناب  وو  دمایيب  یيیيامه  اارر  اضق  ،ههدداتسیياا  تخت  نناارکك  رب  وواا  شیيپ

  يییيامه  ننددرگ  رردد  دیيدد  يییيررام  ،ددرکك  ههاگن  ننااریيمش  ههاش  .تسشنب  رترروودد  ههرراپ  تخت

  ننااریيمش  ههاش  .ددزگب  اارر  يییيامه  هکك  ددرکكیيم  ننآآ  گنهآآ  وو  هتخیيووآآ  رردد  ششرس وو  ههدیيچیيپ

  دداادد  ام  ززاا  وو  تساا  ههدمآآ  رراهنزب  اهددژژاا  نیياا  تسدد  ززاا  يییيامه  نیياا  ننااددرم  ریيش  يییياا  تفگ

  ببااوصب  يییيریيت  وو  دناهرب  اهددژژاا  تسدد  ززاا  يییيامه  نیياا  هکك  امش  ززاا  تسیيکك  .دهااوخ یيم

  نیياا  تفگ  تخب  مماادداب  .دسرن  يییيدنزگ  يییيامهب  وو  ددوش  كککكلاه  اهددژژاا  هکكنانچ  ددززاادنیيب

  وو  دداهن  ننامکك  رردد  يییيریيت  .دیيآآ رب  ههدنب  تسدب  رراکك  نیياا  هکك  هللاا  اشناا  .تسنم  رراکك

  وو  دیيسرن  يییيدنزگ  يییيامهب  وو  تخوودب  نیيمزز  رردد  اهددژژاا  رس  کكنانچ  تخاادنیيب  تصرفب

  نیيمه  للاس  رگیيدد  اارر  اضق  .تفرب  وو  دیيرپ  اجنآآ  همه  یينامزز  وو  تفایي  صصلاخ  يییيامه

  دیيرپ یيمه  نناشیياا  رس  رب  وو  دمایيب  يییيامه  ننآآ  .ددوب  هتسشن  رظنم  رب  ننااریيمش  ههاش  ززوورر

  رب  رراقنم  ززاا  يییيزیيچ  وو  دنددوب  ههددزز  ریيتب  اارر  ررام  هکك  اجنآآ  مه  دمآآ  نیيمزب  سپ  وو  یينامزز

  سپ  ،دیيدد یيمه  ننآآ  ننااریيمش  ههاش  .تفرب  وو  دیيرپ هب  وو  ددزب  دنچ  یيگناب  وو  دداهن  نیيمزز

  للاسماا  .میيدیيناهرب  ررام  ننآآ  ززاا  اارر  وواا  ام  للاسرراپ  هکك  تساا  يییيامه  ننآآ  هکك  يییيرراادنپ  تفگ

  دنتفرب  .دیيررایيب  دیيبایيب  هچنآآ  وو  دیيرگنب  وو  دیيوورب  .تساا ههددررووآآ  يییيزیيچ  ننآآ  تتافاکكمب

  ههاش  .دنددررووآآ  ننااریيمش  ههاش  شیيپ  وو  دنتشاادد رب  ،دندیيدد  ههدداهن  اجنآآ  هس  وودد  یيگلمجب

  ننآآ  وو  دنااوخب  اارر  نناگررزب  وو  ننایياناادد  .دیيدد  تخس  مخت  هناادد  هس  )بب 96(  ،ددرکك  ههاگن
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  .ددرراادد  ننایيزز  اارر  رراازن  وو  کكشخ  وو رغلا  یينامددرم  شترضم  .دشاب  جنرب  رس  رراخب  ززاا  هکك

  يییياهماعط  وو  للوغبساا  وو  زکكس  وو  دنرروخ  بباکكشکك  وو  دنزیيمایيب  ببآآ  اب  شترضم  عفدد

  اارر  مکكش  وو  ههدعم  ففرص  بباارش  تعفنم  .ددرراادن  ننایيزز  ات  ،دنرروخ  رت  يییياهویيم  وو  ددرس

  اارر  مشچ  ددرردد  وو  رس  ددرردد  شترضم  .تس رت ههدنررااوگ  وو  رت نکكش  دداب  وو  ددوب  قفااوم

  ننددرکك  ججووزمم  شنددرکك  تترضم  عفدد  .ددوشب  رس  رب  ررایيسب  بباارش  نیياا  رراکك  وو  تسدب

  هکك  اارر  یيسکك  ققوورم  وو  ججووزمم  بباارش  تعفنم  .دیيآآ  قفااوم  اارر  نت  هکك  رراادقم  ننآآ

  اارر  ججاازم  ممرگ  ننامددرم  وو  ددوب  کكیين  ،دنشاب  جنرب  رس  ددرردد  ززاا  ایي  ددریيگ  تخس  ررامخ

  .دنکك  ددرس  اارر  رگج  وو  ههدعم  وو  ددررآآ  اهدنب  ددرردد  وو  ددزیيگناا  مکكش  دداب  شترضم  .دیياش

  کكشخ  ةۀۀةویيم  لقنب  وو  دنرروخ  ررایيسب  لبااوت  اب  هیيلق  وو  هبآآ تشوگ  اب  شترضم  عفدد

  ،دنرراادد  ممرگ  رگج  وو  ههدعم  هکك  یينامددرم  دشاب  ههژم  ششرت  هکك  یيباارش  تعفنم  .دننکك

  اب  شترضم  » عفدد «  .دنکك  تسس  اارر  اهیيپ  وو  ددرب  تعماجم  يییيووززررآآ  شترضم  .دیياش

  ههددرروورپ  بباتفآآ  بباارش  تعفنم  .ددرراادن  ننایيزز  ات  اهااولح  وو  دنرروخ  ببرچ  يییياهاب  دیيپس

  نفع  يییياهبت  وو  دنکك  نفع  يییيددووزب  اارر  ننوخ  شترضم  .ددوب  رتررااوگ ددووزز  وو  رت فیيطل

  وو  دننکك  رراناا  وو  سسابیيرر  لقن  وو  دنرروخ  ابرران  وو  ابقامس  وو  اهابکكس  اب  شترضم  عفدد  .ددررآآ

  ووززاا  هچنآآ  يییيزیيوم  بباارش  تعفنم  .ددرراادن  ننایيزز  ات  دنرروخ  نیيبگنکكس  ننآآ  سپ  ززاا

  قفااوم  اارنااززوورحم  وو  ددرراادد  یيکكشخب  لیيم  ،دشاب  ججووزمم  بباارش  دننام  ،دشاب  یيفاص

  ااددوس  وو  ددوب  ررااوگ  دب  وو  دشاب  ههایيس  بباارش  دننام  ،ددوب  ههریيت  هچنآآ  شترضم  .تساا

  )؟( يییيرروورپ  نیيبگنکكسب  شترضم  عفدد  .دددنب هب  رگج  ههاارر  وو  ددززاادناا  مکكش  دداب  وو  ددزیيگناا

  دنکك  هبرف  اارر  نت  امرخ  بباارش  تعفنم  .گنرردداب  ررایيخ  وو ررایيخ  مخت  وو  یينساکك  ببآآ  وو

  وو  تسررااوگ  دب  وو  ظیيلغ  »شترضم«  .دشاب  ون  هکك  هصاخ  دیياازز  ررایيسب  ننوخ  وو  )آآ 96(

  رراناا  بباارش  وو  نیيبگنکكس  اارر  شترضم  عفدد  .ددزیيگناا  یيیيااددوس  ننوخ  وو  دددنب هب  رگج  ههاارر

  رراادقم  نیياا  بباب  نیيرردد  وو  .ددرراادن  ننایيزز  ات  ددرراادد  رراکكب  دناارب  اارر  ااددوس  هکك  اهوورراادد  وو

  بباارش  وو  دمآآ  اادیيپ  اجکك  ززاا  نناهج  رردد  رروگناا  هکك  میينکك  اادیيپ  ننونکكاا  .دشاب  تیيافکك
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  ننونکكاا  .تساا  ررایيسب  بباارش  تلیيضف  وو  .دیياش  اارر  وواا  ننددرروخ  بباارش  ،دیيسرر  هجرردد

  يییيززاارر  يییيایيرکكزز  دمحم  رراتفگ  ززاا  میينکك  ددایي  اهباارش  تترضم   عفدد  وو  تعفنم  رردد  یيلصف

  اارر  مماعط  ههدننکك  تسم  بباارش  تفص  .گگررزب  يییيابطاا  وو  میيکكح  سسونیيلاج  رراتفگ  ززاا  وو

  وو  دنااددرگ  كککكاپ  وو  دنکك  يییيوق  اارر  نت  وو  دیياازفیيب  اارر  يییيزیيرغ  تترراارح  وو  دنکك  مضه

  تترضم  عفدد  .دنشاب  ججاازم  ممرگ  تخس  هکك  اارر  نناکكددوکك  دیياشن  شترضم  .رراخب  وو  ققرع

  دننکك  ججووزمم  ببلاگ  وو  ببآب  ،ننآآ  ننددرروخب  اارر  ججاازم  ممرگ  ممددرم  دیيآآ  تجاح  رگاا  ننآآ

  ججاازم  ممرگ  ننامددرم  وو  دهدد  رتمکك  ااذغ  کكنت  وو  دیيفس  بباارش  تفص  .ددرراادن  ننایيزز  ات

  ننآآ  ززاا  اارر  ددرس  ةۀۀةدعم  نناادنوواادخ  شترضم .كککكدناا  كککكدناا  للوبب  دناارب  اارفص  وو  دیياشب  اارر

  ههابط  وو  لبااوت  ایي  يییياهءاب دیيفس  اب  شترضم  عفدد  .ددررآآ  لصافم  ددرردد  وو  ددریيگ  دداب  مکكش

  ننوچ  کكنت  هن  وو  ددوب  ههریيت  هنوگ  لعل  بباارش  تعفنم  .ددرراادن  ننایيزز  ات  دنرروخ  کكشخ

  ننامددرم  شترضم  .دیياشب  اارر  ججاازم  للدتعم  ننامددرم  .تساهباارش  نیيرت قفااوم  دیيآآ  وکكیين

  یينااددرران  لقن  وو  ببلاگ  وو  ببآب  دننکك  ججووزمم  شترضم  عفدد  .ددرراادد  ننایيزز  اارر  ججاازم  ممرگ

  ددرردد  وو  ددربب  اارر  مغلب  وو  دنکكشب  دداب  ههریيت  وو  خلت  بباارش  تعفنم  .ددرراادن  ننایيزز  ،دننکك

  ددرردد  ززاا  اارر  ججاازم  ممرگ  ننامددرم  نیيرت ممرگ  شترضم  .ددرراادد  ددوس  اارر  ههدعم  ددرردد  وو  مکكش

  اب  وو  دننکك  ججووزمم  ببآب  شترضم  عفدد  .دشاب  مهب  اارر  رگج  یيمرگ  وو  بت  وو  رس

  يییيوق  اارر  ههدعم  وو  للدد  یيناحیيرر  بباارش  تعفنم  .ددرراادن  ننایيزز  ات  دنرروخ  ششرت  يییياهماعط

  شترضم  )بب 95(  .ددرراادد  ددوس  ددوب  هتسااوخ  يییيررامیيب  ززاا  هکك  اهبت  وو  دنکكشب  اهدداب  وو  دنکك

  وو  ببلاگ  وو  رروفاکكب  شترضم  عفدد  وو  .ددوورر  رس  رب  ددووزز  وو  ددررآآ  رس  ددرردد  وو  مشچ  ددرردد

  نت  رردد  ننوخ  ون  بباارش  تعفنم  .ننددرکك  لقنب  ششرت  يییياهویيم  وو  زبس  دیيب  دنچ  وو  هشفنب

  هکك  اارر  یينامددرم  دیياشن  شترضم  .ددوش  رس  رب  ووززاا  رت  رراخب  وو  دنکك  رپ  اهگرر  وو  دیياازفیيب

  شترضم  عفدد  .دنرراادد  طلخ  ] رب <[  رپ اهندب  وو  ددرراادد  هبلغ  نناشیياا  رب  دداب  وو  دنرراادد  يییيرت

  تعفنم  .دننکك  کكشخ  ههویيم  لقنب  ممامت ططاارفاا  اب  دنرروخ  کكشخ  يییياهماعط  وو  اهیيلق  اب

  اارنآآ  وو  دیياشب  اارر  ممرگ  هیيلکك  وو  ههدعم  وو  ددوب  کكیين  اارر  مغلب  وو  دداب  دنوواادخ  نهکك  بباارش
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  هنوگ  وو  ددررااوگب  اارر  ظیيلغ  يییياهماعط  وو  دنکك  هبرف  اارر  نت  وو  دنااددرگ  ممرخ  اارر  للدد  وو

  دنکك  زیيت  اارر  رطاخ  وو  مهف  وو  دنکك  نشوورر  وو  ههززات  اارر  نت  تسوپ  وو  دنااددرگ  خخرس  يییيوورر

  رتمکك  يییيررامیيب  اارر  بباارش  ننددرروخ  وو  .دنکك  ریيلدد  اارر  للدد دب وو  دنااددرگ  یيخس  اارر  لیيخب  وو

  وو  ججزل  يییياهطلخ  ززاا  يییيررامیيب  وو  بت  کكنآآ  تهج  ززاا  دشاب  تسرردد  نت  بلغاا  وو  دتفاا

  للاهساا  ههاگ  وو  دتفاا  یيق  ههاگ  اارر  ههررااوخ  بباارش  کكنآآ  تهج  ززاا  ،دنکك  دلوت  دساف

  اارر  بباارش  یيهوورگ  نناگررزب  وو  نناکكریيزز  وو  .دیيآآ  ددرگ  ههدعم  رردد  طلخ  هکك  ددررااذگب

  یيهوورگ  وو  شناادد  ففاارص  یيهوورگ  وو  لقع  دقان  یيهوورگ  وو  دناا ههدنااوخ  ددرم  کكحم

  دب  وو  کكیين  ززاا  تسوواا  دداهن  رردد  هچنآآ  ،ددرروخب  ببان  بباارش  ححدق  جنپ  هکك ره  .رنه  ررایيعم

  رردد  اارر  تسوودد  وو  دنااددرگ  انشاا  اارر  هناگیيب  وو  دنکك  دیيدپ  شیيوخ  رهوگ  وو  دیيآآ  زیين  ووززاا

  وو  ددررآآ  ددرگ  مهب  اارر  نناتسوودد  هکك  تساا  رنه  نیيمه  اارر  بباارش  رگاا  .دیياازفیيب  یيتسوودد

  رردد  هکك  اهیينددرروخ  همه  ززاا  .تساا  بباارش  رردد  هکك  یيفیيطل  ززاا  تساا  ممامت  ،دهدد  تسنااوم

  رگاا  وو  ددرروخ  ننااوت  يییيریيس  رردد  کكنآآ  ززاا  شیيب  ششرت  وو  نیيریيش  وو  ببرچ  ززاا  تسناهج

  تساهااذغ  همه  ههاش  يییيوو  وو  .ددددرگ  رروفن  ووززاا  عبط  وو  ددزیيخ  لللامب  ددوش  ههددرروخ  رتشیيب

  يییيرروخ  شیيب  دنچ ره  اارر  بباارش  وو  تساا  ههدنززاادگ  ءاهرهرگ  همه  ههاش  ررزز  کكنانچ

  ررایيسب  تمعن  تشهب  رردد  وو  .ددریيگن  تترفن  عبط  وو  دنددرگن  ریيس  ووززاا  ممددرم  وو  دیياب  شیيب

  صصوصخم  ددوخب  ،يییيددوبن  تشهب  يییياهماعط  نیيرتهب  )آآ 95(  بباارش  رگاا  وو  تساا

  مکكحم  رردد  کكنانچ  تسوواا  تتدداارراا  وو  ریيدقتب  یيناهج  وودد  يییياهتمعن  دنچ ره  .يییيددرکكن

 یيم  رگیيدد  يییياج  وو  ًاارروهط  ًاباارش  مهبرر  مهیيقس  وو  هکك  تساا ههددرکك  ددایي  شیيوخ  بباتکك

  تساا  ررایيسب  تعفنم  اارر  ننامددرم  .امهعفن  نم  ربکكاا  امهمثاا  وو  سسانلل  عفانم  وو  دیيوگ

  ةۀۀةژم  هکك  ددرروخ  ننانچ  هکك  دیياب  دنمددرخ  وو  تسوواا  عفن  ززاا  رتشیيب  وواا  ةۀۀةزب  نکكیيل  وو  وورردناا

  ننددرکك  تضایيرب  هکك  دشاب  ننانچ  نیياا  وو  ددددرگن  للابوو  وورب  ات  دشاب  وواا  ههزب  ززاا  رتشیيب  وواا

  وو  يییيدب  چیيه  رخآب  ات  ننددرروخ  بباارش  للوواا  ززاا  هکك  دناسرر  یيیياجب  اارر  ددوخ  سفن

  نیيدب  ننوچ  .یيشوخ  وو  یيیيوکكیين  هب  لااا  ررااددرکك  وو  رراتفگب  دیيایين  ددوجوو  رردد  ووززاا  يییيررااومهان
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  شیيوخ  تشکك  رردد  بساا  نیياا  دیيوگ یيم  وو  ههددررووآآ  هنهرب  یيبساا  وو  تساا ههدمآآ  ههاگرردب

  ایي  تساا  ههددوب  وج  تشکك  هکك  دیيسرپ  سسوباق  .تساا ههددرروخب  نم  تشکك  وو  مماا ههددرکكن

  هکكناادنچ  وو  دنددرکك  رضاح  اارر  بساا  دنوواادخ  ات  ددومرفب  .تساا ههددوب  وج  تفگ  .ممدنگ

  وو  دندداادد  تشکك  دنوواادخب  وو  دندتس  يییيوو  ززاا  یيگدیيسرر  تقوب  ددوب  ددرم  ننآآ  وج  تمیيق

  وکكیين  نناشیياا  وج  هکك  دنهااوخ  ننوچ  نناناقهدد  هکك  دنیيوگب  اارر  نیيمزز  نناادنوواادخ  تفگ

  وو  دیيآآ  وکكیين  نناشیياا  وج  مه  وو  دنوش  هبرف  ننابساا  همه  ات  ،دنرروخب  ات  دنهدد  ننابساب  دیيآآ

  دنرراادد  ههاگن  شیيوخ  بساا  ننابساا  نناادنوواادخ  ات  میيددومرف  بیيددات  رهب  ززاا  ننااووات  نیياا  ام

  دنناادن  وو  دنرراادد  ررااوخ  اارر  وج  هکك  اارر  یيناسکك  ددوب  يییيدنپ  زیين  وو  .ننامددرم  رراازز تشکك  ززاا

  ددوب  تسرردد  نناشیيدب  کكلم  وو  نیيدد  هکك  ننایياسرراپ  هشوت  وو  تساا  ربماغیيپ  هشوت  وج  هکك

  وج  تلیيضف  رردد  مه  تیياکكح  .ددوب  يییياپ رب  نناشیيدب  کكلم  وو  نیيدد  هکك  نناارروتس  مضق  وو

  ببس  دمآآ  نیيمزب  وو  دداتفاا  ننووریيب  تشهب  ززاا  مملاسلاا  هیيلع  ممددآآ  ننوچ  هکك  دنیيوگ  نیينچ

  ممدنگ  دنچ ره  وو  دیينااددرگ  وواا  يییيااذغ  اارر  ممدنگ  مه  )بب 94(  یيلاعت  ددزیياا  ،ننددرروخ  ممدنگ

  وورب  .دیيلانب  یيلاعت  ددزیياا  رب  .ددوب یيم  تتددایيزز  شیياهتشاا  وو  دش یيمن  ریيس  ددرروخ یيمه

 ههدعم  شتآآ  وو  دش  ریيس  ددرروخب  وو  ددرکك  ننان  ننآآ  ززاا  ات  دداتسرفب  وج  وو  ددرکك  تمحرر

  وو  يییيدداش  ،يییيدداتفاا  وج  رب  شمشچ  هکك  ههاگ ره  وو  تفرگ  للافب  اارر  وج  .دیيمااررایيب  ششاا

  دنتشاادد یيم  رراکكب  مجع  كککكولم  نیيیيآآ  نیياا  ززاب  ههاگ  ننآآ  ززاا  .يییيدمآآ رردد  وواا  للدب  یيمرخ

  هکك  یيکكررابم  وو  تعفنم  رهب  ززاا  يییيدنتسااوخ  شیيپ  هتسرر  وج  ززووررون  ززوورر  للاس  ره  هکك

 .دشاب  وورردد

  سسونیيلاج  ننوچ  بط  ننایياناادد  دیيآآ  بجااوو  وواا  ةۀۀةرراب  رردد  هچنآآ  وو  : بباارش  ننددرکك  ددایي

  ععوشیيتخب  وو  ایيرکكزز  دمحم  وو  انیيس  یيلع  وب  وو  ]ظظاارقس +[ ططاارقس  وو  ]ظظاارقب +[ ططاارقب  وو

  رت عفان  یيمددآآ  نت  رردد  زیيچ  چیيه  هکك  دناا هتفگ  نیينچ  هفیياط  نیياا  دننام  وو  ههرق  تباث  وو

  ددربب  اارر  مغ  هکك  تسنآآ  ننآآ  تیيصاخ  وو  .خلت  يییيرروگناا  بباارش  هصاخ  تسیين  بباارش  ززاا
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  ههام  ففوسخ  هکك  یيبش  رگاا  هکك  نیينچ  وو  .ددوش  کكیين  ،دنرراادد رب  نتشیيوخب  وو  دنریيگ

  وو  دنزپ  هب  اارر  وج  ننآآ  وو  دنرراکكب  وج  بش  ننآآ  وو  ددوب  وج  نتساکك  تقوو  وو  دشاب

  وو  ززووررون  ههام  رردناا  ددوب  ررونلاا  دیياازز  ههام  ننوچ  وو  .ددوش  رتهب  ،ددرروخب  ات  دنهدد  اارر  هنااویيدد

  وو  .ددوش  هبرف  دنرروخب  وج  ننآآ  ززاا  هکك  رغلا  یيبساا  ره  ،دنرراکكب  وج  ،ددوب  نناارگن  ههرهزب

  وو  ددوب  تساارر  ننوچ  .دنریيگ  ههززاادناا  وج  ززاا  مه  نناناقهدد  للاس  يییيدب  وو  للاس  یيکكیين

  گناب  وو  دنکك  ززااوورپ  وج  ریيزز  كککكوواکكچ  ننوچ  وو  للاس  یيخاارف  رب  ددوب  لیيلدد  ،ررااومه

  لیيلدد  ،دنکك  ررایيسب  ممااررآآ  وج  دیيوخ  هنایيمب  هنامس  ننوچ  وو  دشاب  للاس  یيخاارف  لیيلدد  ،دنکك

  وج  یينعم  رردد  هکك  مملاسلاا  وو  تتولصلاا  هیيلع  یيفطصم  ززاا  تسربخ  وو  ربخ  .ددوب  یيخاارف

  زبخ  وو  يییيزبخ  اهناف  اهب  عبش  وو  اهب  عنق  نمل  ریيعشلاا  ننافغرر  ننافغرلاا  معن  .تساا هتفگ

  )آآ 94(  هکك  اارر  سکكنآآ  تسوج  يییياهددرگ  هکك  اهددرگ  اکكیين   تفگ  .ایيبنلااا  نم  يییيریيغ

  ره  .رگیيدد  ننااربمغیيپ  ننان  وو  تسنم  ننان  يییيوو  هچ  ،ددددرگ  ریيس  يییيوو  ززاا  وو  تسدنسرخ  وودب

  رگیيدد  ببوبح  چیيه  وو  دنهدد  ربخ  دب  وو  کكیين  ززاا  وو  دنریيگ  للاف  نناادب  وو  دننزز  وج  ننامزز

  وو  ههام  تساکكب  دننکك  ننوسفاا  نناادب  خخژژآآ  ننوسفاا  دنوواادخ وو  .تسیين  تیيصاخ  نیياا  اارر

  رت  اارر  وج  كککكاپ  ببآآ  ززاا  نیيددرروورف  ههامب  ننانزز  یيهوورگ  وو  .ددزیيرر  وورف  وو  دنشوپب  خخژژآآ

  اارر  نناارتخدد  يییيوم  وج  ننآآ  ببآآ  ززاا  ،دسرب  وج  ننآآ  ننوچ  .دنرراکكب  نناارتخدد  ممانب  وو  دننکك

  هکك  ممدیينش  یينعم  نیيرردد  مه  تیياکكح  .اادخ  تترردقب  ددددرگ  ززاارردد  نناشاهوسیيگ  ،دنیيوشب

  ببآآ  اارر  ررااززدیيوخ  ننآآ  وو  تشذگب  يییيررااززدیيوخ  یيکكیيب  للدداع  ننااووریيشون  رسپ  ههاش  زمره

  نیيددرروورف  ههام  وو  تفرگ یيم  اارر  ههاارر  وو  دمآآ  ننووریيب  ررااززدیيوخ  ننآآ  ززاا  ببآآ  وو  دندداادد یيم

  ممدیينش  ممرردپ  ززاا  تفگ  وو  ددرروخب  وو  دنددرکك  رپ  هبرشم  کكیي  ببآآ  ننآآ  ززاا  ات  ددومرفب  .ددوب

  ننووریيب  يییيوو  ززاا  هکك  یيبآآ  وو  هتسجخ  نندیيدب  ششدیيوخ  وو  تسکكررابم  ۀةناادد  وج  تفگ  هکك

  نمیياا  وو  ددرراادد رب  ههدعم  یيکكشخ  وو  ددرب  اارر  یيگدنام  ددرروخب  ببآآ  ننآآ  ززاا  هکك  ره  ،دیيآآ

  مه  تیياکكح  .ششددوبن  یيگنشت  وو  يییيررامیيب  وو  جنرر  ززاا  ،دسرب  وج  هکك  للاس  رگیيدد  ات  ددوب

  يییيددرم  هکك  دنددرکك  ههاگآآ  ریيگمشوو  نب  سسوباق  یيلاعملاا  سمشب  يییيززوورر  یينعم  نیيرردد
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  ره  نیياا  ننامددرم  ننایياادخ  يییيدنتفگ  وو  يییيدنتخیيووآآ رردد  وواا  ةۀۀةررااوهگ  ززاا  میيس  یيتسرردد  وو  ررزز

  بلغاا  وو  کكیين  للاف  تهج  ززاا  دداب  وودد  ره  نیياا  اب  یيتیيگ  نیيرردد  میيس  وو  ررزز  یينعاا  دنااوودد

 .يییيدمآآ  ننانچمه

  وکكیين  تخس  للافب  للاح  همهب  اارر  هتسرر  ون  وج  مجع  كککكولم  : وج  ننددرکك  ددایي

  ببوبح  همه  ززاا  وو  .تساا  ررایيسب  عفانم  يییيوو  رردد  کكنآآ  هلمجب  رراگززوورر  همهب  يییيدنتشاادد

  وو  )بب 93(  دیيآآ  دیيدپ  وو  دسرب  رتددووزز  همه  ززاا  وو  دشاب  وج  دیياش  اارر  ااذغ  هتسویيپ  هکك

  رهب  وو  .ددوش  ررابناا  وو  ررابناب  ]وو[  دسرر  رردد  ززوورر  لهچب  هکك  دننزز  لثم  وودب  وو  تساا  ممرخ

  مه  وو  دیياش  اارر  وورراادد  للوواا  رردد  مه  هکك  تساا  وج  وو  دیيلاابب  وو  دیيوورب  يییيززاادناا  هکك  يییياج

  ززاا  هکك  دناا هتفگ  وو  دناا ههددرکك  ررایيتخاا  وج  اارر  ددوخ  يییيااذغ  دداهزز  وو  امکكح  .اارر  ااذغ

  وو  دناا تجاح  بیيبطب  وو  غغاارفتساب  هکك  دیياازن  دساف  ننوخ  وو  فیيثکك  ننوخ  وج  ننددرروخ

  ءآم  اارر  وج  ققاارع  ءآبطاا  وو  ددوب  نمیياا  یيیيااددوس  وو  يییيوواارفص وو  يییيومدد  يییيررامیيب  ززاا  زیين

  ددوس  اارر  ففوورعم  يییيررامیيب  هنوگ  دناا  وو  تسیيب  هکك  تسنآآ  وواا  وو  دناا ههدنااوخ  كککكررابملاا

  وو  اارر  هقرحم  بت  وو  اارر  هقبطم  بت  وو  اارر  تیيحلاا  تتااذذ  وو  اارر  هفرس  هنوگ  نیيدب  ،ددرراادد

  وو  اارر  ممرگ  نناقفخ  وو  اارر  رگج  شپت  وو  ققدد  وو  لس  وو  ممرگ  مماسرس  اارر  )؟( ببات  هفرس

  ززاا  هکك  اارر  سسرقن  یيلط  وو  هنیيس  یيلط  وو  اارر  ههدعم  ]رروش <[ )؟( ررونت  وو  اارر  ههددرگ  شپت

  اارر  يییيووااددوس  يییيااوق  ممدنگ  نغوورر  وو  ددربب  اارر  يییيوواارفص  يییيااوق  وج  نغوورر  وو  .ددوب  یيمرگ

  يییياپ  يییياهیيپ  هکك  اارر  یيسکك  دنناشوجب  وکكیين  وو  دننکك  گیيدد رردد  وج  سسوبس  وو  .ددربب

  وو  يییياپ  يییياهدنویيپ  ایي  وو  تسااوخ  دنااوتن  رب  هکك  ههدش  ووززاا  یينااوورر  وو  دشاب  ههدش  تسس

  ممدنگ  سسوبس  وو  دیيآآ ززاب  ححلاصب  ،وناازز  ةۀۀةرهم  ات  دهن  وج  ببآآ  رردد  اارر  يییياپ  ،ددریيگب  وناازز

  وو  دنیيلااپ  هب  وواا  ببآآ  وو  دنناشوجب  اارر  وج  دداادغب  رهشب  وو  .تسبرجم  وو  دنکك  لعف  نیيمه

  رردد  اارر  نغوورر  ننآآ  ،دنامب  نغوورر  وو  ددوورب  ببآآ  هکكنانچ  دنیياشوجب  دجنکك  نغوورر  اب

 رب  هبنپ  هب  نغوورر  نیيززاا  اارر  محرر  سسامآآ  ننانزز  وو  ددوش  رتهب  ،دنلام  يییيوواارفص  سسامآآ
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  ات  ددومرفب  رهمجررززوب  .دش  رکكنم  اارر  ثیيدح  ننآآ  دش  رگیيدد  يییياجب  ننوچ  .منکك  غغرراف

  اارر  للام  ننآآ  هکك  دمآآ  دیيدپ  یيجنگ  .دندنکكب  ددوب  ههدداهن  ممدق  مماجح  هکك  ههاگیياج  ننآآ

  مه  وو  تفگ یيم  نخس  ننانچنآآ  ررزز  تتوقب  وواا  تفگ  )آآ 93(  اارر  ننااووریيشون  .ددوبن  ههززاادناا

   .دنددرکك  لثم  يییيززاتب  اارر  ثیيدح  نیياا  وو  .تشاادد  نناگیياادخ  رس  رب  تسدد  کكنآآ  تتوقب

  رردد  مه  تیياکكح    ∴ .ههرردق  ققوف  هجاحلاا  للاسیي  هیيمدق  تحت   زنکكلاا  يییيریي  نم   ∴

  اارر  وورسخ  ]ام <[ انف  کكلم  دندداادد  ربخ  ننااربخ  بحاص  هکك  دنیيوگ  نیينچ  ررزز  تیيصاخ

  وو  تساا  ههدیيرخ  یينیيمزز  كککكدناا  ددوودح  رردد  يییيددرم  هکك  ددوب  وواا  تیينکك  هلوودلاا  دضع  هکك

  نیيمزز  چیيه  ززاا  هکك  دیيآآ یيم رب  جنرب  یيناادنچ  نیيمزز  ننآآ ززاا  ،ددرراکكیيم  جنرب  نیيمزز  ننآآ  رردناا

  وواا  للاس  ره  وو  .دیيآآ یيم رب  نیيمزز  ننآآ  ززاا  هکك  دیيآآ یيمن  رب  جنرب  یيناادنچ  یيیيوکكیين  نناادب

  ]اارر  نیيمزز[  اارر  نیيمزز  ننآآ  وورسخ  انف  .دشاب یيم  لخدد  ررانیيدد  رراازه  نیيمزز  ننآآ  ززاا  اارر

  مخ  لهچ  .دندنکكب  اارر  نیيمزز  ننآآ  ات  ددومرفب  وو  دیيرخب  ددرکك  اهب  ددرم  ننآآ  هکك  نناادنچب

  اارر  بباتکك  ةۀۀةدننکك  فیيلات  ررزز  تیيصاخ  رردناا  مه  تیياکكح  .دنتفایي  یينااوورسخ  ررانیيدد

  وو  ددوب  هنااویيدد  یينزز  اارراخبب  تفگ  اارم  ،يییيدنتفگ  یيسبط  دعس  وب  اارر  وواا  هکك  ددوب  یيتسوودد

  یيتقوو  .يییيدمآآ  ههدنخ  ننآآ  ززاا  هکك  یيتفگ  ننانخس  نناشیياا  اب  وو  يییيدنددرب  هناخب  اارر  وواا  ننامددرم

  وورب  اهررویيزز  وو  اهتنیيزز  .میينکك  سسوورع  اارت  دنتفگ وو  ححاازم  رهب  ززاا  دنددرب  هناخب  اارر  وواا

  ددرکك  ززاغآآ  .دندناشن  یيتخت  رب  اارر  وواا  وو  دندیيشوپ  يییيوو  رردد  ابیيدد  يییياهماج  وو  دنتسب

  اهررویيزز  وو  اهماج  ننآآ  وو  تسیيرگن یيم  نتشیيوخب  ات  ]ددرکك[  نتفگ  هنلاقاع  ننانخس

  للاحب  ننانچمه  ،دنددرکك رردب  يییيوو  ززاا  اهماج  وو  اهررویيزز  ننوچ  وو  ددوب یيم  لقعب  ،دیيدیيم

  هکك  مماا ههدنااوخ  نیينچ  ننایياناادد  بباتکك  رردد  ررزز  یينعم  رردد  مه  تیياکكح  .دش ززاب  یيگنااویيدد

  ننایيم  رردد  نیيررزز  رمکك  ،ددرکك  يییيدنتسااوخ  یيکكزیينکك  ایي  یينزز  ات  ننوچ  مجع  نناگررزب

  رب  اهیيااریيپ  همه  وو  يییيددرکك  اادج  شیيوخ  ززاا  اهماج  ات  يییيدنددومرفب  اارر  ننزز  وو  يییيدنتسب

  وو  تترروص  ببوخ  وو  دیيآآ  رروولادد  دنززرف  یينکك  نیينچ  ننوچ  يییيدنتفگ  .یيتشاادد  ههاگن  ددوخ

  یيتسرردد  ،يییيدندداازب  رسپ  ننوچ  وو  ددوب  نیيریيش  ننامددرم  للدد  رردد  وو  دنمددرخ  وو  يییيوورر  وکكیين
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  هکك  دنناادب  ،دننکك  ططاشن  ههاگیياجنآآ  رردد  وو  دنیيآآ  ددوورف  اجکكیيب  ززوورر  ره  هکك  دننیيب  اارر  ججاارردد

  ددرگ  یيعضومب  شیيوخ  تقوو  یيب  لحن  یينعیي  لسع  رروبنزز  ننوچ  وو  تساا  یينیيفدد  اجنآآ

  ززاا  وو  ررایيسب  يییياهخاش  اب  دننیيب  یيتخرردد  ننوچ  وو  تساا  یينیيفدد  ههاگیياجنآآ  هکك  دنناادب  ،دنیيآآ

  رگیيدد  يییيوس  دشاب  هتشگ  رراب  ایي  دشاب  ههددررووآآ  اجب  يییيوورر  خخاش  کكیي  وواا  يییياهخاش  هلمج

  ههاگ هغاارم  کكیي  رراادقم  مموب  گیيرر  نیيمزز  رردناا  وو  تساا  یينیيفدد  اجنآآ  هکك  دیيناادب  ،اهخاش

  همه  نیياا  .تسه  یينیيفدد  اجنآآ  هکك  دیيناادب  ،دیياش  اارر  رهم  کكنانچ  دشاب  ممرن  لِگ  بساا

 ره  وو  .دش  دننااوت  ننآآ  رس  رب  تجاح  تقوب  ات  دشاب  ههددرکك  نناشن  اههاگیياجب  نناکكریيزز

  نیيمزز  رردد  ننانچمه  وو  دنکك  هنیيگبآآ  وو  ههربنخ  رردد  ایي  هنیيسم  رردد  کكنآآ  یيب  اارر  ررزز  هکك

  ددرراادنپ  .دبایين  ززاب  نیيمزز  رراادقم  ننآآ  رردد  اارر  ررزز  ددوورر  ررزز  ننآآ  رس  یيلاس  دعب  ننوچ  ،دنکك

  رگاا  وو  ددوورر  رتوورف  ززوورر  ره  دشاب  نناارگ  ررزز  .هتفرگ  رب  اارنآآ  وو  تساا  ههدیيدد  یيسکك  هکك

  هکك  دیياارگ  بناج  نناادب  وو  دسرر  ببآب  ات  ددوورر یيم  رتوورف  ززوورر  ره  ،دشاب  كککكانمن  نیيمزز

  لصف  .میينکك  ددایي  یيکكدناا  تساا  ررایيسب  اهتیياکكح  ررزز  ننززوو  رردناا  وو  .ددوب  رت یيکكمن  نیيمزز

  اارر  مماجح  نناتسوب  رردد  للدداع  ننااووریيشون  يییيززوورر  هکك  دنیيوگ  نیينچ  ررزز  تیيصاخ  رردناا

  وواا  رس  رب  تسدد  وو  دمآآ  رضاح  مماجح  ننوچ  .دنکك  ززاب  وواا  رس  يییيوم  ات  ددرکك  بلط

  رصیيق  بناج  ززاا  وت  للدد  نم  ات  ههدد  نمب  اارر  شیيوخ  رتخدد  ،نناگیياادخ  يییياا  تفگ  ،دداهن

  ةۀۀةززاادناب  هن  مماجح  هکك  دمآآ  بجع  تخس  نخس  ننآآ  ززاا  اارر  ننااووریيشون  .منکك  غغرراف  مموورر

  نخس  تشاادد  يییيوو رس  رب  مماجح  هکك   ههرتس  میيب  ززاا  نکكیيلوو  .ددرکك  ززاارردد  اپ  شیيوخ  میيلگ

  يییيوم  مماجح  ننوچ  .يییيررااددرب  يییيوم  ننوچ  منکك  نیينچ  تفگ  هکكنآآ  زجب  ،تسررایين

  رهمجررززوب  .تفگ  ززاب  يییيوو  اب  للااوحاا  نیياا  وو  دنااوخب  اارر  رهمجررززوب  ننااووریيشون  ،تشااددرب

  اب  ننددرکك  ززاب  يییيوم  تقوو  ززاا  هکك  دیيسرپب  يییيوو ززاا  .دنددرکك  رضاح  اارر  مماجح  ات  ددومرف

  ززاب  عضوم  نناادب  مه  ات  ددومرفب  .متفگن  زیيچ  چیيه  تفگ  مماجح  .یيتفگ  هچ  نناگیياادخ

  اب  ننددرکك  ززاب  يییيوم  تقوو  رردد  هکك  دندیيسرپ  يییيوو  ززاا  وو  ددوب  ههددرکك  ززاب  يییيوم  هکك  ششدنددرب

  رصیيق  لغش  ززاا  وت  للدد  ات  ههدد  نمب  یينزب  اارر  تترتخدد  هکك  متفگ  .یيتفگ  هچ  نناگیياادخ
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  ،دندنب  يییياپ  رردد  نیيررزز  لگنزز  ننوچ  اارر  ززاب  وو  .دنکك  تتددایيزز  یيیيانشوورر  رصب  رردد  وو  دشاب

  رتددووزز  دتفاا  ررزز  ززاا  هکك  یيتحاارج  ره  وو  .ددوب  رترراکكش  ممرخ  وو  دشاب  رت ریيلدد  رراکكش  رب

  تیيصاخ  نیياا  رهب  ززاا  وو  ددررایين  مهب  رس  دتفاا  رس  رب  ررزز  ززاا  هکك  یيتحاارج  اماا  ،ددددرگ  رتهب

  خخاارروس  ننآآ  ات  دننکك  خخاارروس  نیيررزز  ننززوسب  نناارسپ  وو  نناارتخدد  ششوگ  ققاارع  نناگررزب

  ببس  نیيدب  وو  دهدد  نناماا  اقستساا  ززاا  ننددرروخ  ببآآ  نیيررزز  ههززوکك  ززاا  وو  .دیيایين  مهب  زگره

  ره  وو  مشیيرباا  وو  ددوع  وو  کكشم  وو  دنرب  رراکكب  ححرفم  رردناا  دیيررااوورم  وو  میيس  وو  ررزز  ابطاا

  وو  ددرب  ننااوتب  میيس  وو  ررزز  رهوگب  اارنآآ  ،هشیيدناا  وو  مغ  ززاا  دتفاا  اارر  ممددرم  هکك  یيفیيعض

  تهج  ززاا  هچنآآ  وو  ددرب  ننااوتب  مشیيرباا  وو  ددوع  وو  کكشمب  دتفاا  ضضابقناا  تهج  ززاا  هچنآآ

  دتفاا  ننوخ  يییيربتس  ززاا  هچنآآ  وو  ددوش  دسب  وو  ابرهکكب  ددوب  ننوخ  ]یيکكــن <[ )؟( یيکكشخ

  ره  هکكناادب  : نیيفدد  تتاملاع  ننددرکك  ددایي  .ننددررووآآ  ننااوت  ححلاصب  مشیيرباا وو  دیيررااوورمب

  ددووزز  ددررابب  نیيمزز  نناادب  هکك  نناارراب  وو  ففرب  ددوب  یينیيفدد  ایي  یيجنگ  يییيوو  رردناا  هکك  یينیيمزز

  ننوچ  هکك  تسنآآ  یيکكیي  نیيفدد  تتاملاع  ززاا  رگیيدد  .تسنآآ  یيکكیي  تتاملاع  ززاا  وو  ددززاادگب

  دیيناادب  ،ددوب  ههدیيمدد  وکكیين  مغرپس  نیيمزز  ننآآ  رردناا  وو  دنمتشکك  یيب  دنبایيب  بباارخ  یينیيمزز

  خخاش  ایي  هتسرر  دننیيب  دجنکك  خخاش  ههوکك  نماادد  رب  رگاا  رگیيدد  .تساا  نیيفدد  اجنآآ  هکك

  اجنآآ  هکك  دیيناادب  ،دننیيب  نناجندداب  خخاش  وورردد  هصاخ  دشاب  رروودد  یينااددابآآ  ززاا  هکك  یيناحیيرر

  اجنآآ  ززاا  وو  دنددرگ یيم  یينیيمزز  ددرگ  رردد  هکك  دننیيب  نناسکكرکك  ههوبناا  ننوچ  .تساا  نیيفدد

  وو  دنبایي  كککكانرروش  یينیيمزز  ننوچ  وو  تساا  نیيفدد  ههاگیياج  اجنآآ  هکك  دنناادب  ،دشابن  ررااددرم

  اارر  رهم  هکك  دننیيب  یيمن  ایي  وو  یيبساا  تسوپ  ایي  وواگ  تسوپ  کكیي  رراادقم  یينیيمزز  ننآآ  رب

  ببآآ  اجکكیيب  وو  ررااومه  نیيمزز  ههرراپ  کكیيب  دیيآآ  نناارراب  ننوچ  وو  دشاب  یينیيفدد  اجنآآ  ،دیياشب

  هکك  نناتسمزب  ننوچ  وو  تساا  نیيفدد  اجنآآ  هکك  دیيناادب  ،ددوب  یيکكاغم  کكنآآ  یيب  دیيآآ  ددرگ

  ددووزز  وو  ددریيذپ  هن  ففرب  وو  دشاب  هتخاادگ  يییياجکكیي  وو  يییياج  همه  ددریيگ  ففرب  نیيمزز

  ددرگ  اجکكیيب  )بب 92(  وساارر  وو  ششوم  ننوچ  وو  تساا  یينیيفدد  اجنآآ  هکك  نناادب  ،ددززاادگب

  وو  ووررذت  ننوچ  وو  تساا  یينیيفدد  اجنآآ  هکك  دیيناادب  ،دنزیيخ  يییياپ رب  وو  دننکك  يییيززاب  وو  دنیيآآ
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  هکك  یيسکك  تسخن  وو  ،ههام  ریيسکكاا  میيس  وو  تساا  بباتفآآ  ریيسکكاا  ررزز  : ررزز  ننددرکك  ددایي

  ننوچ  اارر  وواا  ات  ددومرفب  ،تشگ  لصاح  ررزز  ننوچ  .ددوب  دیيشمج  ددررووآآ  ننووریيب  نناکك  ززاا  ررزز

  نیياا  تفگ  سپ  .دنتشاگنب  بباتفآآ  تترروص  وواا  يییيوورر  وودد  ره  رب  وو  دنددرکك  بباتفاا  صصرق

  نناادنوواادخ  اارر  ررزز  وو  .ننامسآآ  رردد  بباتفآآ  کكنانچ  نیيمزز  رردد  تسنامددرم  يییياادخدکك  ررزز

  دجلاا  لیيل  رمق  اارر  میيس  وو  تخب  ززوورر  بباتفآآ  یينعیي  دناا ههدنااوخ  دجلاا  رراهن  سمش  ایيمیيکك

  ننامساا  ههرراتس  یينعیي  یينغلاا  ءامس  بکكوکك  اارر  دیيررااوورم  وو  تخب  بش  ههام  یينعیي

  یينعیي  دناا ههدنااوخ  رقف  ءاتش  رران  زیين  اارر  ررزز  رراگززوورر  رردد  نناکكریيزز  یيهوورگ  وو  .يییيرگنااوت

  یيمرخ  یينعیي  دناا ههدنااوخ  لجلااا  ببولق  ححرف  یيهوورگ  وو  ،یيشیيوورردد  نناتسمزز  شتآآ

  وو  ،یيهاشدداپ  نناتسوب  سگرن  یينعیي  کكلملاا  هضوورر  سجرن  وو  ،نناگررزب  همه  يییياهلدد

  ههدنززاادگ  يییياهرهوگ  رردد  وواا  ففرش  وو  .نیيدد  مشچ  یيیيانشوورر  یينعیي  نیيعلاا  ههرق  یيهوورگ

  هکك  تسنآآ  یيکكیي  ررزز  يییياهتیيصاخ  ززاا  وو  .تتانااویيح  رب  یيمددآآ  ففرش  هکك  دناا ههدداهن  ننانچ

  تتددایيزز  اارر  ددرخ  ررزز  نتشاادد  وو  ددرراادد  دداش  اارر  للدد  وو  دنکك  نشوورر  اارر  مشچ  يییيوو  رراادیيدد

  شناادد  وو  دیيامن  ببااوص  يییياارر  هشیيدناا  وو  دنکك  ریيلدد  اارر  ممددرم  وو  دنکك  زیيت  اارر  مهف  وو  دنکك

  يییيریيپ  هب  وو  ددرراادب  يییياج رب  اارر  یينااوج  وو  دنکك  تتددایيزز  یيیيوکكیين  ههرروص وو  دهدد  ههوق  اارر

  ننامددرم  مشچب  وو  دیياازفیيب  رمع  وو  یيناگدنزز  وو  ددرراادد  ششوخ  اارر  شیيع  وو  دناسرر  رتریيدد

  دناا هتشاادد  ررزز  هکك  مجع  كککكولم  ززاا  یيگررزب  ززاا  وو  .دنااددرگ  لصاح  اهووززررآآ وو  ددرراادد  زیيزع

  زیيچ  وودد  وو  )آآ 92(  .بباکكرر  رگیيدد  وو  مماج  یيکكیي  ،دناا ههدداادن  اارر  سکك  نیيررزز  زیيچ  وودد

  رمکك  یيکكیي  ،يییيدندداادن  يییيوب  ،يییيددوبن  یيگررزب  ررلااس  ههاپس  وو  یيگررزب  ات  ررزز  ززاا  رگیيدد

  ددرخ  كککكددوکك  هکك  دناا ههددرکك  ددایي  نیينچ  ررزز  عفانم  رردد  وو  .ززرب  لیيامح  رگیيدد  وو  ریيشمش

  وو  ددوب  نیيریيش  ننامددرم  للدد  رردد  وو  دیيآآ  نخس  هتسااررآآ  ،دنهدد  ریيش  ررزز  ننااددوورراادب  ننوچ  اارر

  ننوچ  وو  .دسرتن  ببااوخ  رردد  وو  دشاب  نمیياا  ععرص  يییيررامیيب  ززاا  وو  دیيآآ  هنااددرم  شیيوخ  نتب

  نمیياا  مشچ  نندیيوودد  ببآآ  وو  يییيرروکك  بش  ززاا  ،ششدنشکك  مشچ  رردد  همرس  نیيررزز  لیيمب
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  ههاشدداپ  وو  ،يییيوورر  ببوخ  یيملاغ  وو  يییيززاب  وو  یيبساا  وو  یيملق  وو  یيتااوودد  وو   یينامکك  وو  يییيریيت

  دبوم  ننوچ  وو  نناشیياا  تتررابعب  ددوش یيم  ههددرکك  ددایي  کكنانچ  یيسرراپ  ننابزب  يییيدنتفگ  انث  اارر

  شیيپ  تلوودد  نناگررزب  سپ  ،يییيدیيشکك  شیيپ  اهتمدخ  نیياا  وو  یيتخااددرپ  نیيرفآآ  ززاا  نناادبوم

  نیيددرروورف  نشج  اهاش  نناادبوم  دبوم  نیيرفآآ  .يییيدنددررووآآ  شیيپ  اهتمدخ  وو  يییيدندمآآ

  وو  ددرکك  اناادد  ننددرکك اپ  ددررووآآ  ششوورس  ننایيکك  نیيدد  ننااددزیي  ،نیيزگ  يییيددااززآآ  نیيددرروورف  ههامب  وو

  تخت  وو  ششاب  دداش  وو  ریيژه  مسرر  وو  ریيژه  يییيوخ  اب  )؟( دنویيدد  نیيدد  وو  یينااددرراکكب  انیيب

  يییيرراکك وکكیين  وو  دنلب  تمه  رردد  نناکكایين  مسرر  وو  يییيدیيشمج  یيماجب  رروخ  هشوناا  وو  نیيررزز

  ننوچ  دداب  ننااوج وو  دداب  زبس  تترس  .رراادد  ههاگن  يییياارر  وو  دداادد  ششززرروو  وو  يییيررااددرکك  ببوخ  وو

  وو  نشوورر  وو  زیيت  تغیيت  وو  ،نمشدد  رب  يییيززات  ززووریيپ  وت  رراکكماکك  بساا  وو  ،زبس  دیيوخ

  وو  ریيت  ننوچ  تساارر  تترراکك وو  ،رراکكشب  هتسجخ  یيپ  وو  ااریيگ  تتززاب  وو  ،نمشدب  يییيرراکك

  وو  ممرردد  اب  تتخت  رب  ،ون  ریيگب  نناارروشکك  همه  هماج  ،]يییيوو اـ  يییيریيح +[ يییيوو  اب  يییيزیيچ

  ددابآآ  تتاارس  وو  ،ههااوخ  ءابیيزز  وو  )بب 91(  یيماارگ  اناادد  وو  ]يییيزــچ +[ يییيریيخ  تشیيپ  ،ررانیيدد

  کكلمب  مماج  وو  يییيددرکك  یينشاچ  وو  یيتفگب  نیياا  .ببوخ  یيناگدنزز  وو  ]ههذکكب +[ )؟( ررذگب

  تخت  رب  وواا  شیيپ  رردد  یيمرردد وو  يییيررانیيدد وو  يییيدداهن  رگیيدد  تسدد  رردد  دیيوخ وو يییيدداادد

  رراادیيدد  للوواا  نناگررزب  هچ ره  ون  للاس  ززاا  ون  ززوورر  هکك  یيتسااوخ  ننآآ  یينعم  نیيدب  وو  .يییيدداهن

  یيناارماکك  رردد  اهزیيچ  همه  نیياا  اب  ننامدداش  وو  ممرخ  للاس  رگیيدب  ات  ،دننکكفاا  ننآآ  رب  مشچ

  نیيرردد  یينااددابآآ  وو  یيمرخ  هکك  ددددرگ  كککكررابم  نناشیياا  رب  للاس  ننآآ  وو  للدد  مماکكب  دیينامب

  .ززووررون  ززوورر  يییيددررووآآ  شیيپ  هکك  تساهزیيچ

  وو  ریيت  وو  ریيشمش  وو  يییيرتشگناا  وو  بباارش  وو  دیيوخ  وو  میيس  وو  ررزز  ننددرکك  ددایي  لصف

  یيکكررابمب  ززووررون  ززوورر  هکك  يییيوورر ببوخ  مملاغ  وو  ززاب  وو  تشاادد ملق  وو  تتااوودد  وو  ننامکك

  میيوگ  يییيوو  ززاا  نخس  وو  میينکك  ززاغآآ  ررزز  ههدیياف  وو  تیيصاخ  للوواا  .يییيدنددرب  ههاشدداپ  شیيپ

 ]مَم ههااوو[ )؟( ملعاا  هللاا وو  .تساا  ههدنززاادگ  يییياهرهوگ  همه  ههاش  ررزز  هکك
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  مه  ننامددرم  ایيندد  يییياهتمعن  ززاا  ددرراادد  ههاشدداپ  هکك  يییيزیيچ  همه  هکك  يییيدنتفگ  وو  يییيدنددومرف

  هکك دشاب  ننانچ  ههاشدداپ  ننوچ  .تسیيیيااوورر  ننامرف  ههاشدداپ  وو  ننامددرم  ننایيم  ققرف  .دنرراادد

  رردد  طیيلخت  وو  للخ  رراازه  وو  ،ننامددرم  رگیيدد  هچ  وو  وواا  هچ  ،دنریيگن  رراکك  رب  وواا  ننامرف

  ،اهلزنم  وو  اهنابایيب  رردد  رگیيدد  وو  .ددررآآ  ننایيزب  تکكلمم  رراکك  وو  دیيآآ  دیيدپ  وواا  يییياهرراکك

  ،نناادسفم  وو  ننااددززدد  ززاا  يییيددوب  نمیياا  ان  اجکك  ره  وو  يییيدندنکك  اههاچ  وو  يییيدنددومرف  اهطابرر

 یيمن  دسفم  وو  ددززدد  تکكلمم  رردد  هکك  يییيدندیيشوکك  ننانچ  وو  يییيدنتخاس  اههاگ ههدیيدد

  يییيدندیيناسرر  وودب  )آآ 91(  للاس  ره  ،يییيدنددومرف  یيمسرر  وو  یيتشیيعم  اارکك ره  وو  .يییيدندمآآ

  يییيددووزفاا رب  یيهیيدد  ایي  یيتیيحان  ایي  یيتیيلاوو  للام  رب  یيسکك  للامع  ززاا  رگاا  وو  اضاقت  یيب

  نیيدنچ  ههدعاق  ززاا  تتددایيزز  للاس  ره  ات  یيهدد  نمب  لمع  نیياا  هکك  ننوناق  ززاا  تتددایيزز

  سکك  ات  ]يییيدناادن +[  يییيدندداادن  سکك  نناادب  لمع  ننآآ  وو  يییيدنددونشن  وواا  نخس  ،مهدب

  وو  ددررووآآ  دهااوخن  يییيزیيچ  هناخ  ززاا  ننآآ  للاح  همهب  يییيدنتفگ  .دتفویين  تبغرر  نیياا  اارر  رگیيدد

  رراکك رب  وو  تفرگ  دهااوخ  ننامددرم  ززاا  مه  یيتددایيزز  نیياا  نندداهن  عضوم  نیياا  للام  للاس  رب

  ننامددرم  وو  ددددرگ  بباارخ  تیيلاوو  ننآآ  رراگززوورر  كککكدناا  یينکك  ههاگن  ننوچ  ،ددرکك  ننااویيدد

  للاح  ننآآ  رردد  مه  ،يییيددرکك  هتسیياش  یيتمدخ  هکك  نناارراکكتمدخ  ززاا  هکك ره  وو  .دنوش  ههررااووآآ

 رردد   ووززاا  يییيریيصقت  ایي  یيهانگ  رگاا  وو  .وواا  رردق  رب  يییيدنددومرف  مماعناا  وو  تخااون  اارر  وواا

  ات  يییيدنتشاادد ززاب  نناادنزب  اماا  .اارر  وواا  تمدخ  قح  يییيدنددومرفن  بیيددات  ،يییيدمآآ  ددوجوو

  ددایي  همه  رگاا  وو  تساا  ررایيسب  یينعم  نیيززاا  وو  يییيدنددومرف  وفع  يییيدنددرکك  تعافش  ننوچ

.دشاب  تیيافکك  رراادقم  نیياا  وو  ددددرگ  ززاارردد  میينکك

  ددرجددزیي  رراگززوورب  ات  وورسخیيکك  ههاگ  ززاا  .مجع  كککكولم  نیيیيآآ  ننددرکك  ددایي  رردد  لصف

  یيمدداخ  دداادماب  ززووررون  ززوورر  رردد  هکك  تساا ههددوب  ننانچ  مسرر  مجع  كککكولم  رخآآ  ررایيرهش

  یيم  ززاا  رپ  نیيررزز  یيماج  اب  يییيدندمآآ  ههاشدداپ  شیيپ  نناادبوم  دبوم  وو  يییيددوب  يییياارس  رردد  هکك

  وو  يییيریيشمش  وو  زبس  دیيوخ  هتسدکكیي  وو  یينااوورسخ  يییيررانیيدد  وو  یيمرردد  وو  يییيرتشگناا  وو
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  دنچ  تهج  ززاا  يییيددوب  رت صیيرح  یينعم  نیيرردد  ههاشدداپ  رسپ  اماا  .میيرراادد  تبغرر  ننانچمه

  هکكنآآ  تهج  ززاا  ننددرکك  ممامت  اارر  رردپ  ههددرکك  میين  رت هضیيرف  رسپ  رب  یيتفگ  وو  .یينعم

  تتررامع  تهج  ززاا  ایي  تتررامع  نیياا  ممرردپ  یيتفگ  زیين  وو  .تساا ههدیيسرر  نمب  ووززاا  یيهاشدداپ

  وو  تهزن  تهج  ززاا  ایي  تمه  یيگررزب  تهج  ززاا  ایي  ددرکك یيم  نناهج  یينااددابآآ وو  )بب 90(

  وو  ددرکك  دیياب  تکكلمم  یينااددابآآ  زیين  اارم  .یيلاعت  اللهاب  ابرقت  يییيزیيچ  تهج  ززاا  ایي  یيمرخ

  یيلاعت  قح  يییياضرر  زیين  اارم  وو  ممرراادد  تسوودد  یيمرخ  وو  تهزن  وو  ممرراادد  گگررزب  تمه

  هصاخ  ،منکكن  ففلاخ  اارر  شیيوخ  رردپ  للاح  چیيهب  یيتفگ  وو  .دیياب یيم  اارر  ممرردپ  هکكنانچ

  ممامت  زیين  وواا  دهع  رردد  رگاا  وو  يییيدداادد  ننامرف  انب  ننآآ  ننددرکك  ممامت  رردد  سپ  .ریيخ  رراکك  رردد

  وو  یيتشاادد  دنمجرراا  للافب  اارر  وواا  یيهاشدداپ  تخت  رب  وواا  رثاا  رب  هکك  سکك ره  ،يییيدشن

  .دیينااددرگ  ممامت  وواا  رراگززوورر  رردد  انب  نیياا  یيلاعت  يییياادخ  هکك  يییيدنتفگ  وو  يییيدنتفرگ  كککكررابم

  دنچ  وواا  دعب  ززاا  وو  ددرکك  انب  ففاتکكلااا ووذذ  ]رروباشیين +[  رروپاش  نیياادمب  يییيرسکك  ننااویياا  وو

  ززاب  ددوخ  ممانب  .دش  ممامت  للدداع  ننااووریيشون  تسدد  رب  ات  دنددرکك یيمه  تتررامع  ننآآ  ههاشدداپ

  مجع  كککكولم  تتدداع  وو  .تساا  ررایيسب  نیياا  دننام  وو  نیينچمه  کكشمیيدناا  لپ  وو  دنااوخ

  للوبق  وو  يییيددوب  ههدیيدنسپ  هکك  يییيددرب  يییيزیيچ  نناشیياا  شیيپ  هکك ره  هکك  تساا ههددوب  ننآآ

  رردد  یيتفگ  یينخس  یيسکك  ایي  وو  يییيددزب  یيیياارر  ایي  وو  یيتفگ  يییيددوورس  یيبرطم  ایي  وو  يییيدداتفاا

  ننابزز  رب  ننوچ  .تنسحاا  یينعیي  ههزز  يییيدنتفگ  ،يییيدمآآ  ششوخ  اارر  نناشیياا  هکك  یيناعم  ره

  اارر  ششوخ  نخس  وو  يییيدداادد  سکك  نناادب  ممرردد  رراازه  رراادد تمرح  تقوو  رردد  ،یيتفرر  نناشیياا

  رردد  نناهانگ  همه  رس  ززاا  هکك  تساا ههددوب  ننآآ  كککكولم  تتدداع  رگیيدد  وو  .يییيدنتشاادد  گگررزب

  کكنآآ  رگیيدد  وو  يییيددرکك  اارراکكشآآ  نناشیياا  ززاارر  کكنآآ  یيکكیي  .ههانگ  هس  رس  ززاا  لااا  يییيدنتشذگ

  لساکكت  وو  يییيددرکكن  رراکك  رب  یيلاح  اارر  نناشیياا  ننامرف  کكنآآ  میيس  وو  یيتفگ  اازسان  اارر  ننااددزیي

 رب  يییيوو  ززاا  ءاادعاا  ،تشاادن  ههاگن  ززاارر  ننوچ  هکك  يییيدنتفگ  .يییيددومن  ریيصقت وو  يییيددرکك

  ددایيقناا  اارر  ههاشدداپ  ننامرف  هکكنآآ  وو  تشگ  رفاکك  ،تفگ  اازسان  اارر ننااددزیي  هکكنآآ  وو  تسااوخ

  تسایيس  للاح  رردد  اارر  هس  ره  نیياا  .دش  وواا  فلاخم  وو  ددرکك  يییيرباارب  ههاشدداپ  اب  ،ددومنن
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  .تساا هتشون  نناشیياا  ریيس  رردد  وو  ددرراادن  ههززاادناا  وو  دح  یيتمه  گگررزب  ززاا  دندداهن  نناشیياا  هکك

  تمکكح  وو  نتخومآآ  شناادد  وو  ننددرکك تتررامع   وو  نندداادد  دداادد  مجع  كککكولم  نیيیيآآ  رگیيدد  وو

  ننااربخ  بحاص  رگیيدد  وو  تساا ههددوب  میيظع  یيتمه  ،نتشاادد  یيماارگ  اارر ننایياناادد  وو  نندیيززرروو

  ات  يییيدنددوب  هتشامگ  يییيرهش  وو  یيتیيلاوو  رهب  تکكلمم  رردد  دننااوخ  نناهگاارراکك  اارر نناشیياا  هکك

  ننآآ  ات  يییيدنددرکك  ربخ  اارر  ههاشدداپ  یيتشگ  ثثدداح  ننامددرم  ننایيم  هکك  رشب  وو  ربخ  ره

  ههاتوکك  ززاارردد  اهتسدد  ،يییيددوب  نیينچ  للاح  ننوچ  .يییيدداادد  ننامرف  نناتحلصم  بجومب  ههاشدداپ

  متس  سکك چیيه  اب  نناگتشامگ  وو  للامع  وو  نناعطقم  وو  نناعمط  بحاص  وو  يییيددوب

  ننووریيب  نناملاغ  وو  تفرگ  يییيدنتسنااوتن  قح  ززاا  قح انب  هبح  کكیي  وو  ننددرکك يییيدنتسررایين

  يییيدنتسنااوتن  ایياعرر  ززاا  هلغ  نم  کكیي  وو  ررذذوج  کكیي  شیيوخ  رراارق  وو  ننوناق ززاا  ههدعاق

  رراکكب  سکك ره  وو  يییيدنددوب  نماا  وو  ظفح  رردد  ننامددرم  دنززرف  وو  ننزز  وو  هتسااوخ  وو  تفرگ

  وو  مشح  وو  ممدخ  هکك  ههرراپ  ننان  وو  .ههاشدداپ  میيب  ززاا  يییيدنددوب  للوغشم  ددوخ  بسکك  وو

  رهب  شیيوخ  تقوب  تتدداع  رب  وو  يییيدنتفرگن  ززاب  نناشیيززاا  يییيدنتشاادد  یينااززرراا  اارر  ننایيرکكشل

  وو  رراکك  ننامه  هکك  یيتشاادد  يییيدنززرف  وو  يییيدنامن  یيسکك  رگاا  وو  يییيدندیيناسرر  ههام  ره  وو  للاس

  تعااررزز  وو  تتررامع  رراکك  رردد  وو  .يییيدندداادد  وودب  رردپ  ةۀۀةرراپ  ننان  ،ددرکك  یيتسنااوت  تمدخ

  وو  بش  ،یيتسشنب  تکكلمم  تخت  رب  هکك  ههاشدداپ  ره  وو  يییيدنددوب  صیيرح  وو  بغاارر  میيظع

  انب  يییيرهش  اجنآآ  ات  تساا  ششوخ  یيکكاخ  وو  ببآآ  اجکك  هکك  يییيددوب  هشیيدناا  ننآآ  رردد  ززوورر

  كککكولم  تتدداع  وو  .یيتشگ  ریياس  تکكلمم  ننددرکك  ددابآآ  رردد  نناشیياا  رکكذذ  ات  ،يییيدندنکكفاا

 ههددوب  ننانچ  ،دناا ننوودیيرفاا  ددااژن  نناادناخ  هس ره  نیياا  هکك  ]مموورر  وو[  كککكرت  وو  مموورر  وو  مجع

  ایي  گگررزب  يییياهددوورر  رب  یيلپ  ایي  يییيدنکكفاا  انب  عفترم  یيیياارس  یيهاشدداپ  رگاا  هکك  تساا

  وواا  رسپ  وو  يییيدشن  ممامت  وواا  رراگززوورر  رردد  انب  ننآآ  وو  يییيززدد  ایي  یيهدد  ایي  یيطابرر  ایي  يییيرهش

  وورب  ننایيناهج  وو  نناهج  رراکك  ننوچ  ،وواا  دنوواشیيوخ  ایي  وواا  رردداارب  ایي  یيتسشن  تخت  رب  يییياجب

  ننآآ  ههددرکك  همیين  يییيانب  ننآآ  هکك  يییيددوبن  ننآآ  ززاا  رت هضیيرف  وورب  لغش  چیيه  ،يییيدش  تساارر

  تکكلمم  ننددرکك  ددابآآ  رب  زیين  ام  هکك  دنناادب  ننایيناهج  ات  یينعیي  .يییيددرکك  ممامت  اارر  ههاشدداپ
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  ننآآ رردد  للام  هکك  دشاب یيم  یيتقوو  رردد  ججاارخ  بلط  تفگ  اارر  وواا  ،کكلملاا دبع دمحم  ممان

 ههددوب  ننآآ  مجع  كککكولم  نیيیيآآ  وو  دسرر یيم  جنرر  اارر ننامددرم  وو  دشاب  رروودد  هلغ  ززاا  تقوو

  ننددرراازگ  للامب  اارر  ننامددرم  وو  دیيآآ ززاب  شیيوخ  يییياجب  للاس  ات  دنددرکك  هسیيبکك  هکك  تساا

  نناادب  مه  وو  ددرکكن  تباجاا  لکكوتم  .دسرر  ععافترراب  نناشتسدد  ننوچ  ،دسرر  رتمکك  جنرر

  ننامیيلس  نب  هللاا  ]دبع <[  دیيبع  مساقلاا  وباا  يییيوو  ریيززوو  .دضتعم  رراگززوورب  ات  دنامب  هلمج

  نناطرس  ززاا  اارر  بباتفآآ  هسیيبکك  وو  ددرکك  تباجاا  .دناارر ززاب  يییيوو  اب  هسیيبکك  للاح  بهوو  نب

  سپ  وو  .دنامب  نیيیيآآ  ننآآ  وو  دندداتفاا  تحاارر  رردد  ننامددرم  وو  دنددررووآآ ززاب  نیيددرروورفب  ددومرف

  ههددزناش  ننونکكاا  .ددرکكب  رگیيدد  هسیيبکك  نناتسیيس  ریيماا  دمحاا  نب  فلخ  هکك  دیينش  ننآآ  ززاا

  وو  .تشگن  رررقم  اارم  ننآآ  یيگنوگچ  اماا  ،تساا ههددرکك  اجنآآ  ززاا  تتووافت  ززووررون  ززاا  ززوورر

  ممولعم  زیين  للاح  نیيززاا  اارر  هناهرب  هللاا  رراناا  ههاشکكلم  نیيدلاا  وو  ایيندلاا  زعم  دیيعس  نناطلس

  رصع  يییيامکكح  وو  املع  .دنرب  شیيوخ  يییياجب  اارر  للاس  وو  دننکك  هسیيبکك  ات  ددومرف  .دیينااددرگ

 تتااذذ  وو  ررااویيدد  ززاا  دنتخاسب  دیيآآ  رراکكب  اارر دصرر  هکك  یيتلآآ  ره  وو  دنددررووایيب  نناساارخ  ززاا  اارر

  وو  دداادن  ننامزز  هنامزز  اارر  ههاشدداپ  نکكیيل وو  دنددرب  نیيددرروورفب  ررووررون  وو  .نیياا  دننام  وو  قلحلاا

  وو  ننامدقتم  يییياهباتکك  ززاا  هچنآآ  وو  ززووررون  تقیيقح  تسنیياا  .دنامب  ههددرکكن  ممامت  هسیيبکك

.رراصتخاا  لیيبس  رب  میياا ههددونش  ننایياناادد  رراتفگ

  ننااوخ  رردد  دناا هتشاادد  یيبیيترت  هکك  تسنآآ  نناتسکكرت  كککكولم  وو  مجع  كککكولم  نیيیيآآ  لصف

 ننااوخ  یينعم  رردد  ،دیيسرر  افلخب  تبون  ننوچ  .رراگززوورر  همهب  رتمامت  هچ ره  نندداهن  وکكیين

 یينب  يییيافلخ  ززاا  هصاخ  ،ددرکك  ننااوتب  فصوو  هکك  دنددرکك  فلکكت  ننآآ  هن  وکكیين  نندداهن

  شیيپ  وو  دندداهن  ننایينااوورم  ععاقف  هلمج  رردد  ننوگانوگ  ءاهااولح  وو  اهیيلق  وو  اهشآآ  ززاا  سسابع

  .دنددرروخن  ننایيعیيش  ،تسیين  ]؟یيناا دداهن +[ یيندداهن  ععاقف  هکك  تهج  ننآآ  ززاا  وو  ددوبن  ننآآ  ززاا

  وو  اهاباا  وو  ننآآ  دننام  وو  هنیيززول  وو  یينوباص  وو  یيمشاه  ننوچ  وکكیين  يییياهااولح  بلغاا  وو

  وکكیين  يییياهمسرر  ننآآ  وو  .دناا ههدداهن  سسابع  یينب  يییيافلخ  همه  وکكیين  وو  )آآ 90(  عفان  ءاهخبط
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  تخت  وو  ننااریياا  نیيمزز  وو  دداادد  اارر  ملس  تسه  هکكنانچ  مموورر  نیيمزز  وو  دداادد  اارر  ژژوت  نیيچام

  وو  دناا رهوگ  کكیي  ززاا  همه  مجع  وو  مموورر  وو  كککكرت  كککكولم  وو  دداادد  اارر  ججریياا  شیيوخ

  نیيیيآآ  تسبجااوو  اارر  ننایيناهج  وو  .دناا ننوودیيرفاا  نناادنززرف  ززاا  همه  وو  دناارگیيدکكیي  نناشیيوخ

  ننوچ  .دناا يییيوو  ۀةمخت  ززاا  کكنآآ  رهب  ززاا  ،تسثااریيم  اارر  نناشیياا  هکك  ننددررووآآ  يییياجب  نناهاشدداپ

  ات  دنددوب  وواا  سپ  ززاا  هکك  رگیيدد  نناهاشدداپ  ننآآ ززاا  وو  تشذگب  ننوودیيرفآآ  رراگززوورر

  دصهن  دهع  ننآب  وواا  نشج  وو  ننوودیيرفاا  ههاگ  ززاا  وو  .تفریيذپب  وواا  نیيدد  بساتشگ  رراگززوورب

  ات  ددومرفب  فساتشگ  .ددررووآآ  ببرقعب  شیيوخ  هبون  بباتفاا  وو  ددوب  هتشذگ  للاس  لهچ  وو

  وو  ددرکك  نشج  وو  تفرگ  نناطرس  للوواب  بباتفآآ  ززوورر  ننآآ  نیيددرروورف  وو  دنددرکك  هسیيبکك

  وو  تساا  ملاع  علاط  نناطرس  هچ  ،دیينکك  ززووررون  وو  دیيرراادد  ههاگن  اارر  رراگززوورر  ننآآ  تفگ

  ددومرفب  وو  .نندداادد  ددوب  رت نناسآآ  للاملاا  تیيب  قح  تقوو  نیيدب  اارر ننااززرروواشکك  وو  نناناقهدد

  ننامددرم  وو  دنامب  شیيوخ  يییياج رب  يییياهلاس  ات  دننکك  هسیيبکك  للاس  تسیيب  وو  دص  ره  هکك

  هکك  یيموورر  رردنکكساا  رراگززوورب  ات  نیيیيآآ  نیياا  سپ  .دنناادب  امرس  وو  امرگب  شیيوخ  تتاقوواا

  نیيیيآآ  ننامه  رب  ننامددرم  وو  ددوب  ههددرکك  هسیيبکك  تتدم  نیياا  ات  وو  دننااوخ  نیينرقلاا ووذذ  اارر  وواا

  وو  ددرکكن  هسیيبکك  وواا  ،دداتفاا  هسیيبکك  نشج  هکك  نناکكباب  ریيشددرراا  رراگززوورب  ات  دنتفرر یيمه

 یيمه  نیيیيآآ  ننامه  رب  وو  .دنااوخ رب  ززوورر  ننآآ  وو  تشبنب  هماندهع  وو  تخاس  گگررزب  نشج

  وو  ددرکك  ززووررون  ،تشگ  ممامت  نیياادم  ننااویياا  ننوچ  .للدداع  ننااوورشوناا  رراگززوورب  ات  دنتفرر

  هسیيبکك  اماا  .ددوب  نناشیياا  نیيیيآآ  یيکكنانچ  ،ددررووآآ  يییياجب  ددوب  مسرر  هکكنآآ  وو  دداهن  نشج

  نیيددرروورف  للوواب  بباتفآآ  هکك  )بب 89(  رروودد  رس  ات  دیينام  يییياجب  نیيیيآآ  نیياا  تفگ  .ددرکكن

  نناطرس  للوواب  بباتفآآ  هکك  تساا ههددوب  نیياا  هن  یيلصاا  ززووررون  دداهن  رردناا  ددوصقم  هچ  .دیيآآ

  وو  تفگب  نیياا   .ددزیيخ رب  هنایيم  ززاا  دنددرکك  دیيشمج  وو  ثثرمویيکك  هکك  تترراشاا  ننآآ  ات  ،دیيآآ

  سپ  وو  دنددرکك  دصرر  ات  ددومرفب  وواا  ،هفیيلخ  ننومام  رراگززوورب  ات    ددرکكن  هسیيبکك  شیيب

  وو  تساج رب  یينومام  جیيزز  وو  نتفرگ  ددومرف  دیيآآ  لمحب  بباتفآآ  هکك  ززووررون  ززاا  للاس

  تشاادد  يییيریيززوو  لکكوتم  .هللاا  یيلع  لکكوتم  رراگززوورب  ات  ،دننکك یيم  میيوقت  جیيزز  نیيززاا  ززونه
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  ززاغآآ  یيشنم  گگررزب  وو  يییيرگدداادیيب  وو  دش  للوغشم  یيشنم شیيوخب  وو  دیينااددرگ  نیيریيش

  وو  دندداتفاا  جنرر  رردد  ووززاا  ننایيناهج  وو  تفرگ  نندداهن  جنگ  ننامددرم  هتسااوخ  ززاا  وو  ددرکك

  وو  تفرب  ووززاا  يییيددزیياا  رف  ننآآ  .دنتسااوخ  وواا  کكلم  للااووزز  ننااددزیي  ززاا  ززوورر  وو  بش

  دمآآ رردد  هشوگ  ززاا  ،دننااوخ  كککكاحض  اارر وواا  هکك  بسااررویيب  .دمآآ یيم  اطخ  همه  ششاهریيبدت

  ووززاا  کكنآآ  ززاا  دنددرکك  دددم  وو  يییيررایي  اارر  وواا  ننامددرم  وو  .ددرکك  ننووریيب  یيهاشدداپ  ززاا  اارر وواا  وو

  یيهاشدداپب  وواا  تخت  رب  بسااررویيب  وو  هتخیيرگ  نناتسوودنهب  نیيمزز  ززاا  وو  .دنددوب  ههدمآآ  گنتب

  للاس  رراازه  بسااررویيب  وو  .ددرکك  شمیين  وودب  وو  ددررووآآ  تسدب  اارر  وواا  تبقاع  وو  تسشنب

  وو  ددزز  ههاارر  اارر  وواا  ویيدد  مه  وو  دش  رگدداادیيب  رخآب  وو  ددوب  رگدداادد  للوواب  وو  ددرکك  یيهاشدداپ

  وو  تشکكب  وو  تفرگب  اارر  وواا  وو  دمآآ رردد  ۀةشوگ  ززاا  ههاش  ننووددرفاا  ات  ،ددومن  جنرر  اارر  ننامددرم

  وو  ددرکك  یيهاشدداپ  للاس  دصناپ  ،ددوب  دیيشمج  همخت  ززاا  ننوودیيرفاا  وو  تسشنب  یيهاشدداپب

  ززاا  للاس  رراهچ  وو  تصش  وو  دص  ننوچ  وو  .یيهاشدداپ  رف  اب  وو  ددوب  رگدداادد  وو  یيپ كککكررابم

  نیيدد  وواا  وو  دش  ممامت  ثثرمویيکك  خیيررات  ززاا  مموودد  رروودد  ،تشذگب  ننوودیيرفاا  یيهاشدداپ

  دنیيوگ  وو  ،عیيطم  اارر  ززویي  وو  ریيش  وو  لیيپ  وو  ددوب  هتفریيذپ  ]عیيلع +[  مملاسلاا  هیيلع  میيهاارباا

  نناتخرردد  مخت  وو  تخاس  وواا  ننااویياا  وو  همیيخ  وو  ددرکك  بیيکكرت  وواا  بساا  رب  اارر  رخ  هکك

  وو  گنرردداب  وو  جنرران  وو  جنرت  وو  ددرکك  ززاغآآ  وواا  اهغاب  وو  تتااررامع  وو  للاهن  وو  رراادد ههویيم

  وو  مغرپساا  ههاش  وو  نسوس  وو  رفولیين  وو  سگرن  وو  هشفنب  وو  )آآ 89(  لگ  وو  ومیيل

  اارر  كککكاحض  هکك  ززوورر  ننامه  للاس  ره  وو  .ددررووآآ  نناتسوب  رردد  ننآآ  دننام  وو  ششوگنززرم

  وو  جنرر  ززاا  هکك  اارر  ننامددرم  وو  ددرکك  ههدس  نشج  ،تشگ  تساارر  يییيوو رب  کكلم  وو  تشکكب

  ززوورر  ننآآ  کكیين  للاف  تهج  ززاا  وو  دنتشاادد  ههدیيدنسپ  دنددوب  هتسرر  كککكاحض  متس  وو  رروج

  نناارروت  وو  ننااریياا  رردد  دهع  کكیين  نناهاشدداپ  وو  وواا  نیيیيآآ  ننآآ  دهع  نیيدب  ات  يییيدنددرکك  نشج

  زیين  ننوودیيرفاا  ززوورر  ننآآ  ،دیيسرر  شیيوخ  نیيددرروورفب  بباتفآآ  رروودد  ننوچ  وو  .دنررآآ یيم  يییياجب

  اارر  نناگتشامگ  وو  تشبن  هماندهع  وو  ددررووآآ  ددرگ  ننامددرم  نناهج  همه  ززاا  وو  ددرکك  نشج

  وو  نیيچ  ات  ننوحیيج  بل  ززاا  نناتسکكرت  ،ددرکك  شخب  نناارسپ  رب  کكلم  وو  ددومرف  دداادد
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  ننوگرگیيدد  ملاع  يییياهلاح  یيلاعت  ددزیياا  ننامرفب  دندش  ننااوورر  اجنآآ  ززاا  وو  دنددوب  اجنآآ

  .دشاب  ششددرگ  اارر  ملاع  للاح  ددرروخ رردد  کكنآآ  دننام  ،دمآآ  دیيدپ  ون  يییياهزیيچ  وو  تشگ

  تشاادد  ]كککكرردد +[ گگررزب  رهب  ززاا  مجع  كککكولم  ،دنتفایي رردد  اارر  تقوو  نیياا  ننوچ  سپ

  وو  تخومآآ  يییيریيبدد  )##( تسنااوتن رردد  اارر  ززوورر  نیياا  سکك  ره  هکكنآآ  رهب  ززاا  وو  اارر  بباتفآآ

  وو  دیيسرر  دیيشمج  ششرردداارب  هب  ووززاا  سپ  یيهاشدداپ  وو  .يییيدندنااوخ  دنبویيدد  ثثررومهط  اارر وواا

  نیيددرروورف  ززوورر  للوواب  بباتفآآ  وو  ددوب  هتشذگ  للاس  لهچ  وو  رراازه  ثثرمویيکك  خیيررات  ززاا

  وو  تسیيب  وو  دص  رراهچ  دیيشمج  یيهاشدداپ  ززاا  ننوچ  وو  ههدمآآ  مهن  ججربب  وو  ددرکك  لیيوحت

  لمح  للوواب  شیيوخ  نیيددرروورفب  بباتفآآ  وو  ددوب  ههدش  ممامت  رروودد  نیياا  ،تشذگب  للاس  کكیي

  .دیينااددرگ  شیيوخ  عیيطم  اارر  ننامددرم  وو  ددوب  هتشگ  تساارر  يییيوو رب  نناهج  وو  ههدمآآ ززاب

  تفاب  ویيدد  اب  نیيززاا  شیيپ  اارر ابیيدد  وو  دنتفابب  ابیيدد  وو  دنددرکكب  سسابرکك  ات  ددومرفب

  هکك  دناا ههدیيناسرر  اجنیيدب  رراگززوورر  للوط  وو  هبرجت  وو  لقعب  ننایيمددآآ  اماا  .يییيدندنااوخ

  رتساا  ات  دنکكفاا  بساا  رب  اارر  رخ  ،ددررووآآ  رراکك رردد  اارر  رتساا  وو  بساا  وو  رخ  وو  .تسنونکكاا

  )بب 88(  تخاس  وواا  اهیيااریيپ  وو  اهحیيلس  وو  ددررووآآ  ننووریيب  اهندعم  ززاا  اهرهوج  وو  دمآآ  دیيدپ

  وو  نیيررزز  تخت  وو  ددووررآآ  ننووریيب  وواا  اهناکك  ززاا  ببرس  وو  زیيززرراا  وو  سم  وو  ههرقن  وو  ررزز  وو

  رگیيدد  وو  ربنع وو  نناارفعزز  وو  رروفاکك  وو  ددوع  وو  کكشم  وو  ددرکك  وواا  ههررایي  وو  ققوط  وو  ججات

  ممان  ززووررون  وو  تخاس  نشج  میيددرکك  ددایي  هکك  رراگززوورر  نیيرردد  وو  .ددررووآآ  تسدب  وواا  اهیيلح

  ننآآ  وو  دننکك  نشج  ددددرگ  ون  نیيددرروورف  ننوچ  للاس  ره  هکك  ددومرفب  اارر  ننامددرم  وو  دداهن

  ههاش  دیيشمج  وو  .ددوب  تقیيقح  ززووررون  هکك  دشاب  گگررزب  رروودد  هکك  ههاگنآآ  ات  دنناادد  ون  ززوورر

  وو  ددوب  یيپ كککكررابم  وو  سسرت يییياادخ  وو  ههدنیياشخب  وو  للدداع  تخس  یيهاشدداپ  للوواا  رردد

  اارر  وواا  یيلاعت  ددزیياا  وو  ننامدداش  وو  ممرخ  وواا  یيهاشدداپب  وو  دنددوب  رراادد  تسوودد  اارر  وواا  ننایيناهج

  وو  ررزب  اارر  ننایيناهج  وو  نناهج  وو  ددررووآآ  ننووریيب  اهزیيچ  نیيدنچ  هکك  ددوب  ههدداادد  یيلقع  وو  يییيرف

  دص  رراهچ  وواا  یيهاشدداپ  ززاا  ننوچ  وو   .تسااررایيب  ننایياپرراهچ  وو  اهرطع  وو  اهابیيدد  وو  رهوگ

  وو  زیيزع  وواا  للدد  وو  وواا  مشچب  اارر  ایيندد  وو  تفایي  ههاارر  وودب  ویيدد  ،تشذگب  للاس  دناا  وو
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  نناادبؤم  ،دمآآ  لمح  هقیيقدد  للوواب  بباتفآآ  هکك  دداادماب        ززوورنآآ  تسیيرگنب  )#(  اارنامددرم

  ززوورر  نیياا  مجع  نناادبؤم  دناا هتفگ  نیينچ  .دنهن  خیيررات  ات  ددومرفب  وو  ددرکك  ددرگ  اارر  مجع

  هلمج  دندمآآ  ددرگ  نناادبؤم  .دنکك  ززاغآآ  اجنیيززاا  خیيررات  وو  ممان  ههددززااوودب  دهن  ممان  اارر  ههام  وو

  هکك  دناا ههددوب  رراگززوورب  هکك  ننایياناادد  هکك  مجع  نناادبؤم  دناا هتفگ  نیينچ  وو  دندداهن  خیيررات  وو

  هشوگ  رراهچ  رب  اارر  هتشرف  رراهچ  ننآآ ززاا  ،تساا  هتشرف  ههددززااوودد  اارر  یيلاعت  وو  كککكررابت  ددزیياا

  نیينچ  وو  دنررذگ  رب  ففاق  ههوکك  ززاا  هکك  دنهدن  ررذگ  اارنانمرهاا  ات  تساا  هتشامگ  نناهج

  وو  دنددرگ یيمه  اهنیيمزز  وو  اهنامسآآ  رردد  هکك  ههددومرف  اارر  رگیيدد  هتشرف  رراهچ  هکك  دنیيوگ

  تسیياا هناخ  ننوچ  نناهج  نیياا  هکك  دنیيوگ  نیينچ  وو  .قیيلاخ  ززاا  دنرراادد یيمه  رروودد  اارنانمرهاا

 88(  دیيرفایيب  شیيوخ  ررون  ززاا  اارر  بباتفآآ  یيلاعت  ددزیياا  وو  .ههددررووآآ رب  نهکك  يییياارس  رردناا  ون

  وو  دداادد  ششرروورپ  وودب  اارر  اهتابن  وو  دیينااددرگ  نشوورر  وودب  اارر  اهنیيمزز  وو  اهنامسآآ  وو  )آآ

  اب  يییيوو  رردناا  وو  لج  وو  زع  ددزیياا  يییياهررون  ززاا  تسیيررون  هکك  دنرراادد  وودب  مشچ  ننایيناهج

  نناارگیيدد  ززاا  رتشیيب  اارر  یيلاعت  وو  كککكررابت  ددزیياا  يییيوو  شنیيرفآآ  رردد  وو  دنرگن  میيظعت  وو  لللاج

  دننکك  تترراشاا  اارر  گگررزب  یيکكلم  هکك  تسنانچ  نیياا  للاثم  هکك  دنیيوگ  وو  تساا ههددوب  تیيانع

  هکك ره  وو  دیيناادب  يییيوو  رنه  قح  وو  دیيرراادد  گگررزب  اارر  وواا  هکك  شیيوخ  يییيافلخ  ززاا  یيتفیيلخب

  كککكررابت  ددزیياا  ننوچ  هکك  دنیيوگ  وو  .تساا هتشاادد  گگررزب  اارر  کكلم  ،تشاادد  گگررزب  اارر  يییيوو

  وت  رردد  هچنآآ  تعفنم  ات  ددریيگ رب  ]وو[ تتابث  هکك  دداتسرف  ننامرف  هکك  مماگنه  ننآآ  یيلاعت  وو

  ات  ننااددرگ رب  اارر  بباتفآآ  هکك  دداادد  ننامرف  گگررزب  ننامسآب  وو  دسرب  اهزیيچ  همهب  ممدداهن

  اارر  وواا  ننامسآآ  وو  تفرب  لمح  رس  ززاا  بباتفآآ  ،دسرب  يییيزیيچ  رهب  شتعفنم  وو  وواا  شبات

  ننآآ  وو  .دمآآ  دیيدپ  ززوورر  وو  بش  وو  دش  اادج  یيیيانشوورر  ززاا  بش  یيکكیيررات  وو  دیينااددرگب

  تصش  وو  دص  رراهچ  وو  رراازهب  ننآآ  ززاا  سپ  وو  .اارر  نناهج  نیيآآ  خیيررات  دش  يییيززاغآآ  تقوو

  نناارق  وودد  وو  دداتفه  تتدم  ننآآ  وو  دیيسرر  ززاب  ززوورر  ننامه  وو  هقیيقدد  ننامهب  للاس  کكیي  وو

  یيلاس  تسیيب  رهب  نناارق  نیياا  وو  دنیيوگ  يییيرغص  نناارق  اارنآآ  هکك  دشاب  ددزمرروواا  وو  ننااویيکك

  يییيرتشم  وو  لحزز  وو  دیيسرر  ههاگیياج  نیيدب  وو  دنکك  يییيریيس  بباتفآآ  هکك  ههاگ ره  وو  دشاب
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  اب  اارنامددرم  ددوب  یينابرهم  هکك  دننااوخ  نناادب  رهم  اارر  ههام  نیياا  ههام  رهم  .ددوب  نناتسبات

  مهب  وو  دنهدد  بیيصن  اارر رگیيدکكیي  ،ههویيم  وو  هلغ  ززاا  دشاب  ههدیيسرر  هچ ره  ززاا  رگیيدکكیي

  ننابآآ  .فیيرخ  یينعیي  ددوب  زیيیياپ  ززاغآآ  وو  دشاب  نناازیيم  ججرب  ههام  نیيرردناا  بباتفآآ  وو  دنرروخ

  ززاا   ددددرگ  تتددایيزز  ههام  نیيرردناا  اهبآآ  هکك  دنیيوگ  ههامنابآآ  ببس  نناادب  اارر  ههام  نیياا  ههام

  ۀةنایيم  ههام  نیياا  وو  ننددرکك  تشکك  رهب  ززاا  دنریيگ  ببآآ  ننامددرم  وو  دنکك  ززاغآآ  هکك  اهناارراب

  شتآآ  ررذذآآ  يییيولهپ  ننابزب  ههام  ررذذآآ  .دشاب  ببرقع  ججرب  بباتفآآ  تبون  وو  ددوب  فیيرخ

  نیيرردد  بباتفآآ  تبون  وو  دشاب  تجاح  شتآب  وو  ددوب  هتشگ  ددرس  ههام  نیيرردد  ااوه  وو  ددوب

  نیيدب  وو  دشاب  ویيدد  يییيدد  يییيولهپ  ننابزب  ههام  يییيدد  )بب 87(  .دشاب  اارر  سسوق  ججرب  ههام

  دشاب  ههدنام  رروودد  اهنمرخ  ززاا  نیيمزز  وو  دشاب  تسرردد  یينعیي  دننااوخ  يییيدد  اارر  ههام  نیياا  ببس

  تبون  ههام  نیياا  وو  اهکكیيررات  وو  شتآآ  ءاهناخ  رردد  دنشاب  ننااویيدد  ننوچ  ههام  نیيرردد  ننامددرم  وو

  ههام  نیياا  یينعیي  نمهب  وو  ههام  نمهب  .ددوب  نناتسمزز  للوواا  وو  دشاب  يییيدج  ججرب  بباتفآآ

  ههام  نیيرردناا  زیين  وو  .نندنام  رردناا  جنکكب  وو  یيکكشخ  وو  يییيدد  ههامب  ددوب  دننام  وو  دنام  ننامهب

  ههام  دمرراادنفساا  .ددرراادد  دنویيپ  يییيدج  اب  وو  ولدد  ججرب  یينعیي  دشاب  لحزز  هناخب  بباتفآآ

  یينعیي  ددوب  ههویيم  يییيولهپ  ننابزب  دنفساا  هکك  دننااوخ  ههام  دم رراادنفساا  نناادب  اارر  ههام  نیياا

  تتوح  یينعیي  اهجرب  رخآب  بباتفآآ  تبون  وو  ددریيگ  نندیيمدد  اههایيگ  وو  اهویيم  ههام  نیيرردناا

  يییياادتباا  وو  ددرکك  شخب  ههددززااوودب  هنوگ  نیيدب  اارر  تتدم  نیياا  ههاش  ثثرمویيکك  سپ  .دسرر

  گنشوه  ،تفرب  ایيندد  ززاا  ننوچ  وو  تسیيزب  للاس  لهچ  ننآآ  ززاا  سپ  .ددرکك  دیيدپ  خیيررات

  وو  ددرکك  رهق  اارنااویيدد  وو  ددرکك  یيهاشدداپ  للاس  دداتفه  وو  دصهن  وو  تسشنب  وواا  يییياجب  ههاش

  ززاا  نیيبگناا  وو  هلیيپ  ززاا  مشیيرباا  وو  ددرکك  هشیيپ  مشیيرباا  یيگدنفاب  وو  يییيرگددوورردد  وو  يییيرگنهآآ

  وو  .دش  ننووریيب  نناهج  نیيززاا  کكیين  ممانب  وو  تشااذگب  یيمرخب  نناهج  وو  ددررووآآ  ننووریيب  رروبنزز

  تعاطب  اارنااویيدد  وو  ددرکك  یيهاشدداپ  للاس  یيس  وو  تسشنب  ههاش  ثثررومهط  وواا  سپ  ززاا

  دیيدپ  وواا  ممایياا  رردد  فسااددوب  وو  تفاتب  مشپ  وو  مشیيرباا  وو  دداهنب  اهیيوکك  وو  اهررااززاب  وو  ددررووآآ

  وو  دیيتسرپ  اارباتفآآ  وو  تسب رب  ررانزز  وو  تفریيذپب  وواا  نیيدد  وواا  وو  ددررووآآ  ننایيباص  نیيدد  وو  دمآآ
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  للاس  ززاا  یيعبرر  وو  للاس  جنپ  وو  تصش  وو  دصیيس  یيتمسق  ره  ،ددرکك  تمسق  رراهچ  اارر

  وو  يییيززوورنابش  ززاا  یيعبرر  وو  ززوورر  جنپ  وو  تصش  وو  دصیيس  تسددرخ  للاس  تتدم  کكنانچ

  ززووررون  ،ددررذگب  گگررزب  للاس  نیيززاا  تمسق  رراهچ  ننوچ  وو  ددرکك  ممان  گگررزب  للاس  اارنآآ

  كککكولم  مسرر  وو  نیيیيآآ  تسبجااوو  نناهاشدداپ  رب  وو  دشاب  ملاع  للااوحاا  نتشگ  ون  وو  گگررزب

  وو  .للاس  للوواب  ننددرکك  یيمرخ  وو  اارر  خیيررات  رهب  ززاا  وو  یيکكررابم  رهب  ززاا  ننددررووآآ  يییياجب

  )آآ 87(  رمع  وو  دددنویيپ  یيمرخب  وو  دنکك  نشج  اارر  ززووررون  هکك ره  هکك  دناا هتفگ  ننایياناادد

  یينعم  ،تساا  يییيولهپ  ننابزب  نیيددرروورف  ههام  نیيددرروورف   .دنااررذگ  یيمرخ  وو  يییيدداش  رردد

  ههام  نیياا  وو  دشاب  يییيوو  رردناا  تتابن  نتسرر  ززاغآآ  هکك  تساا  ههام  ننآآ  نیياا  هکك  دشاب  ننانچ

  اارر  ههام  تشهبیيذذرراا  ههام  تشهبددرراا  .دشاب  يییيوو  رردناا  بباتفآآ  رساارس  ،تساارر  لمح  ججرب

  یيمرخ  وو  دنام  تشهب  يییيوو  رردد  نناهج  هکك  تساا  ههام  ننآآ  یينعیي  ،دنددرکك  ممان  تشهووددرراا

  رروودد  رب  ههام  نیيرردناا  بباتفآآ  وو  دشاب  تشهب  تشهوو  ،دشاب  دننام  يییيولهپ  ننابزب  ددرراا  وو

  ممان  ررااددرروخ  اارر  ههام  ددااددرخ  ههام  ددااددرخ  .ددوب  رراهب  هنایيم  وو  دشاب  رروث  ججرب  تساارر

  ههام  نیياا  وو  ههویيم  وو  وج  وو  ممدنگ  ززاا  اارنامددرم  دهدد  ششرروخ  هکك  یيهام  ننآآ  یينعیي  ،دنددرکك

  هکك  دننااوخ  ههام  ریيت  نناادب  ههام  ریيت  .دشاب  ججرب  نیيرردد  بباتفآآ  هکك  تساارر  ااززوج  ججرب

  يییيدنلب ززاا  بباتفآآ  زیين  وو  ،ریيت  ننوچ  دننکك  تمسق  اهرت  رگیيدد  وو  ممدنگ  وو  وج  وورردناا

  نیياا  وو  ددریيگ  نندمآآ  ریيزب  وو  يییيززاادناا  ااوه  رب  هکك  بباترپ  ریيت  ننوچ  ددریيگ  نندمآآ  ددوورف

  ننابزب  ددرم  وو  ههام  ددااددرم  .ددوب  نناتسبات  لصف  ززاا  ههام  للوواا  وو  دشاب  اارر نناطرس  ججرب  ههام

  شیيوخ  دداادد  كککكاخ  هکك  یينعیي  ،دنددرکك  ممان  ددااددرم  اارر ههام  نیياا  وو  دشاب  كککكاخ  يییيولهپ

  كککكاخ  دننام  ررابغ  ززاا  ااوه  زیين  وو  دیيسرر  للامکكب  يییيوو  رردد  هتخپ  اهویيم  وو  اهرت  ززاا  دداادب

  ررویيرهش  .دشاب  اارر  دساا  ججرب  بباتفآآ  ززاا  وواا  تمسق  .ددوب  نناتسبات  هنایيم  ههام  نیياا  وو  دشاب

  نناهاشدداپ  لخدد  هکك  نناهاش  ویيرر  یينعیي  ،دننااوخ  ررویيرهش  ننآآ  رهب  ززاا  اارر  ههام  نیياا  وو  ههام

  ننااررویيدکك  ههام  نیيرردد  وو  دنهااوخ  ههام  نیيرردد  اهلغ  ززاا  کكیي  ههدد  نناشیياا  هکك  دشاب  ههام  نیيرردد

  رخآآ  وو  دشاب  هلبنس  ججرب  تبونب  ههام  نیيرردد  اارر  بباتفآآ  وو  دشاب  رت نناسآآ  ججاارخ  نندداادد  اارر



1

ززووررون  قیيقحت  رردد  هلاسرر  )آآ 86(

  (بب 86)

نیيعتسن  هب  وو          ههدحوو  هللاا  یيلع  تلکكوت          میيحرلاا  نمحرلاا  هللاا  مسب  

  كککكولم  کكیيددزنب  هکك  ززووررون  تقیيقح  فشکك  رردد  دناا ههددرکك  فیيلات  هکك  تسیيباتکك  نیياا

  اارچ  وو  تساا ههددوب  هنوگچ  وو  تساا ههدداهن  ههاشدداپ  ممااذکك  وو  تساا ههددوب  ززوورر  ممااذکك  مجع

  يییيرراکك  ره  رردد  تتریيس  وو  تتدداع  وو  نناهاشدداپ  نیيیيآآ  رردد  رگیيدد  وو  اارنآآ  دناا هتشاادد  گگررزب

  اارر  بباتفآآ  ننوچ  هکك  تساا  ههددوب  ننآآ  ززووررون  نندداهن  ببس  اماا  دعب  اماا  .تساا  رصتخم

  يییيززوورنابش  ززاا  یيعبرر  وو  ززوورر  جنپ  وو  تصش  وو  دصیيس  ره  هکكنآآ  یيکكیي  ،ددوب  رروودد  وودد

  ره  کكنآآ  رگیيدد  وو  .دننااوخ  للاسون  وو  ززووررون  اارر  تقوو  ننآآ  ،دیيآآ  ززاب  لمح  هقیيقدد  للوواب

  ززوورر  وو  تقوو  ننامهب  .دیيآآ  ززاب  هقیيقدد  ننامهب  للاسکكیي  وو  تصش  وو  دص  رراهچ  وو  رراازه

  ددوشیيم  مکك  تتدم  ززاا  عبرر  کكیي  للاس  ره  هچ  ،دمآآ  دنااوتن  ززاب  هقیيقدد  نیيدب  ددوب  هتفرر  هکك

  ززاا  سپ  وو  ددررووآآ  نیيیيآآ  نشج  وو  دداهن  ززوورر ون  ،تفایي  رردناا  ززوورر  نیياا  دیيشمج  ننوچ  وو

  ننوچ  هکك  تسنانچ  نیياا  هصق  وو  دنددرکك  تترراشاا  وودب  ننامددرم  وو  نناهاشدداپ  يییيوو

  ممان  اارر  ههام  وو  للاس  وو  ممایياا  هکك  تسااوخ  تسشنب  یيهاشدداپب  مجع  كککكولم  للوواا  ثثرمویيکك

  ربخ  اارر  ننایيملاع  وو  دنددرکك  نناشن  تفایي  )#(  دنناادب  اارنآآ  ننامددرم  ات  ددززاس  خیيررات  وو  دهن

  ننوچ  هکك  دنیيوگ  نیينچ  وو  دنرراادد  ههاگن  اارر  خیيررات  ننآآ  وو  دنناادب  اارر  وواا  ننانگمه  ات  دندداادد

  بباتفآآ  رروودد  کكیي  ننوچ  اارر  بباتفاا  للاس      ،ددرکك  خیيررات  ززاغآآ  اارر  ززوورر  نیياا  ثثرمویيکك

  يییياجب  اارر  عبرر  نیياا  يییيززوورنابش  عبرر  وو  ززوورر  جنپ  وو  تصش  وو  دصیيس  تتدم  رردد  تشگ

  ره  .رمق  رروودد  سسایيق  رب  ددرکك  تمسق  ههددززااوودب  اارر  ززوورر  جنپ  وو  تصش  وو  دصیيس  وو  دنام

  ههددززااوودد  ننآآ  .تسیيرراب  هتشرفب  وو  دداهن  یيمان  ننآآ  ززاا  اارر  یيکكیي  ره  وو  ززوورر  یيس  یيشخب

  گگررزب  رروودد  ههاگنآآ  .تساا هتشامگ  ملاع  رب  اارر  نناشیياا  یيلاعت  وو  كککكررابت  ددزیياا  هکك  هتشرف



【凡例】

• 以下に校訂するテキストの底本は、大英図書館（British Library）所蔵Add. 

23568写本（本書では「ロンドン写本」と呼ぶ）である。該当する写本葉数

は fols. 86a - 101bである。

• 太字で示された箇所は、底本において赤色（赤インク）を用いて書かれてい

ることを示す。

• 底本にはピリオドやカンマはなく、改行もまったくなされていないが、校訂

では適宜ピリオド（.）とカンマ（،）を付し、章の変わり目などには改行を

加える。

• ∴ で囲んだ部分は、写本中に対句、半句として示される箇所である。

• 底本の語句が必要ないと判断される箇所は［］を付す。

• 底本の語句を修正する場合には、元来の表記を［○○＋］として［］内に示

す。

• 底本の語句を補う場合には、《》を使用する。

• 〈 پپ〈〉چچ〈〉ژژ〈〉گگ 〉などは、底本では点が打たれていないが、現代表記

に準じてあらわす。
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